um..^ 


序 

.  j バ放も ぞ — . 

獨 乙の 世界政策は 所謂 タユ ルト •ボリ ティク」 とし I 
て 巧く 义 新しき 問題と して 世界の 注視を 惹 き來ク 
た閒 題で ある。 

今ぶ 人- 柬鄕豐 君® このせ 界 政策を 著し 余に 序を 
*  ♦ 

需 めら る •謂 ふ 迄 もを くみ おの 事 巧ょ— りして 今 曰. 


程獨 乙の 世界政策が 請 蕾 子に とりても ホ實務 家に 
と^て 意味 深く 感得 せらる、 時は あるまい. 

本書は 墓に 時機を 得た る 好 著で ある •敢て 
を 草し 江 溯に 農む- . 

昭和 十五 年 十月  ■ - 


書 


日 巧 伊一 II 固 軍事同盟の 成立は 化 巧 歴史上に 於け る剑期 的出來 事で ある。 この 同盟 
の 成立 じょら 歐洲と 柬洋じ 於け る 新 おげ 建設が 促進され る ことは 明らかで ある。 世 
ホは 載 後 四つの ブロック 卽らア メリ々 ブロック、 東亞 ブロック、 ソ聯 ブロック、 歐 
拥 プロ ブク化 分かれる であらぅ ち ふまは 常識に ならつ、 ある、 この 時に 歐洲の 指 
巧 的 巧 力た る 巧 伊と 東洋の 盟主 日本が ダッ チリ 捏 手した ことは 世界 平 巧の 巧を じを 
與 する 所が 大 さい。. 

巧 乙が 昭巧 十四 年 九月】‘ 日の 第二み 歐洲大 戰勃辨 な ホ 特化、 歐洲新 秩序の 巧な 目 
巧して 華々 しい 驚 固を 續 けて & るが、 巧々 日本 巧 民と しては、 

(一) また 何な あ、 して 巧 動を とらねば ならの のか、 


(一一】 何 かお こが かく も おいか、  . 

ご一一) 占領地が 巧 乙の 戟圓 能力は どれ 化 貢 おしてむ るか、  - 
'これを かるを が 長期 載に •をれば 巧 こが お 巧 的 じ 敗け ると 云 ふ英网 侧の宜 がを がが 


する 所な である。' 

/( 巧) が 巧 巧 乙は 世 巧を 如何 化しようと 考 へて 0 るの 力 


等を 巧 化する ことが 今日の 日本化と つては、 巧め て 大切の こと?" ある。 

窒は これらの 疑 賢を へる 作られ 《も G で t、 まが 日餐 一一 商の 親 

ち關巧 化拍 をを かけ、 化 巧 新 巧 巧の 巧 巧 化 巧 立 も 得れば 琪 かの 幸で ある 


昭巧 十五 年 十月】 日- 

防を 訓 巧のを 


著を. 記す 


を 


序‘ 文 

はしがき  1. 

日 巧 か 一二 閔條 めぶる 


元な 相 


石 

4 是 

巧 


渡莊 

鄕 


义 


巧な •轻の 巧 直 扶助 (巧 化 十 年】 . 

日本 闻 •巧 乙 巧 及 伊 •太 巧两 巧兰 两化巧 

署日 . . . 

時局ぶ 巧の 詔 巧み 致 ：… 一. . 


凸 


一僖】 、む 非な 時 巧 お . 

I 巧 脚 お 巧、 巧を を 单巧萬 巧な 化. 

S 拐で おお 巧分沒 . 

— 東亞 お濟 曲に 円 由の ホ . 


二、 も 領地 おは 獨乙 にどれ 位 役立って ゐ るか 


ダンチヒと 波 巧遇廊 . 

-7 化 巧の 九 巧 六 かは 巧这人 

I 白ホボ とはを のみ . . 

I グン 手 ヒ ホの ^化 . . 


•蜂 • 


-111 
.一二 
’三 一一 
-一巧 


I I ランド 坦巧 . 

ポ I ランドの 巧を 进營 . 

I ランドの か 巧 . 

巧 乙巧ポ ー ランドの おが 力. 


豐が 


ポ ー ラン K の 巧る . 

巧 乙ち 巧の ち 巧 力 . 

K  H 1 デンの 巧 巧 的 巧ち 
話が のを おを さぐる …… 
巧 乙は 何を 巧 用す るか… 
デン マ ー クの 利用 巧 お… 
オブン ダのを おを さぐる 


一二、 大戰 前の 植民地 活擢 


初期の おか 活® . 

そ 乏なボ ー ランド 巧 巧. 

ピス マルクの 巧を . 

巧 W の 巧 後を 巧く ミ…. 


ピス マルク >  ヒス トラ 1 の 共通 K. 


四、 •大 戰な獨 •こが お 地の み 割. 


I ヴユル サィ ユが わじょ る® 巧 植巧地 

のみな . き 


ペル ギ I のを エ柔 . 二八 

佛 W 两 のが 服と 巧 乙の 載閒力 . 一ろ 

みなを エ 柔地帶 . 一一三 

化が を H 棄地巧 . き 一 

中な を 工業 地 巧 . 言 

应 工業と 巧を 物 . 呈一 


特許み 社の 巧 巧 . 男 

巧 こを アフリ •カホ お— 巧 こを アフリカ 

の捷設 . ^ . 四 だ 

ノ イギネ 卞を肚 I 巧領 一一 || 1ギ ニ ァ . 四 九 


巧 こ 本 WQ お讓 . 至 

ザ かがめに ょる 巧 乙 本 W のみが . な セ 


会^を 天 


ゲッ ペル t5 の 叫ぴ… 

巧 巧 化の 巧たず 巧 お 
を 任 杭 治 W の 怠 役… 

を 巧抗 治下の 给 を…- 

八、 商品 巧 場. としての W お 地 


.五、 ナチ スの嬉 巧と 其のが お 政策；_ 

ナチ スの巧 生— 一乂 一九 年 一巧 九日 …： ミ 

甘 五ケが の おお.； . さ 

ヒット ラ I の 『巧が 巧爭 J に 現 はれて わ 
る 巧 方 ほお . 寄 

六、 が 段 地 お還變 求の 政治的 巧 曲.. 

IM をの あ警 のた めじ— . ち 

夕佛の 陰謀 . •.： ち 

セ、 •煤 料を 源 供給と しての 楠 民 化； 


. を 

—巧 巧の ホな « . 六と 

巧 乙 巧 族のは あ 典 巧 . 契 

巧 族 巧 おに ホけ るか 巧 政策 . 六お 

巧 巧が お ま 同盟 . 巧 

. . . だ 一 

ロィド •.ジ ョ I ジの 言質 . だ 四 

を 任 統治の おお まは 何のた め . ち ハ 

. . . . . ゼ八 

巧 乙 告输巧 化の 経 巧 的な 値 . な 

g 巧 こ M は 地 ホ： か 左 わ お 的 巧 . 八 立 

世 巧な ホな 中に A める おな . 八 八 


巧 乙が 今を 十 年 m 巧ち 化を 開を すれば？ 化 一 
. な 


巧 巧ょ りん おへ . 

巧品巿 巧と して 麽 をを 下. 
-な巧 商品の 角を . 


九、 移住 地と しての が お 地. 


肖 給 ホは 八 二％ 
增を 巧® 策 …… 


.な 

んぉ 

.九 八 


ホ ホの 人口 巧を . 

人口 巧 口と しての 拖巧 地は おが 倍 か.. 

0、 をを 地と しての が お 地’ • 
一、 食 お 不足と その 對策 ： ：… 


ミ ハ 

1C 八 


I  ニニ 

二の 


I 巧みな 冉 巧に がふ. 
巧 乙な 易の ずを 巧…. 


おひは 巧 神 的み 果. 


々クヲ イナの たな あ 


101 
10; 二 

-癸 
一 冤 

|二 

11111 

二べ 


キ： 巧が お 品 も 輪 率 ( 一 义 兰巧 年 巧 一 …… 二 < 

一二； 跌拥移 お 中 巧 こ 人の 巧め る 削ん 〔('。口 0 . i 

大巧 前の 巧 こなち ホ . I 妄  . 

一一 一一、 化巧貿 為にが ける 英捣 の錠爭 . . ミ 


西 狭に がける 巧两… • 
’  •北 おでは ま W が 度を 


I ミ 
養 


中 おあび 裳 巧 お. 
英闲 目が 巧 -…… 


一巧、. チ エツ コス ロヴア キアの 崩壊 

. コマルノを ま . 一 一吉 

ス ロゲ ア キアの 巧な 運動 . 一黃 

チ エブ n の 巧 かは ヒット ラ I の 手に： •  in 六 
'チ エブ n スロヴ アキ ア廿 年の おを を 

巧る . . . 一田 I 

ピヴヴ パ ー グ おを.' . 音 I 

お壞の おがの 原因 . 一呈 


巧を に 巧る ナナスの 手 . 

チェ ヴ n 合併の 意義 . . 

—政ホ 的を お . 

1 巧 濟めお 内 . '• . . 

巧 南 お 進化の 必 をは 解消し ない 

をと おお 超過 ：… ぃ . 

垂裝の 的 •軍需工場 . 


ぶ、. 貿易 . 

ォ IK ドリァの 么口 併に ょり 入 おお 化… 一 置- 惊が かおらず んぱ巧 

六、 獨 乙と バルカン . 

バルヵンの 巧 産 あお . 一 ま 

巧 物資 お . 一六 0 


バルカンと 巧 易閒 係. 
バルカン 諸 战の悅 み. 


ミ ー 
き 

111-4 

基 
巧 
異 
男 
五 I 
を 一 

量 

墅 

ち 

寬 

ご 

查 


8 


な 会 さ客皇 S 皇養 養 


をを 《：ク 


六 六 
《だ 
お八 


ウクライナの 巧 業 . 

ウクライナの 线と石 お …： 
カル •ハ' ア t 卜 •々クラ イナ 


基 

置 

ち 

ち 

ち 


巧 こ桂柬 政策の 梢み…. 

日 巧 経 巧の 療爭 * . 

ほ 治は 經 巧に « ホ する. 
滿巧だ あの おを . 


. 一八 八 

巧 乙の 他 闻巧部 崩 •巧 細 織 . 一九 凸 

— アルバィト •ディ— ン K の 巧の 扭ひ 1 化 巧 

巧くべき あ 巧のを 用 . ..一九た 

文化 おの 巧の . -免 


ー セ、 東 欺の 寶窜 ウクライナ 

巧 乙と々 クラ イナの 關 なは 巧い . 

々クラ イナとは を 境の 息 だ . 

ソ聯 ウクライナ . 

一八、  ヒット ラ I の 掠 東政榮 

巧 ま 巧 あの 變運 . 

I 巧 丈 巧を . 

支那の 巧 こに 對 する 關 、む . 

—巧ザ W 附の 巧れ . 

巧 こ 巧 巧說 . 

一九、  ナチ ス奇 輿戰巧 . 

まづ 正な 法 . 

巧 巧 耽 巧の みあ . 

m 1 •£ 南ア フタ カの ナチ K  . 

お 事 巧を のをな 义 . . . 


■  — 

A お 六 五 


爱香 H  3 


賽昌薑 裏 言 5 臺 ミミ  号 ミミ S、 


フンク お 巧 相の なお . 

、巧 後の 通商 巧 . 

ヴェル ヤィ ユ條 めの 敎訓； 

をは お 用のを わ* . 

二】、 ヒット ラ 》お 統 

小 巧 人の子 . 

化を 巧大 に. たもの 
‘せホ 大巧に 參か …… 

巧 乙 巧 かお 黨へ X 巧 

ニニ、 ヒット ラ I を燒る 人達 


一一 0、 戟 後の世 巧 お 巧と 金 が來 


ヒブ トラ ー の 後を！！ ぐのは 誰か . ーゴ ー六 

ルドルフ. ヘス . ニニ 八 

ヘル マ •ゲ ー リング . ： . 二き 


じ— << ウ*  •ィ —  *ぉ巧{3 夕—… 一一一一 一一 


ホ 田への 金 集中 . 

金不 ホを どぅして 解消させる か 
ホ闻は 何を や. るか . 


致に 巧く . 

をに 中 巧に 鹿を がと める 

波のを 生 巧 . 

巧の 人 . 


巧两 ホを Q 1 をを お .：： ： .…. 

ヒ-ヴ トラ.- 巧の 乂立 巧と なる 

m ゼフ •ゲヴ プルス . . 

—巧巧 巧 壬の 打 ホ— 


7  — 


羣客ま ミ 


ち吴 窒ミ賓 き さ 空芙養 渥呈養 賣 


巧 乙は なぜ 巧った. 


—ヒヴ トラ ■の えら さ—* 


靑 年の 意 巧 . 

巧 乙の 巧 巧が 巧 避 能力 • 


一一 着  ヒ卞マ ー ル •シャハト； 

呈 K  巧 巧を 化の 立 役 ザ ダィ ス 

-1 ゴ充  ルト . 

二 受  ヒ ブト ブ 1 の 巧を を ..… 

I 亩-  々ィ— デマン 大 な：：：： 

H ブプ W 軍 . 

一一 弓 一  7 ドル 7  •ワク ナ| . 

二 国  條巧巧 面の 巧特巧 . 

i  六 - 


佈 るべき 巧 の 力 . 

文化 诗 おのな 本山 . 

再 こか 巧 板のを 巧は 日本に 在る 
アルフ レブ ド •  n  4 ゼン ベルグ 

9 ヴ •ヘント a ヴプか 巧 . 

—巧 A を 希ち 

t ブト ブ I と. ハ TY ンの 橘* し. 

外 巧 a:»s つての 难なお . 

サイルへ ル A  •ブ リブ ク . 


二 一二、 孩お 後の ナチ スの計 童 
二 四、 第二み 歐 洲大戟 のを 訓 


伊太が のを 巧の が 響 . 

巧！ S 巧 嵌の 日本に 及 だすが 響. 

三ー ッ巴 のな 巧 . 

化か 捕 巧を を 出さぬ . 


魂 だけ T は «» はかられ 《  . 

巧 摩の 巧 S 員 . 

すべてが を W 强お のた めの 巧が • 

ブ ランスは 何 ホを けた . 

大巧 乙 巧 巧ち 巧函 田：‘ . : 

肤洲同 おとその が 巧 . 

アフリカ 巧 巧 地を か 何に する か. 


看 
一ち 
爱 
一 お 
一八 0 
一八 四 
K 八 


巧 巧 マフ リカ 楠 巧％ . 

巧 巧 アフリカと 白 お コンゴ 

ベル ギ I 領 コンゴ . 

コンゴ— を 化が 約 . 

を < の 自由の 天地 . 

巧の モ 巧は 口 . 


一 五、 を考書 • 


日 巧が 一二 國 おお 成る 


P 


/—おち 


巧 豆 扶助 (期限 十 年) 


1:: 通 進し ク 、あるじ 對し 巧が 巧 苗は 歐洲巧 秩序な 設 じあ 進 
日 巧が 一二 苗は 世界新 秩巧 建設の 典 同 使 かの たれ、 かねて 東 
巧け巧でーニ«お^;3^|||の-乂巧を進れてむたが、 今回日巧がーニ困な巧の意見の 一 をを 
P をを；^ ザ ¢1 ち： ^6:$^  口 伯林の 巧紀 統官舍 じがて リブ ペン ト n ， プ巧 外が、 チァ 
^^,.伊听がに，び掉^.巧巧|<化との間化調巧を了した、 仍つ て日巧が一一再政巧は同日 
午後 八 時 十五 分 (化 林 時間 午を 一時 十五 分) 夫々 束 京、 伯林 巧ぴ羅 梅に めて 左の なく 
111 巧條 のを あを した。 


日 巧 伊 III 轟を と B 黛 K 於 V 轰喜 Q 言 援資」 《ふ. な I 一 

日本 阐 、獨こ 爵及か 太 利网間 一. 二网 條約耍 旨 

大日 本が 两な 巧、 巧 こ 巧を 巧を 伊太利 巧を 巧は 巧 巧を してが々 其 巧を 得しい るを 
なて 恒久 平 巧の 化か お 件を^ と 旗め たる じよ 6 大 東亞 及び 歐洲の 化が じがて が々 共 
地が 化た けるな 該巧 族の 共存 共 あの 實 をを r る じ 足るべき 新 秩序を な設し 且つ 之を 
維持 せんこと をが 本義と なし 右 地 巧 化が てこの 趣旨 化 よれる 努力 じつき 相互に 提携 
し旦つ 協力す る ことじ 巧な 甘ろ、 しか レて C1 巧な 巧は 更に 化 巧 到る 庭 じがて 同様の 
巧 力を なさん とする 諸 巧 化對し 協力を 惜しまざる もの じして、 かくして 化 巧が 巧に 
封す る 一二 钩 なおの 抱負を が 現せん ことを 欲す、 よつ て 日本 闽政 巧、 巧こ蜗 政府 及び 
伊太利 巧な 巧は 左の 通らな 定サ 6  • 

第- 條 日本 閑は のこ 闽が 太利扮 のな 洲 にがけ る巧秩 巧が 設じ關 し 指導 的 化 化を 沒 

めを とを がます 


— S 


第 一條 日本 巧は のこ 巧が 太 利 巧の お洲 化が ける 新が 巧 巧 設に關 しお 導 的 化 化を 錫 


め且么 をな 菜す 


巧 二 巧 巧 こ 閑 及が 太 利 巧は 日本 閔の大 東亞 如め ける 新 お 巧 建設 じ關し 指媒的 地位 
を 認め 且 之を 皆 東す 

第 =1 條 日本 巧、 巧こ闽 反が 太 利 巧は 前記の 方針 じ 基く 巧 力 じつき 巧 互に 協力^べ 
きこと を 約す、 を 化 Ill 絲約闽 中 何れ かの 一网が 巧に 欺 洲戳爭 又は 日支紛 をに 參入 
し 居らざる 一國じ 化て 巧 おせられ たると きは 一一 一閔は 有らゆる 政治的、 經巧的 及 あ 
事 的 方法に 化ら 巧 互に 巧 巧すべき ことを 約す 
ザ 巧條本 條約實 班の 爲み 日本 図 政府、 巧乙闻 政府 及 伊太利 因 政が 化 化 6 化 命 せら 
るべき 委 なょ 6 成る 混合 巧 門を 貝 脅は 遲滯 をく 開催 甘ら るべ さものと す  ‘ 
第五 條目ネ 因、 巧 こ 巧 及が 太 利 巧は 前が 謙條 巧が 一二 締巧國 のをと ソゲ ィユト 聯邦 
との 巧に 瑪 がする 政治的が 態 化 何等の お铁を も及ぽ さざる ものなる ことを 確 誘ず 
第 六 條本條 約は お 名と 同時 化貨 おせらる ベ  < 、-ぜ あの 日ょ 6 十牟 聞な 巧と す、 右 


巧 閒巧了 前 適 常なる 時期 化 於で が 約 巧 中の 一朗の 要求 じ 基き 締約 巧は 本 化め の更 

巧化關 し跨遙 たべし  ... - 

♦ 

時局 克服の 詔書 後發 


大義ブへ锭_1宣揚シが巧ヲ ー宇タタシム ^^、ィな二皇租皇宗ノ大訓ニ シテ脫ダ 

夙を を々 お々 ザ^ 巧 ナリ而 シテ今 ヤ世姑 バ巧ノ 巧 化を 止ス 作巧ヲ なラズ 人を 
■ 

>  . 

ノ袭^ ぺキ馬 患亦将 二が^ ぺ 々ラゲ 八 モノ ア- ラン トス 朕、 ィ規が ノ截を 平巧ノ 
.  - 
-  克服 ノー  日 モ速ナ ラン コト-一 移を 巧 メテ切 ナブ 巧 チを 巧 二み ジ テが 巧卜其 'ノ 

iSS  、 

意 巧 ブ同ジ クタ 巧が' 曲 巧 トノ提 » 協カ ヲをセ シメ 茲- ニニ W 間 二が ケル 條め 
ゾ 成立 ブ見夕 火 パ 肤ノ巧 ク巧プ 巧 ナブ  - 
_ 椎 フニ 巧が ヲシ テを々 其 ノ巧ヲ 得 シメ 兆民 ブシ テを 乂其ノ 巧-一を ン.* シム 八. 


一巧 古 ノ大柔 ュシテ 前を 巧 ダる 遠ナリ 巧な 民を々 围隨ノ 巧を ブ巧 巧ュン 巧ク 

■  A 

巧 ブをク な 夕巧ふ 巧 力 非常 ノ時 巧ブ巧 化シな テ 天が おお ノ皇運 ヲ扶致 セ 9 

巧ぶ， が 重 

'  ホ. 困 巧 大屋‘ 副 著 

I  —II  1-'•-1  <  ，-  I  . 

一億 一、 心 非常時 突破  .‘ 

—— 巧閣吿 を-聖旨を 奉 粗 萬 お 克服 ——  - 

•  * 

.  • 

. ( 內閣 吿窥) 日 巧が 一二 阐條 約の 掃 おじ 當ら 、毋 くも 大詔を お發 せられ、 帝 巧の 

お ふ 巧を 明 化し、 围 民の 進むべき 道を 示さ 甘 給へ 6。 聖應を 遠 询化巧 巧 威が 化堪へ 
，ざるなら 0  • 

恭しく 惟 ふじ 世が の ホ 巧を 保持し 大巧 里の ままを 確立す るは、 巧が 攀朗 のな 紳化 
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调 おし、 正化不 巧の 巧是た 6。 昨 巧な が 我 爭のお 生を 見、 世 巧の 巧み 签 ♦街 大ん、 
.底止す ると ころを からず。 是 じがて か 速に 規 谢を截 をし、 一平が 克服の ホを を 講ずる 
は、 巧 下 巧緊の 要務た 6。 適々 巧が 兩 巧は ホ 巧と 志向を 同じぅ する もの あ 6。 因ら 
て ホ 固は 之と 巧提 がし、 夫々 大 東亞 及び 歐洲の 地 おじ 於て 新秩 をを 設し 、進んで 
世 巧 平 巧の 克 化に 協力 甘ん ことを 巧し、 今が S 固 間じ條 約の 締結を おる 化 まれ 6。 

今や ホ闽 はを々 か 意を 新 化して、 大荣 西の 新秩巧 建設 化 邁進す るの 秋なら。 然れ 
ども ホ 巧の 所 倚を 巧が する は 前を 尙ぷ遠 じして、 幾多の 陪 がに 遭. 遇する こと あるべ 
さを 巧 悟せ ざるべからず。 •を 巧 巧は 證で聖 昔を 奉 描し、 非常時 局の 克服の 爲益 ♦困 
巧の 觀 をを 明な 化し 協ム巧 力、 如何なる 難 關をも 突破し、 なて 聖 慮を まんじ をら 
ん ことを 巧せ ざるべからず。 是れ本 大臣のを 巧 巧 じ 望い 所な 6。 

昭巧 十五 年 九月 サと日 

-  巧 閒紀理 大臣な 爵近街  文. 麽 


-  內 閣お理 大臣 公爵‘ 近  街  文-を 


三國で 巧み 巧み 控 
— 東亞 經巧駐 化 自由の 手| 


1二 巧條 巧の 締結 化 依ら 近街內 閑が 成立 早々 中外 化 脚 明した 外夕轉 巧は こ、 に實現 
した、 化 巧 新 巧が 建設と いふ お 巧の 目標を 一にして むる 日® がの 一二 巧が 堅く 結ばれ 
る 化 至つ たことは 世 巧 史上 巧 期 的の ことで あら、 日本を 盟主と する' 東亞 グ甘 ヴク、 
巧が をな 主と する 巧が ブ p ヴク はこの 三 巧 化 巧 化 おつて 巧 寄ら 巧扶 けて 共同 指標に 
a おする ことが 約束され た 

今回の 一一一 困が めの 目‘ 的は 巧 巧 得る 限 6 ホ 巧 的 化 萬が をして ホ々 をの 巧を 巧せ し A 
東亞 及びな がの 化 巧 にがてみ 民 巧の 典が 共を の. 货を 巧げ る ことじ おる ので あるが、 
この S 巧 かお 化 依つ て 日 巧 伊の J11 巧は 固く おびつ き 巧な 化 依つ ては 巧 互に ぞ專的 方 
法 化 化ら 巧 巧を なすこと 化を つたから 荣 西、 歌が の巧扶 巧、 巧いて は 世 巧 新 秩巧化 


邁進す る 日 巧が の 力は 增 大した ものと いはねば ならない 

具 ほ 的に いへ ば 東亞に 日本 t いふ强 力な ホ 方を 巧た 巧 伊は 巧が にがせる 英に 更に 
巧 力なる 巧 巧を 巧へ 得る ことになら、 日本は これを 英米に 對 する 外交的 巧贵 として 
場合 化 化つ では 强 巧を 巧 夕行 ひ 得る ことにな らぅ、 又 これは 閒接的 じは 日 巧 伊が 提 
巧して ま洋 おじ 南洋 化 封す る 理解を 巧め 合 ふ 契 巧と もなる こ-^ は 疑 ひを をれ をい。- 
巧が 兩田 化れ つては 歐洲巧 巧が 有利 じ 展開す る ことは 必至で あるが、 同時 化英が 
か 何 化 精神的が おを 受ける かは お 像 化餘ら あらう 

を 病な*^ 英は 未だ 日本を 自己の 巧 巧に 抱 さ达い ホ结を 捨てず 化 何等かの キ をげ つ 
かも かれない、 をの 手段の 一つと して 考 へられる のは おがな がに 化る おお 物を を 巧 
であるが このな ホに 於て 英のお 度は 巧 目化隹 する、 一二 巧が めは 第 五條 じがて 


日 巧が の 一一 一巧は 前記 諸條 項が 一一 一巧め 田のを々 とお 聯 との 間 化 現を ずる 政治的 狀態 

- 

化 何等の が 巧を も 及ぼさ だる ものなる ことを なをす . 


と規 をして あるが、 巧 巧 期 化と 日 巧關が 化に お洲戰 巧の 巧が ょらみ て 日 蘇關化 •かを 


化 何等の が 巧を も あぼ さ る ものを る ことを お 巧す 


と規 をして あるが、 巧な 關 がと 日 巧關係 並に お洲巧 巧の 巧が よ 6 みて 日 蘇關が •かを 
巧 化 巧轉 する こと も 巧 待すべき であらう 


X 

巧 二が にちいて 

「巧 伊 雨闻は 日本の 東亞 新 巧 巧を 設化關 し 指導 的 地 化を 設め 且つ これを なます」’ 

と 規定して あら 旦つ 日を ホ 交に 巧 待 すべさ もの あろと し 帝国が をの 如何なる 因た る 
とを 問は ず お 蔣巧爲 をな す 固に 對 しては 敢然と して これを 排除す る 牢固た るか 意を 
を •する 現な、 おなおが を々 おな 化する ことは 自明の理 であ 6 を 變處理 も 促進され る 
一二 巧條 約の 條項 中の ま點は 第一 一 一條 化 在ら、 をのな 巧は を邊 じなる かは 日、 巧、 伊を 
困繞 する 围駭巧 巧を 注規 すれば 判然す る もの •が あらぅ 
併し 乍ろ 東洋 巧び 南洋 化か 何なる 關 也を 持つ 第 一一 一巧 化しても ホ閔 がを の 巧 あとず 
るち 西 新 秩序 おじ 世 巧 新を 巧のを ほを 虛也 坦樓じ 理解 すれば、 徒らに 比な の 化か 化 


不 まを 抱いた 6、 まは 蘭 巧の 化か 化な て不 まを 抱く ことは 垂く 杞ぷじ 過ぎない こと 
を 悟る であらぅ 

しかし 萬 一 帝 巧の なを 曲がして これを 妨酱 甘ん とする がかき 妄動を 巧て せんとし 

、 

第ー ニ倏 化該當 する がかき 第一 二 因 あら ば 日本 も 巳む を 得ず これを 叩 •くこと じなる ので 
ある 

»  • 

X 

今回の S 巧條 約は 本年 四月 有 田 前 外 巧に 化る 巧 明 おじと 月の が廚ホ 相談に 化つ て 
明か 化された ホ 巧の 日滿支 あび 南洋を 含む 大 東亞 共 巧 阻の 確立を 巧が が 正 まじ お愁 

しこれを をます ると いふので あつて、 歐が戟 局のを 展と共 化が 终お 狸、 南 ホ 間 斑が 

、  . 

巧が の巧拥 新を 巧を おと 共 化 進んで 行 < ことを 物語つ てゐる ものである 


しかして一一一巧ぉぉ巧ぉ化化クて直化^^渊載爭じ參戟するものではなく、 從ってホ 
■な 巧の 不か 入を 巧は 巧 巧され るでは ない が歐拥 がを の おおと 「第： 二 巧」 の 態 お ホは 


ホ 由の 巧 巧 まぶに 巧ず る 「第 ご I 因」 の お ほか 何 化 依 つては 當が 不介入を 巧を 一が する 


H を 巧の すか 入を 巧は 巧を される ではな いが R 拥 かおの 進 巧と 「第： 二 酉」 の おが ホは 

♦  * 


巧 H の 巧 巧 達ぶ k 巧ず る 「第 S 闻」 の 態 ほか 何 化 依 つては 曾が すか 入な 巧を 一 擲 する 
巧 合 も 當が巧 6 巧る であらう 


現じ S 巧が 約 揉 おとい ふ® たる 尊 赏を前 化して 「第ー ニ巧」 が 果して 巧が として 欺洲 
戰 爭化參 巧し 巧る であらぅ か、 又が 均の 理想 達成を 阻み 巧る で わらぅ か、 これは 日 
巧が 一一 一田 重大なる 曲 也 事で あ 6、 巧に ホ 田 化 巧つ ては 不か乂 巧 巧化棄 とい ふ 東大な 

る 閒留が あるので ある、 巧 勢の おが じ 化 つては 一二 固な 巧揀 おは 不介入 か 巧 一が の 第  - 

•  U 

ー ホで あつたと 回 w ずる ことがある かも かれない 、いづれ 化 甘ょ 巧に 日 巧 伊の 同 巧  - 
をが ダブ チ*' と 度を 化んで 化が 巧を が连 おじち ホを 巧み 巧した ので あると (中外 十 
孕 九 •廿 八日)  _ 

かくして 日 巧 伊の キ じょる 化 ホ 巧 巧 巧の 巧を はを々 進 巧し つ、 あるが、 こ、 化は 
18^洲巧秩序の巧ぉ巧6をみょぅ。 


占領地 域は 巧 こじ どれ 化な 立つ てな ろか 

■  • 

■ 

•  .  .  >  • 

- - ダンチヒと 波 蘭姻廊 

住民の 化 巧 ホみ は 巧を 人  •  _ 

グン チ t はポ ー ランドに おへの 通が を 巧へ るた め、 ペグ ナィ ユ倏巧 化ょり 附近 一 
巧の 化 巧と 百 五十 四 牢方哩 を 自由 ボ とされ、 巧 瞭输盟 のを 理下化 置かれた まで ある。 

がし ダ yivt はを 巧 的には 旣化 をく 巧 こ 人の 巧で ある。 人口 四十 萬 人のぅ ち 九 十- 
六％  は 雨 乙 人で あ  6、  化 民は ビ—  火を かみ、  讀 む巧访 はべ  グリンの 新聞で ある。  を 
して 揭 こじ 巧 おしたい ホ まを 大ヴ ピラ 化か 言して むる。 t ッ トラ— が 巧 乙の 政 巧を 
巧 捏しナ チタり 天下と なつてから •ダン チ t にがても これにげ 應 して ダン チ t ナす 


掌 捏しナ チタの 天下と なつでから •ダン チ t にがても これにが 應 して ダン チ じ ナブ 
义‘が 活潑な 運動を 開始した。 

同巿 化は 廿二 ぶの 謀 員 よらなる 上院と と 十二ん の證員 よら 成る で院が あら、 上院 

議員は 下 およ 6 透 田され るので あるが、 一九 S 八 年 
はは、 をの 下院に 於て 四十 八の 護 席を ナナスが 占め 
る 化 至つ た。  、  ’ 

自由 巧とは ぶの み 

かくて 最早 ダン チ じ も ナチ スの 支配す る 巧と なら 
彼等 ナチ スは ユダャ人を 一掃し、 反 封ぶ のが おじつ 
とめて ねる。 

ダンチヒ 自由 市の 巧 法は 巧 巧脯盟 がが 障して む 
る。 ヴ*  it チィ ユぉ 巧に よ 6 ダン チ t は 巧 こから 離れ、 自由 市と しで 聯盟の 管理 下 


じ 自治 獲を ちしで ゐ る。 

がし ポ— ランドとは 密 巧を 閱 巧と 持ち、 をの ホ巧關 がは を 部ポ— ランドが これを 
巧理 し、' 闻巧聯 巧の 保護を 受ける と 共れ、 ポ— ランドの 保 讓下じ 立つ てなる。 

また ポ— ラッドの 期 巧 お 巧 じ 巧 入され、 み 化ょ 6 巧ず るか 道のを 巧 巧 もポ— ラン 
ド じある 0  I 巧プ n シャを 巧 こ 本± から 中 巧した 上 化 ダンナ t のか、 る 巧 態は、 巧 こ 

人の 威 巧を い々 く 阻を してむ る。 

一  ■- 
•  ダ シチヒ 巧の 歷史 

一方 イ， ク あじが ける クィン •シティと 云 はれる ダンチヒの おおは 古い。 をの 永 
い 期 巧 こ、 だけが、 巧' 6 巧 立した ことが S 度 ある。 卽ち •巧 じ 十 化紀の 頃から ゲィ 
スヴラ 巧 時化が 巧と して 巧ぇ たが、 當時 デン-マ— ク •プ〇 シャ 、ポメラニァ、 ブラ. 
ン’デンブ^グ^ ポ—ランド、 チ ユ |トンの諸巧±闽のを巧の化であつた。 
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ン ，デンブ^ グ：ポ I ランド、 ナュ— トンの 諸 巧 ±阁 のを 巧の 地であつた。 

お 巧 ナュー トン 時 ± 脚が 转爭化 おつて、 これを お轉し 十四 おが おめこれ を 所がし 
た。  - 
しかし 渐く 近代 商業の 巧 巧 巧じ當 6、 一四ち 四 年ポ— ランドが 誰の 下には じれて 
巧 立し 自も巿 とを つた。  ， 

グ が】 と 九 S 年には プ "シャ のネ中 じ おり、 一八 0 と 年から 一八 一巧 年 ホで ナポ 
レォン 戰爭の 間は 巧び 切らが されて 獨 立し 公 巧と してが おした。 

ク *1 夕 IBI の 巧 ひで、 ナポレォン 載爭 がな おする や、 また プロ シャ 卽も獨 
このを おイる 巧と なろ、. 巧 巧 世界 大戰 のな まで 西 プロ シャの 首 巧と なつた。.) 

をして 大戰 後は また 自由 ボ として 一一. 一度 江の 巧 立を して ゐる 誰で ある。 

•  . 

ポ ー -r> ン ド 廻廊 

巧 ブロ シャと 獨乙本 ± との 間^は ポ— ランド お 廊が巧 まれて ゐ る。 ヴュ火 サィ ユ 


が 巧の おお、 巧 こから ポ— ランド じお讓 され、 兩閔の 間を 述 ずる 廻廊の 如 さ 地帶を 
呈 して ゐ るので、 この 名が つけられて ゐ るの だ。 

ポ— ランド 廻が の 尖端、 ダンチヒのを 化 じポ— ランドは 軍灌 、巧 推を 兼ねた グデ 
ユアを 築港した。 . 

かくて 今や おが お 由の 貿あ は、 をの 半分は ダンチヒ、 半分は グ デニ^を 通じて 巧 
はれて むる。  ' 

ダンチヒは これまでを をが 化ポ— ランドの 黄 おを 感じて ゐ たか、 今や 經巧的 じ も 
をの 生が を 巧る 裔 がされて ゐ る。 由 ホポ— ランド 贸 みは ダンチヒ 摧を經 由すべき 蔡 
は、 をの お廊の 設定 及び ダンチヒ むむ ホ 巧 立の 條化 として、- ゲュル サィ ユ化 約で、 
ポ— ランドが なれたと ころで、 グ デニア 雑の 築 雄は、 このな 化から 化約述 反と も 云 
ひ 得る 譯 である。 これらが 凝 おしてを じ ダンチヒ 返還： お 求が 巧 二次 软洲 大戰 の譜乂 
巧と なつた。  - 
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巧と なつた。 


ポー ランドの 戟後經 を  、 

ポ— ランドの み 巧 

昭巧 十四 年 九 巧 一日 じ 第二次 獻洲 大戰の 幕が 切つ てを される や、 巧 乙は 九月 中 巧 
にを 早く、 支 •じ， トラ— とポ— ランド 化は いつて 巧つ た。 

九月 サ 八日 じは タブ ベンド ロブ プと モロトフ とのを 談 じょ 6 ポ I ランドの々 割が 
行 はれ々。 ポ— ランドの みおは 化 端は リス ア ニャの 南方 突 巧 部から 巧して ブ —ク、 
チン 和 じ 沿 ひ、 > サンが の 水源地々^ パ チア 山中の パンガ リャ 巧に 達する 巧闽巧 おを 
« した。 

巧 この 巧 得した 地方は 面 巧 約 甘 S 萬 平み キ n、 ポ— ランド 热面 おの 五分の S、 人 
口は 一一 千 四な 巧人餘 、巧 人口のと お、 ソ がの 領地は 十五 巧 平方 キ .口人 口は 九 百 巧 人 
である。 巧 ソ蹄巧 化は 巧洲 第一の 森林 化 巧を 中央 化して 大巧 沼澤 地帯で あ 6、 ホ 業 


•"- 巧 — 


の お 達は 木せ、 皮革、 毛皮 業の 外 近代 H 菜 化み るべき ものは なく、 南ぶ のゥ クラィ 
ナ 地方は 農業が 巧んで フ^ツ— 地方に 巧-放す る。 石油の 中 ム地ポ ブス ラゥが ソ聯の 
手化乂  6、 をのを 曲な 五十一 萬】 千 トン U 】 九 S 六 年の 調 查を合 甘 V、 ソ聯 はおを 
共 じ敦洲 第一の 巧油闻 じな つた。 

巧 己な ポ— ランドの 巧濟力 
石油を 除いた 巧 物 ま おは 巧 こが 化 集中して むる。 

おおの 埋まを は々 百 十九な トン、 おな 没び お鹽お 十九な トン、 加里 鹽四值 五 千 萬 
トン、 錢な一 谊六千 五 百 巧 トン、 鉛 及 ぴ亞鉛 S 千 一二 •百 巧 トン 等に のぼるとは ポ—ラ 
ン ドを おの 調查 である。 

.ポ— ランド エ業化 對 する 外 巧を 本のな 下は フランス ニと％、 乂闽廿 二％、 巧 乙】 
•化％、 ペー <>1 一二％、 ち 巧と％ となつ てなる。 

H 菜を ホ 品は、 巧 拐なる 工業 能力、 巧 術を もつ てして なほ】 化 S 六 年の 年 おがは 
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H 菜 ホを なは、 をが なる 工業 能力、 お供を もつ てして なほ】 九 I 二 六 年の 年 おが ホ 


ホの 通 6 である。 (がれ 千 
石  お 
若鹽 巧び お鹽 
加里 •齒 
’  •’銘  鑛 
-巧  錢 
錄  巧 

セメント 

里  鉛 


ン】 


竞 、セ 皆 (世界 巧と 化) 

S 

内 着 (化が 巧 S 化) 

’ -  吳九 

S  - . 

r 畐  . 

吕四八 

’  空 (世界な 四 化) 

この かじ、？ ッグ •クラ カクの お猜 業は 年を 十ー ニ 萬 四千 五十 トンの 繰 布、 クラ々 
ク 、シレジア 地方の 化學 工業は. 年產三 一千 萬 トンの 化學 製品を 淹 5? する。 ずた 南方 サ 
ンドミ、エ ^^ツ化はをポ—ラ ンドを巧が一 九一一一六年な降四ヶ年計盈をもクて：^一一なプ 


巧— 


々ティを おじて 一大 重工業 地 巧を 连設 中で あつたが、 をの ま、 をつ くら d 乙の 所を 
化歸 した。  -• 

ポー ラシドの 巧 « 

農業 生產 物は ラィ 麥 が、 ソ聯 、巧 乙 化 次いで 氣 S 化、 西 麻は ソ聯化 ホいで 第二 化、 
馬鈴專 はソ聯 、巧 こじ 次 r 巧 一一 一位、 大麻 種子は 第二 化、 脆 菜 糖は 第 八 化、 燕 麥は第 
六 位を 占めて ねる。 國內 需要を 滿 たして 輪 巧し 得る ものは を 類、 お®、 酪乳 お 等 化 
す ざない。 

H、 鑛 業を 病 品 化つ いても 輸巧力 ある ものは、 衣服 類、 服飾品 お、 西 鉛 巧び 西 お 
.巧 品、 石 お 反び n  I クス、 •巧 油が、 化學葵 品、 なお 木が 等で ある。 

對外 巧みは 英巧 米が 主な 取手の 巧手 巧で ある。 對英 貿易の 一九 Ill と 年 化 占める 割 
> は 輸入 一一 •九％、 徐曲 一八 •一一 亥、 封獨の もれは 輸入 一四 •五％、 を 曲 一四 •五％、 
巧み 金 巧は 一を 二と 年に 惊乂 一四 一巧 巧 ド V を 曲 一 一一 面な 萬 ド^と なつて ゐ る。 
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ちょ 達 お 口-力 |二4 与い 精ス- 匹-ち 甚 トク  轻 な-- 二に ちを トクと ろ C  t るる < 


IK 己 占領 巧の 經巧力 

巧 乙 •は 占 巧 お、 第一 化を の 経 巧を 巧と してを 巧 品のを 巧 巧が をな をした。 をの 後 
ホ か 巧當と 同時に お 物な びな 菜のを 收 巧の 八 おの 强制抵 給を した。. 次 じ紀梓 なじ 四 
ヶ 年計査 部を 設 をし、 ホ 業、 かを、 疫 業に 對 する 統制を 行った。 •巧 業 化 色いて はお 
巧、 大麻 及び 油性が 巧 種子の 巧を 化 主力が 注がれる。 

ポ— ランドが】 雲 乙に を 巧した 勘は 巧 働 力の 補給で ある。 巧な 巧 人の ポ— ラン 
ド 人が 巧 化を とし V 巧 こじを られ 、ホ 巧 人の ポ I ランド 捕 巧が 巧 乙の エ 巧に 働ら い 
て わる。 

‘ をポ •ランドの 通 巧 工作は 化 腐 おがが 巧，^ 一九 S 九 年 十二月 十五 日せ をな って 削 
ホした。 巧 巧は クラヵゥ じ 本店を 固き、 巧ポ— ランドが おとが 巧 倚 用金が 證券を 回 
化し、 •巧 お 斤を を 巧 巧す る。 この 新 お 制で 最も 巧み ある ことは、 同行の おが 举備と 
してを 巧 ホ值ブ n ティを 限度と し、 按を 管理 地內の ± 地を 巧 巧と して ゐる ことで あ 


る。 卽 ちを# 巧備 をを のな 巧から をが 引が した ことで ある。 

巧爭 にょって 破が された 道が、 が 道、 橋を •電信 •霜 話 等の 巧 通巧關 もな 巧した。 

スエ J デンの お 濟的巧 値  - 

ス *  I デンは 面な 一と 111、 S 四と 方哩 、人口 六す 二十 巧 人で ある。 

ス *  I .ダンは 世界】 の 良が おが あ 6、 且っ 揉な を證 力を 源と、 森林を 腺を もち、 f 

巧 

金 巧 工業、 化學 工業は 巧 ぶら 巧 達して むる。 おが 各 巧の 垂 挺の 的は 年 九 巧 巧 トン (招 I 
巧 十 S 年) をを する がな 資お である。 品 化は々 0— と 0% の が鑛 と、 お巧鑛 であ 
6 、しかも 巧 巧が 地 巧 面 化 近くて 掘 6 あく、 一部では お 天 掘を 行って ねる。 埋藏化 
はか 十 借 トン、 ス *  I デン 圣 ほでは 十 S 借^ シと云 はれる- 。鉛の 生を 高は 一九 S 凹 
年 一六 九 萬 トン、】 九 S 五 年 四 八 六 巧 トン、 一九 云と 年 九】 四 萬 トン、 世界 錢颊生 
をを 九 八 00 トン (ッ がを をまず】 の 約】 おじ 當 って わる。 このが 鑛 をめ r って、 英 


巧 米が 一ニ ッ芭 の戰爭 をして ねる の だ。 

なほこの 外へ 八 シング ボ^グ 附近 化は 巧 巧、 ァム ィ ペ^グの 亞鉛铺 が ある。 ス々 
ネ 地方 化は 年を の 四十 巧 トンの 巧 あを をす るが •品質は をくな く、 一九 S と 年には 
六 六 0 萬 トンの お 炭を 巧 乙から が 入して むる。 

ス H  I デンのを も 重要な 工業が おが 巧ぴ 製紙 製 巧で ある。 このほか グスタフ スべ 

クの 陶器、 マスタ •ォ グレ フォグ スの衍 子、 ジュン ヶピク の機寸 等は 世が 的に 有 
ぶで ある。 

水力 電氣は 平水 位に がける 水力 五 00 萬 馬力と 推を され、 利用して むる のは 一八 
〇寓 馬力で ある。 

を 人口の 六 分の 一は 農業 人口で あ 6、 を 固 丈の 一割が 耕地で ある。 農作物は 巧 物 
がを も 多く、 ついで 馬が 專 •巧を、 が 菜 等で ある。 巧 乙が ス *  I デン じ 求める もの 
は、 お 一に、 纷鑛 、パ 火プ 、麻 等で あるが、 裳を 物では バタ J、 ••へ I  n ン 、巧が 等 


マ 巧 _ 


のを 巧 おで ある。 

を畜 巧では 牛 二 化五离 頭、 お 六 二 萬 頭、 羊 四 一二 萬 頭、 巧】 11111 萬 頭が わる。 

諾 巧のを 源を さぐる  • 

ノ  ^^ゥ *  —はを面读ー ニ四千方哩、人ロニ百八十巧のル巧である。 を國のと二-二 
% はおが •化で あら、 二 四 •二％ はお 林で 占められ、 僅 じ 一二 •六％ が 撰 化 地、 巧 ま 地 化 
利用され てゐる じあぎ ない。 

ノ  1 1 の餘出してむるま裝品は鉛を物、 林を物、 なホ物等であら、 を巧別化 

I  * 

を 地 巧を みると、 英巧 一六 ir 百 巧ク n  I ネ 、巧 こ 化 0 巧 巧 クロ  — ネ 、ホ 巧 八 0 なな 

、クロ  — ネ 、ス 玉— デン 五ち 巧 巧 クロ— ネ 、其' 化 フランス、 デン マ— ク 、ベ 瓜 ザ—、 
日本の巧とをクてねる。 卽もノ^^ゥ *  —も英巧乂の爭規のが赛であつた。 

がは 巧を を】 巧 トンと 云 はれる。- ノ火ユ I の 工業は なななる 水力 龜氣を 利用して 


链 はおを 里 一倍 トンと 云 はれる。 _  ノ  <  H I の H 菜は 巧 宿なる 水力 谭躬を 巧 用して 


巧 年 可成ら のを 達を み 甘た。 水力 電 おは ス *  I デンな 上に 巧な で、 水力は  一、 一一 00 
巧-お 力と 推定され、 利用 水力は 二 巧 0 巧-梅 力で ある。 

一九 一二と 年には 硝敌 石が 一一 10 巧 トン、 抗巧 曹達 一一 蚕 五 千 トン、 石が 窜或兰 巧と 千 
トンを 生を してむ る。 

ま 要な 蚊 地 巧は 首都 ォス P お 近の グ .ロム メン地 巧で、 な 作物は おを、 大を等 •か 多 

< 、小を、 黒を ホ少い 。しかし 裳を 物を ほと しては 自給の 巧 じ 達せず 年々 多 思の 裳 f 

S 

巧を 輸入し で ゐ る。  一 

巧 乙は 巧を 利用す るか 

巧 一.、 一み 歐州大 戰前じ も スホン デナ ヴィァ 半な の經が 資源を め r6、 英巧佛 の 巧を 
が 行 はれて ねたが、 化歐戟 のな おと 共に 完 をに ス 々ン デナ ヴィャ はお この 經巧 脚內‘ 

化 包を されて しまつた。  ゾ 
. さし あた 6 獨 乙の 経 巧 巧 員に 利用 出 ホる ものは、 スユ デンの 銳鑛九 百 巧 トンで あ 


6. .><ゥ •，のな 萬 トンの 幾鑛 である。 今までは 英巧佛 s 阁じ 々散して 巧つ てむ 

たのを 獨占 的に 利用 出 巧る ので あるから、 巧 こじは 非常に 强み である。 をの 他、 を 

' 巧 品も傕 かでは ある •か、‘ 利用 出 ホる し、 また 電氣 化學 工業が を 達して ゐ るから 缸か 

で 業を 爆藥巧 造の 工場 化も轉 おでき、 巧 この 戰時經 巧 力は 巧當巧 加した。 

-  - 

-  デン マ J クの 利用 價値 

デン マ— ク のを 出貿 みがは 一九 一二 八 年度 じは 十五 借 一一 一千 五 百萬ク n  I ネ 、一九 一二 
九 年度^は 十五 借と モ五 百萬ク ，口— ネ であった。 

一九 Ill 九 年度に 於け るを I のがを はち 闻で 八な 二 千 お 巧と 十巧ク n  I ネで •輸曲 
巧が の 過半 おを 占めて むる。 第二は 羯 こで S な 六 千 八な 巧ク U I ネ 、巧 S は タュ| 

デンで と 千と •百 萬ク n  I ネ 、第 巧は 米 肉で 二 千 百廿巧 クロ— ネと をつ てなる。 - 

ーク n  I ネは がか 五十 ご 一巧と. 随强。  - 


一巧— 


クロ— イロが 夕壬寸 一一 一白 七齒巧 <• 


今までは ブン マ- クの 輸叟 5 い、 を 爱は英 巧で あつたのに、 今回 をれ が 巧 

こに 巧は つた 譯で英 閔の巧 巧は 大きい。 デン T ク蠢 の规寫 謹は 食 巧の 補給 

ホと して 霎 V お 6、 同時 K 英闽 KIK する 巧 巧を な 掌る。  * 

' 1 を 一一 星 度に が V 英围 0 支拂つ ミ奠千 5 。 I ネ中 ミ-お 四千と 夏ク。 

，ネ は、，；-、 臺及ぴ 第の 賽に當 て、 きたのを みても、 いかに デン マ— ク の' 

封英お 曲が 英 因のを 巧 補が に 巧 立つ たか  < かかる。  ^ 

- 

オランダのを 源を さぐる 

ォランダ 畜は面 r かおい 走な 地、 水面 不毛 化が 多くて 穗累を 地^ 少 い。 

を も 多い のは 牛で を 言 军八萬 頭、 际が 一音 十一 畜頭 、一羊が 四十 八 巧 八 千 頭、 馬 
は册 一一 蠢もク てむ る。 従ク て、 バタ—、 チ—ズ、 ミ グク 等の が S 品は 元 ょら 巧 

巧のを 巧が 多い。  - 


水を 業は 巧で、 中で. も 化 おじめけ る 巧 漁は ぞ名 である。 また かが も 有名で ある。 

錢 業は 惠 ずれて なない 夕石 おは 1 年 じが 一千 八 貫 お トン 淹曲 する。 工業は： 
V  - 化せし V を 化 劣つ て&る 。しかし 養 や 煤 布を ど S 望 業は 可成ら 盛んで あ 
る。 透 H 業のを 達 C は 西風 化 伴ふ署 0 多い ことが 5 て 力 ある。 

あ 岸 巧の 變化 じすんだ オランダでは 巧 巧の お 巧 化が が ホく^ら を 達して 巧 6、 二 
巧を 寸ヶ巧 化 造船 巧を もら、 年. 六十 巧 トンの 逛船 能力を もつ てなる。 これ か 巧 こ 化 
巧 立つ ことは 云 ふ^でも ない。 

オランダ 畜 は、 設の蠢 化た ょつ て 生 さてむ た 巧で ある。 もれが を 乂闽難 化 
ホつ た 今日 オランダは 生 さて 行かれ « のは 當が であら、 朗 巧の 砂 _觀 、ゴム、 錫、 石 
油を 提 つた ホが 今な の 世み 化强 くな さて 巧く の だ。 

♦  .  、 

•へ、 ルギ I の 或. 王 業  . ： 
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ペグ ザ-の 山地 卽も ラィン 地塊の 西 化 部に 学る： ダン ヌ髙 巧は 绒 、石炭の 赞 
巧と して 獨乙 S 猎 0 地ミ る。 前 大賊に 於て は 今回 同 雲 こ 0 薩下化 屈 貼し エ 
柔は 大破 けた、 め、 エ榮の 回な^ 五ヶ 年を 要した。 ところ か 今度 寞 ♦袋 
巧を ぅけな かつた ミ •へ；- 軍 降服 後 《同 闽の蹇 S はを のま、 獨 この S 化 
をる 誘で ある。  . 

機が 工業は リユ— ジュ 、ナミ ュ— 作、 ダン、 モン、 セ， ンゲ 等に 巧 はれて むる が 
をのう ち リユ- ジュは 「•へ；- の パ-ミン ダム」 と 云 はれる 程 •鐵砲 をの 他绒孟 
の 製造で 有ぶ である。 ダラス 效品も 同闽の 誇. るべき 荒業の 一つで ある。 

I 業は 鐵期 等と 共は •へ； ふ轰 工業で あつて 主な を 地は ンュ： 河の 流域 

である。  - ' 

石炭は n- ス 河と 支が サン プ<  河との 餐が中 ふで あつて— 八十 キロ、 幡卜四 
キ 。巧 まて キ 。、蓄 の 厚さ 心て ンチ 乃至 ク- 卜； 云 はれる。 属 巧は 一 
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年 じ 約 s 千 萬 トンで ある。 

な上のかく獨こはデソ マ |ク、 ォラ^ダ、 ベ — の經が資贼を利巧し得るが、 
いち 早く これらの 諸阁を 占が したのは \ 「これらの 蜗の 經絳が 化に 日を つけたの では 
なく、 純が たる 英佛み 略の 足場と して、 带典 上の 進郎を 試みた もので あつて •これ 
らの闽 々を 占領す る 事 じよつ てを 巧す る おが 的 利益は いしろ 化で あると いつて よい 

であら 子』 としてむ る。 (A コノミ スト、 十 — と I 八) 

<  .  , 

佛蘭 西の 降服と 巧 この 戰閱力 

n ンピュ I  -I ュ のをで 旧が 十五 年 六月 サ ニ日 巧が 化戰 なをが 成立した。 

全文 サ 四ヶ倏 よら 化ら、 巧 乙が が ホ新ョ ロブ パ 速 設の時 化、 禍 报を殘 こさない よ 
ぅじ、 巧來る だけ 佛战を 巧な 甘ず、 •しかも 英因打 巧の ため 必要な 條 仲を 盛 6 こんで. 
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まづ 第一は 對英作 戟上巧 乙巧圓 力の 巧大を 化つ てなる。 巧 こは 佛 巧の 大 丙が 沿岸 

をち 領し たため、 封 英作戳 に 必要な 潜水 お 基地、 化を 某 地を 求め おた。 巧 併 的には 

-化 佩の 鐵绡を 始めと する 宮巧な 資源を ホめ 供た。 ずた 乂两 がが ひじ スペィン とも 連 

巧 成り、 かく •して 巧 こは 長期 戰化 おへうる ことにな つた。 

第二 じ英 巧の 抗戟 力を 化 害ず るた めじが 巧を 巧こ侧 じつけ るを、 むを した。 卽 もが 

岗 のぶ 巧、 むを 煤 巧して が 閔の巧 的、 人的 巧 源を 巧 巧 側 じ おひやる ことを 避け、 佛阐 

民を し y ペタン rS：® じついて 巧ら れ るよう じを、 むした。 

こ、 C ホ佛闻 のが 限で 巧 この 捉が 力が どの 程 巧 大した かを な 討し よう。 な 下鐵お 
I  i 

が 巧のを 巧 じよる。 

まが 重工み 地 巧 

メブス、. ナン ンィを 中、 むと する この 地 巧 化は 埋 をを-四十】 な トン、 年 ホを 高 一二 千 
乃 ま 四千 萬 トンに 達するな 州 致大の n レ— スか鑛 巧を おし、 巧 巧 錢巧石 ホを の 九 〇 
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% 巧 、巧が をを のと 0% 强 •巧 ホを のと 0% お (主として 卜 I マス 期) を 占れ て、 佛 
巧 巧 工業の ふ 巧を 形造っ V なる。 

化が ■工業 地帶 

>1 グ 、アンザ ン 、ドナンを 中、 むと する この 地 巧は、 ノ火 巧び パ ド々. レ— 兩お化 
ある 巧东を 一八 〇值 トン、 年を 出驾一 一千 巧 トンの お贿を 源を 某 礎と して (ベ 
及' び ォランダ 巧 巧ょ： C' の 輸入 おは 年 五 百 巧 トン 程度) 巧闽 おお ホ 出 高の 六 0% を 占 
A てむ る 0  - 

、 

しかし 巧 地方は これらの 石 おに n レ—*、  ノ^マン ジィ 、ビ レネ— 等の 錢鑛石 及 
ぴ巧內 が 錢 等を もって、 巧 巧を 生を 高の】 一二％ 乃至 一四％ のが 鐵一 八％ 强の 鋼を ホを 
する。 

や 巧 重工 巧 地 巧 

..ク^— ゾ I、 ナン -n  * ンヌを 中 ふとす る この 地方は、 前記 一一 地方と 異ら 、錢鑛 石、 
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ク 方— ゾ I、 チン -n  * ンヌを 中、 むと する この 地方は、 前記 二 地方と 異 6、 錢鑛 石、 

石 おとも 殆 んど惠 まれて ゐ ない。 雙 て銳鐵 、鈍と もに をの‘ 壌は 留—- 褒额の 
お％ じすぎ ない。 しかし この 地方の 强 化は 倭 巧な 巧 働 力が 盟裔じ 得られる ことと、 

因 まら 遠くは なれて ミ 闽防上 比較的を をな ことで ある。 を こで この 地方には シ 
ユナ ィダ 》 の 工場の かさが ある。 

なま ほか； ミュゥ ム堇に 於て は、 窠有 •がの 產闽 であら、 一九 一二 八 年は 
霍幫窒 千 一一 音 トン、 をの 畏 たる ポ— キサ ィト 集寞 十八き 千 トン (化 
ホ ごこのぅ も； ミ-ー クム ー窒 モー ー音 トン、 •ホ-キサ 个卜甘 f 萬 一一 千 トンを 輸 
旧した。  、 

巧 工業と 農 ま 巧’ 

化 部 フランスは 麻、 絡、 毛 等の お囊 、革、 硝子、 人證 巧爆藥 等の 星 業 も 

をを し y ねる。  ~  . 

か クフラ' ン ド X ァグ トプの 化 巧 ゆたかな 平 巧は ルを、 燕を、 大 を、 裸 をを 裳 
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巧 鈴 違、 巧莫 、ホップ 等の 農を 物を 巧 かじ 东财 する。 

ホ 化 食料品は 英巧佛 巧の 中では I をな 給 出 ホる 閔 である。 食 かお 貿 みは おお 入な 
化な クてゐ るが、 をの 大部分は ア少ゼ タヤ、 チュニス、 モロッコ 等 化 アフリカの 化 
民 地からの 輸入で ある。 

を おは 一を 二八 年は、 一九 兰と がのと 巧 一 學二千 トンに 比し 二な 四十が トンの 巧 
ホで あつた。 小麥は 一九 一二 化 年中に 四 巧 二 千 トンを 餘 山した。 

巧 鈴窠は 一部 飼な とな 6、 す： 峨 をは 大部分 飼料で あるが、 で おを のみは 需要の 半 
な 上を 輸入し をければ ならない。 をの 較入 化は 大部々 佛橄巧 巧 支が、 モ U ヴ n 等の 
お 民 地で ある。 

かがが 巧； 要を の 九％、 踩 巧が 同じく 十一’ 一% を檢 入して むるな 外は みお、 が、 巧な 
品等 大巧 自給 出 ホる。 巧 巧の が 入 化は 大部み おが、 ネュ I、 户 皆の 外闻 である からを 
時 五十 萬 トンの おを をして なると 云 ふ。 
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飮巧 品は、 特に 碧 巧は 黨 一の 集 巧で あらながら、 なほ 一千 四百 巧 ヘクト リ 
，卜； 满畜を 費して なる。 これげ 巧 乙に がける ビ I  ; 夕 、佛 置に とク 
ては 锦 碧は 生活必需品 だからで ある。 をの 大巧 かは、： •セリ ャ 、チ ユニス、 モ 
甘ブ n 等の 植民地 か 良 入して^ る。 T  I はブ ラジ？ 始めと する 南米 諾巧 \ 
n 、 ア ホ； リ* のが 民 地から 徐乂 すると ユ コノミ タトは 報じて むる。 


大戰 前. の 巧 お 地 活罐- 

初期の 海外 活動 

少數の獨乙人は近化のか期な來、 が民的企業に參加してゎる。 ニ ユ1  ^^ンぺ 瓜グ 
のが 梅 業を、 ブラン デンプ V クの 貿易業を 等は をの 中 時に 顯 若な ものである。 化 等 
は 十六 世 化の かめ 頃に 於て 旣化南 ホヴエ 'ネズ ユラじ 巧 薄を 社を 雄て、 十と 化が じは 
アフリヵの 西 お 岸 じがて 諸處の 要地に 化 巧した。 

がし 乍ら 巧 蘭人、 娘 蘭两人 等の 反對化 あつた、 め 化、 其の 領地を 巧 瞒西巧 度會化 
化 巧 却す るの 己い をき 化 至つ た。  • 、 


ヒ 大王 (Frederich 另 も ホ 充分 海外 活動の 重要なる を 鼓め て瑶 々の 計 


フブド ブブじ 大王 (F ミ derich  II) も ホ 充分 海外 活動の 重要なる を 錠め て穗 々の 計 


靈を おでた ので あるが、 戰爭 後の 幾多の 經巧 問閒ろ あつた、 めに 巧 現す る 事ぅ 0 ホ 
■  ♦ 

なかつた。 

常時 巧に 獨乙 人の 海外が 民 おは 旺 おで あつて、 時に プラン デンブ^ グ 王を は 進ん 
で 彼等の お 外 活動を お 遵‘巧 放した。 を 治を、 學 おに. してが 巧 思想を 抱が したを も お 
だ 多かつた。 例へ ば獨 こお お學 おの 經巧學 をフリ 》 ド ブッヒ •リスト や W. " ブシャ 
— 等は 何れも 化 巧 地領巧 お得の 必要と 利益と を强 調した。 就中、 リスト-が 一八 四 一 
年の 著醬 『經巧 學の闽 民 的® 系』 中に 於て、 化 民 活動を 先進 义明 巧の お 规の巧 動と 
して 是 おした 事は、 其の おお こぶ 民を 巧 論を 化ょ クて每 越し^ 見が として 評が され 
た 0 

化ブ ストは 言 ふ 0 

『凡 も 正規の 發展 をな しつ、 わる 田 巧は 未開の 田 民を おおして 開 巧の 巧に 巧き， 
其の 巧网 なる 人口と 巧 神 的 及び 物質的を 本の 餘 力を なて 巧 民 地を を設 し、 新ら：^ 


き 巧 民を を 巧す る 力を みへ てゐ る』 と。 

また 一八 六と 年 •蓋 乙 こご ィネ ッァ： ゥン グは 其の、 論說 じがいて、 巧 こ 
の 巧奪岗 養の 必要を 力 哉して、 置の 2 を畜 する 巧が あつた。 

かくて 巧 含 宴 化は 蓄芝覆 る奏を 多く 受 《0 であろ"、 

ビス マ； は 大陸 姿 巧を とつて、 み 《は 柏ち 地の 巧 稱じ反 おした。 

を乏を ポー ランド 巧 族 

ヒス マ^クの 言と して 巧 へられる 有 夕な言 まが ある。 

r 植 雹と 云 ふ ものは、 巧 ff ランドの せ 巧 か、 充分 じシ； さへ さられな 
いの じ钥 の-； T7 を稱 じは さい f ん ので、 巧 こじと つては 有酱 無を であ 

•きがさ ミて ホた ところは 巧の 通らで あつち 卽ち 一八 セ 四 年 ザンジ ごろ 
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■巧 こが ま ミて 巧た ところは 其の 葦で あつち 卽ち 一八と 單 ザンジ ごの 

巧 誰 樵を 捉 おせられた 時に 之を 巧 給した。  、 

巧 巧の 閒じ 酸が としてを こ 6 つ、 あつたが 巧 思 おは 遂化實 除 的な が 巧 計 まとなら 

一八 四 0 年ょ 6 六 0 年 化かけ て、 フランクフ^卜 •ベ^リン 等に 幾つかの が 巧 おむ、 

巧 民 協を の 設立を みた。 がしを ほ围 家の 横 巧 的 お 巧を 巧は ず、 宰巧 ビスマ^クは、 

巧 民 地 おを 巧 用の •過大なる 事を 主張. して 斯る巧 民 地の 巧 得 化反對 した。 

蓋し 彼 化と つては、 巧 民 地 問趙ょ 6 も 成立 直後の® 乙が 巧の 內部的 統一の 强 化と  _ 

歐洲 大陸 化 於け る ホ 巧の 地 化か 上が 最 重要 朗ム 事で あつた。 而も 對か胁 がの 阿滿な  _ 

るを 達を 新 也 化 ホ 求し、 時化 英閔の 態度に 巧な をが 倒した。 

•  • 

ゼス マルクの 眞意  - 

一八 八 0 年代 化 至 6 巧 巧 運動は お 化 盛と な 6、 巧 巧の 輿' 論は ァフリヵの 即發 にお 
中 甘ら れ た。】 八と 五年英 巧が フィ デ— おな を 併合す るや獨 乙の 上下は 著しく 激お 


し、 含の 驚な 會が 現れて、 この 問 おを 熱、 だ 硏究 した。 中に も 一八 八 二 年 ホ— 

ヘン r ユ侯 (Furst  Hohenlohe) が 剤 立した 巧 乙が 民 協會は 最も 有力なる もので b 
つた。 同 おを は 一八 八と 年 巧 乙 化 民 貪 社 (G 空を. 8 賢 巧を" 口— ゥヴ s§ 一を なミ 
一八 八 四年劍 立】 と 合が して 華々 しい 活動を 能が した。  - 
なほ ビス マ火ク も、 一 跨 サモア 化 於け るゴ デフ ロィ •バンプ 八グ 巧を がが 政 上の 
あ 巧 化 巧つ 《のを か 巧 甘ん とした。 がる 化 これは ホ閣 茜を の 否決 じあ P た。 これで- 
み ると、  巧は 薑 運動 化つ いては 辜た る 夏を 巧して ゐ たの だか、  た ピ對外 政策^ 
化が て 養の 反 おを 鬟 し、 對內を 巧 じあて 闻內夕 數の代 諸 ± が 十分 協力し なけれ 
•げ客 不可能で あると 考 ，へたので ある。 一八 八 五 年 一二 巧 二日の ホ 闽議を 化 於て、 化 
は 叫んで ゐ る。 

r 予は梢 民を 巧は】 か 巧 巧の 夕 かが 巧 乎た るか ふと 信を とを なて 支持す る 巧 かじ  - 
がて か A て 實巧じ 得べき を 信ずる」 と。 


■こ. ミ I  ジ^— 夕 良！； r タミ 巧ぶ 急と を お y ミ 持す る嫣ん りこ 
がて み妨 てを 巧 じ 得べき を 信ずる」 と。 

巧のを いくばくもなくして 皇ホ ゥィ^へ 八ム ー 化は ビスマ^ク のな 議じ 某き 時に 
，フ ブ 々化が 巧を 行 ふ 事 化か ふした。 がる 化當の ビス マ 作クは 依が、 不 確が をる 化 
巧 事業化が ふ審を 避け、 巧 巧 地の 巧 巧 及びが おは 之と 巧い 關 がを 有ず る經巧 おを の 
巧 巧を 化 一巧し、 を 巧は 巧ろ これが 保護 監 巧を なす 化' 止めん とした。 1 八 八 四 年 六 
巧 甘 六日の ホ 闻講を 化が ける ビス マ火ク の巧說 は、 其の 大要を 盡 してむ る。 

r お 巧 地の 仿 巧のを お 並 化 巧 民 地の 成立 化 餅す る實 巧は、 これを 巧 •かお お 業を 及¬ 
び 贸み業 ホの 巧 巧と 企 榮的巧 巧と 化  一巧して ぶるべく なかの 領±  をを 巧化獨 乙が 
巧 化合 併す るの お まを とらず、 化の 巧 巧 商人 化合が 東 巧 度 會れ飢 立の 巧 合 化 於て 
示した るかく、 そのぶ 巧 勘 おなる もの 化 おして 英 巧の 王室 特許が と 同 おの 特許 狀 
を附 巧し •お 巧 地の がをは まとして をの 巧蕃闕 がま 化を 巧し、 ホ 巧は た V， 之 化 欺 
拥 人に 對 する 歐洲 人のを 倒 巧と、 常備み を 直かず して 行 ひ 得べき 保 譲との みを 與 
へる J  (な 下略) 
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英国め 背後を 巧く 

« 

巧 乙植巧 化の 化 おは 之を 二 巧 化かつべき である。 

巧 一 期は 一八 八 四 年 ょら 一八 八 六 年 化 至る もので あつて、 诏 こは この間 化 アフブ 
々のを 植民地な ぴ 南洋の 諸な を 巧 得した。 一八 八 四 年 チ ユュス なが 巧乙紀 領事 ナ户 
ナボ^^は、 をがのみを受けて、 アフタ々西あ巧の卜|ゴ|じ到クて、 化の地を搂得 
し、 巧 化 ヵメ  it ン化 がける 英吉利 人を 追ぅて 之を 占が した。  . 

いくばく 和な くして 英 固の 巧ち が珥れ たが ナ 、クチ ダ^は 巧 乙呵闽 放を 立て、 英人 
の 上 嗟を 祭 じ •またを 地 じがて 英閣 のか 理巧 人と が烈 なる 綻爭 をした。 この頃 また 
、巧 乙は アフリヵ 巧な 岸 化 も 現れて、 ザンジバルを 摧特 する の 機を を 供. た。 當 時ザン 
グバ 火の 壬 か k して パン プ^グ 生れの 一巧 人と 結婚した ものが あつたが、 化 女が み 
巧と なるやえ 王に 巧し 父の 巧言を 巧 求した。 巧 こな かは これを 巧 謹し、 巡が おを お 
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巧と なるやた モに 巧し 父の 巧言を 請求した。 巧 乙な 巧は これを 巧 謹し、 巡が おを 巧 


遣して 一八 八 四 年 化 これと ± 地 割譲 化關 する 條 めを 結ばし めた。 

專語峯 の讓會 はお 領が巧 地と 巧 接する 化 至つ た 事 化 不快を 喊 じて、 南西 ァフリヵ 
を 併な せん 事を 實 言し fi。 化の 巧みは 東が 化 も 現れ _て、 獨 こか I 八 八 巧年ノ ィザ ネ 
ヤを おを 設立して、 -1 ユ IV ニヤに ± 地を 摧稱 する や、 其の 腾 おが 巧 地なる クィ| 
y スラン ドの 巧激 はを だし かつた。 

巧 乙の 植民地 お轉は 凡て 英閔 の惹 に反して 巧 はれた もので あつて、 これが ためじ 
巧 閑の 怨 おを E ぷ つた。 而^ これを を 行し 得た のは、 をく ビス マ 作 クの巧 越した キお 
であつ て、 化 じと つて 最もを 要なる 一事は 

『巧 こは 英囲 化對 する 友 泣の ためじ 其の 生を に 必要なる 利益を 儀 性に 供し 得ない」 
と 云 ふ 事を 明 じする 化 あつたと 云 ふ。 (大鹽 氏、 を おが 民史 及が 巧 地の 巧究 1二 九 八 
貢) 夕たビ ス マ ^^クは他面化於て 『巧こ植民地獲得は英闻との戰爭をおをすべき程 
の值 がかる も & でない』 と 云 ふ 事を 理解 そしめ るに 力れ、 化が 其の 新 領地に 對 して 


巧 巧 地なる ぶ稱 を附サ ザ、 •一. 殺に 保 謹 領と稱 したの も、 巧 巧に 對 する 一種の 遠 放で 
あつたと 云 ふ (大鹽 氏、 を 巧が 巧を 反び 植民地の 硏究 一二 九九 頁) が、 ビスマ^クが 
『が 巧 地 問題で、 英 巧は 巧 巧 甘ず J との 理窟を 英閔化 分らせょぅ としたな 巧は、 ちの 
3 、 t ッ トラ— 化ょ つて 路 獲され てゐ る。 

、  ビスマルク •ヒット ラー の 共述點 

«  - 

卽ち t ブト ラ— はを 化 巧 巧 地問趙 じついて 美 巧® 突のを い 事を 說 明して むる が、 

時化 一九 S 化 年 (旧 巧 十四 年) 四月 サ 八日べ グリンの クロ—^ ォペラでの 大お說 化 
•  - 

がて 左の かく 明言して むる。  , 

『みは 現 かで もな ほ夕 巧が 巧は 巧び 巧 ふ 事は ない となず る ものである。 不幸に し 
て 英蜗の 公式、 非 公 ホの 巧な 巧は、 巧 こが 加は るか 何なる 扮每に 於ても、 英 巧は 
がらず 巧 このが 闻 化か ホず べしとの 見が をを 持して ゐる 事は、 疑問の 餘 地がない 


— が 一 
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化らず 巧 乙の が闻 化か ホすべし との 見 巧を 堅轉 して むる 事は、 疑問の 餘 地がない 


-  化 巧 巧 化 示ん てなる。 これは これまで 英 巧が 巧 ことの 棘を を 何 か 不可避の やぅに 
考 へて 居る 事で あ 6 みの 巧く 遺が とする 所で ある。 みが 巧 お英聞 化對し 提出し、 

又 お ホ もを 化しつ K ける 息 向を 巧す る 唯】 の 巧 求は、 巧 民 地の 返還で ある •か、 こ 
の 問題が 巧 力が 爭 のな 因と なる 巧 はれの ない 事は、 みのを じ强 調し ホつ たと ころ 
である。 

巧 酉に とつて、 これらの 巧 巧 地は 巧が のない ものである。 故 じみは 常 じ英 巧は 一 
巧 この 立 巧を 該 解し 得る ものと 信ずる。 英 酉は 自分 化と つて 何等 巧 化な く、 巧 こじ 叫 
とつて は 巧 巧の 重 巧 巧を あする これらが 民 化；^ 6 も 巧 このぶ 巧を 遇ぶ と 確信して 
ね 《。が 民 化 要 巧を 除けば、 みは 未だ 巧て、 英 巧の 巧を と 巧 突し、 ホは 英ホ 巧を お游 
化 巧せ しめる 巧 巧を を 巧した 货 ぇは をい。 J と 言つ て & る。 (昭巧 十四 年 四月 廿八日 
ぺ 火ブシ 巧 同盟) だが 持てる 巧英 巧は 巧 乙の 主張を 率直 化き くこと が 巧 巧ず、 を 
化 第二み 巧洲 大巧 化まで 進 おしてし まつた。 な 下 巧 この 舊化民 地を 檢討 しょぅ。 


.特許 會 なの 植民 

巧 乙は アフブ 々巧 岸の， 巧證 地な ホの が 巧 地に 對 しては 大巧 ピ スマ^クの 化 巧な 策 
化 従つ て、 巧許會 杜の統 が. をを 巧した。 其のな もまなる ものは 獨 こ. お アフリヵを 化 
及び ノィ •* ネャ會 なで あつて、 前 ホは 一八 八 五 年 二月 特許が を附 巧され、 お ホは 其 
の 本 ± じ對 しでは 一八 八 五 年 五 巧 •ソ n モンな 化對 しては 一八 八 六 年 十二月 同じく 
巧 家の 巧 巧を を 巧せられ た。 

其の おがが の 巧を は、 英 巧が 化 ポ^ ネォを 化に 巧へ たものに がした が、 束 巧. がを 
せがち て 巧 田ょ 6 巧 へられた 巧を 巧 家を ながの 巧 化を を 巧 甘ら れ 、領 + の 巧 巧 樵、 
無 主 地の 占有 お、 十_ 人との お 巧 締結 樵は か 論、 司法 上の 樵 利、 かお 上の 樵 利 3 でも 
有した。  -  . -  - 

ホに この 特託會 なの 內 をに 筆を 進れ ょぅ。 
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ホに この 特靠會 なの 巧を に 筆を 進めよう。 


巧 こ 柬アフ 9 力會 社— 獨領 東アフリカの 雄設 


一八々 0 年代 化 バンプ ググ のをな フォン. デ 八. デブ ヶン、， t ア八卜 .プレン 
ナ— 等は 東アフ ブ カ ー巧 及び キタ マン ジャロの 地、 ヴィクトリアが 等 化かけ て詳化 
巧换 し、 大い 化を のが 民の 巧 望なる 事を ま 張した が、 巧の な々— 八. ぺ— 夕—ス 巧. 
± 、プフ アィ 八 化、 ュ—八 ヶ巧尘 等は 一. 八 八 四 年 おこが 民會 社を 設立し、 朽 おの 腿 
をを がして、 巧 化 アフブ カ 化 渡が し、 英 巧人勞 巧を 化を を やつして 巧 カザン ジバ术 
島贵 岸の ナア デュに 上陸し、 フミ 巧に 沿ぅて 內地じ 入み、 が 地のを 長と 條 がをおん 
で、 僅に 二 遇 閒の閒 じ 面積 十 取 方が K 近い 巧大 なる ± 地を お得し わ。 

一八 八 五 (明治 十八 年) 年 巧 こを 巧は ぺー タ—ス 等の 巧 民 會れに 特許 巧を おへた。 
々せは 巧 乙 巧 アフブ 々會お とな 稱 した。 巧 こを 巧は ホの 旨英 因な 巧と ザ ンジパ 八 王 
H とへ 巧が した。 


巧 巧が は、 ザンジバ^ 王の アフリカ 巧 岸 地方 化對 する 領 十一 主 樵が、 どんな 內容、 
が 巧の もの か •巧 地に 調费 する 巧の 必要を 捉 め、 固 際を 巧會を 設けた。 をな かの 報 
吿は 一八 八ムハ 年. (巧 治 十九 お) に 出 ホた。 をれ によると ザンデ バ^ 王は 侮 上 じがて 
デン ジバ^、 ペン パ、 ラム、 マフィアな どのむ ♦を 巧 巧し、 陸上に 於て 化は タナ 河、 
南は ミネ ンボユ •巧 (n ヴア 河の 少し 南方) をの 吨 問の 沿岸が 六な 哩 、お 岸 よらみ 地 
へ 十 狸の おの 地 巧を 巧 巧す る もの とおめた。 

英巧 巧は ホの 巧が をる 諾 し、 みのおな をな 化 到達した。 

フランスは マ ダ ダス々 グ なに 對 する 巧 巧處分 稚を提 る。 英 巧は 陸上 化 於て 化 半を 
巧 田、 南半を 巧 乙の 夫々 巧 力 巧 巧と する。 をして 巧 まの 巧界 は、 ペン バ むの お 岸の 
一 苗から 始ま. cZ キブ マス ジャロの 化 巧を す ざて、 ゲイ クト リア •ヌ ャン ザ 湖の 東 
方に 至る 一直 沒 によ クて陪 割す るので ある。 

巧 乙は 巧の な、 一八 八 八 年 四月 ザンジバ^ 王 よら、 巧の 沿岸を 巧に 互る 巧 謹が を 


方に 至る 一直が によ クて區 割す るので ある。 

巧 乙は 其のを、 一八 八 八 年 四 巧 ザンジバ^ 王よ 6、 其の 沿岸を 部に 瓦る 巧 謹が を 

巧 巧す る じ 至つ た。  . 

がる 化】 八 八 八 年 八月 アラビア 人と ± 巧 带の 大巧 筑巧 巧し、 を かの 領± は 悉く 巧 
された ので、 翌年 本 巧 よら 討伐 巧を 祗 遣して 漸く 平を する 海 か 出 巧た。 

がし 乍ら 比較的 進 ホ 甘る 杜 をが 減を 巧す る 十一 人化對 して 巧なる 特殊を かかが 治す 
る 事の 困難なる を 堤ら、 をれ はを 化】 八 九 一年を なて、 巧の ま お】 切を 巧 こ ホ 巧 化 
引渡して、 巧なる】 商事を 化と して 存續 する 巧 じな つた。 

ノィギ ホヤ 會社 — 巧 領ニユ •— ギニア 

南が 化 於け る 巧 乙が 巧の 先 熙 をな 甘る ものは、 バンプ 八グの ゴデ フロ ィ巧會 であ 
つ々 が、】 八と 九 年 『南が 巧み 巧确を か』 が これを お ホして 熱 ふじ 巧 動した。 

而 して フォン •バン 七 マンは 一八 八 二 年ニユ I •キニアな 化莱部 及び 附近の ニユー 
プ リタ-一, ア 、ニ ユ— アィ V フン ド 等の 誰な じが 據 地を 設けて 植巧じ 巧 力し、 一八 八 
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四 年 『ノイ V ネャ會 せ』 を 設立して 、八月な 巧の 保讓 がを 下附 した。 

此の 運動 じ對 する 英巧侧 の 胺巧巧 議じ對 して-ビス マ八ク も亦斷 ずと して 反駭 し* 

が 刺は 極めて 駭 張した が、 お 知 一八 八 五 年 四月、 協を か 成立し •獨 こは ぉ倾 地域の 
巧 有が を 確保した。 而 して 巧 乙は ユユし ザ ニアの 化 部ゎ锁 地を々 イザ— •ゥイ 作へ. 
か 平 スラン ドと な 名し、 ユユ I •アイ V フン ド 及び ニユ— •プリ タニな を ビス マ 方 
ク 巧な と改稱 した。 を じ 其の おじ 於 てん 附近な 巧の々 割は 進められ、 巧 乙は ソけモ 
ン巧な 中の ブ— グン ゲイ 火む、 ブ 々な 等を 巧稱 した。 

をせ は內 地の 開な 事業化 巧 力した が、 なで 其の お 禅 か々 樵が ぺ八 リンの 本 かじ お 
中 甘ら れ しため、 夕巧蘭 巧の 巧酱 化な 巧して 巧果を あげる 事を 轉 ず、 遂に 一八 九九 
年 一切の 巧 利を を かじ 引が して、】 お 立 商事 をれ となつ た。 


大戰 後^ こ 植民地の 郑割 

一八 八 五 年 化 コンゴ— 條 約が 植民地 巧が 巧の 間 化 締結され た  • 
コンゴ I 條お 調が 闻化 ょつ て 巧 へられた 駐肅 なる 保證 は、 蹄な 巧 化ょ つて 無が さ. 
れ ゎ。 

一九 一四 年 八月 二日、 化 巧み 官ゾ火 •フ巧 ± は 化 約の 規定 化卑據 してが 巧 地が 差 あ 
る巧爭 におき 込まれる 巧は ないから、 巧 民 化 巧 巧な 州 人は 何等 巧 慮す るが を 要 甘の 
旨 尊 巧を なて 巧領 巧ァフ y 々巧 巧を 巧 化 あがした ので あつた 。をの 後日なら ずし で、 
夕闻は 巧 ァブ  >  々化が て 巧 巧を 開き お 民 化は 巧 爭の巧 まとな つたので ある。 

中央 ァフブ 々化が ける 欧拥巧 巧の がち 巧は 中立々 るべ さ 巧が ち 言せられ た • 

がる 化 化 巧 大巧が 巧發 ずる や、 かを 田 巧は このな 灼 を巧抽 しで、】 化 一巧 お\ 巧 


五日は 巧が アフブ 々径巧 地 化 封して 巧 事 巧 巧を 開始し、 次いで 其の 他の 巧 領民 地を 
もを 力を なて 占 巧し、 大巧の な 了した がは、 巧锁！ 地の 大部分は が 合 因に 化 化さ 
れ てし まつて わた， 

か < て 舊巧領 巧 巧 地は、 次の かき 因々 の 統治 化 委ねる、 まに なつた。 

巧 主 ル サイ ユ巧 巧に よる 《 巧 植民 化の み 巧 

» をな**  講鱗 I' 蘇  《«  (ゃ ミ)  •人口 (千 人】 

0 巧が 柬ア フブ々 

タンダ ニイ々  巧  (B ま) llildoo  五、 0 ニニ 

(內巧 乙 人. 二、 一四 化 人) . 

アン ダ、 ゥ グン デイべ；— (B ま) 一二、 08  一二、 五 00 
キオン ダ  術 靴束ア フタ カ 蹄 合 
〇 巧 巧 アフリカ  お 阿 蹄が (C 式) 一ニ ニニ、 000 
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キオン ダ 
〇 巧巧ア 7 ブ々 

〇 々メ  ン 


〇ト ーゴー ラン K 

東が 
巧 部 
0 大洋が 

ナクグ 
巧領- 二— ザ-一 一 

ビクマ ^^ク器島 
ッ ロモン 群島 

巧領ナ モア 


前锁柬 アフリカが 合 
巧 阿聯が (C え) 一一 一ニ ニ、 000 

佛  (B ま) 一六 六、 000 
英  (B 式)  S 四、 二 00 
か  (併 会  一 0 四、 六 00 

巧  (B  式)  二〇、 000 
巧  (B ま)  一 一二、 000 


巧*18|* ユ ユ I ジ ラ 
ンド  (C ま】 


巧 


九 


(C) 式  九 二、 六 00 


ジ 


ン K 


(C ま) 


、〇 00 


二、 二 8 
八 00 


と 五 0 
11100 


四 六 〇 


五 0 


マ— シヤク 巧 島 

♦  口， ン巧島  日本 (C ま)  莫〇  . 

マリアナが 島 

0 膠洲巧 租借地  支那へ お 還  一一 00 

巧 巧 領が民 化の か 割に* ら 、大巧 前旣化 四百 萬 方哩の 巧領を 有する 佛蘭 西は、 更 
化 廿九萬 方 哩を巧 加した。. また 大戰 前旣じ 九十 二 萬 六 千哩の 啟領を 有して ねたべ 八 
•*1 も 新 化 巧が ある 巧領 、一一 离 一千 方哩の ± 地を をの 支配 下 化 入れ、 更化英 闺じ至 
っては と 十ー ニ 巧 一二 十 方哩の ± 地を 新に アフリヵに 於て お得し、 アフリヵ のみで 一二 百 
九十 萬方哩 の大領 巧を をの 支 祀下化 S くに 至った。 

がしを 化が 治の 巧 おはま こと 化が々 たる もので、 を 任 巧の 化な 負懲 となつ て 居る。 
特化 佛頗西 じがて が 6 である •.をの 理由は、 本 固い おが 雜打關 のた めじ 避が したが 
民 地で ないから 閒 をの 必要が 少 いので 巧 おが お々 としてね るの だと 云 ふ。 (阿部 巧 
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巧 地で ないから 關 をの 必要が 少 いのでを おが 遇々 として わるの だと 云 ふ。 (阿が 巧 
人口、 をが、 化 巧 地 一 II ニニ 巧】 

獨こ 本国の 割讓 

巧 この 南 化及ぴ 西部は •巧 こ 巧 巧 及び 巧 こ 語 巧の 巧みが 巧々 明 欣化巧 割し 得る 化 反 
し、 巧 部は 巧 多の 化两 民と あ 血して むる。 か、 る 巧 民 的 化 お 血 甘る 地 巧 化 於て 新曲 
巧を 巧を ずる 事は 巧义 困難で、 人民な 票 化ょ つて、 をの 巧 巧を 決ぶ する 方法を 用 ひ 
た。 

人ち お 票の 結果は 左の 巧ら であつた。 

0 化 部 シユレ スクィブと 第一 一巧 巧 (一九二 0 年 S 月 十四日 施行) 

五】、 と 二 四 栗  巧こ^ 

一二、 八 0 ホ 巧  デ y マ— クへ 

巧プ "ィセ ンニ化 一一 0 年と 月 十一 日な 斤)  /. 
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化 六 •八 八 九 票  巧 乙へ 

と、 九と と爱  ポ— ランドへ 

•  -  . 

〇柬 プロイセン. 

一二 五一 一一、 六 五五禀  巧 乙へ  <  - , 

と、 四 00 惡  ポ— ランドへ 

〇 上部 シュ レ、— ジュン 三 化 二】 年 一二 月 廿日 巧 行)  .一 
と 一と、 二三 票-巧 こへ  • 

四 I 二 一二、 五一 四 票  ポ ーランドへ 
0 巧 太 利が ヶ八シ テン 三 化 二〇 年 十月 十日 施行) 

呈と、1110 四 票  お 太 巧へ 

一 五、 二 化 票  ュー ゴス ラヴィ ァへ  -  -  - 
おの 如き 巧 惟なる 結 栗を 示せる にも 拘らで 切 こは 巧の 巧+ ■の 多くの 部み を 巧 はれ 
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一 五、 一一 九 票  ユ— ゴス ラヴィ アへ  -  - 
せの 如き 巧帷 なる 結 おを 示せる にも 巧ら 中 巧 こは 巧の 巧との 多くの 部み を おはれ 

た。 か、 る 巧 巧 的 化 お 血 甘る 地が 化が ける 巧闽 巧の お 立は、 ヴェ^サィユが 約に ょ 
つてを く 巧 乙 化 不利 じかを された。 例へ ば ダン チ じ、 メ—メ 八、 南 チロ—^ のかき 
はなが 的 理由から、 が 巧乙領 をる にも拘らず、 お 乙を くは 巧 太 利から 切ら 離した の 
である。 

巧 乙と ペグ VI 巧 境の ォィペン— マグ メディ— 地方た がける 人民投票は 特異の も 
ので、 同化 方を ペグ ザ— 領 にお 入さず 可し との 意見を 持つ 者の み、 自 みの 名を 名簿 
化お錄 する 事が 出 ホた。 この 投 輿は 一九二 〇 年と 月廿 四日 化 巧 はれ、 時の ペ^ザ— 
外巧ヴ アンデ グヴユ グデ自 を も、 これを 『が 巧 J な. らと稱 してむ た 化で ある。 

ゲェ八 サィ ユ倏 おは、 巧 こ 本 巧を も かおした が、 この結果 巧 乙 本 巧は 二 巧と 千 方 
哩 をが 少した。 巧 こ 本 巧の 失へ る 地方は 左の 通らで ある。 

牢 かな 巧に ょる 巧 己本 固の みな 

巧 2 地 ホ  ホ  I ■•巧 (ホ ホ 巧)  人口 


的— 


ソ 


ア瓜 サタ、 口  I レン  •ブラン 义  五. さ セ  ー、 八ゼ 『01 田 

■ 

西 プロイセンの 大部- 

ポ— ゼン、 柬シ レシ ア^  ポ— ランド  ー セ、 公 六  气空 四、 九べ 一 


東プ 。イセ ン  、  j  . 

上シレ シアの 一部  ナエ' ッ コス 《 ヴア キア. 三 二  四 八、 四吳 
メ —  メ少 地方  リトアニア  ー、 言 六  一四 一、 臺 八. 
ダンチヒ なお ホ.  巧 際 蹄 拙'^ へ  、 皇九  壹气さ 10 

オン ペン、 マ 成 メディ  ベル ゲ—  §  .六 0、§ 
シユ レス ウィッヒの 一な デン マ.. ク  ー、 重  一六 六、 員 

■な  .一ち、 呈 一一  、  六、 田芸 、六 畳 
ザ— ル 地方  十五が 間 W 睽聯 id ドへ ゼ 、灵〇  ち 一二、 ち 0 


(備 巧) ザ I ^ 地方は 一丸 S 五 年 一 W 人民む 巧に ょり 巧 こな おじかを 


I 


巧 


サ—ル 化义‘  十五が 問 巧 巧聯削 ドへ ちゴ客  套 一、 ぉさ 
(備 巧) ザ—  ^ 地 ホは 一 か S お 年 一月 人民む 巧 じより 巧 こな おじみを 


ナチ スの穫 頭と 其の 植民な 策. 

ナチ スの 誕生— 一九 一九 年 一巧 九日.'  - 

化 巧大戰 役の 獨 こに 於て、 闽 巧を 巧 起せし めた もの. は、 巧 看を 主義 巧 こ 巧 做な 
卽も ナチ ス爲 である。 

一九 一 輩 一 冕 日、 若述家 オット-、 パこグ 、證錫 治 H アントン •ド 交 

—ッヶ の： おおが、 ミュンヘンに 『巧 こ勞 働携』 を 設立し、 同年 化 巧 十六 日 アド 八 フ. 
t ッ トラ— が 时媒じ 加入し， 一九二 〇 年 一月 一日 始めて な 本部が 設置され る じ まつ 
た。 化 時-蘇が お歡傕 かじ 六十 四ぶ じ 過ぎな かつた が、 巧 年 二月 廿网 日、 『ホ— フフ 
ロィ' 酒場』 のが 閒 でな 一巧の ナチ ス裳 大食を 開き、 アド^フ •ヒット ラ— はこ、 に 
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參 集した 二 千 名 じ 給る 聪來の 前に、 廿 五ケ 化の 巧 がをおめ て宜 言した。- 

この 綱領は 今日 化 まるまで、 何等 疑； 化される ことなく、 窗 々として 巧 巧され、 た 
巧 お 獨こ闯 巧の 化み 化な すべき 態 ほと 方向と を 明示して むる。 

サ 五ケ 條 の網钢 

廿 五ケ 化の お領は 左の 姐 6 である。‘ 

-、 民族自決 權じ なさ、 結ての 獨こ 人は 一致 间 結し、 大獨 こ阀を 結成す る こと。 

二、 他闽と 平和の 槐 刹を •する こと。 ヴ H  ^ サィ ュ條 お及び，^ ン •ジュ^マン 
倏 約の 巧 薬。  、 ' 

I 二、 巧こ阅 巧の 生な のた め 並び 化 巧が 過 刹 人口の 移が のた めじ 十一 地 (が 巧 地) を 輿 
求ず る。  、  - 

四、 『闻 巧问志 J のみ 巧 乙 公 巧た る ことを 巧、 巧 巧 巧 志は 词こ 人の 血 怖を 巧せ ざる 
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巧、 『因 巧柯志 J のみ 巧 こ 公 巧た る ことを が、 巧 民 同志は 巧 こ 人の 血統を なせざる 

ぺ からず。 從クて ユダャ人は 閔民 同志た る ことを 巧ず • 

丘、 巧 こ 公民 化 あらざる をは、 巧なる を 人え しで、 巧 乙 因 內は辄 おず る ことを 得。 
ホ、 巧 こ 公民の み、 田を の お 巧 巧び 法 巧化關 する か 定化參 巧ん、 且クな 職 化な く 
專を 得。 

セ、 围 家は、 あこ 公 巧の 城 菜 及び 生活 化 クき考 なすべ さものと す。 巧 乙 公民に あ 
ら ざるを は 追 化 甘ら る、 こと ある ぺ し。 

八、 巧 乙 人 化 あらざる をの 巧 乙への 移 巧は 么を 阻止す る ことを 得、 一九 一四 年 化 
月 二日な 降 巧 巧 甘る 巧 乙 人れ あらざる ホは 追な せらる、 こと あるべし。 

化、 紀 ての 巧 乙な 民は 同等の 巧 巧 及び 義務を 巧す。 

十、 诏こ巧 民は 第一の 寒 巧と して、 椅巧的 まは 肉粧的 化生 產化 従が する こと、 個 
人の 行每は 共同の 利益と 巧 突すべからざる こと。 

十一、 お g なびす 巧 巧 併の 禁止、 利子れ なのが 破。  - 
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十二、】 切の 巧 おにょ る 利得の 回收。 

十 |二、 トラスト 経を 么柔の 巧を 化。 

十四、 大おをの利を々{^^じおする要巧。 

十五、 をち 每 菜の 巧 立。  • 

+ ホ、 なを. なる 中を 階 巧の 巧 立、 す貨 店を 巧 方な 共闻化 依る おを 化 巧す こと、 小 
’ 商工業 ホの 軟 巧。 

十 セ、 ± 地藝 の改亞 、-卽 ち ± 化が ま： a 化 巧 巧され、 又は 公 菱利霉 化 反しを 
理 甘ら A 、 巧 合は、 公 ホの 利を のた め 無 巧 化收を さる。 ± 地 貨巧投 巧の 巧 止 及 

び 地代の 巧 止。 

■ 

十八、 八ム ホの 巧みを 當 する をは 巧な す。 重罪 犯は 巧 刑 化 巧す。  ィ 
ヤ化 •巧 乙を 巧を の實 化。 

二十、 田家が を 巧 案の 巧 立、 かちを レ < して 特化 天阳の 才能 化 お まれた るを 遺を 


1 夕巧 z 遣堯な 巧 巧が， 


一十、 H 家 おず 巧 業の 巧を、 卽 ちを レ < して 特化 天賦の 才能 化 お まれ々 る兒 童を 


巧 家の 経を じよつ て敎巧 する こと C 


二十 一、 朝 民の 健 あお 進、 巧を 及び 小 兒の保 謹、 未成年 勞 倒の 禁止、 陆 をの お 舟。 
二十 二、 巧 民 巧の がが。-  ，， . 

二十 一二、 巧 治 的 虛僞化 封す る 巧ぶ。 巧 こ 巧 巧 のれ 員は、 『固 巧 同志」 たらざる ベ か 
•ら ず、 非 巧 こ 新 巧は を 巧を 巧し、 巧 こ 語を なて あ 巧す るを 得ず。 巧 こ 人 化 あら 
ざる ものは、 巧 乙 新聞の お 替化參 巧す る ことを 得ず。  - 
二十 四、 巧 乙 巧 家化對 して あおなく，、 且クグ 八 マン 人種の 道德 化ち かざる お 6 化  - 
がいて、 •國內 にがけ る 信仰を おい。 固 巧社會 主義 獨乙巧 働 おは 一定の 信仰 吿白 
化巧销 さる、 ことなく、 窗括的 キリスト 敎の 立場を 代を す。 巧な は ユダャ 的 物 
巧 主義が お 神化 挑戰 す。 おこ 因 民の 恒久的 更生は、 『公益は な 利 化 優先す』 とい 
ふ お本觀 念に ょつ ての み 可能た る ものなら。 

11 十五、 愛 固なる 因 家 中央 巧の 巧 立。 を 巧 ± 化對 する 中央 證 をの 無制限が が 能の 


確立。 を 同盟 因 まに 巧 ホのを 巧を 巧 斤す るた々 階な 反び 職業 會議 所を 設立す る 
こと ゥ  - 

W ホ ナチ スは 一九 I 云 二 年、 t ブト ラー のが 巧 下に、 この 巧 裁が を 確立す るまで、 
十 お 年 巧の 在 巧 時代を 通じて、 常 化 ヴユ^ サィ ユ化 約の 巧棄 、失地が 民 地の 回 巧を 
畔 びクジ けた。 

t ブト ラ— 自を も、 其の ま 『巧が 固爭 J にがて、 領主の 狭 少なた め 犬 民族が なを 
化銜 甘る 巧を 化は、 主 地 や 領± を ホめ るが 利は を 巧 化まで 轉 化し 得る ものであると 
なべ、 祖闻巧 乙の 巧 巧の ため 化は、 領 虫が 巧の 不可 缺 なる 巧を 强 調して むる。 

と ブト ラ— の 「巧が 巧爭』 は ナチ ス なが 前 化を いた もので、’ をの 內を も、 t ット 
ラ— •か玫 獲を 捏 つて、 巧 巧化對 かを 巧を を 巧す るが 化な つてから、 避 おを 餘化 なく 
されて & る。 中た はま々 r 巧が 巧爭』 の 主張を 資 行しながら、 おおに 於て をの 巧 巧 
した ものとは 巧 ませる もの も ある •卽ち 『巧が 剧爭』 は ナチ スを 锥掛 なのた めのを 
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さわて &る<  中には ま々 「巧が 巧爭』 のま 張を 資巧 しながら 、結果 化 於て をの 巧 巧 
した ものとは 巧 ませる もの も ある •卽ち 「巧が 剧爭』 は ナチ スを锥 お 立の ためのを 

巧な 巧 巧で あつた。 従つ て 巧 こ 巧 巧の 舉與 『巧が^ 巧』 じ 一巧す る ナチ ス巧 このな 
ちの が 巧は、 失地の 巧な •平等 おの 確立 じょつ て 巧 稚网復 の 水平 運動 化成 巧した 曉 
化は、、 先 づ架渐 して ポ— ランドを 姐 ひ、 南進して 地中 おじ 尚で、 巧 乙 巧 巧の が】、 
大巧 こが 巧の 巧 巧を 巧す る ものである 巧は 明白で ある。 

ヒット ラ I の 『巧が 岡爭 J に 現れて ゐる柬 方な 策 

t ブト ラ— はものを 『巧が 巧爭 J. の 中 じがて ホの かく 述べて ねる。 

•民族の 生存 《 

が 利を じの み 巧 力は 典 へられる 。現じ 巧々 がを 巧を をんで なると ころの 大地は、 
•- 巧して 天から 巧 へられた もので な < 、を かを 的 化して 巧； 5 取つ たもので ある。 同な 
じが 來 じがいても、 地 や 巧が 巧 巧は 生かは、 天から 巧 へられる もので なく、 た 
铺の力 化ょ つての み 確保し 得る ものである ことを、 巧々 はからね ばな ふの。 


更化 巧々 は、 若し 丈 地がない た A 化、 これな 上 生が しで 行く 審が出 巧ない とい ふ 
ょうな 巧な 化は、 ± 地を 巧 求す るが 利は、 同時 じを 巧に までをる 事をから なければ 
ならの。 特化 をれ が黑色 人種の かき 巧 合では なく、 人 巧 文化 化 偉大なる 貧献を をし 
たと ころの 巧々 巧 乙 巧 巧の 巧 合 化 於て、 奶巧 もうで ある。 

巧 こは 化界 の强闊 化なら なければ ならの。 がら ざれば、 礎ろ 存な 甘ざる 化しかず 
である。 しかも 强巧 じなる ための お储 的が 件は、 民族の 生命で あると ころの 十； 地で - 
ある。 と 巧 破し 巧 じ 誌を ついで 曰く。  -  ^ 
巧 こ 民 巧の 巧を 曲 ハ 巧 

巧 か 巧 乙 巧 巧の なが 的 典範は、 次の やうな ものである。 卽ら 、歐 洲大睹 化が ける 
二大勢力の化立を、 巧々は認める^5|^は巧巧ない。 ま々巧乙巧巧じ第二の巧がの巧力 
をが 線 せんとす るイ ベての 企ては、 これを 巧 こじ 對 するな 巧と 飯れ なければ ならの。 

而 して、 かくの 如き 閔 ぶの 形成を、 巧々 は 凡ゆる 方を 化ょ つてが 宙 し、 版贸 しなけ 


をが 織 せんとす るすべ ての 企ては、 これを 巧 こじ 對 する 巧 巧と 飯め なければ ならの。 
而し て、 かくの かき 巧ぶ の お 成を、 巧々 は 化 ゆる 方法 化ょ つてけ おし、 彼な しなけ 

れ ばなら W。 もれは 巧々 のが 利で ある ばかりでなく、 お 巧で あると 化は ねばならの。 

/ 大乂が お 雄巧詳 、ヒット ラ！ わか 巧爭 

_  民な 固まに かける かを な 巧 
かくて 彼は 云 ふ ——  、 

巧 族 じ 於け る 外を な 策は、 をの 网家內 化を まれて むる 巧 族の 生 おを 巧 悼す る もの 
でなければ なら 2。 而 して、 をのた めじは、 民族の 人口と 十： 地との 問題を 完を化 解  - 

かする 事が 化か 則勉 である？ .  ^ 

巧闊も n シア も アメリヵ 合ホ闽 もす ベて 巧大 なる 面 转を領 してむ る。 佛關- 酉 も 同 
巧で ある。  • 

佛齡 西は、 ものが が 內の巧 人を をな 發 して お隊を 補充し、 また お 交の おお、 黑人 
の 血が 急激に 流れ 达ん で、 < ，や 熙洲の 一巧 じ、 アフリヵ お 人の 阀 みがが 設 された の 
ではを いかと さへ 疑は る、 ほどで ある。 


巧し 佛曲 巧が、 かくの かきが 態の ま、、' 一二 百年 縄 過した 時 じは、 フランス 震の 

血は 逛し 去つ て、 歐洲 人と；， 力 人との 蓋 人種 0 闻 家が 曲 巧す るで あらぅ。 . 

をして ラィンから n ンゴ- じ まる 地域 《人閒 を、 人種的 じ 遙じ化 下す る 事を 免れ ま 
ぃ。 

こ、が佛翼0養1^^巧と 惡巧乙0藍養0?點でをろ 巧乙は揭乙養 

の 移 巧 地を 巧げ る每畫 を、 畜 化の 十： 人を 眾除化 男て、 富の 巧 力を 靈す 
る 事 もしな かつ 《。た  <  巧 巧 地の 維持 化、 S た すら これつ とめ」 ミので ある。 

巧砖 化を まを 運 巧は、 民 巧 化を 活 なおを 巧へ、 且つ 巧を 上 巧 ま 上 じ も 巧 力 ある 支 
持を 幫 すると ころの 主 地と、 養の 人口との 岡の 不均 巧を 打破し、 お 史的な 過去 
を淸 巧し 瑪が 0 打開 化 巧 《ねばなら 2  ( 同前 f 一面 二 夏と 叫び、 且つ 揭こ外 巧の 方 
巧と して、 巧 巧が 同盟の 巧 ホ 的な 寒を 强 剥して & る。  I 
巧 巧 か S 事み！！} 


巧— 


巧と して 英 巧が 同盟の 巧 審的怠 巧を 强 劇して むる 0 ’ 

巧 巧 ホ％ 事み 3 

巧々 の 同盟 巧たら 巧る ものは、 巧 巧と が 太 利 あるの み。 . 英 がと 同盟す る 海に 

よつ て ニクの 効果を 巧 待す る 事が 巧 ホる。 卽 ち】 0 は、 これ 化よ つて 世 巧 大巧 當時 
から おばれて なる が 合 巧 仰の 連 巧させる 事が 出 ホ、 化の 一つは、 かくして 巧が 民 巧 
の 不巧巧 天の 化を たるが 巧 西を 巧 巧 的ぶ 立 化 追 ひつめ る 事が 出 ホる ので ある。 よし 
t のか 果が 、はじめの 中は、 巧に 道隹巧 作用 化し か あぎず とする も、 これによ つて 
巧 乙の 自由 巧 併の 運動は、 はか 6 知れの 程の 便宜を 受ける 事が 巧 ホる の だ。 何 かな 
ら 、さうな つた 巧 化は、 歐洲化 於け る 行動の 巧を 樵は、 佛巧 西の 手中から 股して、 
を 全化英 巧が のを 中化録 する であらう からで わる。 …… 

恐らく 巧 巧 西は、 あらゆる 手段を 用 a て 巧々 を菩 しめ、 この 同盟の ぶ 立を 妨害す 
るで あらう。 だが、 巧 ♦はがへ 忍ばねば ならの。. 巧 力と あ 巧 —— をう すれば、 やが 
て 巧々 は佛閣 西の 巧 まを が碎 する 事が 出 巧る であらう。 

大睦に 於け る佛巧 西の 制 巧を 巧 あじ 媒 ざる もの —— これが、 巧々 の 同盟 ホな の だ。 


— •が一 


と 結んで ゐ る。 …… 

この 短文の 中 化 ヒット ラ— の 當靈阁 してれ た 英覆携 論が 巧れ てむ るか、 遂 こ 
これは 實 現しを かづた。 を ヒ ブト ラ| が 茜が 閱 ぎの 中 じれ 敵視して ゐる 。シ 
ァ と挺キ する 化 至つ た。 これ 運 かの 皮 巧 かた ッ トラ •のげ 巧 か。 
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梢 民 地' 返還 嬰 求の 政治的 理由 

—— 国家の あ蓉 のために —— 

巧 乙の 植民地 返還 要求は お诗的 理由の みからで をく、 寧ろ 經 がな 外の 理 わの 方が 
巧い ので ある。 をの 要旨は こぅだ。 

巧 こは 巧み 的 名 ホの ためじ、 が 民 地 的 地位の 平等を 要求す る。 ヵントを 巧し ダ— 
テを ホんだ 巧 こは 世界の 文化 じな 献 する 所 大きかった。 おこの 文化 水华は 他の 如何 
.なる 聞を じネ 劣らは しない。 従つ て 巧 乙は 化の 列强と 同】 の 樵 利を をな する がを 喪 
ホす る。 巧 乙の 巧 お 巧 地： あ 還 嬰 求は、 この】 肢的 平等 地 化の 一巧 じ 過ぎない。 もこ 
で 一九 一二 六 年 九 巧、- 1 ユ— 八ン ペ^グ じがけ る ナチ ス爲大 を じ 於て ヒヴ トラ— 巧統 
は  ■‘ 


『巧 こは、 をのが 民 化 巧 ホ化结 して おを が 巧 はるべし との 主張を 撤回す る 巧を 将 
ない。 巧こ闻 民の 巧 巧 的が 巧は、 化 W 民の もれと 同 おじ ま 要で ある』 

と 叫んで わる。 

巧佛の 陰謀 

化 巧 大巧が お 了す る や、 巧を 田は をの 占が 甘る 巧 巧が 植民地 お 還 化反對 した。 を 
の 理由は 

(一)  巧 乙は をれ を お 水ち の 巧 巧 化と ずるで あらう が 

(二)  巧 乙は + 巧を 武裝サ しめる であらう 事 

(ご一) 巧 乙は もれを 陰謀の ためじ 利用す るで あらう 巧 
(四) 巧 こは •十： 巧を 巧な する であらう ホ 

等で あつた。 これを 巧ず るに 風 こから 巧 巧 地を 巧 a、 これを お进 ずるに 反對 する 理 
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をは、 『巧 こは が 巧阴 としての 能力を し』 とを ふ審 である。 

か、 ~ る 理由の 下 じを 巧が 植民地を 分割した ので あるが、 巧 乙の 植民地み おは 巧 巧 
的な を じょつ て巧定 された のでは ない。 ヴユ八 ナィ rj 條 約の 批准な 前に 卽も阀 巧が 

-  .  _  ス 

巧の 成立な 前の、 一 化】 化 年 五月と 日の 英佛な 商會議 じがて かを したので ある。 (巧 
部 氏 前 巧を 三 ハ 四 頁) 

蹄な 巧 側の 『巧 乙には 植民地 おを の 能力 無し J との 口 巧 位、 巧 乙を 侮强 する もの 

■ 

はない し、 またが 巧を 延 ふる も 其 だしい。 こ、 化 於て、 巧 乙は 敢然 か、 虛言 をが 
巧す る 道 谋が權 利を 保有す ると 主張し、 また 多くの 論を は、 戟前化 於け る おこ 人の 
植民地統治の 巧な を 指摘し、 をの 未開地の 文化的 •開 巧の 手 巧を 讚へ、 まが また 現な 
白人種は 未開地を 統お 、支配すべき 任務を 有し •巧 乙 も 列 强と共 化、 これ 化參 かす 
ぺ しとの ま 張で ある。  - 


— TO  — 
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ロイド •ジヨ ージの 言質 


巧 この お-巧 地： 塞 嬰 おは、 道 傲の 化 もな 藍 じ も經寶 にも 巧當 である。 もれは 
I ま 溝動學 6 曲 おする ミで なく、、 巧 こ朗髮 經璧活 ま 便宜を 與へ 度い 

と 云 ふ 巧 望 じ 立脚す るので ある。 

巧 この 要求は、 『有たざる 酉の 願望 や 輿 ホと 同一で をい。 獨 こは 元々 持つ て ミ 

ものを 返せと 案す る ド f ない。 愛は 新た、 他覆隻 地を よと 蒙 

する のでは ない 0 

昔は 巧 乙の 巧を t、 聯盟が 約 じよろ、 一窩 化が をを 奪され て ゐる斌 丈を 
遷せ よと 累 する じ 遇ぎ ない。 诏こ 0 を舊 地は ヴ； サィ ユ化資 よらを 化統 
が 地 どなつ たが、 巧 基は、 S を S され ミけ であつ て 所を 槐を 推# した 課で 
はない。 この ホは 聯盟 規約 じよ 夕 y も 明らかで あら、 またを 化 統治の 本な でも ある。 


ク ブ^  ぉがを 聋 むされた K けで あつて 巧な がを 獲が した 譯で 
はない。 この 巧は 聯盟 おおじ iy も 明らかで あら、 またを 化 統治の 本な でも ある。 

—■—■■i-^iBB-iiiiiiiiii^i 

もこで ヴユ^ サイ ユ 々.满 のの 一；！: 頭の 一人で あつた ロイド •ジョ —ジ巧 もを 化忧 おの 
巧 巧に 關 する 誤解を 巧 r われ じ、】 九 III 六 年 二 巧、 下院 化かて みの かく 言 巧した。 一 
卽ら 

『ヴユ ^ サイ ユが 巧の 下た、 これらの 巧 十-は 英巧 として 巧々 化與 へられた のでは 
ない。 もれら は 两巧輸 盟じ巧 へられた ので ある。 をのな 的 お 利は 输盟 化歸 巧ず る J 
と。  •  、  . 

ヴエ八 サイ ユが めの 基調と なつた 一九】 八 年の ゥイ 火 ソン ホ 巧 锅が巧 五條は 
『凡ゆる 巧 民 地 化 幽する 自由な 公平な が定は 左の 原則 化ょ るべき ホ、 卽もお 巧 地 
ま おのみ 定 化を つては、 视係巧 民 地が 民の 利を は 巧の が 治 おを 附 甘ら るべ さかな 
の 要 ホと 同等の 重要を をを する』 

と規 をした。 これ 化 化へ ば、 大巧 中 じがけ る 巧 乙が ち 地の 占領は、 占領 巧 化 何等 巧 
巧の が 巧を 巧への 答で あつた。 


かるに これは 蓉這 s 切る ところと な 6、 巧 こは》： サィ ユ援巧 一一 九 
が 化ょ 6、 巧 外な 民 お 化 曲す る】 切の ¢1 巧耍 ホの ぶ 案を 餘 ななく された。 巧 こから 
みれば、 この 事は 聯合 巧 側のを だしい 不信、 非ん 口 法の 行爲 である。 

化つ て、 かく 不を 化を 取せられ たものに 對 しては 巧び ザん 回 巧を 要ます る 貪 巧 
な 利 あらと ま 巧す るので ある。. 

委任が 治の 巧 お まは. 何のを め 

- 

話 大巧 0 お果 •翼は 揭こ蹇 民 地を 分 窜る化 膝し、 を任薩 なる 新形 まを 
考案し 聯盟 規約 霉二 た規 をした。 餐 か、 S 新形 まを 採用し 《0 か K 關し 、一 

化 一一】 年 ランシング 巧のを した 言葉を 引用し. ょぅ。 彼は 言 ふ I 若し 巧 乙の お 民 地 
か普通の方法で巧朦团化<^^|^され、 ちれらがこれら0闻化主巧と共じ讓され々な 
らば、 闻 こは これらな 渡 地 巧の 巧 値を、 赂巧 金の 中 化を める 薄を 要 ホす る じ 至つ た 
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る 普通の 室で 震 固ぶ 管 c、 ちれら が こ SQ 因 K 主 巧と 芝 養され たな 

らば、 獨 乙は これら 漠巧地 巧 § 値を、 赂 お金 0 中 化を 《る 事を 嬰 求す る 化 至つ た 

であらぅ C もこで 聯盟は、 化 巧の 巧 おのた めじを 化お始 化を々 おする ものと なし、 
をぅ してを •任が がは 巧橄 丈を が 得する たれの 一手 段では なく、】 個の 義務と 見 化さ 
れる 事に なつた。 かくして 委 巧が 治 制は 巧 乙から が 巧 地を 載 取した。 をのが 値は 本 
來 ならば、 巧 この 踰八口 巧 侧化對 する 倚 巧を ましくな 少甘 しめる 吿の もので あつたが、 
聯を巧 側は、 賠が金 化 何等の 巧 失を 蒙る 審 なく、 植民地を が 得した ので ある。 從つ 
て實巧 上は 委任が 治 制の 利他主義 はを 巧 統治を 獲得した 列强の 利己的な 物 巧 的な 利 
を 化を 仕す る 結果 化な つたので ある。 と。 

な 下 巧 巧 乙が 民 化の 經巧 的が がをお 討す るが、 ななは】 九 一一 一四 •五 年の もので あ 
衣。 この ホい を かを 用 W る 事が、 何故 巧 こ •か 楠 巧 地を 必要と する かの 巧 もを ょく 設 
巧す ると 考 へたから。 


/•.-ufnAtfJf*  ty  .  - 


.VU^KT 


/t - - 


原が 資源 供給地と しての 植民地- 

- 

ダッぺ ルスの 叫び  • 

'  ■ 

グブ ペグ スを 傅かは 

『巧 巧エ 菜の 某が 巧な は 石 お、 か、 石油、 お 巧 •ゴム 巧び 巧で ある』 

と 叫んだ が、 これらの ホで 巧 乙が 比較的 さ 宵 化 有して むる のは、 石 おのみで あつて > 
化は 一部 又は 大部分を 任 入して むる ので ある。 

，この 巧に、 自闻化 巧 化から 巧 巧を 巧 得 曲 巧れ ぱ 、大 いじ 助かる 薄は 明らかで ある。 
香 獨領化 巧 地からは 、シサ 麻 (が 耍宜の 二倍； > 、巧が 鹽 (を 入 巧のと 五％)、 コ、 ァ 
(を乂 巧の 四 0%) 、パ ナ 、(を 入 巧の 1110%)、 お 巧 木が (必要 置の 二 0%】 が 得られ 


巧 巧 領が民 巧からは 、シサ 麻 (お 要せの 二倍； r 巧 巧な (较乂 巧のと 五％)、 n、 ァ 
(を乂 巧の 四 〇%)、 バナ 、(お 入 巧の 111 0%)、 熱 巧 木が (必要 見の 二 〇%) が 得られ 

る。 な 中 巧 筆すべき は、 を 用 脂 化の 巧れ となる がげ 巧 油を 大肚じ おが 山 ホる 巧で あ 

る。 現を 巧 乙は 化物が 油と 脂 防と を 年々 六十 巧 乃至と 十 巧 巧 必要と してね るが、 を 

の 六み の】 は 今な ぐ 化で も 巧 化 巧 地から あられる と 云 ふ。. 

# 

•巧 民 地の 采 たす 役割  、 

巧 乙の 巧 巧 地 お 還 要求 化 封す る反對 ホは、 巧の こな 民 地 •か獨 乙の キ化綺 つたと し 
て も、 巧 乙の 輸入 依存性は 左して 援 巧され ない と 云 ふ。 では 一挺 巧 お 巧 地は、 獨こ 
の 巧が 及びを なの 不足の 幾何を 巧た し 巧る かを が 化して みょぅ。 

試み 化】 九 S 四 年 化が ける 舊獨こ 植民地ょ 6 の 主たる 巧が をな の 輸出 數站 、同一 
おじ 教 する 巧 乙のを 入を 宜を資 照す ると 左の 姐 6 である。 (巧 化 巧) . 


油 種、 胡が、 果な (採油 用) 


巧 輸入 紙な 
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鑛 
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富、 吾呈 
六、 皇五 
号一、 さ 11( オンス) 

呈 八、 芙セ (カラット 


前な 化. ょれば、 シサ^ 巧は 巧 乙の 需要を 充 々して 餘 6 あら、 烧麽鹽 .バナナ、 熱 
巧 性 木が、 が 物 油 等は 夫々 を 巧す る 巧 大きく、 ホた 金 ( -I ユ 》 ザ-ー ア なび タン ガユ 
々產) 及ぴ ダィヤモンド (南西 アフリカを 等) も 注目 化 おする。 

を 巧 統治 国の 怠慢 

ち巧領 植民地からの 巧 巧 輸 巧 おは、】 九 0 八 年 化 一一と、 八 一一 一六、 000 マ；^ ク 、一 
九 ニニ 年に 一六 二、 一四 0、 000 マ  <  ク 、一九二 八 年に 二 六 二、 一一 10 二、 000 ライ 
t スマ 火ク化 上って わる。 


一九 0 八 年 ょら 一九】 一一 一年 迄の 巧 加 化 比して、 一九二 一一 年ょ 6 一九二 八 年までの 
增 加は 鈍い が、 をの 巧 因は 何處 にある のか。 

を 任 統治 巧は 旣じ巧 民 地を 所有して むる から、 たジ ー時的 化が 治を を 巧され た ± 
地に 大 なるお 資を なすを 志がない 。更に また C を 巧 統治 地を 餘 6 化を おさせる と、 
自 巧の お 巧からの が 巧 地との 問 化 不必要な 務爭を おおす る 巧れ が あるから、 を 任が 
巧 地の 開を じは、 全力を 注がない と 見るべき であらぅ。 若し 寶 源の 乏しい 巧 こがが 
巧して むたら、 もつ とを お 巧 巧は 進んで むた であらぅ とみて ねる。 (阿部 氏、 人口、 
を お、 巧 民 化 一 五 I 二ち) 

委任な 治下の 錢道 

なほ ナチな 化 巧 地 部長 ブッ タァ •フォン .ユ ップ巧 ±は- 
『巧 こはた 郎 前から、 をの まがの 下 じある 化 巧の 一切の な 巧の もが 的な 閒巧化 ま 


な 一 


なほ ナチ 练化巧 地が 長 リブ タア •フォン .H ップげ ± は 
『巧 こはた 祁 前から、 をの ま 摊の下 じある 地 巧の 一切の 巧 巧の ちが 的な 開を 化窘 

手して ゐ たが、 これは もの 绍剩乂 口の ホ 巧 維持の ためじ 必要で あつたし、 巧 化 ま 
た 必要で ある。 併し ヴ ユ^ サィ ユを證 じがて、 巧 乙が 民 地は、 巧 植民地の 領有を 
何等 必 巧と ム ない 諸 酉 化 分配され てし まつた。 をの 上 これらの 諸 巧は 他 じ 爲すぺ 
さ 事を 巧 ♦持つ てむ たがた めじ、 をな 統お地 巧の 開 發化携 はる 立場 じ 居る かつた 0 
を 巧 統お地 巧の 開を —— 巧な 生を のみならず、 をの 他の 事 巧じ閱 しても 1 化 お 
しては、 お 侯的條 件が 同様を を 任統を 地域 化 隣な する 諸 巧の 開 おじ 對 してょ 6 も 
注な の拂 はれ ホが 少か つた。 

がへ ば 卜—ゴ I ランド 及ぴ々 メ瓜ン とべ 火 ザ— 領 コンゴ— 及び ニグ リアとの 油 
巧 種子 及び 果 をの 按巧 巧が、々 メ八ン と フランス 領 中央 アフリヵとの 木が、 また 
は 巧 巧 巧 アフブ 々(タンダ ニィ々) と ゥダ ンダ 及び ケニアとの 棉花の がは 紙 巧を 
夫々 比較す ると、 を だ 示 巧 化 富む 結果が 出て ホる。 卽ら歐 洲諸闽 の 化 巧 地は を 化 
な 治下 化 ある 化 巧ょ ち も、】 忌 系統的 化 開 おが 斤 はれて &る 事が 明 巧と なる ので 


n 


わる。 

またみ まじ i つて 巧ら かな かく、 委任が 治 地 巧の 巧 通運 お 巧 軸の お 達は、 を 巧 
なを 制が ホ かれて な 巧 殆ど 停止して しまつた。 (を 化キ n  メ  — 卜少) 

旣設 又はを 設 中の 续道 

一九 一四 年  一を 一画 年  巧 加 
まプフ ，力  一一、 一ち  一ご一一 五  、  留  - 

两南ァ フ，々  、二、 吴  一一、 量 お  妄  _ 
々メ グン  璧  き 田  ご 
卜—ゴ —ランド  量 セ  置 1  二ぶ 
かくの かくを 巧 統治 地 巧の 殆どす ベての が 道は、 僅々 甘 年 巧の 巧 こがを 時代 化 
を設 された もので あ 6、 を 化 統治 巧は、 もの おな 道が 張の ためじ おど 何等 もな さ 
なかつ たので わる』 と。 


を設 された もので あ 6、 をな 統治 困は、 をの お 錢道渡 張の たれ 化 殆ど 何等 も爲さ 
を かつた ので ある』 と。 


獨こ舊 化 民 地の 撫濟的 巧 化 


、 の H 巳 g を 地主 要を み 巧 出な 

反が 大巧 前 化が ける 巧 こが、 をのが 民 地ょ 6 のま 要 生を 物 所を 巧化對 して、 如何 
程の 巧と、 をの 巧 置を 含 じ、 又は 島じ惊 ほした かを バオ ロ  •デ 文 ダ ユィは、 
をのを 另こ養 地 富. 一の 中 化ぶ ベて 居る。 今を の 統計を 引用し ょぅ。 

巧 こ 巧 民 化 ま おを 巧を 巧が (一九】 二 年】 
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モン K 


言、 因 田 


0 南 太平が 諸島 (巧 化 千 お 巧) 


一 气〇八 0 


巧  草 
踞 鳥の 巧 毛 


r きゴー 

竞八 


烏の 巧 毛 


r 巧 乙 本 閔の植 巧 地からの ミは、 本 固のを 入 媒窜の 僅かの 部分を 安る 化 過ぎ 
を かつた。 だからを 巧 民 地は 巧 この 巧 巧 難の がか じと つては 餘ら巧 化 立たない』 と 
S ふ謠 論が ある。 
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これ も ニクの 重大を 尊 食を をれ てゐ る。 卽ち 第】 化を 時の 巧 領が民 地は ホ だ經巧 
的發展 のみ 巧 化 あつたれ あぎず、 おつて 物を がま かで を かつた 事、 第二 化な 時は 獨 
こ 本 酉は をの 必要と する 物を を 到る 所で、 を あじ ぞ化 入れる 尊が 巧 ホた ので、 梅 民 
地產 物の 四 0% しか 必要' でを く、 巧 餘のム ハ 0% は 化の 巿巧 化め て販貿 されて ねた 事 
である。  、 

風 世界 總宙 « やに 占 ある 扣々  - 

ホ 化を 近 じがけ るを 化 統治 領丈 のを 田 巧を 世 巧 棋を巧 中 化が ける 地位を 見ょぅ。 

〇 タン ダィ々 にがては 

金 巧 巧 —— 金 (0 •一 痴)‘ 

巧 物な 維 巧 —— シサ— iullllll%) 、棉花 (0 •一％)、 羊毛 (0 •一%) 

な 物を 油 巧 巧 麻 油 (0 •ム ハ％)、 ュ プラ (0 •五％)、 が 花 ホ 油 (0 •五％)、 お 
子 油 (〇 •一％) 
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ちが 巧が お —— 巧 《 油 (〇 •六％)、 n プラ (0 •五％)、 お 花を 油 (0 •五％)、 
子 油 (〇 •一%) 

を 窗品额 —— n  I  t —(〇 •五％)、 バタ— (0.1%) 

0英巧々メ^^1ン 

が 物性 油 巧 子 巧 (四 •五％)、 を 花 生 油 Q •四％)、 胡麻油 (0 •四％ 
食 粗 ぉお —— ユ 、 ア (9 六を 
0 英領 卜—ゴ I 

を « 品 お —— コ、ア(一.九％)  、 

0 西南 アフリカ 

满物 0 —— ヴア ナジ クム (111111%)、 石 お (0 •一％) 

を 粗品 巧 —— バタ— (0 •四％) 

0 が領 々メ ホ— ン 

を 巧 品 巧 —— n 、 ア (一一 •八％) 

0 巧領卜 —ゴ— 


-  8¢  ^ 


m 


巧 《せ 油 巧 —— 巧 子 油 (0 •六％)、 3 プラ (0 •一%) 
食 種 品 巧 —— 3 、 ア (一二％) 

0  -I ユ—ご ャ 

金 巧 巧 —— 金 (0 •五％)  . 

ゴ  ム — 生 ゴム (0.1%) 

植物 性 油が —— n プブ (111 •と％) 

0 ナゥ 八 

，巧 物 0.. — 巧 巧な (四 •四％) 

〇 巧 部 サモア 

お 物 お 油 巧 —— n プラ (0 ふ％)  ’ 

を 泣な 巧 —— ュ 、 ア (0 •一一%) 

〇 南 太を が 諸 も 


M 


食糧 品 巧 —— コ、 ァ (〇 三％) 

〇 南 太 ホが 諸を _  _ 

鑛巧お —— が酸絲 ( 一 •一％) 

となつ てゐ る。 (Grovel*  Clark-The  Balance  Sheets  of  I3perialism) 

卽ら舊 巧 こ 植民地の 世 ホ 械を巧 中に 占める 商品の 價 がは、 ナチ スの おを にょる 程 
化顯 著な もので ない 事は 云 ふ 迄 もない が •ただ、 シナ— 火と ヴ アナ ジゥム のか さは、 
巧を 物 入は 巧が 品の 少い 目下の 巧 乙 化 於て は、 をの ナゥ 八に 於け る 解酸缀 等と 共に 
巧 要 おを 持つ てね る 事は 勿論で ある。 

を链的 じみて、 巧が 巧 地の 物を、 をの 經巧 的價 値は、 英閔 巧の 他の が 巧 地の をれ 
化 比を すると、 極めて 貧 おな ものに 遇ぎ ない けれど、 一片の が 民 地 も 持たの 巧 乙 化 
とつての 利用 巧 値は がして 捏規 する 巧 化 巧 かか。 

獨 こが 今を 十 年間が 巧 おを 開を すれば？ 

一九 一二 一一 一年 じ 於け るが 巧 地のを 巧按 巧は、 巧 乙の 辕乂 する 巧な 及びを 巧の を 
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占める 化すぎ をい。 但し これを なて が ホを 卜 する まは 出 ホない。 例へ ば 化" デ シァ 
化れ ける 鉛のを 扣の如 さは 一九二 五 年— 一一 化 年から 一九 S 四までの 間 化 世 巧を 巧の 
0 •一% から 一 一一 •三 一% に 巧 加した。 また 大巧 後 九 百 萬 巧の 資本が タン ゲユィ 々化 お 
下された のを みても、 を 巧が を 地の 経み 的 お 巧 力の 侮るべからざる 事をから 得る。 

ち 巧 民 化 あ 還 巧 求 論 まは、 巧 巧 民 化を 今後 十 年間 も 適當化 開を 化 努力 すれば、 巧 
このを 粗 及びな か 輸入な 巧の 八 分の 一位は 得られる と 主 おしてむ る。 巧 乙の 食規及 
び 巧が の 輸入 巧 巧は 年 巧 化 巧 巧 ま 四十 值 ラィヒ スマ^クで あるが、 ものぅち 約 八 分 
の】 が も四值 乃至 五 億 マ 火 クは巧 民 地から 得られる 巧这が あると されで ゐる 。若し 
これが 赏現 すれば、 獨 この 苗巧貨 借と 爲 待は 少 からず 改善され るで あらぅ。 

この 點じ朗 し、 巧 巧 化 同 巧な 巧 ナチ 巧が 民 化 部長 ブブ タァ •フォン •エップが ± は 
次の かく ぷ ベて 公る。 

r お ホに がける 巧 巧地閱 をの 多大の 可能 巧に ついては、 化 巧 何等のを な も 巧 はれ 
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ホの なく 巧べ て & る。 

\ 

『が ホに がける 巧 巧 地 開を の 多大の 可能 巧に ついては、 が 巧 何等の なな も拂 はれ 


なかつ た。 現 おのが 治を 等は、 を 任 抗治地 巧を 比較的 巧 巧して むる 蔚よ 6 みで 


巧々 はお 巧 短期 閒化 をの 生を 量を な 速に 增 かし 得る と 巧言 出 巧る。 が胶の 事業を 
充 みかを してなる 巧 巧 家 等は、 若し おお 農を を實 おすれば、 徐巧 巧を 八 年 または 
十 年が 巧 化 一一 一十 萬 巧卽ち S 倍に 增 かし 得る と稱 して わる。 この 事は 統治 地域が 獨 
こ餘入 まの】 割 二々 巧 至 一割 五分を 供給：-^ 得る 事を 示して ねる。 をう なれば、 獨 
この か 围爲替 と對か 贸あ關 係の 闽 難は 著しく おがされ、 獨 乙は 經巧的 ま 全 威を 持 - 

-  班 

ち 得る じ 至る であらう 事が 巧ら かで ある？ と。  - 
植民地が 返還され るなら ば、 巧 こは 食 超 及び 原 かを 巧 民 地から 巧 ふために、 從ホ 
よら 髙い價 格を ち 拂ふ樣 になる だら うと 云 ふ 見方が ある。 併し もれは 當 たらない 見 
方 だ。 現 おまで も 巧 乙は 外 巧が を S ので、 外 巧の 統治 下の 領± から 安い 物 费を貝 ふ 
事は 巧が なかつ たので ある。 もこで 或 巧の 巧 おは 围 巧で 生を し、 輸入 じよる よら も 
おい n ストを 支 拂つ尤 ねたので ある。 


蘭 口  g 巿場 としてめ お 民 地 
出超より 入超へ 

獨 乙本闽 とがが 民 地との 間の 巧みは、 大戰前 化 比し 火 f 載な は激 城して むる のみな 
ら ず、 輸入超過と なつて ねる。 

例へ ば 巧 乙 本 巧と アフリカ 植民地との 問の 贸み は、 一九 一二 五 年に 於て、 巧 植民地 
よらの 輸入 一千 八な 八十 巧 ライヒ スマ 作ク 、お植 巧 地への 輸巧五 巧 六十 巧 ライ ヒス 
マグク で、 巧み 巧 巧 二 千 四な 四十 巧 ライヒ スマ^ク 、入超 一千一 こ 百廿萬 ライヒ スマ 
八ク とを クてゐ る。 巧る 化 ホ 棘 商 前の】 九】 S 年 化は、 巧が 巧 地よ 6 の 輸入の 千 S 
巧が 巧 金 マ作ク 、巧が 巧 地への 徐泪五 千な 巧 金 マ^ク、 巧み おが 化で 凹 ロサ 巧を マ 
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巧 サ巧金 マ^ク、 巧が 巧 地への 輸出 五 千な 巧 金 マ^ク、 巧み 總が 九で 凹巧廿 巧を マ 

火ク 、巧 超と 巧 八十 巧 金 マ タクで あつた。 

大戰 前の】 九 ニニ 年 化は 可成ら の餘巧 超過で あつた 事を おおす ると、 巧の 搂轉の 
か 何 化 激しい か •、々ると おじ、 この 巧易關 巧の 推移 化ょ つ； H、 が 民 地 返還 要求の】 
巧據 としてね る。 

商品 巧 場と しての 意義 低下 

ホ 化 巧 乙 本 巧と 巧 民 地との 貴み 额の錢 巧を 比較して みょぅ。 

を 入  を 化  差 引 
1 化 ニー ー年  呈 ri 香？，)  著、 一室 (r，)  .  HI、 九 05*，) .出超 
一 化 一二 五 年  一〇ー セ svo  ち罢五 (バ VC  15 音 Kr*d  乂超 
邑 一を 一一? はな 遵を 除く。 

このみ 譯は 左の 巧ら である。 
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1100 
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一一、 六 00 


四 五 0 

& 上 化よ つて、 巧 乙と を 植民地との 間の 貧み は 輸巧入 おはな 少して むる が、 おが 
巧 地よりの 輸入の 巧少よ らも、 巧 こ 本 困 よら 舊お民 地への 輸 曲の 減少の 方が 一な 大 
ある。 この 事は、 巧が 巧 巧の 巧み 供給地と しての 價 値よ 6 も、 ホ 場と しての 價芭 


バ が】 思を しくな 少した 事を 物語る ものである。 

\ 

英獨 商品の 巧を  . 

また 對化民 地 贸み關 巧 じ 於いて、 ま椎 巧が 健 先權を 保持す る 事 も 顕著を 海. がで あ 
る。 

一九 1二 四 年の、 巧 巧乙領 植民地の 貿易 额中巧 巧のを 任 統治 國 たる 英 、佛 、白 等と 
巧 まが 巧た る 巧 この 占める 比率 じついで みると 左の 通らで ある。 

左の あ 字は を 巧 統治 化 巧との 英閔 貿易が、 如何 化 巧 乙の お牲 じがて 巧 大した かを 
一巧して ゐ る。  - 

植巧 地領な 巧は、 をの お 巧 地 及. びを の嚇 治ず るを 巧が が 地のを 乂贸 おにが て、 常 
化 保努を 占れ てゐ る。 もれは 本 巧 民が 巧 巧 地及ぴ 委任 統治 地 巧の 行な 巧關の 註文の 
すべで、 又は 主 巧 巧 問な 化の 註文の 大部み を 引受ける からで ある。 
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化 保势を 占めて むる。 もれは 本閔 民が 巧ち 地 妓びミ 巧な 治が 巧の 行を 巧關の 註文の 
すべて、 又は 主 巧 巧 問な 化の 註文の 大部み を 引受ける からで ある。 
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か閔 貿易が 少 おのた め 內 罪が 化 


〇 白が 瓜 アン ダ、 ウ方ン ディ 

を巧義 
日  本 

タンダ ニ々 及び 
ウダ ンダ 地方 

英本围 


Gi 出 お 511 二、 八 一二 四、 と 四 五 
X、 五％ 


白 フラン 
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) 

化 一二、 四％ 


ご 画、 五％ 
一 〇、 五％ 
化、 0% 


六、 二％ 


巧  乙  六、 六 於  I 
かくて 英領々 メ八ン の 例を 除いて、 み領が にがてを 任 統治 闽の 利益が 獨 こな 上 化 
確保され る讓 巧を か 6 得る。 英領々 メ^ンの 輸出が じ 於け る 巧 この 便 化は、 同地の 
生を 馈謹設 及び お枯 油への 特に 多を をる 霜 嬰 化 基く もので あらぅ。 

貿 巧は 固 巧に 從ム 

大戟 前の 一九二 一年 じがて、 東ァフ  >  々の 巧 乙が 民 化 タンダ ュ 々の餘 入の 五一、 一二 
% は 巧 こ 本 固からの 供が であ つたが、 一九二 八 年 化は】 二、 一二％ 化が じ、 を 化 一九】 二 


五 年 化は  一 〇、 と％ 化が じた。 巧 ホ 囲 よらの 按乂 がを も 多く 四 六、 ご 一% を 占め、 をの 
クち英 本 巧 よらの 徐 入は 二 九％ を 下らない。 同な なが 向は 化の 植民地 じがても 見ら 
れ る。 

一九 一二 四 年 化が ける 西南 アフブ 々(現在は 南阿 疏 巧のを 巧 統治 地) の 巧 乙 本 因よ 
らの 輸入は 一一 六、 五八 二 巧で あるが、 南阿 嚇巧 よらの 輸入は とと 一、 八と 一 磅の多 
巧 化 達して むる。 一九 一二 五 年 化は 西南 アフブ 々の お 入のと 四％ は 南阿 聯邦の もめる 
所と なつた。 ところが 一九】 一二 年には 巧 南アフリヵ のが 入の 八 一% は 巧 こ 本 巧の 占 
める 巧で あつたの だ。 

巧 化 右と 同様な お 合が 化の 巧 巧ち 地 じがても みられる。 例へ ば、 ニ ユ—ザ ニャ (現 
おは 读洲 のを 巧が が 下 じある) のが 入の 四 一% はを 巧 統治 巧 •か 占め、】 二％ は英本 
因が 占め、 巧 こは 僅に々％ を 占める 化 あざない。 

まし 『貿 みは 因な 化が ふ』 と 云 ふ 巧は 今や 常識的な 巧 則で ある。 靖 ♦として 全 化 
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蓋し 『貿易は 因 巧 化が ふ』 と 云 ふ 巧は 今や 常隸 的な 巧 則で ある。 泣 ♦としてを 化 

巧 じは ぴ こる 巧み 主を おがけ 代 じ、 をの 本 閑が 品の 较 出の 約 加を 問る じは、 が仪化 
を 巧 得するな かじを はない。 

海外 領主 化 於て はお々 •期 我 自由、 門戶 開ぶ 等の 原則が 適用 されても 、植民地の 
織 道を 設 、を 業巧設 、巧 逝巧設 がかの 大お 注文は、 先づ 優先の じ 共の 本閔 じか けら 
れ る。 化の 事は ホ 本 巧のを 本徐巧 活動と 關 がして 極めて ま 要を ので ある •か、 其' れな 
かじ も、 が 出が 巧 造化ょ る 本 因の 巧衡ホ 場の おか、^ は 海運業の 晓盛 じな 立つ もの 
とみら れ る。  - 

巧 化 巧 乙の 場合 化は、 對外餘 曲を 通じてな 得する 收 入が、 必嬰 巧な 職 買 資金の 巫 
巧 梅ぶ 部分を 化すを がょ らして、 巧 品 版が と-:! ての 化 巧 地の 必要は、 一段と 强 いも 
.  のが あると 云 ふ。 (加 田 巧、 巧 代の 巧 巧を 巧 ニニ お 巧) 

损逸 貸み の {女を 辨 ‘ 


大が巧 地 領有 巧が、 巧 乙の 植民地： あ 還 要 ホを 拒絕 する 口な として 度々 『が 巧 化が 
ぞは？* これを領有する图にとつて負がとなるであらぅ』 と主張してゐるが、 リッタ 
ァ •フォン •エップ 巧 ± はみ のかく 孩 おして & る。 大英 ホ國の 輸入な あじが て 植民 化 
の 占める 割を は、 最近 十二 年 巧 化 Ill 割 一分から 四 割 二み 化著增 したの 化對 し、 輸巧 
ち あじが て 占める 劑 かは 四 割】々 から 四 巧 九分への が增 である。 

同 樣の巧 向は フランス 化 就いても おられ、 フランス 本 固の 輸入 貿易 じがて 植民地 
の 占める 割合は、 る 近 十 年の 間 化 一割から 一 苗 六 分化 巧 大したの 化對 し、 が 化贸あ 
化が ける 執 合は 一 お 四 分から 一二 お 二分 化增 加した。 たと へ これらの 事赏を 無視す る 
化しても 、植民地は 無 巧 値で あるとの 言を 巧々 巧 化する のは、 ず 異な 感じを 催させ 
る。 若し 果してが 民 化が 無な 値で あると すれば、 巧 こへ 巧 民 地を あ 還す る 事は をな 
統治 齿化 とつて 巧れ 幾を でない のみ をらず、 救 巧を すら 意 巧す る當 である。 

巧 巧の 巧 民 化 問題の 論者は、 巧々 ホの かき 寂 見を 發を して 居る のが、 巧 こじと つ 
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巧ぉ廣 じと つて 巧 化 R 巧で ない のみならず、 か 巧を すら 意 巧す る 答で ある。 

巧 巧の 巧 民 化 問 巧の 論 まは、 度々 右の かき 息 見を 發 をして 居る のが、 巧 乙 じと つ 

ては 興' 化 巧くな 親され てなる e 

上述の 事から して、 巧 民 地 問題は 巧なる 巧が 閒趙 でない 海が 明らかで あらぅ。 獨 
こは 舊化民 地を 回な しなければ、 をのち みを お展 甘し める がは 不可能で ある。 巧 乙 
のか 闻爲替 の 諸事 巧から みて 最も 重要な 助は、 巧 こは、 もの 通貨が が 逆し もの 主槐 
化 從屬 する 化 巧から、 か巧爲 巧で 支が はれて ねる 巧 巧及ぴ をな の 大部々 をな 得ず る 
必要 化 なられて むる と 云 ふ 事で ある。 かくの かき 方法 じょる 外、 巧 この 貿 みは-巧 ^ 

巧 

この 經 巧の 巧を と {女を とじ 巧對じ 必要な 手を、 卽も外 巧を をを 獲 解す る 巧は す 可能 」 
である。 闕 巧の 引下げ やなみ 制限の 撤 巧は、 多くの 致で 壁 しいとは 云へ、 獨 この 
必要を 滿足サ しれる には 不充 みで ある。 …： 』 とし、 從 つて 巧 こは 先づ 第！ じ英巧 
化對して、 巧巧地お還要求をなす。 何なな^f^、 英固こを巧こが民化巧をの巧じ主要 
なお おを おじた 巧で あると 其 化、 巧が された 巧 民 地の 大巧 分が 大英ホ 巧を 巧 化する 
諸 巧 化ょ つてが 治されて ゐ るからで あると 云 ふ。 


勇 


屯 覆 知 r 一ん 挺 


‘； -V. 二ぶ  V 


移な 巧と •しての 巧 民 地 


世界の 人口 巧を 

本 田の 巧が 人：：！ の觀 口と してが 民 地の 意義が ま要篇 される。 か、 る ま 張は 巧 こに 
圾らず 巧 前 『持たざる 巧」 の】 なじま 張す るが であら、 而 しても の 誰 論の が據 は、 
ホ 田の 人口 •密度の 巧淫 である。 いまを 固の 人：！ あ 巧を みる 化 左の 通らで ある。 

一平 方が 常 6 密度  調杳 年度 
巧  本-因  一九二  一九 = 面 
佛巧西  主 ハ  ー九 一二 四 
口な  窮  一ー セ 〇  一空 固 
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閣 

-f,  4? 

ソ  お 

化 米を ホ 巧 
巧 乙 (ザ— 八 除外) 
が  太  巧 
が  0 
日  本 


11 巧 六 

八 

.一六 
ニニ 九 
ニニと 
八 六 
一八 一 


九 一二 四 
九岂四 


一九 一二 四 
1 九  S 一一 一 

ilo 

一九 II  ニニ 
一九 一二 四 

一空 面 

一を 二 五 


前を にょると、 白、 巧、 英 •日は おこょ 6 もな 度の 人口密度を 示し、 が 太 利は 巧 
こと 略々 均しい。 而も 日、 伊を 除いては 何れも 本 巧. 面 務の數 十倍 化巧當 する 大 なる 
巧 民 地を 持ら、 英 困の 一四 二倍を 筆頭に、 白 耳義八 一倍、 巧 蘭 六 0 倚、 佛械西 一一 四 
巧と 計算され V& る。 

巧 化 日 巧 伊の 一二 因は 年 ♦人口が お增 して 巧く。 •一九 一二 五 年 化 日本 写 一巧 人、 獨こ 


四十と 巧 人、 が 太 利 四十 萬 人の 增 かとな つてなる d 
な 上の 觀热 ょら 一片の 植民地を も 領有し ない 獨 こが、 苗の 人口の 测口 としてが 民 
巧の あ 還 要求を なすのは 常が であると 說 かれる。 

人口 瑚口 としての 祐巧 地は 無 憤 値 か 

巧 乙の 化の 主張に 對 しては、 まとして 英米 側の 論を ょ 6 批判が 巧 へられて むる。 
ちれは 歴史的 じみて、 化 巧 地が 過が 人口の 收 を化對 して、 殆ど 役割を おじな かつた 
をを 指摘ず る もので、 をの 代を 的な おがは ホ 閔のグ 《 ヴァ •クラ— クの 著作 化 みら 

れ る。  I 

巧 この 舊化民 化は、 揭乙 人の 移 巧 化は、 餘 6 おじ 立たな かつた 事は 確實 である。 
巧が 巧 地に 巧 乙 人の 夕 をが 漠業お 巧 共の 他の 移 巧と して 永伟 する 巧は 化棄 されて & 
た。 淹じ教 巧 地み はむ 人の 格伟 じは 適しない 巧 かを い。 併 L 獨 この 舊植を 也た る 西 
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も ぉがむ 巧 Z-SK ミを 力當勇 おち おの 化の おちと してみ 件す る 巧は 化棄 されて & 

た。 おじ 敦巧地 ホは 白人の 短 巧 じは 適しない 巧が 夕 い。 併 _ .强 この 巧 お 民 地た る 西 

南アフリヵ や タンダ || 々や々 メ八ン のな 化 ♦方は 白人の 永 巧 じす 適では ない。 また 
巧 學の力 化ょ つてな i 巧 おを 克服す る事イ 可能で ある。 

化の まは パナマ 巧 巧 化を 化かて 巧 巧した 例が ある。  、 
r 熱 巧 地方で もな 民 地を 領 あすれば、 を 菜 移民は 巧 込な しとす る も、 貿易、 工業、 

斤を 等 化が 事す る 人 巧の 巧 巧の 巧を は 明らかで ある。 巧に ± 民と 協力して ホ 業を 開 
發 そんが たれ 化、 苗 ま 的 計を の 下 化が 巧 的る 統制 的 移民を をすならば 、かなもの 成 

的 

. 巧は あがる であらぅ と。 J  (阿部 巧 •人口を お、 巧 民 地、 三 ハ ー巧)  一* 
化 ひは 精神的を お 

巧 乙の 巧を 化が では、 自 固の 巧 民 化への 移民は、 特化 靑年 化と つて 黄 要で をる。 

巧 巧で 巧 也が々 たる 靑 年が、 自 巧の あか 巧 ± じがて、 谢け ると 云 ふ 事は、 巧 年に 犬 
なる ホ 望を 巧へ る もので わる。 靑年化 ホ まなき 事は、 有て る 巧化對 する 爆發 のがな 


である。 

巧 化 現在 巧 一一 一千 巧 人の 巧 こ 人が 諸 外团化 巧て むる が、 彼等は 彼等の 子 巧が やがて 
巧 乙の 两 巧を 曼し てし まふ 事を ム 巧して， Q る。 若し 巧 乙が， 22 巧の 化 巧 地を 領畫 
れ ば、 か、 る、 む おは 可成 6 おかされる 笛。  . 

巧 化 植民地は、 直 おじ 移民と して 本 巧の 人口を 收を する のみでな く、 お 巧 地への 
も 曲 品の 生を 並化販 巧の 仕事を 通 P て 本 巧 人 じ 就 城の 巧を を 多くして なる。 獨こ化 
かては 對 かお 資 のた めの かまの を やお 化 民 地への を 出品の 生を 化ょ つて、 職を 得 
て ミを は 五十 萬 人 化 達する と 推算され て& る。 巧 こ Q 植民地へ 0 直接 《駕 は少 
巧で あつたが、 巧 民 化への を 巧 品 生を じ從 巧す る 事 化ょ つて、 本 巧の 巧働ボ 操の 巧 
あは 少 からず な 巧され 亡な々 ので ある。 
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投資 地と しての 橄民地 

•-  - 

十九 化 巧 末葉な ホ、 孙强巧 化 於け る 巧 民 活動のを も 基本的な 摇碑的 巧 求は、 切 巧 
化が ける おが 妻の 徐齿 じあつ た。 植民地 乃至 蓋ち 地 じがて、 をの 露な 篇巧 
银 やま 價な 巧な なび 丈 地 等を 基礎と して お 巧せられ るが 謂が 巧 地が 商利 潤を 目指し 
て、 巧强 巧の 對 かお 資 活動の 巧を はおめ て巧潑 であつ た。  . 
これ 化 加 ふる 化、 これら 巧 巧化對 する 資本の 輸 巧は、 巧が 資源の 獲 巧、 ホは おお 

屋の奠 とお 化 塞 化結ぴ ついて， Q る 勘で、 其 Q 養 篡義は 一思 大 をる ものが 

わる。 - 

若し 資本を 巧が 巧 民 地 巧 ま 半な 民 地への 借款の おで 行 はれる 巧 合 化は、 度々 をの 
尝お 件と してせ 夏 お の麟 乂を屢 する。 例へ ば 軍事 借款を らば 殆ど 例外な くが 
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、  のが 巧の 機 入が 倏 件と なつて ゐる • 

ホ 化を 本惊 化が ホ 業 資本 或は 金融資本の おに 於で 植民地は 於け るな お 事業 おを や 
化 民 地 企業への 金な 的 參巧じ 向けられる 場な じは、 巧め て 通則 的に、 が 民 地 巧が 生- 
を 事業の 巧 占 的 巧を が 企てられ 、またが 民 地 企業の 金融 的 支配 樵が 提られ  る。 

大巧 お 現在 化 至る をの 列强 巧の お 巧 巧 巧 中な も 若しい のは 化 ホな ホ 巧の 進 曲で あ 

る 0  一 

巧 

現 巧巧乂 巧は 化 巧の S 大巧 資闻 である。 これ じ 反し、 第一み 歐 洲大戰 なの 巧 こは 一 
年を のと ころ、 其の おかお 資は少 巧で ある。 がし 第一み 世み お前 じは 十 借金 巧を 越 
とる おかおを が あつたの だが、 をれ も ペンの】 を 6 でもの 正當 なが あをから が ひ 去 
つたの だ 思へ ばを をを 話 だ。 


な糕 不足と その 對策 

\  . 

•  自給率は 八 二％ 

巧 乙は 鑛物寶 源の がみと 典 化、 を 祝を 源 化 も 不足を 涵じ てなる。 卽ら 一九 S と， を 
化 於け る巧掛 自給率は 八 二％ で わる。 歐洲 大戟當 時化が ける もれは 八 0% ぉ當 であ 
つたぇら、 當 時化 比較す ると 同 給 率は 俺 かを がら 高まつ てなる。 がしを 裡を をを k 
咱 がし 得を いが 態 じある 巧は、 歐洲大 城の 場な じがけ ると 巧 巧 化が ホ魄化 於ても 獨 
このを か 傷と なる 危險が あると、 む おされて むを。  - 

' 巧 このを 紐 自給 じ關 する 統計は、 蔚】 るの かくで、 植物 化 脂 巧 化が ては 化か 化ム、 
\  % •動物性 食釉じ 於て はと 四％、 植物 性を 極は 化 しか 自 なし 得で (。 
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が 物 化を 釉は 、自給の 巧に 近いが、 をれ でも 年々 四な 十 巧 巧 見當の 穀物を 换乂し 
をければ ならない。 

を こで な 巧は 官が のま 金を おじて 耕地の 開が となを を 行 a、 耕地 面 巧は 一九 一二 一二 
—巧餅 作 年度から 一九 一二と— 八 年度の 間に 五十 S 巧 六 千へ クタ—^ を增 加した。 

なほ 同一 巧 間に、 飛行場、 道路、 速 物 おの 化 軍備 巧 雄に 必要な 地面が 六十 五 巧へ 
クタ— 八を 增 加した 薄は 注目すべき 現を である。 

、 

增產 お. 斯策 

を 府れ肥 巧の 强制 的攸 下を 行って 肥 かが 巧の 巧 加を 凹った。 肥 かが 巧は 一九二 八 
1 九 年度の 巧と 十二 巧 九 千 巧に 封して】 九 一二と— 八 年度 じは 一音 四十と 巧 九 千 巧に 
巧 加した。  . 


ホ じ 巧 街力不 をを がふた れじ投 菜の 機が 化が 一林 促進され、 た 業お吟 器み のをぶ 


巧 入は 一九 sills ザ ほの 一 お S 千 八 ば 巧 マ八ク から 一九： 二と— 八が 巧 じは 巧な 巧 


ホ じを 巧 力不足を 祁 ふたれ じ 度 菜の 機が 化か 一な 促進され、 な 榮槐的 器み の-巧ぶ 


辟 入は I か sill 二 I 年 ほの 一 お S 千 八： 白 巧 マ八ク から 一九 三と— 八が 巧 じは 巧な 四 
千 I 二す 萬 マ^ク じ 巧 加した。 


こぅした 農を 物の 巧を 巧瞄 化も拘 はらず、】 九 一二 六 年 化は 天候の 影 巧 じょる 不作 
のために ラィ 麥 (黑パ ン用巧 巧) の お 巧への が 用を 禁じ、 また 玉 お 冢なぴ 巧 お 望の 
紛 を， パン 化 おぜる 事が 必要に なつた し、】 九 III と 年な. び 一九 S 八 年に も 例へ ば 小を 
の 徐入百 廿二敢 巧 及び 百廿八 T 苗 班を 行は ねばならな かつた。 

農産物 巧を の 前を もホ樂 巧を 許さない。 をの 理由と しては、 斜 地面 巧の 巧 大が困 
巧を こと、 巧 化 當ら收 獲の 向上が 限度 化 近づきつ、 あるの 化 加へ て、- 農業 巧 か ホが 
す 足して むる 事で ある‘。 

農業 ぞ 大臣の お吿 じょれば】 九 一ー ニニ 年から 一九 I 二八 年の 闽 化と 十 巧 人の 農業 巧 巧 
をが エ柔 及ぴ 商業 じ 巧 じた、 め、 をの 補充と して、 が 太 巧ぶ ぴポー ラッドから 季巧 
的 巧が ホを を 入せ ねばならな かつた •をの 致み 一九 一二と 年た 十一 赛 人に 上つ V& る。 
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円 論 w ホない 


矢張り、 ル— マニアを 始め 巧な 諸 巧と お携し •或は ウクラィナを 支が':^ じ くの 
でなければ、 巧 時 じめ けるな 巧 供が じを し迂 ねばならない。 

グ- •マニア、 舊 .チェッコ スロヴ アキ 卞、 户ン ダリ—、 ブグ ダリア、 V リシ ヤ 等の 

穀物 輸化赶 合計は】 ケ 年の 百 巧诞を おへる から、 これらの 阅の 穀物 輸 がを を 部 巧 こ 
が 巧 占す るなら ば、 おこの 穀物 自給は 達成 曲 ホる 譯 だ。 

第一を おこの 食 粒 自給 狀お 

(をが なが 巧に 對 する 閔捷 を摇の 需給％) 


食糧を 巧  お 物性を 粗 


動物性を 極 


一九二 九 年 
一九 一一 一二 年 
一を 云 二 年 


と 一二 
と 五 
八 一 


九】 
九 六 
00 


翰ん 原 巧に 
ょるけ がな 
をを む 

八 二 
八 二 
八 五 


紀人瞄 巧に 
よる 防 1ii"i 
を 巧く 


動物性を 用 
脂.  化 


おと 

五八 

六と 


0 


をた 片げ をら •ナ 、触は 一九 ミ ーニ 年 じは を熙洲 のをが 一巧、 一一 I 二％ じ對 して 二八、 

でな ホよ 6 のを 入 じよらねば ならの。 

ァグ ミ-ー ク— ム鑛は 一を 一面 年 化が て、 を お 洲の產 望 ハ ニ、 |二 八％ の 中、 巧 乙は 二 
二、0 四％ を 占めて むる。 

_| ヴヶグ « は 方 ナダ 化 巧ち され、 石油は ホ 田の 巧 占 下 化を のを 巧な 油のを 入を 巧 
しつ、 あるを がで ある。 

かくて、 巧 乙 舊巧巧 地 化が ける をの 經巧的 巧を がを 化な か 品の 巧 巧化卦 して、 充 
々なる 滿 足を 舆 へて むない 事は 巧 巧で あるが、’ 巧 化を 近のを 字に よつ て、 巧な 資お 
自給 程度を あ 討して みよぅ。  - 

まづ なから 見よぅ。 一九 S と 年 化 於て 巧 こは かな 石及ぴ マンダン 巧 二 千と 百 八十 
巧 巧を 巧 巧した が、 これ. 化 封し 田を み鑛 巧は 九む 八十 巧 班 化 あぎない から、 巧ら は 
辑乂 化よ クて贿 はれた 譯 である •がち 同年に がける 錢巧お 輸入は 二 千 六十 萬璃 であ 
る。- (巧 二を 參 巧)  -  • 


歐拥戰 前の 一九二 一一 年には 巧 こ 帝 因は 一一 千 八 百 六十 巧 班の 鐵錢 石を をを 行つ 亡む 
た 0 

これ だけの が 巧 石が あれば、 今日の 巧 乙の が鑛石 霜耍は 自給 巧 巧る 譯 だが、. ァ八 
すス •口  — レンを 失つ た、 めじ、 現在までは 右の おな 大兑の 輸入を しを ければ なら 
のので ある。 

次 化鐵鑛 石の 徐入 先は、】 化 一一 一六 年 化は 一千 八 百 五十 巧诞 輸入した が夕 H  I デン. 
フランスが 主で、 ス H— デンは 八な 二十 巧 班 •フランスは 六 百 八十 萬诞を おめ てむ 
る。 (巧 一二を 參 照)  .  ， 

踩 時化が ける 佛 巧からの 续銷 巧输乂 杜絶が 巧 この 鐵鑛業 化、 あじ 軍需品 ホを 化か 
何なる がが を 巧へ るかは 明瞭で ある。 


筑二お 巧 このな 錢と鍊 巧 石 (巧 化 干 袖) 

一を 云 ハ お  I 九 S と 年  一九 S 八 ぉ 


巧 巧 ホを  一巧 SOO  一  五、 六 一二 〇  一と、 六 八 〇 


一九ニ ー六ぃ 牛 


一九 S と 年 


一九 S 八 午 


五、 一二 〇〇 
三 ハ 〇 


一 お、 六 一二 〇 
六 四 0 


一と、 六 八 〇 

一、 雪 一〇 


■し 

ハ 

四' 

〇 

八 

m 
_1 一 
ハ 

〇 

九 

〇 

■  m 

〇 

ハ 

■  !• 

〇 

巧绒 なを 

筑绒 (故 •化 鍵を 
をい) 純 輸入 

鐵鑛お 純 輸入， 

鐵 反び 鐵 マン ダ 
ン鉱消 巧 

〔備考 j  一九 一二と 年な び 一九 一二 八 年の 銳錫生 旅には ォ— スト リアな びズ デ— 
テン ドイツを をまず。 

これを 含める と、 一九二 一と 年は 一 お、 化 六 巧が 诞 、一九 S 八 年は 一八、 五一 巧 巧 班 
とを る。 

莖一 裘鐵鑛 石の 巧 別 輸入が (一九 呈ハ年 巧 化 千诞) 


スエ— デン 

佛  國 

スペイン 


〇 面 八 

六、 八 六 0 
一、 0 み 六 


一 121 一 


作ク セン ブクグ 


五六 六 
五 S 1 
五 二と 


一八、 四、 六 九 
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歐細 移民 中獨乙 人の 占 もろ 割合 之ゴ 

1 八 八 五 年 迄は 揭乙 人は 大見化 移民し、 歐洲諸 巧 民 中 移民の 多い 事 にがては お阁 
に ホいで 巧 二位で あつた。 卽も 左の 通 6 である。  - 


一 

九 

〇 

1 

八 

九 

T 

八 

八 

1 

/\ 

と 

T 

八 

ム 

ハ 

1 

八 

五 

T 

年 

九 

〇 

年 

九 

〇 

〇 

年 

八 

九 
〇、 
年 

八 

八 

〇 

年 

八 

と 

〇 

年 

八 

8 

年 

ホ 

■ 

■  Jo 

ハ 

量 

6 

五 

• 

五 

f  • 
ハ 

•  • 

去 

_1 一 
ハ 

四 

主 

英 

阅 

人 

♦ 

と 

立 

八 

ふ 

八 

■1 一 
ハ 

人 

• 

巧 

こ 

人 

ミ 

i 

6 

1  一 

• 

八 

四 

i 

1 

伊 

太 

利 

人 

♦ 


一九二— 一九 一 お 年  云 ハ •と  Ml  一二 子 二 
巧し 一八 八 五 透 降は 慕の な 巧 •柳へ ば ビス； ク 時化の ごシャ じがけ る •ホ 
I ランド 地方への が 民法 じよら 海外 移 巧は 激 城した。 

十甚 がの ホが 降、 獨 この 總 合は 每 年と、 罕游人 宛 巧 加した •か、 この 殺 巧せ 
る 人口は 本 巧の 工業化 化よ つて、 よく 吸收 された ので あつた。 

巧 この i 化と をの. 製品 輸曲 0 藉じ胚 盛で あつたかは、 獨乙 器が 大器 か界 
ホ 巧を 風靡した 巧 じよつ て 知る がか 巧來 る。 

では 奪と、、 革 巧 人裹 誓る 合 Q 中 どれ 化 •か 移抽 f して 3 ばけたん しみ 

る じ、. 一八 吳丄望 一二 菱军窒 腎獨こ 0 移 望は 醫军八 萬 九 千 人で 

あつた。 こ 為一 期間 化 人 Cl は I 二 千醫宰 一望 ハモ 人から 六 千 五な 幸 一空 ハ 千 
人 じと 1一| 千覃 S 人 巧 加した から、 巧 加 合 0 著の •一が 移 ほ 巧 じ f、 ？ の 

六み の 五は 闽內じ 巧つ た譯 である。 
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では 次に この 移民の 移民 先は どこかと みる じ、 大巧々 は；，* へ 斑つ たので あ 


巧 この 薑 化へ 定住した ものは 極く 少 あで あつた。 か 論 巧 この 薑 化は 白人の 
居が じ不響 だと 云 ふので はない •か、 大戰 前に-がを このを 舊 化に がける 望 人 
は 巧 二 巧 人に 過ぎな かつた。 

をの 內 詩は 左の 通 6  • 

化 寞戰前 Q 漂薑地 寡け S 奪 巧 こ 人 


卜 . I  ゴー 

诏領柬 巧 度 

カ メグ  I シ 

两阳ア フリ々 


人 お (單化 人) 

一ニ ニと 
三、 一ニ ニ 


—  125  — 


膠  州  巧  111、 八 0 六 
太平が 諸を  一、 五】 一 • 

大戰 前‘ の 巧 逸が 民 お 

一 化 110 年 迄は、 巧 乙は ァフブ 々•大陸 及び 南太平洋 化 本国の 六 巧 化 巧な するな 巧 
地を 巧して むた。 をの 紀面 巧は 百 十四 巧 平方 哩化上 6、 をの 人口は ± 着 民を 化へ て 
約】 千 四す 巧 人の 多 さじ 達して むた。 をの 巧譯は 左の 巧ら である。 

せ界 大巧 直前の 巧 巧が 巧 地の 面 巧せ び 人口 

面 巧 (ホ ホ哩) .お 合 歐洲人  巧 乙 人 
巧 領東ァ フ，々  ゴ穴『 呂〇  セ、 セ 夏  5 一呂  田、 一 00 
巧が 两 南ァフ ，力  さ一气 000  一 客  ち 含  三、 i 
々メ  グン  ゴ ー空、 000  ゴ ー、 八 吾  一、 八 セ I  1、蓋0 
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グン 


言ち 呂〇 


ゴ i 


一、 垒 


1、蓋0 


トーゴ  • 

アフリカ 合計 
巧 領サモ ，ア 
胶州辩 租借 0 

巧 領ニユ ー V  _ 二 
ビス マグク 巧な 
マ I シ卞 ^^一^島 
マリアナ 搏島 
々ロ リン 巧岛， 


富、 呂〇 

，養、 OGO 

一、 客 0 

.1 

を 一、 呂〇 


1、 呂〇 


r 呂〇 

ご 一、八六0 

田、 呂〇 

蓄 

さ 0 


六呂 


看 Q 

ニニ、 言 一 

畫〇 

巧 夏 0 

塞 


吳〇 


き 0 

一八、 看 0 

養 

X 田、 夏 0 

芸〇 


ごさ 


翼大戰 直前 《羣 間は、 滴ぶ S 民 地は ましい S をを げた。 卽ち本 固との 贸 
る 巧は 念 速に 巧 加し、 一九ニ ニ 年は は一值 .一千 萬 ラィヒ スマ 八ク化 達した。 本 固な 
.外の 囲々 へのを 出 も 巧 かした。  .  - 


本闕 からの 梅 民 地 開 發巧も 年々 巧少 する 事が 助 巧た。】 九 ニニ 年—】 四 年の 合計 
年度には、 が 巧 地 補助 巧は S 千 二す 离 ラィ t スマ ク化 達しな かつた。 卽ち當 時 巧 
化 巧 乙が 民 地は おど 自活し 得る が 態 化 達して ゐた譯 だ • 


お界賓 易に 於け る英獨 の競爭 

化を 巧みに がける 英 巧の 對 立は 嘗ては、 一九 一四 年の 化界 大巧を 惹 をした。 今や 
巧み 上 化が ける 英 巧の 封 立が 激化の 一が を 辿 6 つ、 ある。 

1 化 二 九 年、】 九 一一 一二 年な び 一九 一二と 年の 一二 年を 遇んで、 比較して みょぅ。】 九 
二 化 年を 還んだ のは、 この 年が 巧 巧 巧みの 最な 巧に 達した 年 だからで あら、 一九 一二 
二^は 反 封に おも 沈滞した 年で わろ、 且つ ナナス 巧 こ 出現の 前年に 當ク てね る'^ ら 
で -4 る。  \ 

西歐 にがけ る 巧 国  / 

I  . 

巧歐 の大夕 おの 巧々 化が ける 巧 この 巧み 收 入は 化少 であつ た。 一九 一二と 年に 一九 

♦  » 

♦ . 

r  -  /  * 

■:.  - - - - - - - 


s よ 年 化 於け る フランス、 べ^  •*  I、 オランダ 及び スィスの 惊乂 じがて、 巧 乙のと 
める 割合は f 化 一一 九 年 •  S11 年の 何れょ らも 巧 少した。 

巧 乙の 輸入 も ホ、 右の 諸 巧の 惊曲 じがいて 招 この おがる 巧 合が、 或る 場 食は 一 
化 1二 こ 年ょ 6 もを ろ 巧 化して わるのを 除けば、 同様に 巧 少して ゐ る。 

巧に 畜 だが、 こ S 四ヶ闻 の 复 じが S て英巧 《占わる 割八呈 化二畫 ょり 
はな 少して & るが.】 九 S 二 年ょ 6 も 巧 加して むる ところ も ある。 だが、 ポ^ト ダ 
木 じがて は ポ火ト ボ^のを 入 じがいて 英 巧の 占める 割 八 口は ホし くが 少した。 ポルト 

ダ术を 除けば 西歐 じがけ る芙 巧と 巧 この お 巧は 甚だ 巧の してむ る。 

•  、  •  - 
化跌 ではち 国が 倭な 

化熙 じがて は英闻 がが 巧で あつて、 巧 乙 化は 不利で あつた。 卽らフ イン ランドの 
惊入 じがて 英 巧の おめ る 巧な は】 一子 〇% から ニニ •二％ じが 加した のじ 反し、 窗 こ 


の 占れ る蓉は 一二 八 .i から 二 〇 •二 勇 じ 巧 少した。 问巧 のが 向は 化换 のず ベての 


輸入に がで 英 巧の おれる 巧 八" は j  H.o% んら ニニ •二％ じ 巧 加した のじ 反し、 窃こ 

の もめる 器は I 二八 •一二％ から 15.i じ滅 少し 《。村— が 向は 化が のす‘ へての 
圓 につい V みる 事が 出 巧る の だ。 

これらの 巧々 から 巧 こへの 奮は、 儀 入 ほど？ い 憂を 示さな かつた。 タユ— 

デン、 ノ  |;エ|、 ラト ヴィ少 及び エス ト ユア じあつ. ては、 巧 乙への 輸出が、 が 

出 お 巧の 中に 占める 割合は 一九二 九 年ょ らも 增 かして ゐ る。 

一 板 的に みて、 化 巧では 英閔 式資み 方法が おこ 式の これょ 6 も 大きな 成 巧を 收め 

•  • 

y むる がが 判 かる。 

中歐 なび 東南 歐 

中歐 及び 壽歐 は獨 こが f 華 こ S 巧を 收 きおる。 こ 0 地方に 學 

る 八 ヶ閔の 中、 ナ エブ コス ロゲ ア キャを 除く 他の すべでの 网 々は、 をの 輸入 夏に 
がて 巧 乙の われる 割な が 大いに 巧 かして ゐ る。  ィ 


これらの 巧 加の 中、 或る もの じは 畳まし いもの か ある。 例へ ば卜 この 獨 こか 
らの 輸入は、 I 九 完年化 於て はお 輸入が の 一と 立 だつ たもの が、 一空 一とが じょ 
四 一二 •とか'^ 化 巧 加して ゐる 。だか ダニ— ブ及 ぴバ八 ヵン 諸朗 への 輸 削の 巧 加は 一肢 
が じは 英 巧を 傑牲 じして 巧 はれた ものでは をい。  k 

ィタリア、 卜 こ、 •キ ，シャ 巧び ブ完 ブアの 輸入 じがて 英 巧の おめ る 割 八" は诚 
少し わが、 しかし 他の 四 ヶ‘闻 じ 於て は 巧 加して ゐ る。 

一般的 化 巧 この おめ る 割合は 巧 加し つ、 あるか、 しかし^  — マニア、、 J ン ダリ— 
及び チェッコ ス ロヴア キアは 巧の 例外を なして ゐ る。 チェッコ ス ロゲ ア キヤ、 ユ— 
ブス ラゲ ィア (巧 じ勘菱 .プ作 ダ プア、. 作— マニア 及び ご ダリ— からの 英 巧への 

お出は 巧で ミる が、 菱楚闻 々から S 出は 巧 少して ゐ る。 

巧闽自 ‘治領  . 

こ、 の 数 ザを 見る と、 襄惊出 じがて は、 元 窦阁へ 《種が 義分 をち？ り 
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1 


こ、 の 奪を 化る と、 巧の 奮 じが V は、 元 ホ英闯 への 窗が乂 巧々 をち めで & 
るので あるが、 一 股 的に 巧 成らの 巧 化を 示して 居ら、 儀 入 にがては、 其 等の ボ場化 
於いて 英曼 器が 少 くと も隻 されて &る畫 示して ねる。 但し これには 例外が 
ある。 をれ は； レで おる。 更に 印度の ボ おにが て 畜の占 《る § が 低下して む 

る 事 も 注目 化 化する。 

をして S 度は まちこ 0VT; 害、 望から SA が蹇し ミる 審を示 

す 唯一の 閔 でも ある 0 

畜化巧 化に 於け るげ 態は、 自治領に 於け る をれ とお だ 覆して ねる。 醬 地の 
お 入に 於いて 巧 この-^ 《る 割 食何處 でも 菱少 い。 をして 始ど すべての 巧で 一 化 

二 化 年ょ らもな かしてむ る。  *  - . 

ナィデュ， ァ 巧び ゴ-グ ド n  : は揭 こと 夕 巧な 貿 みを やつて &る 主な 舊 地で 
あ ミ、 辖抽窒 となつ てなる。 獨 乙は 一を 一九 年に 於て は、 ナィ デ エリァの 惊山 
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の】 九 •五％ ゴ— 八-ド n ストの 餘 巧の 一八％ を 占めて なた が j 九 s 六 年 化は、 ナィ デ 
エブ ァのお 曲の 一一 111% ゴ—火 ド n ストの 一へ％ を 占める 化 至った。 

植民地の 貿易 じがて 英 困の 占れ る韵 合は 何處 でも 大きい が、 しかし】 巧 C 】 九 二 
九 年な が 巧 却して なない • 


チ エブ コス ロゲ ア キアの 崩壞 

ボヘミア こを お 思巧 部に めける 神の 違んだ 天然の 要塞で ぁら、 

もれを 獲得せ るを はお 罹 巴の 壬まで ある。 1 •ヒス マー ク 

コマルノ 會議 

一九 I 二八 年の ズ デ* テン 問題の がかと 並んで パンダ タ —はス ロブ ア キャの】 部な 
び； ニア 垄 巧の 巧 譲を 要求した。 これは 同军月 九日から 開かれた 3 マ： 會證 
C めて 巧 巧され たが、 十四日 化 至つ て會謠 はか 裂し、 文字 通ら コマ 八 ゾを證 は コマ 
グ問趙 にぶつ かつた が、 巧 伊の 調停に ょつ て、 をのと おが ホ-度され、*^ た •ホ， ラン 
ドの テプシ ユン 地方 巧 凑の曼 は、 これ また 巧 多の 畜 曲がを 經 て、 十一月 かと 日 
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新 巧 おの 確を を 妊る 化 至つ た。 

か-くて 閔墳の 整理を なるや、 ス ロゲ アキ ャ じは 十】 巧. 
と 日、 义 "ゲア キア 人ち 煤 副巧理 チンを ザが とする 自お 
巧 巧グお 立され、 また 八 テン ア じは 同 巧 九日、 ルテニア 
人 代を 化ょ クてプ n ディ 自治を 巧が 化 おされ、 この 兩化 
方 化 軍 巧、 外を なび お 巧を 除く 巧 化を 自治が 巧 へられ わ 
_ のであつた。 

ス ロゲ ア キヤの 巧 立 逆 動 

がる じス n ヴア キア 自 をを 巧は、 共东 巧を 巧 化し、 反 
ユダヤ人を 巧を 巧 ひ、 巧 こ 巧 巧と パン ダリ— 巧 巧に 對す 
る 巧 巧を 巧を 巧 ひ、 ナユツ n を 巧に 對 して、 望 寒の 


泌 


巧 巧、 外 巧 お 巧 巧の お 姐な なじ 封ず るス U ヴア キア 人の 比 準 巧 用 •モラ ゲィ アぉ南 


た- さ _ J  ち 巧を わり チュブ n を 府じ對 して、 巧 立 お陳り 


巧掉 、ホ 巧 お 巧 等の か述 なな じ 封ず るス U ヴア キア 人の 比率 巧 用. モラ ゲイ ア巧お 
地方を ス "ヴ アキ ア領じ 編入す る ホを 裝 求す る等强 砂な 巧 立 政策を 進めた。 


また ^〇ァ ニ ァ じ於ても、 ブ ロ ディ首が、 フ H ン チ ッ ク経巧巧等は ^ ンダリ —との 
な 併を 赏 巧し、 フ ユン チック •ファシスト 孤 おがが 據 され、 巧 おな^ ン ダリ— への 
合併 運動が 展開され た。 

かょぅ. なタ ロ！ b ァキ ャなぴ 八 チ ニァ じがけ るみ 離？^ 化對 して、' ナユッ 3 政 巧は 
極力 これを 巧へ るた めじ、 グテ ニァの プ甘 ディ 首 巧 フユン キック 經_ 巧 巧 等を 贸國 
かと じて 追訴した。 

一九 一二 九 年 一一 一巧 十日、 チ ユブコ な 巧は、 スロヴ^ キャの チ ソ內閒 が、 巧 このな 謠の 
下に、 ス U ヴァ キャの 獨 立を 企てた 事*^ 理由と して、 チ ソザ 巧な 下 巧 人の 閲 傑を 罷 
免し、 チユプ n 破の ンヴ ァク文 巧を 臨時が 巧に 巧 かする とかじ、 首都 ブラ チス ラヴ 
ァを 初めみ 主 嬰 都市に 戒お令 お ホき、々 雑獨 立派に 大巧 雁を 加へ た。 こ、 じがて な 


ち 巧 立 振 巧 こ 人 諸摆 化. 激烈な 反對が おら、 を 地 じがて、 チ ユッコ をとの 巧 突 K 
巧發 し、 事態は お 度化險 おとを つた。  • 

これ じ 驚 咬た チ H ブ n 巧 巧は、 ベラン 內閣じ 副滅理 として ス U ヴア キアを 代を し 
て &るス n ベア キア 闻 民議會 議長の シド—  ^ を 首 巧と する 新 內閣を 任 かして 巧 態の 
おがを 計らぅ としたが、 時 巧化遲 く、 ゥネ— ン化 逃れた チソ首 かは、 S 巧 十 ご 一日、 
ぺ术 リン 化が て t ブラ— と會 ぶして 重要は 講を とげ、 直ら 化 ブラ チ スラ ゲア 化^る 
や 十四. 日-、 围ち 舊會は 俄が ス n ヴア キアの 巧立宜 言を 巧 巧し、 チ ソを大 統橄じ 推 
して 新を 巧を が 立し、 ヒッラ— 化對 して お 巧を 要請した。 

/ チェッコの 運命は ヒット ラー のずに  、  - 

右の 要請を 受けた と ブト ラ-は、 卽 時、 壁を を寶 して チユ ッュ 進な の 渡 勢を 
捏 へた。 

こ、 じがて を 十五 日、 ナエ プ；  7バ大 統領は、；： コゥ タキ— 苗 シ-巧 


捏 へた。 

こ、 じめ てを 卜 五日、 ナエ ッコの 7バ大 謹は、；： ゴゥ タネ— ホ 袖 シ-巧 
同して ベ 7N じ 急行し、 ヒッ トラ-養 並に ッッ •ヘント" ップ 外相と な 誠の 結果、 
♦ユッ n 義因 S かを 巧 乙に 巧す る 冒 《嵩 書が を畫れ J ット ラ— のを 
一 下、 待 お 中の 巧 乙 墮累特 錠は、 直 もじ 曼を 越ぇて 肇 し、 三ヴア キアの 
慧 ブラ チぅ 7  V ア 巧び こ： の 首都 グ .ラバを 始 A 备 要地を 畜 した。 

.ま.^ 一-方、 こ ダ，- を 巧は ナ ユブュ 幕に 封して、 一九 ご亢年 一二 旱晋 午を 
四時、 十二時 聞を 餐 としたな 塞 ホを をつ て、； ニア 地方から 廿農閒 な內化 
チ エブ 5 を撤逛 する 事、 •.バン ダ- 自街 曲への 巧 器 引 巧し、 こ ダ，— 人に 封す る 
B ぶの 中止 及ぴ バン ダブ— 人の が ホの 保 謹を 要 ホした。 

同時 化寶を かじ、 ナ音化 至 つて、； ニア 自治な 巧が 望の 宣ユ f をを する う 
をら にこ ダ， i は進ぞ を阴始 し、 チ ユブュ 巧と 曇し つ、 著を 嘉し 、十六 
日に ホポ— ランドとの 曼に 連し、 また 首が 7; に 進駐し、 こ、 化 全；. ニアを 完 
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をに 占領した 0 

みくて Ill 月 十五 日、 ポへ ミャ 巧び モラ ゲィ アを主 じ 互る 獨乙 軍の 進 巧が 完了す る 
や、 t ブト ラ— は プッペ ン トロ ブプ かが 及び々 ィテ火 巧 巧 巧な 下を 化へ、 巧からの 
巧 掌を ついて 巧が ±の ザ 都 プラ八 化を々 と 巧 的な 入 巧を 行った。 

か  <  の かさ、 甫ホ 石火、 ••一巧 化して チ* ブ n をを のキ 化な めた 巧 こ ホ 巧の が やか 
ホ 手 巧化對 しては、 英 がを かめ、 を 歐が諸 巧は おがた る 態で 『巧が 豆续 砲く った』 
とは 文字 通ら この 時の 事で あらぅ •'  . . 

なほ 一九 S 八 年の ズ デ— ブン 地方と 併せて 巧 乙のを 力 下化踩 した ポへ ミア、 モラ 
ヴィア 及ぴス ロゲ アキ アホ化 バン ダリ— おの もがした；^ テ ニア 地方の 旋 さと 人口と 
を あげる と、 左の 巧ら である。 

面な (平 ホが】  人口 (千 人)  • 


五】 rooo  と、 一 〇 化 


モラ ゲィ ア (ill ア)  二 六、. 000  一二、 五六-五 


I 


モラ ゲィ ア (だいい ァ}  一一 六、 000  ミ、 五六 •五 
ス ロゲ、 ア キア  四 九、 000  iirii 一二 九 

作 テ. ユア  ご 一、 CD00  ち 一 五 
右の 中 チユッ n 人は、 ポへ ミャ 及び モラ ゲィ ア化 於て 約 八 百 萬 人、 ス n ヴア キア 
人は ス n ヴ ア>^- アじがて巧二百萬人、 火*^ ュ ア人は 火テ ュ アじ於でお五十巧人であ 
る。 

チェッコ スロヴ アキ アサ 年の 膊史 を颇る 
チェッコ 人もス U ゲア 々ア人 も、 また^ テ ニア 人 も 共に スラブ 民族に 風す る 民族 
だが、 チェッコ 人の 化い ポへ ミャ 及び モ ラヴィ アは ォ—ス トリ— じ、 また スロ ヴア 
キア 及び 作 テ ニアは、 ィン ダリ I じ 支 おされて むた ので あるが、 チェッコ 人れ びスロ 
ヴア / キア 人は、 巧に 久しい をから お立述 動を 巧つ てわたので あつた。 
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歐调 大巧が 勃を する や、 巧 立 巧 巧は 巧^の 支持 じょっ てを； 3 を 得、 一九 j ムハ年 パ 
> I 化 チユッ n ス U ヴア キア 巧 巧 託 謗會が 設立され、】 化 一八 年 化巧廿 六日には 臨 
時 政 かとな 稱 され、 十月 十八 日、 7 シン トン じがて、 チュッ コス ロヴア キア か巧图 
の 巧 立 宣言され、 •こ、 化 巧 巧 巧の 巧 共 巧 巧が をれ たので あつた。 

この 巧 立 運動の お 導 まが、 お 代の 大統領であった マナ リックが ± なぴ 一九 一八 年 
のズ デ— テン 問題で 引 おした ベネ シュ 前大統領 である。 

ピツ ツバ— ク tt を 

ブ シン トン 化が て 共 巧闻巧 立が 宜 言され るに 先立つ て、 ピッッ パ— グ じがて、 マ. 
チリ ブク は、 チユッ n 及び ス n ヴア キア 兩 民族の 化を ホと を 見して、 がホポ へ；、、 ャ、 
モラ ヴィア 巧び ス ロゲ ア キア 地方を をして、 チ ユッュ スー ロゲ アキ ア典か 巧を 雄設す 
る讓 及び ス n ヴア キアに おして、 をの 固有のを 巧、 講を •巧が 巧を 持たせる 海 的 二 
大化 則を 巧 巧した ので あつた。 

♦ 

かくて 大巧の お 巧と して、 ヴ ユ^ サィ ユ化巧 じょら 巧 巧 巧が 確ぶ され、 才— ブト 
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大化 則を 巧 巧した ので あつた。 


かくて 大巧の お 巧と して、 ヴ ユ^ チイ ュ條巧 じよ 6 巧 巧 巧が 確ぶ され， 才— ブト 
ア から ポへ ミヤ、 モラ ヴイア 及 ぴシレ シアを、 户ン 々リ— ろら はス ロヴア キアな 
^^，テ ュ ァを 1 部巧溪させて、 こ、化チュブコスロ ヴァキァ巧の完成をみたのでぁ 


巧に グ チ. ニア 地 ホは、 一九 一九 年 化 巧の 断な 巧と チ H ツ コ との 條 巧に ょつ て、 チ 

ッ コス ロヴア キアみ 巧 因の が】 じ支榜 のない 限ら 最も 廣 化な 自お稚 を 持つ ところ 

1 自治 巧と する がな び 円洽證 をを 持つ 巧を 保 時され てね たので あつた。  - 

因は^〇グ ニアは力八バ1卜.ロ シ アホは々 八 パ I 卜 .ゥク ラィナと呼ばれ、 少 テ -I 

'  - 

人は ゥクラィナ 民族で ある。 

巧 巧の 巧 巧の ほ 因 

しかるに 、共が 巧が {九 化し、 マサ ブックが ± が 大統領に 遽 ばれ、 新が 巧が 化错さ 
たか、 スロヴ アキ 尸 じ も、 火 テ ニアに も自 がは 巧へ もれな かつた。 


こ V 化 於て、 ス ロゲ アキ ア 化が ては、 タ ロヴア キア 巧 巧爲を 中、 むと する ピッッ パ 
—グ 協を のが 巧を 要求す る 運動が おら、 八 テ ニア じがても 反 チ H ッ n の氣勢 •かた か 
まった。  \  • 

しかも チユブ n を 巧は 一九二 0 年 化、 地方行政 制度の 改革を 行 ひ、 ス n ヴア キア 
巧び 八 テ-ー ア をを 化 ル 化 巧の お 化か 割して、 反 チ H ブ n 破の 勢力を おれよぅと なて 
たので あつた。 

ピブブ パ— グな定 は、 マチ ブック 大統領が 著名した ものである 化 も拘ら ザ、 チェ 
ブ 3 を 巧が、 これを 新蔥法 制定な 前の 地方 的 協定で あると して これを 無視し、 た 
グ テ-ー ア化關 する 事は おおじよ つて 巧院 され、 新患 法に がても 規 をして むる 化拘ら 
ず、 チが ッ n を 巧が これを 菓切ク た 事は、 ス n ヴア キア 人 巧び 〇ア ニア 人の 巧い 巧 
巧を 買 ひ、 巧ホ兩 地方 化 於け る 反 チ K ッ コ 運動が 激化す る 化 至つ た。 

而も グテ ニアの 問駐 は、 巧睽蹄 盟じ睐 がされた こと も あつたか、 英佛 共の 化の 諾 

团 はこれ じ W をが けな かつた よぅな 巧 化が、 遂じ チユッ コブ 甘ヴア キア 共 か 巧 崩 巧 


而も グテ ユアの 問 超は、 図 巧 蹄 盟じ陳 おされた こと も あつたか、 巧佛 其の 化の 誰 


贸 はこれ じ W をが けな かつた ようを 事が が、 遂じ チュツ n スロヴ アキ ア共か 阅崩巧 
の 悲劇を ホ いじま つたので ある。 


巧 巧に a る ナチ スの手 

チェ ッ n スロ ヴア キア じは、 約 S 百 五十 萬 人の 獨こ 人が むる。 ナチ ス述 動は この 
人的 巧最 じょ クて强 力に 押し進め ちれた。 

一九 I 一一 一一 一年、 政府は 前を を危棋 して ナチ ス爲を 禁止した が、】 化 S 四-年、 •ヘン ラ 
ィンの 指導 下 じ 結成され 力 故巧戰 線は ナチ ス務の 巧 生じ 外なら ず、 一二 お 年 お 巧の 選 
をでは 一舉じ 議會の 第二 蘇に 類 進し、 チ H ッ n 化と つては 恐るべき 梦力 として 換頭 
して 來 た。 

彼等は を 面、 チ H ブ n 共巧巧 じを 誠を 替 つてむ る けれども、 巧は 大巧 こが 設の强 
力なる】 扔 たらん としてね たの だ。 
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チェッコ 合併の 意義 

及 おめ g 巧 

かねて 民主々 義を おおした 招 乙が、 何故 思 切って、 一千 萬 人の チ ユブコ 異人 禮を 
をを すべく かふした のか。 

をが 的 巧 由と しては、 反 巧 的蹄盟 が、 お 巧を 摇 ると 共 じ 巧 力を 充 .货 する 現 狀じ鑑 i 

み、 やがて、 チユブ n ス U ヴア キアが、 もの 連が の 中に 包含され る 時が 巧る かも 知  - 

れ ない。 だから 今の 中に、 ナ H ブ コ をな 併す る 事が お 巧で あら、 且つ 必叟 であると 

- 

ちへ たと 思 はれる。 

巧濟め •ほ 巧 


W ズ デ— テンの 分な 化よ つら ナュプ 3 はが おとなる 

を 二の ぽ旧 としては 转 か的种 山を わげ うる。 がら 一九 S 八 おのな、 ズデ I テン 罚 


こを な 巧して、 これを 大巧 乙の 統制 お济 巧に 化め たもの、、 巧 じ おな 年 だポ、 


第二の 巧 凹と しては お 巧の 规 山を わげ うる。 卽ら 一九二 一八 半の 巧、 ズ デ— テン 巧 


こを 八：： 巧して、 これを 大固 この 統が 輕詳 巧に 收 めた もの、、 巧 じ おな 乍 ホポ、 


を】 巧 化と して 巧 ホ 上つ て ゐたズ デ— テンの 巧 業は、 これを ヒンク— ランドから 巧 
6 巧して は、 をの 能率 •かまし く 低下す る。 

卽ちズ デ— テンが 巧 乙 化合 併された おお •チ ユッ ュ ス n ヴア キアは、 もの 巧 丈の 
お 分の】、 人口 化して 其の 二割 五分を 失った。 

がしを のを 源 じ 巧て は、 固 ± と 人口の 比例ょ らも 遙化 裳大な ものを 喪失した ので 
ある。 

ポへ ミャは 『ォー スト プアの 眞 巧』 と 云 はれた + •地で あったが、 をの 內 でも 工業 
的 化は ズ デ— テンが 巧 ムを爲 した もので あった。 

ズ デ— テン 地方は 石 おと 錢解 石を 貴嘗 じを 出す る。 且っ この 兩 ホは 比較的 化 均ち 
が とれて ゐ 々。をして 石が は 多くが 巧し、 銳鑛 石は かから 輸入して むた ので ある。. 
ところが、 ズ デ— テンの み劑 じょつ て、 この 均 巧が 破れた。 


—  148  — 


襄產 地の 五 割は ズ デ— テン じ •拐し’ 巧途王 業は、 こ ッコ侧 じ巧ク たもの、 

曼咐近 《若 奮 離 K 奮す る寞 、約 八 割は 璧 0 を 中 K 歸」 た 0 である。 

また 蹇 石の 徐 入は、 獨巧 合併の なじな？、 をく 巧 こ 人侧の 意向に 左右され る 
事 じな つてし 3 つた。 

:ッ n が農產 物に ついても、 同様の 結果が 見ら S。 チユ ッユは 叢 小 麥と燕 
巧と を 種して 露 導と 玉蜀泰 とを 輸入し で ゎたので ある。 木 村の 輸出は、 もの 山 
林の サ 四％ Aj 矢つ た、 めに 著しく 源 少した。  - 

の 巧 速を 金 二な 億ク n— ネ  ' 

養產 地の 奋 、廿義 化の た 部分を こ ッユから ズ デ— テンと 共に 獨 こに 讓ク 
た。 從 つて 工業が かの 輸入の' ため 檢曲 すべさ 養 物の おおは、 攝 めて 賓 じな つて 
しまつた。 

をに 程エ 案！^ がて は、 が おな 硏星棠 、絲雑 王 業、 化 巧 工業 も 殆んど W か 五 裂の 
巧つ たし、 思な 海 業 も 同 巧で あつて、 巧へ ばプ ラ— グ ホの 适力 さへ も， ズデ 


更に 巧 工業 じがて は、 が夕な 前が ェ棠 綺硝了 策化學 J 券 ホ 


な 憩じ陌 つたし、 電氣讓 業 も 同 巧で あつて、 巧へ ばプ ラ— グ 巧の 适力 さへ も、 ズデ 
I テンから 膳 入す る 必要 じ おられた ので ある。 

これらのを 業 組 緑を 巧 建して、 チ’ ユッュ の 巧內化 昔日のを をを 取 6 巧す 化は、 少 
< とも 二百な ク "—ネ のを 金を 必要と すると みられた。 このを 金は 英佛 方面からの 
借款 化ょ るょ 6外 化途 がない ので、 ミュンヘンを 諸の 直後、 英 固は】 千 萬 ポンドの 
クレデ ブトを プ ラ— グな巧 じ 供 巧した 譯 である。 

巧に チユブ n の 蒙 クた大 が B は、 をの 巧 おおの 半を 不髓 となつた 巧で ある。 钱道 
巧が、 备 巧で 巧 こ 巧を 通 あする お 果はチ H ッコ內 の 都 ホが、 互に 連が を 失 つた】 每 
じみても 大巧は おなが 出 巧る であらぅ。 

かくて チユッ n は、 大巧 前の ォ— スト リァが 戟 巧の 小 固と な 0 たかく、 ズ デ— ブ 
ンを 失つ た チユブ n は、 巧 立 巧の 地 化から 附が巧 じを もた。 

の チェッコの 資が 


がして かく おおじな クわ チユブ 3 の 資源は とおれば、 巧 乙の 必要と する おを のを 
おが 巧々 として 山 巧して むる。 续 、巧、 石 お 並に 巧 おじ 於いては、 巧 ど 巧 この 一割' 
化巧當 する 巧を 曲して わる。 卽 ち】 九 一二と 年の 生を 高を みると 左の 逝ら である。 (巧 
化 千 トン) 

石  お  一九、 畫六 

巧  お  一八 dll 六 
筑  续  一、 六 八 0  • 

•巧  二、 =11 六 
木が 化 於て は、 巧 笑 用が 化して 八十 一一 一巧 トン、 パ八プ 用が 廿六巧 ー ニモ トン、 巧 巧 
用 パグプ 十一】 蚕 六 千 トンを 徐 のした。 (一九 一二と 年の か 字) 

寂 物と 穀 おは、 一九 一二と 年 化 於いて 册 五な 一一 千 トンを 輪 曲して ゐ る。 

一九 一二と 年を 巧む した 才 I スト ブ ァは較 物 輸入 巧で わるた め、 もの 併な は翊 こり 
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一九 s とを をが なした 才 ，スト プアは 穀物 輸入 巧で もる ため、 もの 阱 なは 翊 こり 

を 巧自 證じ蝴 し、 マィナス じを つたが、 ナ H ブ コ < 口 巧は この 點 プラス だ。 が 巧 巧、 
ピ—火 (大を 巧び ホップを 產す るから) 等も盘 なで あら、 巧の 化 皮革の 輸阳も 多い。 

だが 棉花は 斑 どを しを いから】 九 一二と 年は 十一 萬 一一 千 班の 棉花を 徐 入した。 金が 
化 於て 棉花を 入は、 德を乂 巧の 一割 見當を 占めて むる。 羊毛の 輸入 も 多が 化 上ら、 
巧 量は 二 巧 九 千 班、 金 巧では 棉花 化 次いで 第二 化で ある。】 九 一二と 年の 紀 輸入 巧 中 
化 占める 巧を はと％ 四で ある。 チ H ヴ n ス n ヴ アキでは 難 維 工業が 盛んで あら、 が 
推 巧のを 出 も 多い が、 をの 巧 巧 品は か 巧 化 依存して ゐ た。 

東南 歐 進出の 必要は 解消し ない 

巧 油のを がは 云 ふに 足らず、】 九 一一 一と 年 化 二十 一一 一 萬 六 千诞の 精製 油た 輸入して む 
る。 銅のを 巧 も 殆ど 問題 化なら ない。 鉛、 亞 鉛、 アン チモ- 1  — のを 巧は 輸出す る 程 
の餘 力を 持たぬ。 金を 巧 も 云 ふじ 足りない。 


だから 獨 この 蠢的悄 み、 軍 石油 不足の 惱 みは チ ユ ッユ：； キアの 併な じ 

ょつ て 未だ 解かしない。 T マニアの 油田、 ユ -ゴ- スラ ヴイア なび T マ ユアの 
銅蠢 •ユ —ゴ- スラ ヴイア 巧び バン ボリ— のポ— キサ イト (ア C、 鑛) 蠢 等々 を 
目 おす 東南 歐 進化の 必要は 依が として 存績 して わる。 

をと お出 超過 

チユ •ブ n  : ヴ7 キア 量蓉は 一を 完年 一月 ホに 於て 廿六億 化 千畜萬 クロ 

—ネ の金壺 车一 借と 壬 一音 巧ク " I* 《外 巧 雲を 持つ て& 《。獨 乙 巧に 換貫 

すると、 金は 大隨二 望 千 萬 マ；、 外貨を をは 一億 マ； となる。 一九二 一九 年 一 

巧の ライ t スパン ク 金筹营 僅かに と 千 百 萬； ク に過ぎないから 、チ： コる 

ら 、これのを をを 引 鉛 C 事は 大きな 助 化なる 

ライ t タ バンクは この ホに 一九 一二 八 年 二 巧 ホに オ ー スト 9 ア 国立ち！^ 

外 巧 巧を な 計 お 二な 化 千 巧 マ^クを 引較 いでむ る。 これらが かが じ 大きな 作 川と し 
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ブィ t タ バンクは この ホに】 化 ミ 八 年 一 一巧 未に 才— スト 5 ア固 立^^^^^ 

外 巧资を 合計 わ 二な 化 干 巧 マ作ク を引抬 いでむ る。 これらが 如が じ 大きな 作 川を し 
たかは 言 ふまで も あるまい。 

巧 じ チユヴ n の贸 みは、 才— スト リアと 違つ て 每年大 さな 出超を 示して むる。 一 
化 一一 一八 年の 統計は ズ デ— テン 巧 乙の 釣 錠で 巧雜 してむ るから 一九 一二と 年の 統計を 化 
ょぅ。 巧 国 化 借 九 千 二百 巧 クロ  — ネ である。 をの 中 對巧贸 みは 五 千 六 百巧ク "—ネ 
の乂超だが、 對巧貿巧を除くと、 十倍四千*^百巧ク"|ネ、 巧こ貨じ巧おして、 ザ_. 
'ブト 九 千 萬 マ^クの 巧 超であつた。 

1 化 一一 一八 年の 巧 こ 巧みが 一巧 化 千 二な 巧マグ クの徐 入超 遏 じな つてなる 巧、 チェ 
ブ コ< "併の 利益は 大きい。 

をち のめ、 巧 语ェ巧 

ホ 巧を 業が 外にが で、 チユヴ n が 列 强と比 周し 得る ものは、 をの 兵器 巧藥 工業で 
ある。. ロンドン ェ コノミ 乂卜 誌の 記述に ょれば、 チ ユヴコ の 造窒棠 は、 巧 この 社 


巧を 化 ホず る. 能力を 備 へ、 煤 イじ巧 外じ徐 巧して ゐ る。 一九 I 二よ 年中の 巧 器 無が が 
四 優 夫 千 四 巧萬ク " I ネ (巧 五 千 一一 一巧 巧 凹) に 上つ たのを みても、 をの 一巧を 窥ふ 
巧 か 巧 巧る。  . 

このち 大 なが 需 工場は、 巧 この 巧 備充巧 化と つて 一太 巧 源で ある。 

な 上の 如^ 巧 ぉょ 6、 巧 こは、 従 ホの 民族 まを 的 主張を 一が して、 チ ユヴコ を 合 
併した ものと おはれる。 


才 I スト リアの 合併に ょり 入 •お 激化 

ォ— スト ブアを 含む 一九 一一 一八 年 (昭巧 十一 一一 年) の 貸み 收 支は 凹 億 一一 一千一 一巧 萬 マ 八 
クの 入超と なった。 一九 一二と 年 じは 四 値の 千 S 巧 萬 マ^クの 出超で あったから、 大 
な逆轉 である。  * 

.ォ I スト リアを 除いた 踞巧 こだけ では、 一九 三へ 年 じがて 一億 化 千 一一が 酌 マ火ク 
の 入超 だから •ォ I ス リアの な 併 じょって 新たに】 一億の 千 巧 マ^クの 入 おか 加った 
譯 である、】  .. 

巧し 才— スト リアを 除いても、 巧 乙の 巧み •か惡 化した 巧は 明かで ある。 卽も 輸出 


は 五十一 一億 五 千と 百 萬 マ^クと な 6、 前年 卽ら】 九 s と 年に 比し ムハ億 五 千 四百 巧 マ 
八ク (一一% 一) を激 おした のじ 對 し、 輸入は 五十 四 億 四千 九 百 萬 マ^クと なって 
一千 九 巧 萬 マ^ク (0%J 云を 巧 じた 化 止まる。 

では この 入 お 化 金は 何 じょって 贿っ たかと 云へ ば、 一九 一二 五 年 乃至 一九 S と 年に 
於て 得た 出超 代金と、 才—ス 、プアから 引っ いだ 金な び 外 巧で あらぅ。 

おこの 巧睹收 では 一九 一二 五 年な ホ おを されな くな っれから 、貿易 外收 支が 如何な 
る 巧 態 化 あるか 判から ない が、 一九！ 二 四 年の 巧 巧收支 化を みると、 貿易 外收 支は 大 
悔 じがて 均 巧を 巧て むる ものと お化される。 とすぶ と、 一九 一二 五 年から 一九 S と 年 
までの 間 じ® 乙 巧 易は 十一 借 化す 巧 マ 火 クの尚 おを 示して & たから、 この 中から 外 
巧 化 巧の 元利 拂 じかな 6 のをが がおかれ てむ たと しても、 尙ほ 多くの 金が が、 一九 
三 八 年の 入超 代金と して 利用し 得た ものと 思 はれる。 


巧 巧な 併な 前の 才— スト ブアは 金 •外 巧 巧 群れび 謙 外 巧への 巧 勘を を 持つ てむ わ。 


こ 主合摇 S 韓碧 V 資する と 二倍 九 千 巧； ク 、寫 なじを 《られ た賓 


用 巧な 巧な 前の 才— スト リアは 金 •外 巧な 巧 化び 諾外图 への 巧 勘を を 持つ てね た 

これは 合 轟の 爲葛 場で 資する と 一 這 九 千 巧； ク、 合併を C 定 《ら れた赁 
比率で 計 巧す ると、 四雲畐 マ； である。 巧 こは これを 引ク いたから、 これ も 
入超け 金の ホ 巧に 使用し 巧た 譯 である。- 

- 巧し をれ にしても、* 一九 一一 一八 年は がける 四を 一一 一千 离マ グクの 入超は 右のを 金を か 
ならを ひ 込んだ。 をして 今後 も、 一九 一一 一八 年の 巧な 入 おが 沒く とすれば、. をれ は 巧 
この 貿み じと つては 重大な 問題で わる。 

輸出 か 然らずんば 死  . 

のみならず、 風 乙 S 出に 對 する 列 閔 0 競爭は 益* 激化し つ、 ある。 ホ 聞は 南米 

誰 阐に對 す 義 乙。 i 出と 羣す S 疊 を」 て 含し、 蓄は 輸出 補賓 金を 巧 加 

して 巧 乙の 徐 出と 競爭 してむ る。 

英米 通商 協定 も亦獨 この 輸出への 障酱 となる で わらぅ。 
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これ 化 黄し、 巧 乙は パ— 夕— 制、 求が 制貿 みの 强 化、 東南 软 、南米、 化欧 、近東 
•  ■ 

、  諸國 との 貿み關 がの 駕密 化を 固る 事 化ょ つて、 按 巧の 增 進化 巧 力し つ、 ある。 

また 貴 易な 巧 化め ける】 つの 巧 巧と して 注目すべき ものは、】 九 一二 八 年 十】 巧に 
巧 まされた 新政 巧で、 もれは 惊曲 用な 巧を 優先的 化 許可す るが、 もれと 同時 化、 な 
巧が を 事業化 巧へ る 注文は、 夫々 の 事業の 輸出 成 綺化應 じて 割當 てると 云 ふ 規定で 
ある。 これは 一種の リンク 制で あつて、 輸曲振 巧 化 必死と なつて むる あら はれで あ  - 

。  战 

る。  ^ 
今日の 巧 乙に とつて、 輸出の 不扳 は、 當が巧 かか、 を 糧の輸 入滅を 引 さおし、 を 
れは 巧備と 巧乙經 巧に 最も 恐る ベ さを 威を 巧へ る もの だ。 をして が 來耽化 於け る 巧 
この 經巧力 化大が おを 巧へ る。  . 


『お 曲 か、 がら ずん ば 巧」 と 云 ふ ヒット ラ— の 言葉は 巧 二次 歐洲大 戳勃巧 前の 巧 こ 
た 姑 も 端的に を 巧す る ものである。 


を始も 端のに を 巧す ろ ものである。  - 

獨 乙と バルヵン 

巧 この 東方 政策が、々 グパ ヴト化 西に あるか、 或は ダニ ュ—ブ のな じ乘 つて おに 
南進す るか、 をれ は 今日ょ 6 チ 巧を 許さない が、 少 くと も經巧 的には おに 東南に 向 
つて 進化す る 可能性の 多い 事は 明らか だ。 ホに 具 巧 的 化 検討し V みょぅ。 

パル ヵンの 農 途をお  .， 

巧 乙が 必要と する をな 品 並 化 巧 巧は、 ま 南部 及び 中央 3  I  n ブパ化 於いて、 巧 五 
巧を 手は 入れる 事が 巧 ホる。 

バン ダリ— と チ* ブ n を 除けば、 自餘 の誌阅 はすべ て パ 八々 ン 半む 化 化 固ず る闽 
♦である。 
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巧が の 東南 部は、 巧 乙の 最も A ざまし い 進出の 巧まで あつて、 過去 十 年間 じお嚷 
ずべき 逆 進を とげて なる。 巧へ ば】 化 一一 九 年に がける 卜八 n よらの 貫 付 髙は卜 瓜 3 
輸 曲の 一と •五％ であつ たが、 一を 二 お 年 化は 四 一二 ふ％ 化 巧 加した。 柬 南部 歐洲が 
巧 こじ 供が し 得る 巧を は、 穀物 じがいて' 約 四す 五十 萬 グラム トンで あるが、 をの 內 
の 四百 巧 トンぶな て 巧 乙の 需要は 充分で ある。  - 

木が と 姪を は、 火— マニァ、 ユ— ゴス ラヴィ ァホ 化トグ n、 ギ ，シ卞 よらの 輸入 
わななて 需要せ のを 部を 巧 ふ 事が 曲 巧る。. 

お 花と 羊毛 化つ いては、 トグ 3、 •♦タシャ、 プ 々プャ 方面から 一部分の 需耍を 
捕 足す る 計を をた て、 なる。 

■ 

/ 

銘物を お  、 

ポ—キ ナイ ドは、 バン ダブ— とユ— ゴス ラゲ ィァよ 6、 锅锅巧 は ル— マニァと ユ 
—ゴ— スラ グィ ァよ ち、 年； 巧と 巧を は 全 パ^々 ンホ たよら 何 r もを の 需要 ♦ェが 尸 
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ポ—ネ ナイ ドは、 バン ダリ— とユ— ゴス ラゲ ィア よら、 锅媒 巧は 瓜— マニアと ユ 

—ゴ— スラ ヴィア よら、 生 巧と 巧を は 全 パが カン 半む よら、 何 f もを の 需要 •どが ブ 
し 巧る 計な である。 

巧 この 必要と する 石油は お 年 一二、 四 巧 巧 トンを 下らない。 戟 時に をれば 需要は 
ホは 倍加す るか も かれなぃ が、 <  I マニアは 僅 じと、 军萬 トンの 畜を 輸出し 與 
る じ 過ぎない。 

な 上の 東南 部 誰阐が 輸出す る 農 ホ 物、 石油、 鑛石 等は 一九 一二と 年に 約廿億 マ— ク 
上ら、 巧 乙は 其の 輸入な 巧の 二割を この 方面に 仰いで わる。 

\  •バルカンとの 巧 易關係 

巧 こと パ 八 カンとの 貧み は、 おして バ—夕 I  •- システム じよつ てなる。 

、クンダリ—、 火— マニアの 小麥 、ユ— ゴス ラヴィ ア 、术 I マニアの 木ち 卜 こ、 

》 リシ ャ Q 想を 《かさは 大を K 獨 乙に 輸 人され たが、 を 《結果 獨 こは 却つ て、 これ 


らの 諸闽じ V ランスの 滯らを ホ じた t  - 

これを 淸 なする ためじ、 バ^カン 諾闽な 巧は 巧 乙 品の 巧 乂獎晒 じを 力を ク< す么 
要 じなら れ 、他闽 おの 輸入を 巧 止した。 

がるに 巧 乙は 化の 第 S 巧に 向 由に 巧れ る 品物の 引渡を. 拒絕 し、 商品の 円 由な 遇沒 
を 巧手 化 許さな かつた めじ、 時化は I マニアは タィプラィタ— を 幾千 基、 V リ 
シャ は、 ク— モニカ. を 幾 十な 個え 巧 入れる 巧な 珍珥 みを 呈 した。 

をれ にも拘らず 、何な バ^カン 說 巧は 巧 こから 離れられない のか。 

をの 邵 由は  . 

巧 こお 莫大な お 巧を を 巧で 巧 入れ 轉る ホが 化 じない 巧 
づ な ホ 物の 巧が を 世み ぶ瑞の 水が な 上に 釣ら 上げた、 め、 農 巧は 巧 乙な かじな 
る 巧を 巧まない 巧- -  - 
に 拐 こ •かな 入れた む 巧を なな じか 当 一巧 じ 巧な つた、 化、 おか 巧が か 化： 卜 して、 

化な 巧は 的 恥 引が W 我 じな つた 巧 


162  — 


にお こ •かな 入れた 的 巧を 旅な じ 巧 己 巧に 巧 化っ た、 わ、 お 外 ホが が 化： 卜 して、 

化が •巧は 的 化 引か M 鞋じ なっ わ 巧 
等を あげぅる。 

かくず る 巧に ょって、 巧 巳は 一巧 二な の 利な を 占めた。 巧 一に ホを 巧は 獨 このた 
めじ ボ 巧を 巧 占され、 巧 二 化 ダニ ュ—ヴ 沿 巧と バグ ヵンの 生を をに と-っては、 巧 こ 
ホ 巧が がる 化 惑 的 じな った。 

これ じ 加 ふるに 化を の 巧ザ備 謎が、 巧 この 對ホ 巧みを 助 •長した。 巧 円の 軍需工場 
を 持たない. 一一 一二 沫 巧は、 巧っ てみ 巧 じ巧淹 品を なった が、 巧 こは を 期 クレデ プトの 
方法を なって 乂おの 巧 器を 供が し 巧る 唯一の 巧で あった。 

V ブシャ 、バン ダブ— 等は をの 通例と して あげる がが 巧 ホる。 

-  パル ヵン 諸 闻の悄 み 

、こぅ 云っ た 如ら とて、 東巧歐 拥諸吗 か、 巧が 的に 巧 乙に 隸 巧す るかの 如き おを、^ 
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から 菩ん でむる のでは ない。 

巧つ て、 これな 上 じ 巧 乙との 貿易 率が 巧大 する 事 化 お 巧のを を 抱いて むる。 をの 
應 度は】 面 じを お 的 考慮から 巧る のみならず、 迂 たお 巧 的 化 も 十分の 理由が がな す 
るの だ。 

東南 歐 が 諸 巧は、 巧 乙 よらが 入 巧 ホな' い 物を を换 入す る たれ 化、 自由 爲替 を必お 
としてむ る •また 巧 乙よ 6 の 巧 造 品 除 入が 围內を 業の あ 達を 阻害す る 場を も ある。 

巧 乙の キ 化よ つて 鑛巧 まがの 開を される 事を ホ 望し つ、 も、 巧ら 巧 この 利益の た 
めじ、 開を される まを なしない。 

また 經が的 利益の 巧大は 同時 じ 政治的 梦 力の 附隨 する 事を 十 か 彼等は 承 かしてな 
る 0 

•化つ て これらの 小 巧は、 かして 巧 乙 商業 政策の 熱、 むな 支持 あでは ない が、 ホ きん 
•かため じは 是非とも ボ巧 をみ つけなければ ならな。 

■■■■■■■■■■一™"™ 

目’ 一 こたら 皮り 巧 UL ピむ g しない をら、 巧 こを 無が し 得を い 琪は宏 ふ 3 でもを い 
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かため じは 是非とも ホ 巧を みつけなければ なら w。 

巧 乙 化 代るな 引 巧手が 出現し をい 巧ら、 巧 こを 無 殺し 得を い 是云ふ 3 でもない 
それが 巧 因の 巧みの 種 だ。 


東欧の 賓康 ウクライナ 

巧 こと ウクライナの 朗 なは 巧い 

クク ライナ 進 田は 巧 乙の 巧が 的な 巧で ある。 巧 こは 十八 世紀の ホから 旣じ 此齒化 I 
る 目して を 本と お 巧を をを 6、 •トン パス 巧の 化で 幾多の 巧 山を 閒發 し、 エ 巧を 雄て 一 
、&る 0 

巧く は】 九】 と 年 S 月の 革 か化乘 じ、 タン ネン ペグ ヒ でを 軍を が碎 した 獨 こおは 
クク ライナ、 クブ ミヤ じ 殺 巧した。 其の後 ソ 蹄と 結んだ ブレス トリ トウ スク條 約 化  - 
巧ても、 巧 こは 巧の 庇護の 下 化 作つ た 『巧 立 囲 j ウクライナの 支 祀褚を お得し でむ 々〇 
1 化 一八が 十 1 月、 切 こが 巧 化して クク ライナから 傲 おず る や、 ソ飾 はなら ウク 

巧した。 お 9 お 五ヶ 年 計 巧の. だ拖じ i 岛ク V •、多 おの お 乙 人が、 巧び ウク 


-ブ - /-isr-r  - よ  巧 NJ 力ち 比 L ゴク クライす ホら 描 巧す る や， ソ蹄ま 包ら ウク 


ライナを 化 巧した。 がの 後 五ケ 年 計 おの. だ飽 じな つて、 多を の 巧 乙 人が、 巧び クク 
ライナ 化は いり、 巧 このな 術が がれ こんで むる。 巧 こが 東が な 巧の 扳終目 おとして、 
クク ライナを おし V むる のは 淺 からの 囚 おが あるの だ。 


.ウクライナと はるおの 意 だ 

グ クラ イナとは 『邊境 j のな 化で ある。 南は 黒海、‘ アゾフ 化 直し J  . 南 巧 部で々 ル パ マー 
ブト 山脈 じ區劃 甘ら れた 一巧の 平 巧 地方で ある。 其の 面 巧は 約 六十 巧が 方 巧、 人口  一- 
は 約 四千 巧 人で、  大縣前  3  では 大部分が  n  シア、  1  部が みお 巧 じみ おしてむ た。 

大 戰後ポ I ランド、 チユブ n が 巧 立した ので、 これに ソ 蹄と^— マニアを 加へ た 
四ヶ 巧に 分割され るに まつた。 巧し ソ嚇領 な 外の 地域は 殆ん ど問趙 化なら ず、 ゥク 
ライナの 面な 及び 人口の 約 八 割は ソ聯に 包含され てね る。 クク ライナの 面務と 人口 
は 左の 通 6 である。 (東が 姪 巧 一八 五九揽 •ご 一八 頁) 


面替 (平方が)  人口 (千 人} 

ッ‘蹄  領  田 公 •一ニ  ミ、 一九 四 

ポ— ランド 領  一完 .ち  た、 き Q 
(ち ダヲ チヤ、 ウオ— 八 イン、 ホ术 ムシ チナ) 

巧 チユブ n 領  三 •六  さ 0 
(力； パ— 卜 、クク ライナ) 

7 マ- 1  ア  10 •田  rooo 

(プ ウゴヴ イナ) 


ツ聯 ウクライナ 


ッ聯ク クラ イナの 面積は、 四十 八 巧 千 S 百 平方 巧で、 巧佛 伊波の 何れよ 6 も 大き 
、、人口 一一 一千な 离 人、 其の 密度は r 平 ホが じついで と 二八で、 ル— マニア、 ュ—ゴ I 


1 らも 裔 く、 フラン ブ 、ポ— ランド じ 巧 近し'^ むる。 


、、人口 一一 一千 巧 萬 人、 其のを 度は】 平 ホが じついて と 二八で、 ル— マニア、 ュ—ゴ I 


X.O も 商く、 フランス、 ポ— ランドに 巧 近し でね る r 

をし これを ツ がの 他 地方 化 較べる とが 然 高く、 巧 巧は 一一 六 •九 一人、 白" シアは 四 
11.0 化 人に あざない (1 九. 一号 一年) 卽ち ククづ イナは ツ がが 中 最も 開化した 地方で、 
其の 裏は を ッ凳の 二を 一を 占める 化 過ぎない が、" 5  口では 全 挺の 一奚を 占め 
てね るり 

ホに ウクライナの 人口な 成 巧 合を 見ょぅ。- 

クク ライナの-^ 口 一二 千餘萬 人のぅ ち、 クク ライナ 人は 約 八 割の 二 千 五 百 萬 人' あ 
る。 ホは"》 ア 人の 化を 一で 約 善 巧 人、 ユダヤ人の 五 爸の一 百宰萬 人、 •ホ— ラ 
ンド 人の/を ハの 單五 萬 人、 巧 乙 人の 一餐の 四十 養 人で あ"？。 この 外に モグ 
ヴィア 人が 0% 化、 辛 ブシヤ 人が 0% 四、 ブ グダ ブア人 及ぴ白 ロシア 人が 夫々 0% 
ご一 わる。 


ウクライナの 雙柔 

%  • 

■ 

クク ライナは ソ蹄 じと つてを 巧 ag の 巧が であ 6、 重工業の 根據 化で ある。 

ウクライナは おど-み 巧で、 をの 中を 歐洲巧 S の 大河 ドニュ プ火 河が 流れて わる 
この 爲 めじ お 侯は 授かされ、 降兩 おも 適な 化 あつて 農業 化は を も 適して むる。 

一九 I 二と 年の 装’ 業 耕地 面 巧は 一一 千 四： 白 化と 巧へ クタ— であつ たが、 これは ソ聯 
ほの 一九％ 化か 常す る。 ちのぅら 穀物の 播待 面が がと 割强を 占めて ゐ る。 をして _ 
をの 巧 巧 面 巧は ツ がを 拖の 一八％ 四を 占れ、 大 をは S セ％ 五、 玉 巧冢は 一二 四％ 四- 
ライを は 一 五％ 六を 占めて ねる。 

殻 物の 收巧 高は】 九 己 五 年 化 一な と 千 五な 巧 ブュン トネ^で、 查 聯邦の 二割 近 • 
化當 つて。 る。 

今日の ソ 棘は 视巧愧 の ホ ホで、 阁 こを 迫 a 巧して 化 ホの が 化を もめて なるお、 化 
の乂邻 分ょ ウクライナのを である。 ザ か 前 この 地力の が 菜 殺 巧が 巧は、々 闷の 八. 


1 
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々日の ソ蹄 はが 巧 巧の 牛： 巧で、 词こを 迫 a なして 化 巧の が 化を おめ てむ るか、 共 

の乂な 分は ウクライナのを である。 ザ你前 この 地方の が 巧 栽な-加 巧は、々 闲の 八が 
を 占めて •ゐ わが、 今日では 化の 地方に も 碧され てね るので 六 八％ 五に 低下し. てむ 

る。 しかし 一 を 二と 年の 潘證巧 军一莫 千へ クタ-; がか 時代の 羣 をを か 

じ 超え で むる。 

•.なじが 讓を 中、 むと する 食料 垂 業と 鑛山 業とは、 ウクライナ 王 業？ 二 大部 門で 
わつ て 其の 結生东 がの 一二み の 二を 占めて わる。 而 してな が 品 工業の 五分の 四は 製糖 
工業が 占めて むる の だから、 が 菜 栽培 •か ウクライナで 如何に 重要な 地位を 占めて む 
るか' >  かかる。  一  、 

.エ榮 用 作物では を 近 棉花の 栽培が 注目に 値する、 これは 一九 年から 始めた も 
の だが 一を 一一と 年の 播翼 積は 廿二 萬 二 千へ クタ •で 圣闽の  一 0 笑を 占めで む 
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.ウクライナの 鐵と 石炭 

ドン バスの 石炭と ク リヴ ォイロ— グの錢 巧は、 ウクライナ をして ッ聯熏 工業の 一. 
大お據 地たら しわて ゐ る。 巧に ドニュ プ^ 巧の 水力は おおな ドニュ プ八 水力 お 茜が 
五十六 萬キ ブトを 造ら 曲し、 この S をを 基礎と して、 ウクライナの 熏 工業 •か 確 
立され てむ るの だ。 

ドン バスの おお 巧が おはと 百億 班な 上で、 巧の 採 お 高は を 闽の五 割な 上を 占め、 
年が 八 千 巧诞化 達して むる。 しかし ドン バスは おなる 石 お埋が 地で なく お鐵 、化を、 
巧が 製作を 含む】 大 重工 菜 地 巧を 形ぶ してなる。 

クブゲ ォイ"— グの续 幾は 埋 巧を 十】 な 四千 Ill 百 巧 斑、 巧の 邀分 はと 0% でソ蹄 
では 勿論 化 みぞ あのな 巧で ある。 巧內の 五八％ な 上の な 巧のと 割 おみまで •か此 おじ 
集中し、 货煤 をを の 六 割な 上を 供を してむ る。  _ 

nMIW — C - 1  この 链巧 じょつ て、 查 巧の 舒錢库 をの 六 一二％ 一二、 滸 巧の 

「く クテイ こ  一 
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集中し、 沒おを 耍の六 幻な 上を 供 もして むる。 _ 

この 錢巧 じょつ て、 垂 巧の な錢生 をの 六 一二％ 一二、 锅 巧の 
五六％】 、錫が の-五八％ 八を 出しで ゐ る。 - 

カル パ アー ト •ゥクライナ 

チ エブ n 化 入つ た诏 こは、 今や 分 I マニアを 隔て、、 ソ 
蹄ク クラ イナを 望む に まつた。 

々^^パアート • ゥクライナ(^0ア ユ ア)はチ エ ヴ コ巧端の 
一州で ポ— ランドと 、クン ボリ— との 間 化 巧 まれて わる 面 巧 
一 萬 平方が 餘 、人口 六十 巧の 小 地が だが、 巧 民は おど ゥク 
ライナ 人 だ。 今日の 巧ソ關 なでは ゥクライナ 問 越を 餘ら巧 
く 巧ら 下げる ことは 無意み 化 見ぇる が、 巧 乙の 世 巧を 巧を 
ちへ る 化は、 な 上の 巧 だけは を 頭に 置かねば ならの。 


ヒット ラ ー の 極 束 巧 策 
封 支な 易の お遷 

巧 乙の 巧 業は、 歐が 大巧の お果 支が じ 於て. 失った 地 化を、】 九 二 0 年代 化 至って ^ 
を 速 化 回な した。 この 巧 旧は、 巧 こ ホ 菜の 能率が 商かった 事と、 支那が お 巧の 政治  _ 
.，的 樵 益な さ图 との おが 的な 引 じ 多大の 巧な を 示した 巧で あった。 

をの おお、 巧 乙の 統計 じよ _れ ば、】 九 二 六 年 じは 旣じ巧 この 對支 巧みが は、 惊巧 
乂巧共 じ、】 九 ニニ 年の をれ をを 赫 する じ 至つ た。】 九 ニニ 年 化は、 巧 こは 支那の 
か巧資 巧が の 四 •と％、】 九 二】 年 化は】 ニニ％ を 占れ てむ たが、 一九 一一 10 おじは 四. 
二％、 一 化 S 二が じは 六. 六％ となつ た。 


他の 极萊諸 约じ對 する 獨 この 巧み も 一 化 一ー ニ 年を ょらは 巧ぶ 6 上がした が、 で那 


二％、 一九 s 二が じは 六 •六％ となつ た。 


他の 極 巧 諸 詞じ對 する 樹 この 贸 おも 一 化 ニニ 年度よりは 可成 6 上 かした が、 支那 
じがけ る をれ じは 及ばを かつた。 


.この 貴み 力は、】 九 一二 一年 じ 至 6、 を 本 投資の 領巧 化まで 仰 •長した。 卽 もこの 年 
ド ィチ* 八フ+ パン ザは ユ I レ シア • コ| ポ— レ— ン ■ン (支那 化が ける 一 一大が を 
巧輸 をれ のこの 設立 じっき、 を 本の ご 一分の 一を 巧を し、 巧 6 の ご 一分の 二を 南京な 
巧が 巧ました-の である。  JI 
をの 前年、 南京な 巧の 巧 請 化ょ って、 巧 乙の 特別 使節 曲が、 經巧 上の 調を の たれ  - 
に 支那に 破 _ 法され て來 た。 

巧 ま 巧 巧 

これょ 6 か 年の 後、 ォ ブト—  •ヴ * グ フ商會 を 主班と する 借款 幽 は、 歎 個の 绒迫 
借款の 商義を 行った。 かくして 一九 一二 四 年には、 浙巧鐵 道の 玉 山 南昌問 一二 00 キ U 
化 封ず る】 千 六 百 巧が 弗の 借款、 一九 S 六 年には 南 昌巧鄕 問 二 00 キ "じ 對 する 二 


千 萬 銀 部の 俄款 •また 同年 末の 四千 萬 銀が のが 一二み 對支 借款ぶ 巧 はれ、 この 內 一二 千 
巧 銀 弗は 株 州、 を 陽 間 1 000 キ^の 建設に、 殘餘の 一千 萬诚 弗は 京漢 線の 黄が 鐵 
橋 用に 充當 する もので あつた。 一九 S よ 年、 支那 每按が 勃 おした 時、 玉 山南呂 側は 
巧に 完成し、 南 昌萍^ 間は 速 段 中で あつたが、 株 州、 を 陽 間の 工事は 未だ お. まつて. 

嘆か っス 

がし 乍ら 巧 この おが 的 成 巧の 最大な ものは 巧ぶ の惡 工業が 品-^、 支那^!^ ンイモ 
II I 、タングステン、 閒 皮、 菜 巧の 如 さ 重要 巧 お 品と を 交み する パ— 夕— 協を を 支 
がと 締結ん たがで あつた。  . 

を 上海の 巧ム哺 菜會謗 所は、 一九 ミ 五 年の 報が じが y 巧^ 巧ぶ 述べ ィむ ス。 

『この 代 佑 供が J なを じょつ て、 巧 こ. は 支那 協 乂贸あ 上、’ 巧 巧を ぶ 一二 位に 觀 をす 巧が 
出 ホた が、 このな をを 巧 おすれば 、支那に 於け る 巧 こ 巧みは 半み 不隨 じなる であら 
ぅ」 (Asiatische 》cndscha 日) 一爸ミ 苗と 16 巧 お4 巧) 

一九 一二 六 年 六 巧の 巧、】 巧が 弗の パ— 夕 I 協を か炼 おされた 。こけには 巧 干の 困 


一九二 一六 年 六月の 巧、】 巧 銀 弗の パ— 夕— 協を が 蹄 粘され た。 これ 化は 巧 干の 困 

r 

巧 も あつた けれども、 と 化かく 巧支贸 巧を して、 を々 活潑 ならしめ た 巧は、 貿易な 
巧が 雄 辯 化物 語って むる。 卽も巧 この 對ぞ貿 みは、】 九 一二 凹 年が と 千 四百 巧 ライと 
スマ片ク、 一九吉五年が九千四巧巧ライヒスマ^^ク、 一九兰六年が一借二千ムハ巧巧 
ライヒ スマ 八ク 、一九 S と 年 じは 一億 四千 八な 巧 ライヒ スマ；^ ク と巧增 したの. であ 
る。 巧 こ資 みの 活動 お 6 じ關 し、 サ—  •フレ デリ ヴク •リ— スロス 巧は、 ロンドンの 

支那おをじがて『が々も巧この例じ做クた方がい 、と化ふ』と述べ ；oじ至一;^か。 

-  - 
支那の 巧' こに 對ナ る關ム 

支那を 邊の巧 こじ 對 する 關ム は、 一九 年な ホ 急 傲じ增 大した。 ベ^リン 化は 
張學 を、 胡漢 民、 汪化 お、 湯を 巧、 巧 傅な、 蔣偉 巧の かき お 止が 訪問した。 巧こ亂 
岡 もれ 円陆は 何ら ナチ ス おおじ 對 す； 〇共嗚 を 現は す ものでは な. い。 だが 當時共 をん 
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と轉ふ 一方、 日本の 進 站じ惱 まされて ねた 支那を 巧と しては、 同じく 反共を 主義で 
あり •しかも ごく 嚴 近世 ホを 物と もせの 程の， 閔 力を 增 大したと 化 はれる 巧 こなが 力 
ら按 助を 得る 事 も 可能 だとを へた。 

軍 9 巧 田の R 巧 

南京を 巧は また 對共產 巧 巧 じついて、 巧 乙 おがが 門 家の お 巧を 爾兢 した。 •軍人 巧 
巧 四は 一九 一’ 一と —— 二 九 年、 卽も ナチ スの 勝利のを かな 前に 化 線され たもので あつ 
て、 ちして を 製では たく、 ッィ マ—  ^ な 巧が これを 巧較 しわ。 またを 貝は おろ 力大 
夕 おさへ ナチ 巧な であつ た譯 でな く、 またを の 渡 支の 目的 も 抗日 軍を 述設 する ため 
でを く、 共を 軍化對 して 南京 か 巧を 巧 助 せんがた めで あつたと 云 ふ。 尤も 一九 ミニ 
年な 後、 巧 こは このず ホが 問闽 をな 巧の 一 お 的 ま 配の 下 じ 置く じ 至つ たが、 巧 問は 
非公式の 巧が じがいて 、且つ 私的 契約ので じ 滞 支して むた ので ある。 

この 城！！ 凹。 巧孙 が、 支那が 巧い 進け じけ a、 ぴ がに 抗日 的に 做ら きかめ たのは 

.】 九 己と 年、 戰爭の 開始を 見た なおの 與 であつ た。 


この 顧刖 間。 巧 動が で 巧 ホ お。 逆り じ 巧 u  . り 障 じ お 日が い 巧， レ- ac そ* プリ k 


.】 九 S と 年、 戰 爭の閒 姑を おたな 後の 梨で あつた。 


3 た 同が 問阁が 支那の 巧 海 的 巧 力の 根幹を 成して むた とか、 或は 支那の グリ ラ 巧 
ホの 採用 じついて 黃 巧が あると か 云 ふのは 阿 違で ある。 グリ ラ戰 巧が 支那 共を 歎の 
南 巧な 巧との 因 內戰化 於け る 経 おから 生れた ものである 事は 圣く 明らかで ある。 

一九 一二 八 年 五月 末に、 このが 問喊 一行は 支邵 からな 還され た。 こ、 化 巧 乙 おちな 
巧の 最もを るし い 矛 巧は 除 まされる に 至つ た。 

獨支 提携 論 

おこ 贸み業 ホは、 おか 石の 西 巧を 祭及ぴ 其の 巧 放 おじ 於け る 支那が 一の 進展を 巧 
巧し、 彼等の 前を じ廣大 なお 巧 的 巧 巧が 展開され たかと 考 へた。 これは】 九 S と 年 
八月、 ペ^リン じ 於け る 孔脖熙 の 巧迎を じ おれて 明瞭に 巧れ た。 

ラィ ヒス バンク 巧を シャバ ト巧 ± は、 巧 支 巧 固は 近年 因を 的 風 立の ため 雜局 じよ 


つてね たが •今や 兩 田の 友交 閱 なが、 が轉 したと 述べ. 『巧 乙は 主 •嬰 工業 閨の 一とし 
て 巧言と 行動と にょら、 支那の ホ 方 化なる 事が' 曲 巧る』 と稱明 L わ。 

孔祥熙 はこれ じ 答へ て 『支那は 巧 こを 巧を の 友邦と 考 へて わる …… 獨 こが 力を 巧 
.して 支那の みなの 發展 、をのな なを 源の 開を と の 工業が 化 運輸 巧關 の巧設 とを 巧 
助せられ ん 事を ホ ひ 旦つ惡 むと 巧べ てなる。 

巧 こお 東な 策の おみ 

ャ パトが HR 支が 巧」 を强 就し でむる 同日 化、 を 新 巧の 貿ぉ 事務を は、 滿巧 親善 
如 巧 載が たか 化は" 巧を の経濟 的み 巧が •必要 だ-^ 强 巧して、 巧 この 極東 か 巧に 關す 
るか 裂^が 證 してり る。 この 巧 巧な が々 碟の巧 事 的 巧景 を’ みむぅ。 

一九 一八 年な を 带こ巧 巧 •巧のを 巧は、 或 巧を 二つ じしで 巧 ふ 事を 回避ず •るに わ 

つた。 _ _ _  _ 

7 ぅぶ ス义 なで 巧 このま 要を と考 へた 巧 こ 巧 巧 巧の 指 巧 巧は、 巧 お 的 じ ソ蹄强 ザ 
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ブ ぅンス ろな て 巧 乙の ま 要を と考 へた 画 こ 巧巧眾 の指遵 巧は、 賴 接の じソ聯 嫂ぜ 
^の技術的提携を姐じゴ、 7ィ マ T  ;^共巧巧<ム式のわ巧たる親ソか巧を推し進れて 
たた。 ヒブ トラ— がを がぶ 擔 つたを も、 巧 巧 軍は スのお 本の 立場を 巧 おしな かった。 
两巧 巧の 前 幹部 フォン •ゼ— クス；* •が おは、 決 丄て巧 こは、 日本 もの 化ソ赖 を閣焼 
ホ巧列85とおぶべうではな^。 ぶおに、 ナチ^^は因內化於て强烈じおホま義を彈巧 
ん y なる の だか も、 ツ ぶとの 同 巧みら 造ず る 图內的 反 腹を 怖れる 必要は ぶいと 論 •丄 
た^  (Djeutscbl 岂 d  Nwischen  West  end  ost， Hamburg, 1 爸 3) 

两 がをは 理論で けたと K まふず、 と ブト ラ— のを 椎巧得 後 も •トバ チュフ スキ— 
元帥の 率 ひる ソ聯 おおの 一圓と 軍事的 閒 おを 綻 けて ぶた。 ソ聯 の將軍 達は、 ソ聯を 
巧の！®^ を 劃策し 且つ、 巧來 るなら ば 巧 お 同盟 これ じは 日本 も參 加し 巧る であ 
らぅと 企 凶して ねた。 

なる にソ備 の將軍 達が 處 刑され たので、 閔防 ザの 政策は もの 現 實的盛 礎を おった 


日 獨經濟 の滋爭 

-  •  - 

化 ホ 日 巧の 経 巧 的 競 爭は日 じ 激化して 行った。 をれ は 支那 ばか 6 でを く、 煎領巧 

巧 度、 南 ホ 及び 巧 こ 本 巧 じがて さへ 激化して 行つ た。 

かくて 『日本のを 力 下に 入つ わ 支那の 十一 化は 巧 度の 差 こを あれ、 すべて 化の 謙阅^ 
のちみ とを 業と を 失は しめる ものである 事は、 ま稱 、朝が •滿洲 の 例 じなる 通 6 で  - 
わる。 支那の ま 樵 下 化と •、まつて むる 支那の 十： 化は おて、 外 閔巧巧 及び 外闽淹 業の 
巧 動じと つて 畳 かな 將 ホの 可能 i ど 約束して なる。 をれ はで 那の經 が的茲 摊を强 化. 

し、 同時 化 支那は が 出 じよつ て、 輪乂巧 加に 對 する 支 拂を爲 し 得る に 至る ので ある』 
(zeitscbrift  fiir  oeopoli 香ち 哀ボ 9 紅の 蚕 巧) とのな 見さへ 巧て ホた。 


なし 乍ら こうした 怠 化は、 巧 この 梅 束な 巧を おおす る じ 至らな かつた。 


九 SI】I ザ 巧’ 二。 i ン べ作ヒ のな 大をじ 於て、 ヒブ トラ I は 日本に 對 する 親善 


し 乍ら こうした 怠 見ぶ、 巧 この 梅 巧な 策を 左右す る じ 至らなかった- 


一九 年 巧， 二。 ホンべ 作ヒ の强大 おじが て、 ヒット ラ I は 日本化 對 する 親善 
のをを を 明し、 巧 巧 この 沒化 沿ふ义 外を をを 巧して 來 た。 

を 治は 經濟に 優先す る 

か、 る 支配的 意 おのかを をはを なじ、 政治は 巧 巧の 上じ留 かねば ならのと 明言し 
た。 一九 S 二 年 十月、 當 がの 新 化な 日 巧 こ 大使 フォン •ディ^クセンが ± は •日獨 
規 溝を 强 調した お、 『第一. はを 治で ある』 と 述べ、 おじ 巧 ± はこれ じつけ 加へ て 曰く 
『もれ じ も 巧らず 成は まさじ、 をれ なじ こを、 余は 日 巧 經が關 巧じ閒 してみ じ 熟せら 
れ たる 化 巧を 十み 目を してなる J(0stasiati3che  Rundschau, 1 爸 M お 一一 泣 一巧ち 4 到) 


巧み 業を の 一な では、 こぅした 巧 巧の 計 巧と ホ 剖を 一にして & る。 彼等の 考 へは 
こぅだ。 日本との 規 おは 激烈 だ。 また 巧 乙の 外な か 巧は 支那を なじ 廻は しては なら 


r 
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ない けれども、 巧 梓 じ 経み 的が 質の なをなら ば、 日本との 間 じ、 をは 進んで 滿洲闽 
との 間 じおんで も 何 か 得る とごろが あるか も かれない。 巧 この 巧洲產 大豆の 滕 入は 
一九 一与 一一 年 一二 五 年の Ill 年 閒じ激 巧した。 をの 譯は 滿洲 国が 巧 こから 殆ど 買つ て おれ 
ない ので、 巧 こ •かな 群化缺 乏した からで ある。 一 I 夕— 協定を おべば 恐； この 事 
態を かふが が 曲 巧る であらぅ ど。 

ずた 词こ政 巧は、 こぅした なをの 巧络 こを 對日期 係を 進 巧せ しがる 上 化 おめ て資 
巧 的な 巧】 春 手で あると 考ぺ た。  ' 

满巧貴 おおを 

一力 S 六 年 四月が 日 じ滿巧 貿易な をが ぶ 立した。 これ 化 よれば、 巧 乙の お 滿麟入 
は每 年な 巧】 借の (巧 洲图 巧) とじ •巧 洲閔の 對巧臟 入け 二 千 五 百 萬 巧 (滿 洲國 お) ま 


でと 云 ふ 事に なつた。 


このな をは】 九 一二 八 年と 巧の 巧 協を とを 6、 おこは 年々 二 億が (滿洲 巧 巧) を支挪 


f 


このな をは】 九 s 八 年よ 月の 巧 協を とな 6、 巧 こは 年々 二 億 脚 (滿 洲闽 巧) を ミが 
クて 二百 巧が の乂 豆を 巧^、 之 化 おし 滿 が 网は五 千 萬 脚 (滿 洲國 お) だけ 巧 乙の が 物 
を 買 ふ 事に なつた。 

この パ— 夕— なをは 巧ら かじ、 滿洲 じがけ ス 日本を 利 するとが に、 大な巧 おを な 
活 した 點 にかて 巧 乙の 嘲な と々 0 た。 がし 一九 三 八 年 じ 至る'? H で、- 滿 洲の對 巧聯乂 
おは 規定の 四 かの】 の 比率を を かじ 下 おつて わた。 事實 ぶ一 年 おじが ては、 獨 この 
静 入は 著增 したが、 滿拥 巧が 實巧 おこから 巧った 額は 前年 およ 6 少なかった ので あ 


がし、 ベ^リンは こぅした 成 巧を、 をを 的 理由 じょ 6 默 過した。 

#  ♦ 

一九 一二と 年 六月 •な 新 巧の 贸み幕 務官が 巧 明した 様に 『この 協を にょつ て 疏らさ 

ゾ  «  < 

ん とする 物 巧 的 目的 料 止に、 巧密 なる 親善 關 係に 對 する 要聲が ホす る』 が 故に、 幾 

-/  、  . 

多の 犧 おが 巧 因な 方に がて あばれた ので ある。 
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がしを 巧た 至つ てが 勢み 楚 化が 現れた c 日本は 今や 滿洲蔚 工業の な 速なる おおシ 
ホめ つ、 あるた めじ、 巧 乙熏エ 集に とつて 新しい 巧 巧が 巧れ、 诏こ巧 工業が 滿洲闽 
化餘 入され る 巧に なつた。 

尤も これな 前に も、 獨こ東 工業は ある 巧 度 滿洲闕 の 註义を 巧け とつた。 昭和 製销 
巧は、 獨こ 人の 技 帥の モ 化ょ 6、 可成 6 多 巧の 巧 こ 機械を 用. ひて 速 試された。 巧の 
後 更に 追加 註文 か 巧 こじが 甘ら れ た。  ‘ 

がしを も 軍 要な おおは】 化 S と 年、 支那 巧 沒な後 じ 巧れ た。 一九 S とが 十一 巧、 
巧 乙な 巧は 滿洲 巧と なをを 締結し、 これ じょつ て、 オット I ヴォ八 フ财网 は 滿州闻 
じ對 し、 まとして 巧 こ 巧が の騰 入に あてる ため、 五み 五帖の 利率で、 六ケ 年間 二百 
巧 ポンドの 借款を 巧へ た。 

をの 後 また 昭巧巧 巧 巧は、 ちの 巧 お 計を じ 用 ひる か 巧の Ill 分の 一一は 巧 乙よ 6 惊入 
すべさ 巧 资 ぶした。 


一一  19. ゎ I。 キック 巧ブ クル ヴプの 代を おは、 化を じがけ る 日 末な な 


一九 I 二八が 一二 巧’々—" 斗ゥク 巧び ク レ， ヴプ のけを おは、 化 巧 じ 於け る 日 木な な 

化 おし、 おこがが を 化 支 じ 入れ、 もの 支拂は 日本の 支 お 下 じある お 時な 巧の 銀行を 
■ 

たる 蹄 銀が で 巧 取る と 云 ふ パ— 夕— 協を の 巧 案を 巧つ た。 (口  — レンス •"  I ジン 
ダ— 氏に ょる】 
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ナチ スの 奇襲 戰術  - 

まづ 正を 法  .、  . 

寸チス は 或 ひは 爲大を 化かて まは 闽を じがて、 或； 5 はがの 他の な閒 のが 上 じ 於て 
しきら. じが 巧 地 巧 あの. 樵 利と 必要と を 巧 巧 じを がし 化 巧化絕 叫し. ホ a はお か化臣 
をして 植民地 領巧闽 のこの 閒 趙じ關 する. 見が をが 診せ し 化るな ど、 化 ゆる おを をと 
ら へて 植民地 瓶 有の 要求を 化界列 巧の 前に 叩 さつけ るので ある。 

だが がし、 これは 巧の 口で あ 6、 正 巧な だ。- 

この 正 巧 法 じょ 6 正面から を々 と 攻めを せる】 方、 お 手から、 おお 受地乃 ま 其の 
他の 失地 化 奮す る 巧 こ 人を 妍 つて、 これら 《が 芙內 がんら 揭 こへ 《沒歸 の お 運 


を赖 空し 《をの 冀者化 手を やかせが とずる 一 稱の裹 & •か ぁる。 

奇 梨戰祐 の巧采 

巧 こ阅外 K 住む おこ 人 b 揭乙蠢 を 装す るた 《じは、 巧 K 1 八 八 0 年 かの 初め 
ちから 幾多の 闽隨 が化樹 されで 霉の 活動を 展開した が •大戰 化 殊に 失地 回な、 が 
が 地靈を ナチ ス嚴の 曼督の 一として から、 この 活動は 頓じ巧 刻 化を 加へ で 

巧た か  、  . 

ナチ スは旣 にな 前から が 巧され て ミな 外商 こ 人協會 其の 化 《關 化諸闻 描を が一 
して 巧の 巧 巧の 一部 化提 入し、 をに】 化 S と 年 一月には 外務ち 內 にお 外 巧 こ 人 問 越 

を攀る 長 {Jn を 置 SV.、 な 外钢こ 会ナ を 美擊隻 化の § への 器 運動を 

化爲 化する じ 巧 力した。 

が密闻 案を 挺の み 地に 仲び る 毛 おを もまた この 運勒 じ巧耍 なな-割を おじで わる ど 


巧 へられて むる c かくて 今や あ 貝 化ょ つて 組 減され る 一 0 九との な 外 巧 こ人グ 作— 
プ のか、 み 閔化定 化する 獨こ 人の 間 化 も 五 四 八の グ プが おぶされ、 巧 こ 本闽の 
ほ 開す る 失地 お 民 地 回 巧 運動と 巧巧艘 して、 陰 じ 陽 じ、 巧 巧なる 活動を 展開して む 
る。 

一九 一二 一年 化 ナチ スの規 ぶし々 お 外 巧 乙 人® 化對 する 十 誠の 中 化は、 

『諸 巧 等は、 諸 若 等の お® する 巧の 法が じ お ふべ し J 

r な® 闽 のな をは 在留 闻巧 じを 甘 …… これ じか 入す る 勿れ』 等々 と 述べて 居る が、 
これらの 誠斯 は、 歐州 じがけ る 失地 や 巧 巧 こがち 地を どじ 於て は、 巧なる 口頭 辟 じ 
なつて むる ので あると 化る 人 かなる。 

西 巧 アブ リカの ナチ K 


一九二 一 五 年 五月、 巧 ホ デ，— デ 五 化が 冠 式の ため n ン ドンを 訪れた 南阿 聯邦 首な 
へ 瓜ツオ I ブ •か •をのを 化が を 下 じある 巧南ア 7 リカの 巧 巧 こ 化 巧 化を 巧 こじ 进附 


する 用な が あると 巧した と 巧 へられ、 一巧 化み いす 目を 遵 てた。 问首 巧が 何な じ 巧 


へ 方ツオ —ブが •ものを 化が 治下 じある 两 南アフ y 力の 巧 巧 こが 巧 地を 巧 こじな 附 


する 用な が あると 巧した と 巧 へられ、 一巧 かぶ W す 目を 證 てた。 问首巧 •か 何故 じ 巧 
かとして か、 るな がを 洩らした のか、 をの 巧 巧は 詳か でない が、 一部では 巧 她に於 
ける ナチ ス巧巧 こ 人の 策動が 如 おで、 をの 統治の 任じ ある お 阿 断 邦 •かを にがおを 催 
したので あらぅ とみて むた。、 

两南ア フブタ じ 於け る ナナスの 活動は 巧 化 一九二 九 年の 頃から 始 つて. わた •か、 こ 
の 活動は ナチ スの政 稚掌提 と共に 俄に 活摄 じな つた。 かくて 一九 S 四 年と 月 化は 同 J, 
領內 じがけ る ナナス 本部 及ぴヒ ブト ラ I 靑年 四に 對 する 檢索 •か 行 はれて 多 おの 文當  I 
が巧收 され、 と ブト ラ— 巧 年 脚は 禁お された。 ナチ ス 運動を の もの も ホ 禁止され た。 

を 時 南阿 聯邦 首 巧の 發 した ステ— トメ ント には 
r 西南 アフブ 々の ナチ ス のが おは、 獨こ 本國の ナナス おの 支部で あら、 もの 支部 長 
は 本 巧な 中央部の 任命す ると ころで ある。 化 等 じと つては、 西南 アフリヵは 巧 こ 
巧の】 片化 ほかなら で、 化つ て 巧 乙の 眼 開す る 自由への 圃 爭は必 がに 西南 アフリ 


々の 巧 乙への 乾 回を 含む もの だ』 と 述べて むる。 

檢事總 長の 暴露 文 

一九 S 五 年 九月、 巧 南 アス^々 の お事热 長は、 同地に がける ナチ スの 活動 狀 態を 
暴-あする 文 蒂を徵 をした。 をの 大部分は、 同地 か ナチ スが貞 と 巧 こ 本閔の ナチ ス指 
巧 部との 問の 化が 义蔡 である。 これ じょる と ナナスのを 巧が がが じ 於け る 策謀の 1 
端が、 かな 6 巧 確 じ 描き 曲され て わる。 

卽 A 獨こ本 巧 側から が、^ ヴ トラ— 巧 統じ對 して 絶 對無條 件の 化 化を 脅 ふべき 梁 
户户ス 運動は 委任 統が 巧に 對 しては お對賠 裕の裡 にを 巧す るべき 聲等 がおかされ 
た。； 0 れ化雖 して 巧 南アフリカの 支部から 巧 乙 本亂の ナナス 指導部 じ苑 てた 專 翰に 
か 

『を 化 じがけ る 巧々 の 目的は、 t ツ トラ— のま 義期 がを 在 件獨こ 人の 問 じを 條做应 
そしれ、 遽 じを 巧な を扭 こじ 巧お廿 しめる 巧 じほ かなら WC このぶ 針 じ お. 松せ •さ 
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『を 化 じがけ る 巧々 の 目的は、 t ブト ラ— の 主義 おがを お 巧獨こ 人の 間 じを 條做底 

そしめ、 速 じを 地 おを 巧 こじ 巧む 廿し妨 る 巧 じほ かなら WC このみ おじ お 化せ さ 
义 をは 贸 岡な として‘ 义れぶ おがす る Oijp イ だ』  ‘ 

と 述べて ゐ ると 云 ふ。 れ じょつ て 見て ろ、 巧 南アフリカ じあけ る ナチ スの 策動、 
を^ 巧 後 じあつて ホ疋引 Y ナナス お 導 郁の 思惑が 何を 化つ てね るかは 明白で ある。 

これは 巧 粒 巧 地 じがけ る ナチ スの 活動の 一例 じす ざの が、 巧 こ 人の 比 衫的夕 おじ 
盾 化する 卜—コ I、 カメ 作— ン 、タン ダニカ 等 じがて、 これに 類す る 活動 •かないと 
何人が 斷 言し 特 J うかよ 言 ふ。 (朝日け お讀 本が 民 地の 巧み お 一九二 巧) 

か、 る ナチ スの 活動は、 舊巧 こが 巧 地 だけでなく、 歐州 のち 地 じがても 输ん じを 
行され てゐ る。  、 

ナチ ス满お 巧 第一 化は 

『我々 は 民族 自 か^じぶ さ 一 挪の巧 こ 人の 大巧 こへの おおを 要 ホす る』 と 述べ、 巧 
前 大巧 こ主兹 のを 巧を なれ 主張して なる。 义れは 現が の 問題と しては、 大戟 の結裝 
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失つ た 巧 州 化が ける 失地の お 還を 意 巧し、 をみ 計 藍は 崎々 巧 じ 進められて きたん、 

すた 現じ 進行 中で も ある。 

’  •巧 この 他国 內部崩 壌 か 織 

アルバイト •デイ— シスの* の 巧 ひ 

巧 この ア^ー ィト •ディ— ン タトは 日本では 巧に 動勞お 仕と 云つて むる •か、 をの i 
巧 源を たづね ると， もれは 大巧が 太 利の スパイ おじ 對 する 巧 術から 出 ホた もので あ 一 
ると 云 ふ (講お 一二 九 五が】 化 頁 小な 巧 謀 お) な 下 氏の 言 ふ 巧を 街 巧じ紹 かしよう。 

ムプ ソブ— 二が ス r シズ ムの運 巧に 乂クた 時 じ、 ベネチアのを 區をが ムッソ リ| 

-1 はいつ か 天下を 取る 化を ひない と 云 ふので、 をの 切 親と なをを つた。 


ム ヴソリ I  |一 が 天下を とる と 直 じべ H ネ チアが 原 長は バチカンのを 化と して ムブ 
プブ I 二 氏 じ 面な した。 卽ら バチカンの 势 力に ホを じ 巧く 掠が つてむ るので、 巧 こ 


の巧內 でも ベネチア じ おする ものは 巧な じ 巧い* 化を 持つ てむ る C をれ をスパ {約 


ッブ— 二 氏 じ 面を した。 卽 らパナ クンの 勢力に 非 巧 じ おく 據が つてむ るので、 因 こ 

の巧內 でも ベネチァ じ睹 する ものは 巧 常 じ 好い 十-地を 持つ てなる 《 をれ を スパィ 約 
にして、 をのから ファシズムは パ チ ヵンに 封し'*^ 手入れを しないと 云 ふ' 轮約 •か 化 ホ 
た。 

ところが あ 年 化して 巧 乙 化 ナチ スが 接頭して 天下を なつた。 をの 上、 ユダヤ 系の 
巧 斥を して、 をの 金融 並 じを 業の 外に ユダヤ 系の ± 地を 沒收 すると 云 ふ 事を 考 へた。 
ところがを こじ 非常な 時 害が あつた。 もれは バチヵン 系が ユダヤ 系と モを提 つてむ 
た 事 だ。 

この 丈 化 問蹈の 手入れを すると なれば、 お 巧が 太 利、 巧 乙の 街 突を 一舟 激化を 面 
化する ホは なる。 これでは 折角の が 民 地を 還の 問閣 では、 對 英巧戰 上が 太 利と 手を 
巧らなければ ならない のに、 巧 突した のでは 何にも ならぬ。  、 

を こで 考へク い々 のが 例の 勤 巧 奉仕 だ j 卽も 部を を 箱へ て、 もこへ 滿廿歲 になつ 
たならば、 必^i^ずァ |^バィト -ディ-ンス トじ従或しなければならな いと云ふ法を 
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を 巧した。 卽らユ •クャ 系 もバす ヵンぶ も 必ず ふ、 れじ 入らなければ をら をい 典 じした。 

をぅ して ナチ スの 蘇貨 をして 逆に バチヵン のが M じ 入らせる。 こぅ 云 ふなにが 太 利 

<  • 

が 文句を 音へ ない 巧 じした。 

日給は と 十 ぺニヒ でが 巧 約 十五 錢 化で、 獨 乙のを 巧 標準から 云. ふと •日本では 十 
.五錢 から 甘錢 化の 巧が である。 ゴた ± 地の 實 6 は餘ら 良くない A 化を 開 巧して 云々 

•  ♦  •  A  •  . 

と 云 ふなは なく、 要する じが 太 利の 獨こ內 スパィ 網を 內部破 巧す ると 云 ふの が 化 ひ 
である。 ►:一^ぅ云ふぉに化ぉ巧の內部破なの組诚は化巧でぉこ：^ 1 を上キでぁると一:ム 
ふ。 

而し y をを な节 じは 日本語の 化 巧る をが 必ず 一人は むる。 外响 人が 巧っても 巧 乙 
語で やらな くで みい。 


日本人じはぉ四千人ばか-^ス这乂でゐスが、 ^^のリストもぁる。 をぅしてを巧に 
向つ て 巧 じ 多角的な 戰陣を 布 さ、 をれ 化 イデ オ U  VI の 巧 粗が 附隨 してむ る。 對 巧 


論ネ 、巧 巧 萬 ホを々 が* て、 彼等は み 6 が 門の ホ 巧から み 巧 じ 封ず る對 巧を おて る。 


向つ て 巧 じ 多角的な 踩陳を 布 さ、 もれ 化 イデ オ u  VI の 阿 挺が 附隨 してむ る。 對英 


論ネ 、對巧 茜 ホ 等々 がむ て、 化 等は を自 海門の 立場から 备巧じ 封ず る對 巧を おて る。 
だからな 巧自 をの まなは 非を 化が 一 的では あるが 巧の 目の 張ら 方は を 化夕巧 的で あ 
る。  -. 


巧へ ぶ 軍 ホ 道 おの 巧設を みても 分るな 化、 實 化ち 犬な もので、 コンク リ—卜 で 固 
み、 巧 用な 巧 巧が 十專 化がん で ホれ る。； V れ をを 部み 巧 境 化 向けで 宿へ である。 を， 
ぅして 巧の 訓練は 何み 巧で チ* ブ n の 巧 巧まで、 何が 一! の 巧 動を なし 得る かと 云 ふ. 一 
巧な 巧を お 巧す る。  _ 
またもれ を かくさな いでを 巧 獲る ずる。 かくの 如く  •を 巧化對 して 危 巧の なを-が 
化 作る 事 化ょ つて、 或はず して 英巧 等と キ 巧ら をして 行く と 云 ふので ある。 

驚くべき をが の 活用 

巧 この 一 お なみじ やつて なんのは、 大な 省に 直 巧して むる がは 化を U を •をれ か 


ら宜傅 巧 化な 巧して むる 文化 院と 义楚院 、もれら が 巧 格を とつて 植民地 問題を とら 
あげてね る。 

をの 中 じを 人口の 名 巧が 抽 ホて むる。 獨 この 人口は とモ 巧に 一寸 足 6 ない が、 二 
千 阿な 巧 人 巧 おのを が 外 巧 化む るので をのぶ 薄は 九 千餘じ 及んで なる。 をぅ して 化 
界の巧 乙 人 分布 地 岡が あら、 もれは 色分けで 書いて ある。 

をのを 地方の 分布の 綿 あな 地闷が あら、 をれ じ 番號が 打つ て ある。 

例へ ばが 太 利の ア八 プス化 ホは 大棉巧 乙ぶ だが、 もこの 地方の A と 云 ふ 人間を し 
ら ベた ければ、 が 太 利 アグ プスの A の 人名 巧を 出 甘 ば、 をの 中 じ a をを 見巧來 る。 
もれ 化た 爺さんから のを 巧の 戶 巧が ついて ねる。 もして ぶ お 系統、 職業、 ナナ 關係 
のを 按る 巧までを 部 巧て ゐ る。 もれで 例へ ば ブルダ リアの な新閒 をな 收 したいと 云 
ふ 必要が を こる と、 をの 名な をと 6 曲し、 大ほ 文筆業 化携 つてむ る まを みける。 も 
れじ ナチの な：！：； •かか かが 助を 巧へ る。 この や 6 方は 非が じ 功を 葵して 例へ ば、 •ハル 


チゥ ク 、中央 m  I  n ツバ、 パ^ カンの 通侣 網は 大巧 巧 こが ホ 入れを して 了つ てなる。 


一 199 一 


れじ ナチの なけ •か 命 か 巧 助を おへる。 この や 6 方は 非が じ 巧を 葵して 例へ ば、， ハル 

チ， ク 、中 巧ョ 1。， パ、 パ^ カンの 通侣 網は 大照巧 こ •か 手入れを して 了つ てゐ る。 
巧 乙は 大隨 原料を とつて 生 ホ おを 賣 '込り ので ある •か、 をの 商； 5 じ も乂这 んでゐ る。 

ちれ も ホ リストが 曲 巧て むる。 

-  • 

文化 院の 活動 

もれから 大學 等で も 巧 際の 工場と 密 おな 連 格を 持ら、 もれが 化 巧の 巧 店 や 工場と 
なを 張つ てゐ る。 而 して もれら じ 巧 援助 金を 出す。 

ホ テグ も買收 して 皆 巧 こ 人 化 經をさ 甘る。 をの ホテ^が つまら ナチ 蘇 M の 聯が所 
である。 これ 化 も 矢 張ら 援助 金を 出し V ねる。 東アフリカ 、巧 アフリカ 化さへ、 一 
地方には 必ず】 巧 巧 乙 系 ホテ^が ある。 またげを 會 なを 巧收 して 巧く。 ラデォ 、巧 
两 、雜 誌、 をぅ 云 ふ 系統の ものが、 大隨成 巧の おじ 達する と、 もれら か 又 逆に 本闽の 
おを 地を 貝會化 ドン^ がかを をる。 また をれ が實傳 おの 巧 こ 文化 院じを 部 行く。 


文化院と云ふのは巧この文化を闽巧じ新もん>^みせ、 もれをお展さ甘る目的を持ク 
ゴ むる。 従つ y お覚會 場を 全 巧 化 數十も 常設ん て わぶ。 そこへ 獨こ 人の 作 つわもの 
は 何で あらぅ と、^ へばけ V ツ 、映 空、 美術 八连榮 嘴々 何でも お 2^ する。. が 巧 地を 
員 令で おつた ものは を 部 义化院 じ 巧き' •お轉 し y 新聞、- ー ュ—ス 映を、々 V フ雜誌 
化 巧す。  ’ 

►^れ义みる-^巧こ乂は^^7 マ ユァは巧に巧このものだ。 ァフリヵの何處は樹この 
もの だと 云 ふ 巧には から、 且つ お 6 义应 ずる 锭化 なる。 令れ から 文筆に 關 する もの 
、はを 部文藝 おのを 巧を まける。 日本の が 化 ブラ， クリス‘ 卜を 作る のでな く、 おおさ 
サ るた A 化 おる の だ。 巧內の ものは か 論 •植民地を 貝をから もこへ 來 たものは、 を 
'f?? へ ば巧巧ずべ うみの は化すと云ふみをだと。 
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戰 後の 世界 経 巧と 金 饼が巧 

學 

フンク 短が 巧の 雜想 

.  \ 

巧 二次 欧州 大截 おの 化 巧 経 巧は どぅなる か。 これは 何人も 知 6 度い ところで あ’ る 
が、 これに 正しい 解辖を 巧べ る じは、 

一、  英獨 何れが 勝つ か 

二、  揭 こが 勝つ じじても、 巧 後. の 平 巧 巧 巧を 如何す るか 巧び 戰お 因の 戰な じなる 
お巧餘 力の か 何等が はつき らしなければ ならの。 

これらが はつき らしない 巧れ 化、 未だ 戰 後の世 界經巧 じついて 確乎たる 見遂 しを 
みら、 これを 勇 おじを をす るの 勇 お ある 人は々 なかつ たの だが、 昭巧 十五 年 おぉせ 
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五日 獨こ經 巧が フンク 巧は 記 ホ 阿じ對 し、 「巧 'V へき 歐洲 新經が 巧が 化つ いて」 を お、 
巧した。 

をの 內 をを 嬰 約 すれば、 化づ獨 こは 戰 おが 太 利と 全面的 じ 協力し、 欧州 諸 巧 まを 
なつて 一丸と した プ "ック を お化し、 をの 內 部で 自給り 化を 行ツ 、余力を もつ てが 
田を 行 ふ。 

巧 州の 新 經巧歷 制 下 じあつ ては、 金 本 化 制を 巧活サ しめる ことなく、 金を 墓 礎と 
しるい マ^ク、 お 言 すれば 巧 巧の 巧 働と 巧み 化ょ つても の價 俯を 支持され た •マ 火ク 
が 巧が 巧插制 下の 巧 巧になる、 と 云 ふじ ある。 

■踩 後の 通商 戰 

ブンク 巧の 考へ 方の ごく 大 おは 前記の 通 6 だが、 こ、 化戰 おの 經 巧を 考 へる 化特 
に必 裳な 义句 (フンク 巧の) を 引 川して をへ を 進めょぅ。 

フンク 巧は 言 ふ —— なお 削は 自給 6 化 お 巧 かを は輸扣 かと 云 ふ ホい 夕 " —ダンを 
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引 川し でを へを 進めよう- 


フンク 巧は 言 ふ —— な歐洲 はもが 6 おお 巧 かを は 輸出 かとち ふ ホい 夕 U  —ダンを 
冷て、 自給自足 經 巧、 同時 じ 輸出の 新ス n  I ダンの 下 じ 逆 進し をければ を ものと。 
而 してを の 通商の 巧手は 中 南 ホと 日本を 盟主と する 柬亞ブ "ック である。 

ブロ ブクお 巧を 確立して 自給自足 お 禅を 巧へ ば 輸出の 必要は あるまい。 ヒット ラ 
I が 「輸出 かがら ずん ば 巧！」 と 叫んだ のは、 巧 乙が 物資を 餘入 しょうと ずれば 惊山 

- これ も 獨こ巧 巧が を ふ 物 もを はず •かむ 物 も おなず 义宇通 6 飢 おにたへ をんで 

の 輸出 - を 巧は ねばならな かつた からで 大 歐拥ブ "ブク が 完をじ 出 ホれば をの 必 

巧は あるまい と 一應考 へうる •かな か'-^ をう でない。 如何なる ブ "ヴタ —— 日本を 
中、 むとした 柬亞プ U プク、 ソがプ "ブク 、化 米を 中必 とした アメ ブカブ" ブク 、巧 
伊を 中 ふとす る歐が ブロ ブク等 —— と雖も 完圣じ 自給自足の 巧來る ものは 一つ もな 
い。 たブ U ブク おがの 目 おかおが おがで もを く 化 ホ 巧が でもない。 

-ホ阐 のが 為ぶ リップマンが 『がな じ 人々 か 自給自足を 结 いに 至つ たかに 酷す る 化 


ゆろ 巧 由のぅ ちで、 をも簡 巧な 理由は、 陸上 巧び な 上の 巧 力 お銷を あれる か；^ であ 
る』 と 巧 破して なる •か 確に 當ク てなる。 

プロ ブク経 巧の 目 毎は 田 民を 活の 必需品 及 ぴ巧編 おの 巧 か 化を を脫 却ず^ 化 わ 
を。 プ "ヴク 巧 巧で 一應の 6 が 自足が 巧來 たからと てを 也し で おんで ねる 巧には 行 
かの。 巧樓 的に 化の ブ a グクと 逆 おし、 巧には まもし なければ なら wo. 

第二 乂陕 洲大戟 であれ だけの な 華な 大巧 卧汾 をを 巧 開し てれる 獨 こが、 な •ほ 平 巧 
がの 巧 造に も大な であると 云 ふことは、 巧 この 生を 力が か 化化胚 盛で わる かど 物語 
る もので、 巧亞プ "ブク の 盟主た る 日本は 一巧と 生を 力機充 にお ホを かけ、 お亞プ 
ロブ クお內 の 人 ♦の耍 あする 巧を 巧な 巧 巧に 供がず る だけの 进 悟と 經 巧的餘 力を 持 
たねば なら た。 美田 化进 巧の 化 巧 お 巧 巧 じがて 日本の が 敌キは 何と 云っても 巧 こで 
か 在から ぃ 

ヴェル サィ ユ條 的のを 訓 
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ヴ H ル サィ ユ條 おのを 訓 

筑 一み 欧洲 大戰 じがけ る載脫 巧英佛 が、 第二次 歐 if 大戰 では 何故 化れ たか。 去れ 
にはを くの 原因が あるで あらぅ が、 をのを 大の 原因は ヴ-火 サィ ユ化 約に あつた。 

巧 こは 天文 學的賠 な 金を が 課され、 お 巧は 一巧 もな く、' 陸軍は 倦 じ十谋 しかもつ . 
でと を 許されな かつた。 杂佛 はこれ で 巧 こは 經巧 的に 參 ると 考 へ々。 だが 脂が 金は i 
一向に 支拂 はない。 第一 次 欧洲 大戟の 儀墟の 中^ 巧 乙は 巧た をる 淹 業が 構を 再なん f 
た。 陸海 軍 及びを の 軍備は をが 上なくても、 をのを 業 及びを 樂戦 ± は 直 じ 軍備な び 
ぶ 人に 變 6 巧た。 ホ淸 がが 趙の上 じ 法 あを をた ょぅじ、 巧 こでは お備の 上に 淹 業と 
云 ふ 法ぶ をき 甘た。 

この 產業 4^ が 物を 云つ で、 よ 十 トンの タンク も 更に 一一 一十 トンの タンクを つむ 大が 
行 巧 も、 づた 時速と 巧 五十 五 キロの ーヴサ -:シ ュ 、；、 ブトと 云 ふ 飛行が 等々 新 巧 器が 


stti れ 、これらの ま 器を が 横 無 盡じ使 a こなす 巧が なる ナチ スの 軍人が ホれ たの だ。 _ 
この ことを 考 へれば、 第二み 歐 洲大戰 おの 平 巧を 證じ 隙して は、 敗戰國 のが 濟力 
特化 產業 力を 完 をに 勤 巧して しまは をければ 數 年を 出で ずして、 復錢戰 が 巧 はれる 
であらぅ。 

若し 經巧 力を 完 をに お馈 出がなければ、 英佛 のな 與經濟 力に 化けぬ だけの 巧烈な 
巧 巧が を 巧 こは、 常に 持 おしなければ なら W。 もの 龙大 をる 經巧 力は 欧洲 ブロ ヴク 
巧 だけでは 巧 巧し 切れまい。 

金は 無用の長物？ 


ンンク お 巧 巧が、 r 金に 基礎を 置かの マ^クが 歐 洲の颗 褚を擔 るべ し』 と斷 じて か 
ら 、俄が 金 無用 論が 巧 お 討され 始めた。 

巧 このが 巧ク •巧 おのな がの だた 巧な は" ン ドン ジベ ル リン じ 移 6 ポンド か マ作ク 


じ もの 王 巧を ゆづるで をら ぅことは 巧 白 だ。 もの 巧な •ペ^リン でよ" ン ドン こ ク 


巧 このが 利 ご 巧を のな が 阿 だた 巧な は" ン ドン ジベ ル リンに 移 6 ポンド •か マルク 

じ もの 王 巧を ゆづるで るら ぅことは 巧 白 だ。 もの 巧な •ベ^リン でよ" ン ドン こか’ 
ける 转 '金の 巧 化を 巧く 託 巧し まい 

今後の 通 巧の 基巧觀 をは 『を じょつ て V •はなく  •巧 倒 力と 化が •じょつ. て 巧 化を 义 
持され た』 ものであると 云 ふの が フンク 巧の 考へ であ 6 •これは ナチ スの 天下 じな 
つてな ホ 巧 この 採用して ホた 巧带 •説を 巧確强 した もの じ 外なら ない。  - 
金 を 巧 巧で 円 由に 巧迪 させ、 また 由 じを 巧を 斤 ふ 金 本 化 制度は 十 年 もが じを 
のをを がし， なは 語 6 草 じな つて ゐるじ 巧ぎ ない、 今や 金は 僅に 闽際收 支の な 巧の 
活巧 用具と なつて ゐるじ 過ぎない。 フンク 巧 もこの 巧を 該 めて ゐ るので あるが、 闷 
巧收 支の 淸 算用み としてなら、 金が み闻じ 適を じ 分を して ゐる ことが 必要 だが、 化 
ホの 金ろ 一一み の 二は アメリヵ にお 中して しまつて ゐ るみ 游 。「一 想を はどぅな るの 
か」 これ •は アメリヵの 頭な の 巧 だ。 こんな ふ おは 巧 澤な話 だが、 所謂 「持てる 巧の 
惟み」 と 云 ふれが。  、 


たの 良'':::，， ミ—:-- - , — こータミ 
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ホ 罔への 金染中 

ホ 固は ケン タブ キ— 州の フオ 1、^  .ノブ クス 化 一一な 億 ド 瓜のを を 巧が してむ る。 
これを 如何 化處 分す るかは 第二み 大 戰が發 前からの がみで あつたが、 歐 洲大戰 
巧を なは を ♦痛切な 問趙 となつ た。 何と なれば、 金は アメリカへ お 中す る】 方 だか 
ら 。こ、 で 金の アメリカへ 典 中 •する お あを がみょぅ。  い 

i 

金 保が 巧の 巧 大したのは 一九 S 二 年 九月に 英 巧が 金 本 化 制 皮を 停止し、 ポンド 巧 一 
のが 巧を 行つ た 時に 始まる。 ポンドの 巧 巧は ポンド 巧じ對 する 金 傾がの 引上げを 通 
じて 行 はれた もので、 もれは ポンド 化 用 巧の 金 牛； 巧を じちが の 補助金を 與へ ると 村 
一の なおを 生じ、 金 巧を じ 大きな 剌激 となつ た。】 九 S 四 年には 乂闽も ド^ 巧の 減 
巧を 斤 ひ、 かくして 今日 化 巧の 金 ホ 曲な はお 年 平均 四千 巧 オンス 十四 借 ド^で、 一 


^^ーニ〇年じ 比ぉするとをのを出かじ於て二巧、 巧が愤伉の上じめて岂巧の巧加を巧 


たして むる。 


化 一二 o 年に 比較 するとを の齋 化か： じ 於て 二 巧、 巧が が 伉の 上 じがて s 巧の 巧 加を 巧 
たして なる。 

ホ じ 日本、 獨 こ、 が 太 利、 印度 等で 退. 旗 金の 囘收 及び 金の 使用 制限を 行； y 金の 
巧を を圆 るな ど、 懸かの 努力を して ゐ るので、 これら 諸閔 からの 金 旅 曲 巧も激 巧し 
てなる。 かくして 今 cp 世界中の 中央 銀 巧と 閔 巧の 金が 巧离 をな 計す ると、 時價 二な 
六十 億 ドルに 達し、 一九 1110 年の 二倍 お、 一九 一四 年 じ 比すれば 六 巧の お 加 化當る •. 

かくの 如く 巧 大した 金が 何な、 乂國 のみ じ 流入し わかと 云へ ば 欧洲から のを 本进 
璧 四十 俊 ド こと ホ 闽の斯 巧な び 巧 巧に 對 する 夕额の 支 拂期巧 (一九 一 こ 四 年から】 

九 S 九 年までの 間 じ 米国は 廿二億 ド^の 受取 おお 勘を) 化な つてむ る。 

.一九 S 四 年の 米 巧の 金 巧な 高は 巧 十億 r 火、 世界の 金 保 巧 烏の 肿 六％ であつ たが 
今日では な 九十 借 ド 八を 超ぇ、 世 巧 金 巧 有な のと 〇% を 占めて ゐ る。 過去 六 年 半の 
中 じ、 乂國の 金 巧な 商は 百 五十 億 ド^も 巧 加した。 この 增 加の 內 をを みがす ると、 
サ八值 ド^は、. ド 火 貨の切 下げ じょる 金の 許 巧 巧への お果 生じた もので あら、 卜苗 
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K 术は固 巧の 蕉巧金 及び 巧 金の 回收 、巧 6 のな 十な ド 八は 外 巧から 流入し 九 もので 
ゎる。 

然し 百 十億 ド 八の 金の 化 入は 前記の かく か 巧の 巧 本 逃避な び 乂闊の 商品 輸 山'^ の 
化から 巧ら される もの だとの モ— ゲン ソ— 大藏 おを や 聯邦 举備 局の ゴ I ^ デン フィ 
ザ— が i の說明 だけでは 妍 得出來 ない。 ホ 闽の金 巧乂巧 撰の 引上げが 火き な 原因 •で 
あると みを ければ なる 迂 い。  ’ 

一  金不 をを どぅして 解 巧させる か  • 

かう した 莫大を をを 巧 あして &る ことは、 第一に 米 闻の侣 用を 膨股 させ インフレ 
-ン* ン •かおる おを が 巧 底で あつた。 ホ 化 ♦は 今日の 米闻 はお 耍 おな 上の 金を 巧 有し 

な ドら、 今後 も寫 V 化が として 集 《金を S つ'、 ると •やがて 金 蜜 詔れ 

はしまい かとり、 む 氏が わる。 こ A むん お'^. わつ たと ころへ、 フンク 氏のを 巧 力 あつ 


たの だから、 ホ 巧の 神 措は いや •か 上 じ もた かぶら ざるを おない C 


へ、 フンク 氏のを 明か あつ 


たの だから •ホ 巧の が援 はい やが 上 じ もた かぶら ざるを 巧ない C 
では この 金不 巧を どぅしてが 巧させる かと 云 ふじみの 方法が ある。 

_ 、金 貝 入を 巧の 中止 

このを 巧を 採用 すれば み 凶から 米 巧の 檢 化じ對 ずる 支が 手段を なくして しま ふ。 
これで 一を 凹る のは ァメブ 々のぞ 需品を 巧つ てなる 英聞 である。 まわ このな 巧を な 
巧 すれば 金の 巧が 的 巧 能は 獲って しま  >  卢。 

二 •金な 入 巧 おの 引下げ  ‘ 

巧し 乂閔が 金 巧 乂巧 場を 引下げれば 金 恐慌と な； 〇、 化 巧の 金 巧 巧者は ホ闽じ 金を 
グン ピン グ してむ る。 また おし 金の 巧が を】 ド^ 引下げれば おに 五 千 巧 ドルの 巧 失 
とな 6、 乂 巧の 閔庵じ 非常な 巧 失と •なる。 巧 じがを のじみ ると 金 巧あク 引下げ 化は 
講會の 協窠を 必要と する が、 をが 選出の 讚 具 等は、 ド^ 巧の 巧 値を 引て げた こと •か 
巧 な 便 化を {かを させた な 因で あると 信じて むる ので あるから、 を 巧が の 引下げ じょ 


るド片 貨の規 巧に 教 して 反 封す るで わらぅ。 

111、 金 質 乂巧瑞 は沒更 しないで 巧 入金に 課 巧す る。 

-ホ卽 から 0 な 入金 K 封し s 稅 すると 云 ふことは 露 上含價 格を 引下げる と 同 
.一の 結果 じなる。 

四、 图際 化を 化ょ 6 金の 生を を 制限す る。 

こ r ■ぶ 平 的な が 代で も 中々 巧 巧 山 ホない ことで あら、 まして 今日の 戰围が 化には 

ク 

.到底 言 ふべ くして 巧 はれ 難い もの だ。 

な 上の 四 ま いづれ も 巧 じ 短し 巧 化 おしと ち ふが みが ある。 


'ホ 凰は. 何を やる か 

では乂一巧はぉをくは へ てだまっ て見て ゐるかと云ふじ、 モ I ゲ ン ソ I は昔ふ。 

『を 不 をに 對す るた •、一つの 蚀 をな ホ 法は、 乂 巧への を 流入を 滅少 甘し 化る とかじ 


ホ 巧に 流入した 金た が せしめ、 これを 金 流 川闊じ 於て が じ 化 川せ しれる ことで 


『金す. おじ 對 する ただ 一つの 健を な ホ 法は、 乂 巧への を 流入を が少サ しれる とおに 


ホ 巧 じ 流入した をを なおせし め、 これを な 流出 阀じ 於て が じ 化 川せ しめる ことで 

わる。  ， 


かくの かき 方 注は、 ホ 巧が を 力を つくして、 化み を 平 巧な 狀 態に 巧す と M 巧 化、 
貿易を 通常の 巧 態 じな 歸甘 しめる じほ かならない』 と。 

だが ホ 因の 期待す るが かき 化 巧 平 巧は 前を 道 遠 だ。 をの 間 じ 金の 流入は 巧 加の な 
巧を 辿ら、 あ 常な 信用 膨 眼と ィンフレ I シ 3 ンの危 除は 刻々 と 迫 6 つ、 ある 譯 だ。 

ユュ 1' ヨ— クナシ ヨナ シティ 銀行 月報は を 封 巧と して 次の 如く 巧げ てむ る。 卽 
ち 

世界の 商品 巧が を 一肢じ 引上げる こと 化ょ つてを の 採掘 巧を たかめ、 をの ホを を 
お 限す ると 同時に、 ー ホな 用 及び 逆貨 のが 通を 巧大 をはから •信用の 茲礎 たるべき 
金化對 ずる 需要を 巧大さ 甘る。  - 

これは ィン フ .レ— シ 3 ンの不 巧を お 巧す るの みで、 少しも 巧 態を が 次し 得る もの 


ではを い。 

かくして ホ 巧の 金 巧 擅は 化が として 未が 巧の ま、 であるが 、米 閔は自 々の 政治 經 
巧 巧 巧 力 瞬た る 中南米 サーヶ 国は か 論 遠く 萊が じまでを じょる 巧資の 手を おべ てく 
るで あらぅ。 

東から 米 因の 金、 西から 巧 乙の 巧、 この 巧 おじ あつて 日本は 何 おじ 行く か。 R 本 
はお 乎た るを 治 お » の 新 e がを 一日 も 速 じ 巧 立し、 巧 後の お 商投巧 巧じ備 へねば な 
ら の。 
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ヒブ トラ I 總統 

小役人の 子 

ち 巧 巧 巧 巧に ブラウナウと 云 ふ 小さを 巧關 町が ある。 ヒット ラ— はこの 町の 小 役 
人の子と して 生れた。 時 正に 一八 八 九 年 四月 二十 H。 

彼の 父は 彼を 官 まじし ょぅとした •か、 化は 父のを ち ホ 巧を みて ぬるので 、{目を ホ 
活 をが ひ、 子供、 むじ 化 ホーの 藍 家に ならぅ と 志した。 父の 巧 後 美術 學 校に 二 年間 姐 
つた。 この 時代が】 番 幸福な 時代で あつたと 彼は 云っ V： むる。 

十六 歲の時 巧を 失 ひ、 天 巧 化 巧な 少年 じッ トラ I は 人生 流浪の 旅へ と 立った。 巧 
先は け： ウィ— ン へ：：： 化は 美 巧 家た らんと して 美術 學 巧の 入を 試頌を 巧け たが 失 
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化し、 碁 築 巧の 見習 H とを 6、 ドン おを 活の中 じあつ て勉强 した。 これが 化の 一生 
をか定 する 亲大 をが 族と タクた。 . 

彼を 偉大に した もの 

おの 家は 巧を とは 云 ひ 乍ら 判 巧 皆 上りの 父を 持つ いは ば 中を 階級の 下 巧に 腐して 
ねた。 だんら 化には 巧 倒 ホの ム理狀 態と 云 ふ ものが みからない。 がる じ ゥィ—' ンの i 
巧 化を の 中 じがび 込んで みて、 かれて、 彼等の 氣持 がを 得が ホた。 化に 大ホ 裔識を  - 
うえつけ たのは 此の 時が の政大 の收樓 である。 今日 ヒット ラ— のお說 が、 巧 こ 巧 民 
を あのが 化 おかす のは この 大 ホの、 むの 琴 探 じふれ るから だ。 


この お 穫の外 じ、 ウイ— ンの 町での 收穫 はちに ニク あつた。 ウイ— ンの 町は な 前 
から ユダヤ人が 夕く 化んで 巧ら、 をのを 力 も 强んつ わから 巧 脚 •劇墙 、文學 、學閒 
嘗 おんど ユダヤ人の 支賠下 にもつた。 


ご . t 广 r 」 ） 弓 良. ごを ル义一 t  ; レ- 5  ツ r ィ ホ-ー スト 〇 巧な も 行よ けて 〇 


算 おんど ユダヤ人の 支 お 下 じあつ た。 

もして ユダヤ人の 巧みを 连設 しょぅと 云ふッ アィ オニス トの述 おも 行 はれて わ 
を。 をれ らじ對 して t ッ トラ-- は ホ 巧 じ 反な を 威 じつ、 あつた 所 •資 笑が をを 業と 
して 利を 巧 6 所謂 白人む 隸货 巧を 巧つ て わるの も ユダヤ人で あつた。 

これを かつ. た t ブト ラ— は、 ユダヤ人 化對 して 火の 樣 なな 惡を 持つ が じな つた。 
同時に 化の 目 じ 映 じたのは、 巧 倒 運動の 指な お ジタく ユダヤ 人で、 マ^クス 主義 
をで ある 事だつた。 

をして 化 等が 生活の 不安 じ 巧く お 巧な 巧 か ホ化對 して、 朵力 的な 巧 制を 巧つ てね 

る 事を をた 事だつた。 彼は マ  >  クス 主義に おして 烈しい せおを 威ず ると おじ、 巧な 

巧 巧 じがけ るを 力の 巧 値を これ じょつ て かつた。 この 一二つ の 巧を が 彼の 今日を 築く 

のじ 巧つ y 力 あつた。..  - 
■ 

世界 大巧に 參加 
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一九二 一年のを t ゥ •トラ— は ゥィ— ンの 生活を 淸算 しての この ミュンヘン じ塞內 
巧 飾の 盈 描きの ホ活を 見付けて 巧く 導 じを つた。  一 

ミュンヘン 化 巧て 一 一年 目の 一九 一四 年に 化 界大戳 が勃發 した。 時に 彼は 二十 六を 
であつ た。 化は 直にぶ 巧し、 パィ H 作ン 軍に 編入され た。 一九 一六 年 十月と 日 化は 
ッンム 《を 戦で 巧つ き 巧 方 じを られ た。 をの 時 彼の 見た ものは、 巧 この 巧 年が 戰な 
で 致つ てなる 時、 ュ少ャ 人は が 行の お 巧^ 蔭 化か くれて 巧 こを 支 おして ゐ ると 云 ふ  f 
ま. ぜ であつ た。.-.  ^ 

大 戰中英 固は タンクを お 巧した。 この 新み おは 何ん な随 地で も 無 神 おじ 破 巧して 
行つた。 巧 こ軍當 おは ク朱ッ プエ瑞 じ 獨こ式 タンクの 大最 生を を かじた。 がし ュダ 
ャ 人の 資本家は 巧 この 巧 巧ょ 6 自分の なが 勘を の 方に •利口で あつて、 充分 化 タンク ' 
をつ くらる かつた。 

巧は 一九】 と 年 一二 巧 巧び 巧據じ 出て、 ホ おじが つた。 を L て 化 巧 じなる】 ヶ月 巧 
こ英职 のな お斯 じか、 つても .V ‘ 八く た剛 する 所でを つた。 この 化が で 化は 処十 をな 


彼は 一九】 と 年 s 巧 巧び 戰 おじ 巧て、. 巧 おじ 戰 つた。 もして 化戰 じなる ーヶ月 巧 

化英 軍の なお 斯 にか、 つて あ. v.'\  くた 明す る 所で あつた。 この 松が で 化は 城 十を 巧 
を 其つ た。 

がし 祖闽獨 こは ュダャ人の 跳 架 じょつて 化戰 した。 戳 後の 巧 こは 共、 巧闽 となら、 
かを 主義が 巧が 世の がを： 躬 がして むた。 

『何故 獨 こは 敗れた のか U  巧 こは どうなる の だ：：：』 こう 考へ ると ジヴト して ねら 
れ なかつ た。 

『をう だ 巧 こを かふを は 巧 乙 人 あるの みだ M 一』 と 彼は みなした。 巧から ミュンヘン 
、巧 二 聯隊の 巧 民 誰 座が 開催され てゐ たので、 をの 叛講 生と なゥ 、熱 ふじ 顿强 した。 
やがて 彼は をの 才能を 認められて、 をのな なじな つて お馈じ 立つ た。 もこで 彼は 初 
め で 自己の 雄 辯を あ 妊した の だ。 

‘  •巧 こ 巧 働を 黨へ入 黛 
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間もなく 化は 巧 貝な か 六 名の 「巧 こ 巧 倒を 巧」 へ 第と を 目の 蘇 身と して 入な した 0 
一九 一九 年のを だった。 

彼の 雄 辯は 忽 もじして 彼を 巧の 巧 カホたら しめ、 數 ヶ月 おじは、 早く もな 首に 巧 
6 上げられた。 . 

こ、 化が て 化は マ^クス 主義と ユダャ 主を を 撲滅し、 巧 乙 民族の お界的 優越を か 
ち 得ょぅと み、 むした。 をぅ して 新 化 『巧ち 化を 主義 巧 こがが を 巧』 を 創立し、 二十 
一年には をのな •ザに なった。 

珥在 ナナスの 巧が である ホ 地 じ 白い 圆を 染め 巧し、 をの 中 じ 黑の约 十字を 入れた 
のは、 このな 時 t ブト. ラ I の 考案した もの だ。 この 巧の な 味は、 赤は 無產大 ホを な 
巧し、 白は 7 ランス ザみ 化 反 おして ブ严 •ホン 王朝の 反動を 治を な活 した 時の 色 •な 
十字は 反 ユダャ ま 寒を 象を する 純粹ァ リァン 民族のを 現で ある。 


なに 巧く 

この頃の 彼の 運動 方 かは、 合を 的な やら 方では な 貞が推 得 出 巧ない と 云 ふので、 

突 おがと 云 ふ 巧裝阐 巧を つくら、 巧官や ホを な 貫と 正面から 街 突す る 巧を おへて お 
さなかつ た。 

.同時に t ブト ラ— の 巧 辯は、 巧 ホの ふを ホ 第じ提 6、 一九二 一二 年には ニー 巧 人呵煤 
貝を が 得した。 

一九 一二 一一 年 十一月 廿八 日、 缺洲大 載の 巧將 デン ド^フ お 軍と ホ 謀して、 ，、ュ 
ン ヘン ー巧を 卷 里し、 ヒヴ トラ— と 作— デン ド少フ 元帥が、 ミュンヘンの 巧を 行進 
して 伯林へ 乘 6 込まぅ と 計ました が、 當 局の 巧麽じ あつて ヒット ラ— は 捕 へられて 
^ が 五ヶ 年間の 禁網 じされた。 この 巧 中生 巧 中 八 ヶ月 か、 つて 香いた のが、 巧么な 
『我が 間を J である" 


— 凶— 


遂に. 中-腺の 鹿を がと める 

出な 後の ヒブ トラ— は、 暴力の 無益で ある 事を かって、 合法的 じ 遇を 化ょ ってな 
巧を 巧提 しょぅと かふした。 

かくて 一九二 八 年 五ぶ の 祕逃舉 化は、 十二の^ 席を 得 •みいで 一九 一二 0 年 九月の 
巧遇擧 じは、 一蹈六 •百 五十 巧熏を お得、 講ぉ 数は なと ぶじ 上 6、 化を 民主 媒じホ r 
巧 この 巧 二な 化 躍進した。 

もれから 一一 年後の 巧 S 代 大統領 遇舉 じは 巧乙闊 巧の 偶像であった ヒン デンプ ルグ 
元帥を 向 ふじ 廻し で戟 ひ、 千 一二な と 十 萬 粟と 云 ふ 夕歡を 占れ てな 二 化を 占れ、 ホの 
大統領は ヒブ トラ— だと 云 ふずを 闽 巧の 腦摧化 しみこま 甘た。 

もの 年のと 巧册】 日の 热選擧 じは、 ぷじ 二す 册の謠 席を しめて、 第一 おとなつ た。 
をの 翌年の】 月 S 十日、 卽ら 一九 一ー ニニ 年 化 叫 十 g： 巧の け、 宰 巧と なろ、 も れんら の 


彼は 無人の 巧を 化く 如く 描 こを 界ゎ澗 ホした。 
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をの 翌 ザの I リ s 十日、 卽 も】 化 一二 己年 化 2! 十 g； なのけ、 宰巧 とな 6、 も れんら の 


彼は 無人の 巧を 化く 如く 巧 こを 巧を 澗 ホした。 

一九 一二 一二 年 五月 十日 じは、 巧 乙 一二 十の 大學 がで 反獨こ 的を 專化 巧專の 刑を 新 巧し 
て、 巧 こ 文化の 純化を 岡 6、 また 巧 乙を を ふ ユダャ人を 巧 かじ 化を し V* 巧 こを して 
巧乙閔 民の 巧 こたら しれた。  _ 

巧內 問題の 解か、 また 對 外的には 巧 傑 的には、 阐隣 聯盟を 股 退し、 ヴュ^ サィ ユ 
が 約の 破棄 等々、 ホ ♦化 巧 この 鐵 がを 巧って 巧 った。 一九 S 々年 十一. 月 甘 五日には、 
日 巧 防 典 協を を 締結した。 

彼の お 生活 

彼のを 活 はなじ 衙素 である。 『巧が 固 争 J からの 巧稅收 入が あるので、 巧 給 も お 巧 
して & ると 云 ふま だ。 

致を の大 化が じは 見事 お 利を 得た が、 おな としでの 朦負 巧は 一切 やらない。 菜を 
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ま義 であら，， 巧 も 煙草 もたし をまない 巧に、. 彼の 健康の 基 か； 5 をい らしい。 

婦人 問趙は 少しもき かの。 大隨巧 裁を がみを 持す るが 瞬で あるのは、 をん なが 問. 
的餘 おがない ので あらう。 彼 も 化 口から をう で、 一巧の ピュ I, リタ ンホ活 だと 云 はれ 
てなる。  、 

紛は 今日で も 化く ホが あるか、 主にな 築を おがと する のは 北口の 夕殘 6 であらう。 _ 
を染ょ パト n ン的ホ 巧 じ をら、 ヮグナ I をを 巧して わる。 本は 藝 術、 音 樂 ものを 巧^ 

1  '  •巡 
集して むる。  _ 

淚の人 

人は 巧の 朋友 じよつ て 知られる と 云 ふが •ヒヴ トラ"： には 朋友と ぶ づけるべき も 
のがわない とジ ，ン •ダ、 ンナ ー は 其の ま 『み 拥の內 幕』 の內化 述べて & る。 

永い 閒化 のむ も 親 L い M 人は、】 九 年 六 W 册日お 刑され わ 突 巧 除參謀 おェ八 


シスト レー ム大 なで あつた。 巧な かも ヒブ トラ— じ 耕しい 人は 親捣プ リュック ナ I 


永い 閒化 のじ も 耕 L い M 人は、 一九！ 二 叫が 六 日 庭 刑され わ 突 巧 除參謀 おェ八 


ンス トレ— ム大 がで あつた。 巧 巧 かも ヒヴ トラ— じ 親しい 人は 親衛 プ リュック ナ！ 
和 おで ある。 また 何等え 巧なくても 愈の ま、 じ 面接 曲 ホる のは、 ブッ ペン ト "ヴプ 
ホ 巧と シャバ ト 化な 巧 問の 二人で ある。 巧 報が 费 ディ— トリ ブヒの 如き-がな 巧 おは 
巧 日 ヒット ラ I じみへ る。 ゲユ リング もゲッ ペ^ス も 巧め 約束を して 巧かなければ 
面會出 巧ない。 

彼は かして 威 巧を 巧發 させない。 がし 堪ぇられなくなる と、 つい 激發 して 旌 化す 
る雖が ある。 けて 同志 ォット I  •シュ トラ ブナ— が おなした 時、- 徹巧絲 を させょぅ 
として 一一 一度ろ なを 下して 泣いた 巧 だ。 

な 下ヒヴ トラ-— をと らまく 人を をみ ょぅ。 


—凶一 


ヒブ トラ ー を繞ろ 人達 

ヒット ラ I の 後を 锻 ぐのは 誰か 

ヒット ラ— の 亡き後 誰か 巧 乙を 迂 もらた て、 ゆく か。 をれ は阅巧 だ。 ヒット ラ— 
及ぴ ナチ ス じょつ てつく 6 あげられた 々日の 巧が ある 巧 こは、 たと へ ヒット ラ— 亡 
，き 後と 雖 も、 かして ナチ ス制硏 が 前の 縣化閔 のぶを 冠 甘ら れた师 化 的な が 態にまで 
逆 お 6 はしない。 - 

一九二 八 年を か 水 おとして、 ナナスの 豁 組織は を 年 飛躍的に 馈 大した。 殊にな が 
をと つてからは、 を闻 民を ナチ ス のが 綻內 じ巧收 甘ん とし、 またし つ、 ある。 卽ち 
ナチ ス 呵 が 練は 巧なる 一な 黨の巧 力で なく、 を 诏こ巧 巧のを 生 巧を、 足の 化满 で、 

J つの 巧 一 おじ 3 とめ あげょぅと 巧 力して むる の •た。 ナナス も 0 ものが、 なが 的な 


f 


ナチ ス りが 減は 巧なる 1 ななの 巧 力で なく、 を 词こ巧 巧のを 化 巧を、 ふの 組减で 

I つの 統一 拉じ まとめ あげょぅと 巧 力して & るの だ。 ナ チタ もの ものが、 轟が 的を 
巧を 案て、、 因 民の 中 じ 解消し つ、 わると も 云 ひ 巧る ので ある。 

ゼ から •今日では t ヴ トラ— をが^ を かす 化 足る 個人的 巧 力 も お 派 もない。 
t ブト ラ-. を 化 ふが 分 仕事を させ、 かつをれ を 化 巧 させ わのは、 ぶじ 獨乙巧 民を 
の もの だ。 粒の 揃つ た 六 千 六 百 巧の 倭秀な 巧こ闽 巧が ヒット ラ I の 巧な じ おる の だ。 

この 巧 後の 力の 動きに ヒブ トラ I の夕を レツ テ 八と しては 6 出して わるの だ。 だ 
から ヒヴ トラ— 亡きな じ、 誰の ぶが レッ テ 八 じ 化 はれょぅ とも、 巧 巧の 巧 力の お 本 
にお 拖 はない。 

では 誰が ヒット ラ— 亡 さおの 紀統 じなる か。 巧が おの •化な じ內 註は つきもの だ。 
この おにつき 大巧 虎雄 氏は 『一時的 化は、 巧の 長を フリック 內 巧を 推して 大势の 巧 
ずるのを 待つ かも かれない。 まひは 諾胺で お 巧 的な おとされるな 肯 代理へ ッスの お 
用を なる かも かれ？！。 ゲ— ブング 對ゲッ ペ^スの 巧力爭 ひじ まる 巧の 歸 結を みて、 


•一巧— 


グ— タングが 持 も 前の 巧を さで、 ド ブ 々ブと 巧 統の符 子 じつく かも かれの。‘ 或 ひは 
3 た 內訂を 巧 r ためじ、 もしくは 內 註に 乘ぜ られて {み 外から 陸巧ブ n ン ベ^グ あた 
•  6 がかつ がれる かも 知れの。 ま 外 また 前 巧 こ 皇太子な ど •か •ダ-- ク ホ— ス として 现 
れ ない とも 巧らない』 と 巧 巧 ある 觀察 をして わる。 ところ か 巧 二 义歐洲 大戦 巧 おな 
前ヒヴ トラ I は 巧が 亡きな は グ—ブ ング 、グ— リング も 亡くなつ たら ヘス じせょ と 
遺言した。  • 

ル •K ルフ ヘス 

グ ド瓜フ ヘス^ 生まれは、 ェデ ブトの アレキサンドリア ボな 巧の 息子で、 十四な 
まではを の 十-地で 巧 てられて むた。 しかん 彼は レブ キ とした アリア 族で ある 讓は 
父が フランク 巧で あら、 巧は ゲン ジ—デ 火に 發 おする スイス 人で あると 云 ふ 事を 化 
の 人 巧が には ことわつ て あると 云、 ク。 


ir もりを. つぐを ホで、 ラィンの ゴ— デスべ V クじ 巡が した。 


の 人 巧 傅には ことわつ て あると 云 ふ。 

化は 父の 商を をつ C ながで、 ラィンの ゴ— デス ペ^グ じ 遊を した。 

間もなく 歐 が 大戰 とな 6、 彼は 志願兵と なつて、 ミュンヘンの 步み 第一 嚇 除に お 
して 出征した。 ヴュ^ ダンの 斥候 載で 巧 巧 をれ ひ、 一時は 職 死と 發を された。 

がし 查 快を 待つ てが 巧學 校に 入ら、 卒業-おは 荒な とを つて 阳部戟 線に 巧 踏、 大戰 
のなら 頃に 少 おじ 任ぜられて ミュンヘンの 親 衞隊の 補が 部 校 じお进 された。 この 部 
巧には ヒヴ トラ I が一 兵卒 として おしてむ たの だ。 

大戦 お 了 後、 ヘス 氏は、 巧び 商人を 志し、 經が 學と歷 おとを 勉强 し、 巧ら ミ ュン 
ヘンに あつた 巧 粹闽随 ツ—レ 社 化 加盟して 赤色な かじ 對 ずる 反載圃 爭じ參 加したら 
してね た。 

をして ホる 晚 、右 冀 巧阐闽 結の ななで、 ヒット ラ— 巧と 顏を なは したの か 機緣と 
なつて 化は 巧 八十 おの 轉 かを 見事 やつての け、 巧 人から ナナス お M じな つた。 
-例9一  九二ご一年のミ ュ ン へ ン ー おでは、 化は本部のビ ャホ1^  .ホ—フブロ ィに 
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ぶ 巧 こて’ 餐官 巧と か會巧 主々 義を とを 向 ふじ 姐して 大亂 固を 巧 じ、 ビ《^ 巧で 頭 
を强 くた、 かれた。 をの 裂傷が、 今日 二錢 鉤巧大 のをと なつ V、 をの おがを 頭上に 
と X めて なる 0 . 

彼の 强 ホは 何と 云 つても、 ヒット ラ— と 極めて 親密な 點 である。 人が の滿 •何人 
の 敵で もを い 彼は、 副热理 として、 同 巧 閒の絳 お 巧と してを も 適 巧者で ある。 

化は® 乙を なの 日本 通で ある。 嘗てな 日 巧 こ 大使館 巧官 として 熱ムな 日本の 巧究 
化 おがした 巧こ烟 指のを 治 地理 學をバ ウス ホ I ファ I 巧 i の 巧手と し で、 化は をの 
を 『太平洋の 地理な 治學 J とい ふ 論文の 巧 巧を 理を したので ある。 

同な 中、 ダブべ グス ちが 巧 化 ホいでの 年少 ホ だ。 
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ヘルマン •ゲ •ー リング 

n にな  <  ポウル .イリ ト 最高な 章 

へ；^ マン. グ I， ングは 一八 九 S 年 一巧 バ イエ 术ン •の ロー ゼン パ イム 化生れ、 父 

はを て 巧が 巧 南 々紀 巧で あつた。 彼は 中央 幼年 學校 卒榮 後一 九 一二 年 步丘ハ 巧 
な 十二 输 巧の 少な じ 任を した。 巧が 乂載勃 おする や两部 じ巧陣 、巧は 勇な じ戰 つた。 
後志 巧して 巧 行 おじ 入 6、. を かは 巧测が 枝で あつたが、 おじ 揀縱術 じ 長 じて 戰 間が 
はとな 6、 直 化 同 巧な びが 軍の 閒じ をの 巧が せる 技術 だ 飯め られ た。 

一九 一 五 年 十一月のを 中 碑で、 彼は フォブ 々1 巧 じ 巧つ て 棘 ひ 帝； おを 巧つ た。 

一 化一 と年五巧じは、 第サとお睽の長じ巧ぜられ、 フラ ンド^^の稱圓じ加は6、 彼 
の おと 白と 化 染めた 飛行が は英 おからは Blade  ami  White と 呼ばれて 恐れられ 
た。 
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而 し英佛 側の 空 巧 巧 力は 巧大 する 一方を の だ。 巧 じ 巧 變戰な •か 誰 ぜられ •贼迷 編 
巧 S が提 成され、 有名な アリ フレット •フォン •リヒト ホ— フュン がを の 長と なつた。 

ブ t トフ ォ—フ * ン が一 化 一八 年 四月 巧 冗す る や、 グ— リンダ 大 がが 編が おとな 6 
化戰じ 至る まで 之を 率 ひ、 一度なら ザ 巧 掠の 巷を 潜つ て來 た。 

今日 化の 胸間 化 巧く ポゥ^ •メ ブトな 商勒 章は この 時の 化の 殊 動を 物語る もの だ。 
認巧お 約の おみ、 巧 巧 おの 解 お 命 かを 淚 と共に 受諾した 化は、 他日 必で强 力な 獨 J, 

巧 

じ 空を をつ くら 上げる 事を 霉 つたと 云 ふ。  _ 
現 おの あるべき 巧 乙 空軍の お 巧 こを、 當 時の 化の 巧趙 のがが 巧 巧され たもの だ。 

一九】 九 年 スュ— デンの ストックホ^ムで 巧 業 飛行 尘 となって ねたが、 を こで 力 
7 ン •パ^ 夫人と おがした。 號巧中 一羽の 巧が プ "ペラ 《 中に 那び入 6、 プ "ペラ 
•はが 巧に 巧け た。 巧し 化は をう じて 綺るお •い リ來 た。 


阻 国を 蛋〇 一を をち 


祖國 改造の 一念 發お 

-  . 

✓ 

大戰後 社を 民 ま 携な府 化 あさたら ず、 祖閔 改造の】 念から 政 巧 化 志した。 をして 
一年から がりむ すつ もらで、 ミュンヘン 大巧 生と なつて、 礎 おと 經濟學 とを 勉强し 
た。-. 

一夜 ナナス おの 演說を じ 顔を 巧した ダ ー リングは 忽も ヒット ラ— の 雄 辯に 魅せら 
れ た。 彼は 忽も ヒット ラ— のが 下に ま 6、 退な 飛行 大 おのが 蒂を 持つ て大 學生ゲ ー 
タングが 入篇 第一の 仕事は、 突骇 がの お 長で あつ 必。 

一九二 一二 年 十一月 九日、 ヒット ラ— は ミュンヘン ー おを おしたお、 大望は 盡 餅に 
綺 して ヒット ラ— は 捕 へられて、 タングべ V クの監 なへ、 ゲ— リングは なが 軍の 巧 I 
關 銃が 巧 じょ 6 贡： 傷を 幻 ひ、 同 巧は 化を 巧 塞じ乘 甘て、 •巧 巧を こぇで チ"— ル じ お 
クた。 虚い肺炎じがみつ、あつた化のまも直じもの巧をあつた。 ホ^^はィンスブ术 


，ク じ巧會 した c この 化 じ も 永く 留る 事が 出 巧ず、 彼等は 巧に ベニス じ 走ら、 口| 
寸じ 逃げた。 n I マの ファッショは 巧 この 巧が ま 義をグ I リングを なく お 謎した。 
乏れ かを 巧 じな つて、 今日 フ ァブ シヨとの 聯 結は 堅く 結ばれて むる。 

バン ダリ I ょら ポ— ランド おじ デン マ— ク へと ゲ— リングと をの 妻は 逃げ 遂じス 
H  I デン じ 至つ々。 一九二と 年特 がかの 思 典 化 巧 A がしの 巧 こへ 歸 るまでの お 年は 
經巧的 巧 迫と 巧を、 をの 巧 巧の おが、 お 年の 問 親 難を 伴 じした 妻の 巧 巧で あつた。 

一九二 八 年闻を 巧な 化當逐 し、 ヒヴ トラ— の 巧 巧： ホと してべ^ リンに を 化する 薄 
化な つた。 

b ツ トラ— 巧の 大立 A となる 

グ— ブング が、 奠じ t ヴ トラ— 振の 大立 物と なる 契 巧は、 ナチ スの 巧： 鎭 グレ ゴア 
シユ トラ ヴサ I の 巧 動を 巧へ てからで ある。 

ンュ トク， ナ— は、 ナナスのを 巧が 域が 長で'  社つ 巧 巧 化を をを ななお 人 巧のを 

昭 であ 6、 中々 大さ なお 力を 持つ てゐ る。 この グレ ゴア •シユ トラ クサ. _ が 政權化 


ンュ トラ， ナ •は、 ナナスのを 巧が 涼が 長で. 甘つ 聞 巧 化を まを な粧 軍人 闽のを 

瞄 であら、 中々 大さも 勢力を 持つ てゐ る。 この グレ ゴア •シュ トラ プサ I がを 滿化 
篤诚 し々 結果、 シュ ラィへ 作が をと おんで § な內閣 をを した。 ものた め •じ ナチ スの 
巧 巧は 二つ じ 分裂して しま ふかと 化 はれた。 このけ ダ— リングは、. 去な 化 迷 ふ 日 か 
を 巧 貝を 化 巧して、 逆 じシュ トラ， サ I 1 破を 孤立せ しれ •をの 勢力を^ 外 化 追 ふ 
とお じ ナナスの な 巧を 救つ たので ある。 

一九 S  一  K 牛 八月 化 日 遇 ばれて 閔を簾 おとなつ た。  、  ’ 
ヒヴ トラ 《 政 樵が 立す る や、 ダ— リン •クは 一蹈プ n イたン 首 かじ 進み、 おを 大臣 
となら、 また あ 手 巧で おがが 巧大 なから 一足 巧に ホみ 大お -iy なら、 ベ^リンの ェ— 
ぺ方卜 街を ゲ— リング 巧 じ改稱 させる 等、 飛ぶ 鳥を ホ 落す 巧 力を 示して ゐ る。 

夫人は ゲ— リングが 巧貪講 長と なる 前年の S 一 一年 じ 化んだ が、 巧の お 巧 乙の 女 化 
エミィ •ゾンネマンと 巧識 り、 S 五 年 四月 じは 盛大な 結婚式を あげた。 

巧 お 彼は 元帥と して、 空軍の 統巧化 巧ず る 一方、 プ "ィセ ン肯 かとして 、第二み 


巧ヶ年 計盡を 施を 樵え として 廣 大な權 力を 提 つてね る。 

.彼 •か 巧 部及ぴ 軍部の 問 じ 持つ 信 祟は をく 不動の ものであるが、 これは 主として、 
彼の 持つ 巧 大な實 行 力の おで ある。 

彼は 倦む 巧な き 固每ム におぇ V ねる。 をのた めじ、 彼の 敵は あくまで 彼を 憎む が 
彼は 直が 徑 行、 巧め て 天 巧 爛漫で、 一殺阁 民の 間 化 ヒット ラ— じみぐ 人 氣を持 0 で 
ミ。 

ヨゼフ •ゲ ツぺ ルス 

—— 巧を 稱 ± の 屑を ——  • 


グブ ペグ ス-は 一八 化と 年 十巧廿 九日、 ライン ランドの々 トリ ブク敎 徒た るウ エタ 
ト ファ— レンの 裳 家に 生れた。 彼が ライン ランド 化 ホれ た 事は、 彼が 巧 巧を として 
巧つ 巧 じ -K きな 關係か ある。 何な なら、 大戰後 俯が は ライン ランドを もがし、 彼の 


を鄉 はものが お 下 じあつ わので あるから •化か 3 づ だ 佛述 動じが 化した のは ザ わ 山 


巧つ 巧 じ -K きな 關倍が ある  <  がな 巧ら ホ 巧 お 巧 巧は ライン ラシ トを A なしが グー 


な鄕 はもの 軍を 下 じあつ わので あるから •彼 かま づな 佛述 動じが 的し わのは ザルり W 
巧る。 


、彼は ポン 、ミュンヘン、^^ ン 、ペグ リブの 大學 で歴 あ、 藝術 あ、 胃 詰を をが な 
した後、ィ ィデ グぺ ^^ク大學で巧學巧±のを化をぅけ、 今日まで十な册の本を出して 
《る。 

一九ニ ニ 年 ミュンヘン 化て ナナスに 乂爲 した。 . 

巧 巧の 氣運 にある ナナス 懲 にあつ て、 をの 巧せ たみな におが 的な 志と 燃ぇる 巧な 
向上、 むが 包まれて むる ので •問 もな く 幹部に なつた。 入な と问 時に 故鄉じ 赴いて 巧 
をを 募つ たが •をの 巧 辯は 夙じヒ ブト ラ— の該 むる 所と をつ た。 

..怖るべき 雄が の 力 

一九二 六 年と ブト ラ I がべ 火 リン じ ナナス 支部を 剑設 すると 同時 じ、 彼は 巧 削が 


『アン グリフ』 を劑刊 し、 四 年の 巧 得な の 筆と 舌と をな て 巧 おした。 化が ミュンヘン 
化み：^ ナチ スの 化が を ペ^プ ンじ窠 さあげ たがは 大きな キ 巧であつた。 

彼は 辯 苦に 長ず るの みならず、 文 掌 もまた 巧みで、 义巧的 お 巧と なを 的 海 巧と を 
巧 化おぴ つける 巧を 知つ てなる。 彼は 實が 家と して アメリヵ 式 方法を 巧 こ 化し、 常 
化 巧ら しいぶ 付を 考案して むる。 

をのが 巧は 巧れ てな お •時 じは 意を じ 巧る 無 遠が 直ク强 •嫂を 態 巧を 示す。 嘗て 『ア 
ン グリフ』 巧 上 じ 『ヒン デン ブ火グ は 未だ 生 さて ゐ るか J と 云 ふ 妊 化を つけ、 老大統 
領 からぶ ホ致拽 として 八 千 マ^クを 巧ぶ された 巧 も あ 6、 また 或る時は 一時 じな 數 
十 人の 人 巧から 巧酱 おな のが 訴を提 化された が も わると 云 ふ。 

文化が 制の 操 本山  - 


九 一一 111 一年 一二 巧、 化が 巧 民 啓を 宣 傅か じ 化 ぜられ ると 『巧 U が 護 J の 名の 下に、 化 


をま萬ホ產ま義るの巧閒のなお的巧巧をが巧し、 教年巧じ\1-四巧巧詞巧こ巧训 (ぶ 


力-- mi ち-二ぶ が 力民艮 巧を 貴が 有 じな おらが ると 一 悼 じな 进 j の 名の 下に、 む 


をま赛 ホを 主義る の巧閒 のな 巧 的 巧 巧を がけし、 迸 年間に f 巧 巧 巧^ 巧 こ 巧训 (ぶ 
として ユダャ 系) をな 刊 した。 のみ をら ザ 巧 こ 文化の 巧裁官 をな て 化 ザる 彼の 巧 こ 
文化 統制は 巧 端な 化で、 ラデォ のが 制から おいて •お 劇、， 映な、 一ち 樂 、美術、 巧學 
等 じまで 及び、 を 方面の ュダャ 系を を、 藝術 みは 悉く 因 外に 追放され た。 

『宣 がの 目的は/た*、 ーク大 ホを 征服す る 事 だ。 この 目的に 適へ ば 手段を 遇ばず、 
これ 化 適は の ものは 悉く 不用で ある』 と 叫ぶ 化は、 大群 ホを 一堂に 集める 戰 法を 發 
巧して、 ナチ スの 人氣じ 油を さず な劑を 見事 じ 果たす ので ある。 大衆を 魅了す るナ 
チスの 凡ゆる ユニ ホ— ム 、微 を、 t ヴ トラ— の 入場を 待つ を 勢、 行進 等は 彼の 朗か 
ら 絞ら 曲され たもので ある。 『まじ ゲッ ペ^スは ナチ ス のが 出が として 不可 缺の 人物 
である』 と。 (外務省が 報 部、 獨こ讀 本) 

獨こ拓 巧觀の 基礎は： n 木に 巧る 


巧 この 化 ホ K ょ、 巧こ图 民の 再出 發 をな すため、 欧洲の 化 巧觀じ 求めて 之を 巧ず、 
ホを まがに ホめ、 敎 へを 東洋の 粗學 じを ひ、 殊化 日本と 日本の 巧巧糕 神の 歷ぉ 的を 
巧 じ 巧い 訓 へを 巧つ た。 

化の 下に 近代 巧 家風 この 巧學 とを 業と をと つて 組織した ものである。  従っ 一て 楚 
巧 巧 觀は巧 共 協定 諸 固の 問に 極めて 共通の 要素を 含み、 これらが 一つの 新 化 ホ脾制 
をな む 毒は 當然 である。 

アルフレッド •ロ ー ゼン ベルク 
♦ 

ァ； レヴ ド •口- •セン： クは 一八 九 一一 一年 一月、 當 時の—、 巧 化の； トニ 
ァの 首府 タリン (レヴ ァ こで 生れた。， ダと モスク ッのエ 夏を じ學ん だな 術 家出 
をで わるが、 ュダャ人が 斥と ポ^ シュヴィ キ攻 巧の 果敢な 固尘 として 靑年 時代から 
$ら して むた。 

ー ホー 八 年 卒業 お、 巧 こじ ホた 時、 みあて ヒブ トラ、 の お說を さいて 拽銘 し、 早 
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I 九 一八 年卒案 お、 巧 こじ ホた 時、 初 わて t ブト ラ、 のが 說を さいで 感銘し、 早 
巧 入 巧した と 云 ふ 巧みの 终 6 谋で ある。 

ミュンヘン ー 掠の 時 >  領袖 ヶ火ナ の 屍を 越ぇて 突進し、 巧 {目 おの 一 おが おじ ピス 
卜八 をが つて 立 かつた 巧 巧な】 巧を 持つ て わる。 

一九二 S 年 じ 巧乙两 巧の 巧 摇を巧 得し、 ナチ ス では 巧の 巧 朗巧フ ュ火キ ッシ卞 • 
べォバ 、クタ— の 主筆と して 巧き をな した。 彼は 多くの 案述 をした がが じ、 『甘 世が の 
巧 話』 は I 九 so 年 化 上梓され てから、 巧 じ 六十 巧 化垂ん としてむ る。 これは ナチ 
ス化界 巧の 基 巧 づけを 試みた 巧ム のな 作品で、 ノ  — べ^ 巧を が 巧した 巧 こが、 新 化 
がを しわ 『巧 乙 巧 巧 巧 J を 第一 じ 巧 けら かた おの 問題の 本で ある。 

リッベントロップ 外 巧 

_  \  - 

巧 人 •を 巧 ま 


ス 2*1 


フ* ン リブく ン トロ ヴプは 一八 九 s 年 ラィン ランドの ヴエゼ グ化退 お薛み 大佐の 
息と して 生れた。 彼の 兩親 はな 裕 であつ て、 化を メブツ 、.グレ ゾ—ブ 八、" ン ドン 
等 じ 遊を させた。 をのた めじ 化は 英佛 語で 6 由 じ 語れる 樣 になつ た。 學 巧を 卒 へる 
と 彼は 巧 人 じな つて-々 ナダ じ 渡 つた。 をして 一九 一四 年、 大微 が勃發 する や、 彼は 
々ナダを あとに して 志 巧 兵と しで 戰 なじ 立つ た。 蹄み 際 じ 編入され わ 彼は、 東西の 
巧 おじ 轉 耽し、 戟巧 じょら 少 おじ なぜら れ た。 一九 一九 年の 平 巧を 證 じは 巧 乙 代を 
の隨貞 として ヴ * 八 ナィ ユ化 行つ た。 

一九二 0 年には またもとの 巧 人 化かへ つて 持つ て 生れた おがき の 天才と 得な の英 
捂を がて、 化惨獨 このま 毋 したな 巧 巧に 縱が 無雜じ 活躍した。 

一九二 お 年には 伯 巧 か 何が じなる 八十 才 のを 處 ホフ* ン •リヴ ペン ト U ヴプ の藥 
ネ とな 6 化は お 巧の 仲 問 入らを T-' る審 となつ た。 ホいで 彼は おこで おおな 鞠 荷 巧が 
をを かの がを で 巧 こ 巧を 巧の が圳 ヘンヶ 八の おとお 城し わ。 

一九二 おが 六リ ヒット ラ— の昕熙 時代 じ旣じ 化と 親.： 乂を おび、 化の ためじ 巧 巧な 


をを おのが をで 损こ 巧を なの. が圳 ヘンケ^の 娘と な赃 （た。 

一九二 おが 六 巧 ヒット ラ I の昭隙 時代 じ旣じ 化と 親を をが び、 化の ためじ 軍な を 
''を 提 化した と 言 はれる。 t を ニー ー年 十二月に シュライヒ ア內閣 が 巧 現した 時 じは、 
ナチ 黨の 前を はぶ だ 暗い もの 化 化 はれた。 ンュ ライ ヒアは 國巧 軍の お 帥と して、 巧 
ぷ鳥も 落す 勢力 だつ たのが、 を々 を 治 舞邊の 正面に 乘ら はして 軍部を バック じ强力 
を 治を 巧 はんとして ねる。 而も 常時の 大統領 ヒン デン プ^グは、 ヒット ラ— じ斷が 
組閣を 託す 患‘ 向がない 旨を を 明した。 

ヒット ラ— と バア ペンの 括を L 

を こで t ブト ラ— じ 巧され たなは、 パア ペン ー波と 捉携 して シュライヒ ア內閣 の 
13^ を 計る 外 じな かつた。 リヴ ベント n ップ は、 從ホ對 立して なた ヒヴ トラ— とバ 
‘ア ペンと を 一九 一ー ニニ 年】 巧 四日 じ ケ^ン-の 銀 巧ぶ フォン シュレ ユダア の 邸を でを お 
せしめ、 兩 巧のを おのた々 化 仲 かの 巧を とつた。 この ケ^ンの 會 庚の 翌迎 にはべ 术 
-y ン巧外 ダ— レムの ブ ，ベント ロブ プ邱 では、 シュライヒ ア 內閒げ 巧の 巧 謀に 引貨 
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き、. ヒット ラ—、 パァ ペン、 フク ゲン ベルグ 內閣組 樣の協 諮が 巧 はれた。 

ナチ 政 樵の お 大强化 じっれ て、 彼 リッペ ント n ッ •心の 前 じ もを 達の 道が がかが た。 
t ヴト _fs— が 首 巧と なるや、 彼は 首相の み.： 父啟間 じあ げられ た。 

一九 一二 一一 一年 一巧 ヒブ トラ— な雕 がが 立され る や、 ナチ スの外 父 降は 二人の 知 嫂に 
よって 固められた。 一人は ナナス 外を の 理論家"— ゼン ペ^グ 巧 止で、 化か 外を 巧 
巧を お 立す る。 化の 一人は フォン •リヴ ベント" ヴプ で、 彼が 外を ク ホの 宵 巧 じ 馳* 
甘參 じた。 化は ヒブ トラ— の ホタ巧 乃で ある。  . 

外交 巧 畳 ホつ でのが 辯 ま 

彼は をの 巧 辯 じよつ で 巧 內じ巧 さを なし、 特に シュ トレ ユゼ マン 外交の 辛辣な 批 
.對で 人氣を 巧した。 一九 三 一一 一年 巧 こか 闻傑蹄 盟を脫 進した おじ 巧 はれた 巧を 遇 巧の 
巧、 化 も 巧から 巧 巧尘じ 推され、 をして 同時 じ 巧 おがの が 除 長に 椎 された。 

一九 一二 お 年の 英巧 海が お •去に 對巧 一二 約な をのな 巧谅 定率を あ 禅した ホは、 巧 こ 側 

の 大成功と して、 彼の 名を 一 拖化界 外交み の 化 おじした。 化の か、 るぶ 巧の 興 こよ 
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一九 一二ち 年の 英巧お ザ 協. 去 じ對巧 一二 巧 おを のな 巧な を 率を 獲 傅した ホは、 巧こ侧 

の大化 巧と して、 化の 名を I 滞 化 界外义 がの 化 おじした。 化の か、 るぶ 巧の 驳 じは 
n ォド •"ザ アメ エアの 巧 力 •か ある。" ザ メアの 『デ エリ—  •二 I ス』 はしき 6 じリ 
，ベント ロブ プの提 なを 持つ た。 ブブ ベント ロ ププと ロザ メアは 若い 巧からの 親ぶ 
であつ を。 

一九 S 六 年 じは 巧英大 化に 巧 ぜられ た。 化か 英巧宵 巧 じ 招待を 受けた 巧、 デョ ’1 
ジ六 化の 前で ホ 手を 高く さしあげて、 例の ナチ 式 敬 巧を 二 巧まで やつての けを を、 

お 儀の やかましい 英閔 人は、 化を 斑 お 作法をから 钉巧 人と して 非難した 0( 闕際 知識 
巧 十八 卷第 四號と S ち) 、 

日 巧 防共な をが 調印され る 化 際して は、 彼は 飛行 株で n ン ドンから ベ^リン じ 飛 
んで歸 つて ホ^。 常 巧の 巧 乙 外 巧は フォン •ノ ィラ アトだつた か、 リッペ ン 、ロ ップ 
がか 巧ノ ィラ アトを さしを いて、 巧 共 協を じ 調 巧した。 が 太 利が 巧 お 協を 化參 加し 
ホ 巧 も、、 彼は n  I マ 化 行つ て、 日が の 代を をと 共 化 協定 化 調が しを。 、 
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今日 巧 こ 外務省 化人夕 しと 巧 も、 彼 位 商才 じたけ わ 人 問は 見當ら ない c 多難な 今 
巧の 巧 こかを はもの 敏腕 じ 期待す るが 大 である。 


クイ 


ルム •フリック 


クィ 火 ヘ^ム •フ リヴ ク巧+ 一は、 一八と と 年 一一 一巧 十二 日、 ファ 八 ッのを おの 子と 
して 生れ プロレス タントで ある。 マ 方 チン •术— テ 方が かくれた 事の あると 俾 へら 
れ るァ术 ゼン ッが をの 鄉卡- 、ミュンヘン 、ダヴ ナン グン、 ベ 八 リンに 學 び、' クィ デ 
火 ベ^グで を學博 ± を 授けられた。 

一九 00 年から】 九 一と 年まで 司な 官 であり、 其の後 ミュンヘン 普 祭 麼じ入 6、 
こ、 で ナチ スが 小な 巧よ 6 漸み 成長して 巧く のを お、 をの 力を か ヴ トラ— と近 
づき 化な つた。 

一九二 巧が の リー 日、 ヒブ トラ— 巧 就に 一 化した 化は】 年 S ケリの 巧 削 刑 じ處サ 


られた 其' の 後 許されて 出な したが、 出 拭" おも 化は 巧 巧 的 化ヒッ 


一九二 四が 巧 月】 日、 ヒ ，トラ ••巧 亂じ一 化し わ 化は】 年 ー ニケ 巧の が •ル 削 刑 じ處サ 


られた 其の後 許されて 化な した •か、 出 拭 後 も 化は 巧が が化ヒ ブト ラ— 化 近づき、 一 
九 一一 四 年 十二月 遇擧 化は 旣化理 ばれて 巧 會證鸣 となら、 をの 法が 的 司法を 的 頭聯化 
ょつ て 鼓れ られ た。‘ 

一 化 so 年 ナチ スを 巧の 洲 大臣と して チユ •リンゲン 州內 巧と な 6、 ヒット ラ— 

巧 年 阐じ對 する 禁止を がき •左 巧 系を 巧を 能 巧 しげな 『两部 戰線異 がな し j の 上映を 

禁じ、 學巧化 於け る 祈な まを 祖闯 的內 をを なて 巧 ふべき 事を かじた。 

年 t ッ トラ— がを がを 把 招ず ると、 彼は ヒブ トラ— の 信 巧を 一身 じあつ 化て 

巧 巧の 巧 子 化っ さ、 今日 化 至ってむ るので あって、 巧の 閒 化が 蹄 邦 制度の 巧 止、 を 

寡 制度のを 備 •學 巧を をのな 善 等 じっいて 彼の あげた 巧 巧は 巧め て 大きい。 

彼は 言 ふ  _ 

- 

r 予が をを 的 化ぶ 考イる 巧ら、 一巧は 明らかで ある。 閔 をの 本 巧は 力で ある。 內な 
巧び 外な じ纷 する 力で ある」 と。 
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ヒャ マー ル •シャハト 

ヒャ マ—  ^  •シャ -卜は 一八と と 年の 生れ、 み じがが 巧が -H の稱號 をが 得し、 廿 
とおで 旣じ ドレスデンが 巧 副热 端と な 6、 十 S 年 も却捣 して •大 載な は U ン ドン、 

へ— グの賠 なを 巧を み 巧を 貝を つとめ わ。  . 

次いで 二 一ニ ザ じは 巧 この ィンフレ— シ ョンの おお ホを する わめ 中央が 巧热 .裁と な i 
ら 、をのを 瞄 を： おはれた 生ぇ 巧き. のがけ 房さん である。 

一九 1110 年、 時の プリ ュ— ニン グ內閒 の デフレ— シ •ン 政策 及ぴ これと ならんだ 
が 化 促進な 策に 反 おして、 化は 巧 立が 行紀 をのが 子を おげ 出した •か、 この頃から 化 
はを テンポに ナチ スじ巧 近し、 フ— ゲン ベ^グの 獨こ的 樵猜と ナチ ス との 蹄 かな 權 
の 讚美を とな 6、 ヒブ トラ— の おがを 巧は 巧して 不搭 でない と力說 して、 內外 のな 
業を の 中を 設き 魁ら、 を々 八 或の 盛が を乘 6 挫え て ホ 巧にまで 遊說 した もの だ。 も 


して ヒット ラ— 內閒 のぶ 立と おじむ じ迎 へられて、 巧 立が 巧 お 栽 k お 6 巧い わので 


業を の 中を 說き 姐ろ、 を々 八 乘の鹽 がを 乘 6 越えて ホ图 じまで 遊說 した ものた も 


して ヒット ラ I 內閲 のぶ 立と おじむ じ迎 へられ V、 閔 立が 巧 お 栽に： 返 6 おいわので 
ある。  . 

彼の 経 巧な おは、 ィンフレ 的な 策 じょる 閔 內的叔 なの 问 なと'  マルク 便の {かを と 
の 二つ 化 要め 巧 ホる。  . . 

莫大な 借金を した 人 問は、 却つ て 貸 主 ょら 巧 全で あると いふ 巧理を 化へ た玻 かの 
助か 家は シャ 、ィトで あらぅ。 彼は 獨 こが 借が 巧で ある 巧を 資本と し、 巧 こを 『化を 
史上 異例の 質 明ぶ 破を を』 とした。 化は 今日 旣化策 一線から 退いた おで あるが、 中 
央 銀行の 热截 として 活埋 し、 又 ナチ スか期 經游巧 5 お 人と して 永く をれ る 巧の 出 ホ 
をい 人物で ある 審 化が 淫 ない と。 (外務 巧 巧 こ 讚 本 一ニ ニす) 

彼は 冷 蘇で、 しかも 强 なな 巧で ある。 彼は， 上品な 銀行家、 しかも 烈 々たる 獨こ魂 
の 巧を を だ。  ， 
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獨巧 合併の 立 役者 ザ イス •イ シク ヮルト 

ザ イス •インク フ^卜は 嘗てを 校敎師 として お 首み じあつ たが、 才— スト リァ •ナ 
チが 铸頭 する や、 これの 同が をと してを 場した。 が レ 彼は 一面、 前才 I スト リァ 首 
巧シ ュシュ -1 ヴクと 親交 あ 6、 阅內 ナチ ス派暗 耀の悄 勢を 麼 々シュシュニック じ 傅 
へて、 誤らざる がを 判が を" おにを 通した と 云 はれる。 

シュ シュユ ブクと ヒット ラ— がべ 八 ヒス， 力— デンのを 化 じ 於て かを した 約 巧じ茲 
き、 シュ シュユ ブクが 內閣な 造を が 行して ナナス々 子を 入閲 せし いるに 赏 6、 イン 
ク ヮ 卜を內巧化据ぇたザは海ろ常然であつた'。 しかしこれは同時じ义獨おながじ 
巧 巧を かける ホに な 6、 巧內 ナチ 分 半の 驗巧 巧大 、次いで 獨こ蜗 防 軍の ォ—ス トリ 
ァ 進ずと なつた。 これは 巧 乙と しては 巧を の筋嘗 であら、 インク ヮ^卜は、 _ この 巧 
合が なる ナチの 化 供と しての 巧 巧を 果たし わに 過ぎな かつた。 


名なる ミ ブブグ 巧 巧 iL  ク がまを 身- Kl-K。 苗* V ろ え V プ 


3 こ 巧 •かぜ 都 ウインを 占據 する や、 インク フ^卜は おさが もが 化 新 あ 法を おを し 
で 巧 巧の お 式な 巧を 宣言し、 ォ I スト リアは こ、 に 大巧 乙 主義の 下 じ、 ナチ ス巧 一二 
巧 酉の 一州と なら、 化 インク ッ^卜は 巧 化才— スト ブア 州紀を じ 化 ぜられ た。 

彼は 巧 巧な 巧の 巧が しの 巧 おを おじた おを 的 人物で あら、 との 大ぶ 劇の ホ 人 巧の 
一人 だ。  . 

•  ヒット ラ J の 影 巧を. 

ナチ ス獨 乙の 指導 巧理 は、 を 括 主義 理論で 巧 か 作る フユ— ラ— •プリン チ— プ (指 
巧を 主義) である。 少 あの 巧 お 甘る お遵 ホが、 巧 巧 的が 卒者と して 一殺大 ホの 上 化 
巧んで 巧 治を 巧 a、 彼等を 牽 ひて 經 巧を 運を する。 か、 るな 巧で あろな 上 「大 ホに 
巧 越 甘る 指導 ま」 を おる 事が ナチ ス のを 治 巧 巧を を 巧す る 七 化を いてを も 必要な 專 
であ 6 •この お 導を 化 巧は 現じ 巧れ た 人々 を 多く 出して むる。 例へ ば ヘス 巧副紀 a 
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ダ— リング 空 巧な 下、 リブ ベン. ロブ プ 、グユ べ火ス 等々 ヒット ラー おがを 化を く 
首腦ホ 達は、 今や ホせ 有の 人的を 華 巧を 誘って ゐ 女。 

がし 乍ら これらの 人 ♦は、 を 面 じ 立つ 指導 ホで ある。 巧 ♦は これらを 面 的 お遵を 
とかぶ 政治の 棠面 じの み 動き、 みなさ 黒幕の 陵 じ 一 かくれて ゐる をの お 導 ホ 達の が 在 
を 忘れて はなら の。 彼等は 影の 人物で あるな-上を 治のを 面 じは おんどを のをを 現さ 
ない。 また 巧して むる としても、 をのを 面 的な 官聰 はを 化と る じ をら の ものである 
か 乃至は 形式的な ものに 過ぎない 。しかしな 巧のを 治 お 巧を 動かす 點 では、 顯 職に 
あるを 巧 的 指導を 化 おる とも ぶらない を 力を 梓つ てゐ る。 

殊に t ッ トラ— 巧統の 完全なる 巧鞋下 じある ナチ ス诏 こじが ては、 日々 化の 侧近 
化 巧し 化の 思考 判 斯じ大 さな 作用を 巧へ る これら 於の 指導を の 方が ょ 6 大きな 巧 割 
を おじて ゐ ると 云 ひ 得る かも かれない。 (巧 巧 經がお 報 巧 十九 卷 .巧の 十五 號廿 とな》' 


r- が 


ウイ ー デマン 大尉 

✓  ■ 

『じ ヴ トラ I 總統の 特使 クイ ー デマン 大 お。 ロンドン じ 念 一打』 とは ズ デ— テン 問趙 

が 急 おして、 化か ヒット ラ I 紀統の 密令を をけ 英巧八 急行した 時の 新 朗報 道で ある。 

を 歐洲が 第ニ ホ 冀蠢の 渦中 じを き达 まれる か 否かの ま大な 瀬^に、 外交 關 

がの 大臣を さしたい て ヒット ラ— 總統が 特別の 化かを 持たして 英 巧に 破 进 した ウイ 

— デマン 大 おなる 人物は 果して か 何なる 人物 か。 

'『化は おの 侧近じ 巧‘ 货の 友が がしい、 ど ぅどおの 巧に ホて、 なを 巧け ては 下さる 迂 

いか、 地 化は を 方の 望み次第です』 

とょ、 ヒヴ トラ— 給 統が彼 ウイ I デマンを 迎 へる 時の 言葉で あつた。 ウイ I デマン 
は跌洲 大戰の 頃、 ヒット ラ f 給が が】 兵卒と して 戟 なじ 立 •つて わた 巧の ヒヴ トラ— 
のを 巧の 上長た る 中 巧 長で ある。 
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大巧 お 了後大 がは 常 巧た 退 さ •バィ ユ^ン、 の 山地に 隐 退して 自然を 巧手の 悠ク白 
適の 生活を して わたが、 がちみ の 部下で あつた ヒット ラ— か ナチ スな槐 を 確立す る 
.や、 彼は、 むから なる 祝電を をした。  . 

.これを 巧を じがの な 二人は 巧々 あつては 昔げ 誌 6 じふけ 6、 巧を の 前を を 談じ合 
つた。 

ヒヴ トラ— は 度々 化の' 巧 巧を 求めた が、 彼は をみ じ踞 じを かつた。 がし ヒット ラ 
I 1 二が の 巧 も だし 難く 遂 じ】 九 S 五 年 一月 一日から ヒブ トラ— のた めじ 活擢 をみ め 
- た。 

彼が 巧れば か 何なる 地 化を も 得られた のじ 化は 別段 爱面じ 立つ 巧を な 甘ず、 文字 
.巧ら ヒブ トラ— のが 巧を として 色々 の 巧が で活 組した。 ズデ I テン 問 销の時 じは ヒ 
ブ .1^ ラ— の 巧 化と して 英巧じ 使す る 事を 回、 また ミュンヘンを 謠 じは 側近 まの 一人 
として ヒ ，トラ— じ 富 化した。 


ウィ I デマンよ •ヒヴ トラ— の 時空 狂く に自 をのな 岸-を 巧 も、 ヒ クトラ— の 宝に 
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ゥィ I デマンは •ヒ ブト ラ— の お 室 近く 化 6 分の 巧 庭を 巧ら、 ヒ ，トラ— の 室に 

最も足をく迪入する。 ヒブトラ1が化に封する信巧は抱大と云つてょく、 ヒヴトラ 

I が 化と 話ず 時は •いと も了熏 を 巧れ、 化が どんな 蔡を 話もぅと も 途中で 遮る 巧な 

事は しない。 ヒブ トラ— が 何わ贡 尖な がを かを ずる 巧は、 腹、 むの 部下の なぶを 叩く 

のを 常と する が、 か、 る 巧な 化は 常識と 誠な から 迸 6 巧るな 見を 述べる の だ。 

■  ■ 

エップ 将軍 

フォン •  K ヴプ稱 巧を 最 かじ t ヴ トラ！ 化 おかした のは 彼の レ— ム であつ た。 共を 
主義が ひの 彼は、 最 みから ヒブ トラ— の 人物 化な れ这 み、 ナチズム 化 共鳴し、 巧 乙 
田 防 軍の 現役に ある 問 も 陰に陽に ナチ ス 運動た 巧 助して 巧た。 彼は 生粹の 軍人で、 
十六 才 化して 巧 こ 陸を 化 入っ てなが 一九二 S 年 獨こ巧 巧 軍から 退 おする まで 前 お 四 
十 年 近く も 軍 巧 生活を 送って わる 巧 乙 陸軍のを 長を であ 6、 巧 化 もの 曲 身 地た るバ 


ィェ^ン 地方では 巧が はか 論 一 おの ホ 民から も 非常な 情 望を 得て & る。 

彼の 主義 主張は 大巧 乙の 再建 じあら、 また 共 ホ 主義を がて 巧 乙の す俱巧 天のを と 
るすが 完全 じじ ッ トラ— の 目指す 巧と 一致して ゐ る。  ‘ 

彼が 巧 巧 軍 じ 巧 巧 中から、 頑くな、 巧が 軍の が領を 次々 化親ナ チタ 波れ 口 說き落 
して ゐ る。 巧 こ闽巧 軍を ナチ ス黨 化い すび つけた 最大の 巧 巧を である。 巧 化 化は 巧 
こお 范 潑の梳 おじ も おつて 力 あつた。 一九 一九 年， ハィ H 火ン 赤色 評證 をを ミ ュンへ 
ン から 追拂 つたの も 彼で あら、 一九二 0 年^  IV じがけ るか 病 おの お 動を 鎭賊 しわ 
の も 彼で あつた。  . 

一九 一二 一一 年中 將で 退役、 巧ち じ ナチ ス强じ 正式 乂叛 した。 巧 ホ 化は 栽の 带巧脯 問 
として ナチ ス突 おおのが 綴、 攒充じ 多大の： 巧獻 をして ゐ る。 がし これは 巧して 彼が 
畢生の 事業と して 目指して ゐる 所の ものでは ない。 彼が t ッ トラ— の 懐刀と して、 
ナチ タ獨 この か 巧の 上 じ 巧 大な巧 削を おたして わるのは 、軍ぶ 贼問 として はなく 
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ブブブ お NJ の 面 巧 じす ホ 巧 巧を を 再 &夕- ク'  口  巧3をに^-^ 1 >■ だ3く 


檐巧地 問題の 巧當 者と して* > ある。 •  . 

彼は 現役 時代から、 巧 民 地問蹈 の硏究 まとして 知られ、 現在では 巧 こを 一の 化ち 
化 問 擅の 權 巧を として 自他 典 化 許して むる。 

彼のが 民 お 問題に 對 する 關 、むは、 彼 •か 巧 乙が 民 地が の將 巧と して、 舊獨颁 西巧ァ 
フリ 々化 巧でした 時代から 養 はれて ホた。 

大被 おの このが か领 がを く 失 はれ. る じなんで、 彼のが 民 地に 對 する 關ム ，巧羯 
巧に 對す るを 若は 加速度 的 じな まつて 行つ た。 共 產ま兹 の 勢力が 巧 こから をく 制を 
た C た 今日、 化の 前 化 巧 こされた 事業は 植民地のを 還で ある。 

ヒブ トラ— は旣化 彼を ナチ ス巧內 じがけ るが 民 地 問 超の 巧當 またら しれて むる，- 
殘 こされた 期 こ 最大の： お ホ、 お 民 地 問 煙が がく 當 面の 政治 問趙 化しつ、 ある 時、 t 
ブト ラ— のを 武者 フォン H ヴプ將 其は 如何なるを 巧を め r らもぅ として わるの か 注 
目 化がず る。 


が一 


アドルフ •ヮ グナ— 

お 年- 1 ユ I グンべ グの ナチ ス巧大 .をは 於け るな 例の ヒヴ トラ— ながの 開か 宜音 
は必ずフグ ナ 1が代巧する海化さまつてゐる。 この -I ユ I 火 ン ぺ ^^ク大貪削を宜言 
は 現 こ巧會 じがけ ろが 記と ホんで 一 年を 通じ y ヒット ラ— の 巧 ふ 二 大巧 嬰. 衔說 であ 
る。 この 巧 要な 巧說を 何な ヮグナ I じ 化葫さ 甘る のか。 フグナ I のお說 はを の 音 お 
が じ ブト ラ I 化の てなる ばからで なく、 巧 乎た る 口 期と 云 ひ、 をのみ おらと 云 ひ、 
すべで •か娩 上 化が ける t ブト ラ— を お 発せし める。 

t ヴ トラ I のな 辯は 自他が じ 許す 巧 だが、 この ヒット ラ I の 雄 辯 じいき ぅつしな 
のが ヮグ •ナ— の 巧 辯な の だ。 ラデォ の巧訟 では、 餘 お馴れた 人達で も ヒット グ—の 
巧 說かプ グナ— のな 哉 か语别 がつ かない 化で わる， 

しかし ヒブ トラ— が 彼を な 巧し 化を 巧 巧 親す るのは、 をのな 說の ためば か 6 では 
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しるし ヒヴ トラ— が 彼を な 巧し 化を 巧 要 親ず るのは、 をの 巧說の ためば か 6 では 


ない。 

彼 自身が すぐれた なお 家で あるから だ。 彼は 伊太利 ムッソ リ— 二の 祟 巧 ホで も あ 
る。 をして 巧が 提巧 論を の 急先錄 である。 彼は】 化 兰一】 一年 じみく も 巧が 提携の 今日 
あるを な 想して ホの おじ 述べて むる。 卽ふ 『獨 乙と が 太 利は 間もなく 歐洲の お 巧を 
とを るで あらぅ。 巧が 兩國 民の 運命を 變 へた ヒット ラ—、 ムッソ リ— 二の： 贿お 頭は、 
やがて 歐 がの 運命を も變 へる であらぅ』 と。..  , 

彼 ヮグナ I か ナチ ス 巧に 入が したのは、 比较的 新ら しい。 がし 化の ヒット ラ— 支 
持の 歴 おは 古い。 速く 一九二 五 年、 お時化が パィ ユ^ン 化み 講 かの 議 M であった お 
時の 獨こ外 巧 スト レ— ゼ マンの 敕巧 外交を 痛烈に 攻 巧し、 謠會 での 满說で 『をは お 
口  — トリン グン 淵の 巧 こ系ボ 民が タト レ— ゼ マン 巧を 暗殺しても かしてが いべき で 
ない』 と 述べて、 巧 こ 上下を 霧が させた もの だ。 もの 頃から 化は ヒット ラ ー の 化く 
主義 化 共鳴して ねたので ある。 


彼は 大戰 の結朵 フランス じ割讓 され わ"— レン 州の 生れで ある。 自 みの あ 鄕 を、 
巧 化を はれた 彼は ヴュ^ ナィ ユ條約 じょら 巧 この 受けた 屈裤 とが おとを を もみ 近に 
巧 じた。 これが 化を ヒブ トラ— の 許 化 ホら せた 最大の 巧 因で あると 云 ふ。 (前 巧蒂廿 


•僚 約 覆面の 巧 特使 

•  —— 巧 お八 ム化 スタ— マ I 巧 —— 

日、 巧 •が S 巧 化 約 棘 おおをまで 巧 面の ま、 なじ あつて 目 猫し い活掘 をした 人は 
今回の 條約 締結の ため y ッ ペン ト n ップ诏 外 かの かを 巧け て 九月と 日 巧 朝した 特派 
な化户 ィン*' ッヒ •ゲォ 少ク •スタ I マ I 巧で あらぅ。  - 

氏は 常 年 四十 六を の 巧 盛 6 •巧 お大 がと して 巧 一次 お 洲大戟 じ參戟 したぶ お ある 
巧 ± 、大戰 お ナチぶ おとな 6、 リッペ ント "ップ 外 かの かおを 得'  同 外 巧の かを 巧 
- けて ァ フ  >  々化を き實 業に 化審 >  てむ た。 をの 後間 もまく 歸 巧して リブ ペン トロ ッ 
プ 外相のを 巧 長と して 活瑪し 自他 おじ リッペ ント U ップ外 巧の 懐 乃と して 許して ね 
たおが である。 げ年巧 逸 外務省の 巧 東が をして わた ラゥァ— 巧の ななと なら 巧 防の 
巧 先 使臣と 親を を 結ぶ じ まつた。 
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本を ゴ—夕 I 公 じ おが 巧の 巧 格で 隨 行し’  乂 、日、 巧 等を おなした。 今回は 巧 破 
八ム 化と して 日本の 嬰が とが 街し •を 化 S 巧 お-約 締 おの 化 上げを 巧つ たもので ある。 

戟勝 をの ナチ スの 計畫 
■  > 

巧 巧 後 ナチ スは 化が を か 何す るか じつき、 ド n シィ •トム プ ソンを 面白い ことを 
をいて むる。 ドィッ人は、 勝利を 得た 巧 八 口 じ 何を なさん とかして むる か、 をれ じな 
いて明確なる計盈を巧クてむる。 おは其の計を；；^お幹じつき詳細化ぶクてか悉して 
おる と 信ずる ので ある。 をは 巧當夕 をの ドィッ 要人 巧び もれら 要人と 紫密 なる 關係 
を 巧す る 人達から 其の 計 益を 閒 かして 巧' る。 同じ 筋から 提供され た 孤 略じ關 する が 
報を おは 先 化した が、 をのが 報が をく 的中し、 おから おつて ホた 事件 化よ 6 完 をに 
確證 されて おる ので あるから、 ますます なて なのか つてね る ドイツ人の 戰捷 なの 計 
盡じ 確が 性が ある ものと、 自信を なて 言 ふ 事 •か 巧 巧る ので ある。 ドイツの 計进 は、 


巧 讯巧班 司 阻 化 度で わる。 卽も ペ^リンを 中、 むじ 置く 完 をなる がな 的、 お 巧 的が 制 


違い 巧を 巧 力是る ものと， 自信を 0 て 言 ふ 尊が 巧 ホる ので ある £ ドイツの 計盈 は、 


歐洲關 巧 同盟が 爲 である。 卽 ちべ 火 リンを 中、 むじ 置く 完全なる がな 的、 經巧 的が 制 
を 有する 3 I n ヴパ關 巧 同盟の 設立で ある。 此の 事は 卽も おみに 於け る 故 大ちぉ 巧 
あ地晤 及びが 大の 計盡經 巧创設 をな 峡 する。 西部 ョ I  n ヴバ のみ じ 於て i "ンャ 
げ別問 超で ある —— 技能、 文化を あする、 生活 水举 のない 白人 W 僚 人から なる 經が  - 
同盟を 設巧 する。 是 等に 加ぶ るに ィザ リス、 ォランダ 、ペルが 一 の 巧 源 か ある。 是 
等は 「グ^マンの 歐洲」 なる ぶ稱の 下じ聯 なする。 ドィツ人の 目 巧と する 所は な 治. 
上の 支紀 力を 化と する 觀巧的 支配力で あつて、 をの 逆を な陶 して 巧る のでは ない。 一 
領 丈的搜 化は この 海には 關巧 しない。 べ少 •キ I 閔 王は 王化に 留ま 6、 巧に ォランぶ 
王化を がて 報 ひられる かも 知れを い 他の 政府が が 織され る じしても、 すべて 閔夕と 
しては 獨自 がを、 經巧 制度、 ホは 其の 關 係に 關 する 統制 力を お 巧し ない 事になる。 
すべて 諸 囲の ナチ ス 化は おが 的が 迫 じ 仏ら を 巧され る。 餘 おな 前から すべての 闽ぶ 
じ 於て お 調 的 巧 業. 家 及び 工業 家との 接觸が 開始され てね る 明白 化殷對 的で あつた 速 


中は ポ ィコ ヴトじ 化 6 罰せられる まじなる。 ド ィブの 占領 巧は 聯合 軍と 巧 互に 親睦 

し、 大 なをを 巧手 じ 巧 得させる ので あらう。 

\  - 

ロ シヤは 侵略され るか 

巧々 はを 治 的 制度には 何等 關 、むを 持たの。 スタ— リンは 巧々 と 協力す る だら う 〇  ) 
巧々 は 油井を 化物の 增 加及ぴ 巧を 物 採掘 時化が ける n シヤの 運輸 制度の 槐 構に のみ 
關 也を ちす るので ある。 &シ卞 化は 巧 巧の 技 帥 連が 多 お出 巧け て 居 6 更化夕 あの 行 
く 事を 巧迎 される であらう。" シアの 制度は お 巧で あるが、 もれは ナチ 的訓 巧を 要 
，し、 またを の 採掘の 巧 化は ドイツの 巧 巧 的 わ 術を 要する。 ス ラヴ. 人は 一を 協同す る 
事が 出 巧ない。 ナナスは いづれ の 巧 じがても プ n レ タリ ャ巧 働を が 巧 刻 化 自分 等 化 
反對 するとは 倍 じて むない。 彼等 ナチ スは全 民主主義を 治 化が ける がか •かを 示して 
時る 典は、 务衡 ホは た  <  物を をし、 仕を を 有ず る だけで ある。 巧 家 的 事態に 對 し、 


をな 肖ん り 自由に 巧して は閒 、いを をに 持たの 尊で あらぅ と 論じで 居る。 をに 化 等は 
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おる 讀 け， 莫巧 為け ろ •、がを ちし， だ连 をち する だけで ある <  巧 藻が 專 賴じ對 し、 


3 たお 人の 自由化 封して は關 、むを をに 持たの 事で あらぅ と 論じて 居る。 を じ 化 等は 
ホの かく 附言す。 卽ち 若し 利益が ありさへ すれば、 を 本を のしない 事は 何もない の 
だ。 民主主義を 治が 人民、々 彻ホ闽 巧 指 巧 ホに 敎 へた 巧は、 金の み じ信賴 •^留 くべ 
き'^ あると 云ふ讓 だ。 をして 最後に ド ィプ 入の みが お 校を 維持す る 巧を 恣 をされ 
る。 併し乍ら おし アメリヵな ホ 巧が 協力を なする ならを 軍備は 根本的 じ縮少 され 巧 
るので ある。 と。 (東が 巧 巧 十五— と I サ) 
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第二次 欧洲 大戰 の敎訓 

-昭巧 十四 年 九月 一日から ーヶ 年で、 歐洲大 戰のお まは 獨こ伽 じ お 利に お閒 し. を 
尖 閔英閔 も 今や 新興 おこの 前に 厢 伏しを ぅで ある。 こ、 じ 歐洲の 動きと 日本への お 
巧を 打彰 し、 巧こ戳 勝の お訓を 化い おい。  - 

j が乂利 參戰の 影響 

が 太 利の 參 載に-^ つて、 わか 船郝の 地中海が 巧は 不可能 化なら‘、 年 約 S な 阿 化を 
する 歐 淵からの 輸入、 お 二^ 五 千 萬 四に 莲 する 對陕 輸出は 一應支 降を きたす ものと 
みてい、。 ホに 惊 曲】 おお 千 酌 脚、 惊乂化 千 一音 巧 脚 化 達する アフリカ 巧みの が お 
がな 逃せの。 


ミを ご-ド ト-で JU り をら C  b る。 Y 醉化 却) 
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がな 逃せの。 
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た 化で あるから、 伊太利が 參巧 する ことじよ 6、 遠海 勘の 主耍產 化た る 伊太利 衛ソ 
マリ— ランド 及び ユ ブト リアからの 輸入が 杜紀 すれば 大問趙 である。 、 

また 水 おじつ いてみ る 化、 伊太利が 世み 巧 かのを 地で ある 關 がから、 日伊 巧 商な 
を 化 基き 可成ら の ものが 日本化 來て むる一:— か 論が 太 巧の 水が だけでなく、 ス ペィ 
ンの 水銀 も 日本化と つて 蛋要 である —— 0 
伊太利の 參巧 化よ 6 •が 太 利水 銀の 買 付が 不可能 化 なれば、 日本と しては、 スぺ 
ィンと 別を じ 協を する か、 巧 巧な 外 じ、 メ キシュ •ホは 漢 U を中ム とした 一巧よ 6 
お 入す る 必要が 生ずる。  ‘  ' 

ホな の お 入が 杜 おすれば、 苛性 ソ— ダの 生を •ひいては 人 お 工業のを をが が少す 
る。 をうな ると、 巧 巧の が 出 伸張の 好 巧を 逸する こと 化なる から、 早急 封 巧を たて 
る 必：奥 •か ある。 差を つては、 中南米 方面からの みな 並 化 苛 巧ジ— ダの キ當じ 努力す 
ると 共 じ •巧 じ 0 プ U クク內 化が ける 巧な 的 王 業苗增 巧計赛 をが 立すべき である。 


»r%  '争ち こ 巧ピ〇 
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a が 手許に ないで は、 工業 固 日本 もどぅ じ もしょぅ •かなく、 靑 菜じ齒 だ。 

一 

佛固 降服の H 本に 及ぽす 影響 

地中 おの 制 お 稚が巧 伊 侧化歸 し、 巧 度が 東 南洋の 海上 危險が 巧 加して、 東 おがの 
巧 運 貿易 關 係が 支障を 受け、 巧 じこれ が、 佛巧 印度支那 (略して 佛 巧) ュユ—  •夕 
レ ド ニアに 及ぶ ことは 日本に とつて 熏大關 、む 事で ある。 

佛 巧に ついては、 旣じ 英米 佛の 共同管理 まが 發 まされて 居 6、 をの 歸趙 じついて 
は 巧 目し なければ ならの。 

巧 国は 巧 時賓巧 措置の 巧 化 じあた つても、 佛 巧の おお. 鐵銷 、ニ ユ 《  •々レ •トニ 
アの 巧が の 封日徐 曲に ついては 特別の おが 巧 履を 講じて 來 たもので、 この 關 係が 巧 
へば！； n 本と しては 物 動^ 藍 上 重大 衣 支障が 生ず 义。 

ホに、 巧 田が 届 伏しで も、 巧 图の巧 巧が 戟が 化を されて わるが、 今度は 奖 固が 逆 
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I 


化 巧 乙から おが お 巧を ぅける 巧れ •か あ 6、 かくして 列 尚との 攝柬 方面 じ 於け る 外を 
巧な はいょ {傲げ となり、 日英 通商 關巧 じな ぼす お 鱗 も 大きい。 

一ニ ッ臣 の説戰 

-  . 

—— もめた 錢剝化 上問趙 のうら ももて —— 

第二み 化 界大戰 のと ばつら 6 が、 日本の 鐵 が問趙 となつ 古 巧れ た。 卽ら H 本の 绒 
巧 製造には スクラップ (巧 续) が お 對じ缺 X ベから ざる もの だが、 この 輸入 化は ホ 
固で あ 6、 巧 二み 歐洲 大戰の 本が 化 じけ ひ、 スクラップの 霜耍激 巧し、 何 格 •か條 巧 
したと ころへ もつ てきて、 网巧转 巧 場の 化ぷ したため、 スクラップの 輸入が 格は 巧 
おの】 がを 辿. ウ 、昭巧 十四ち 化 巧 一日 巧 じ 比し 二 巧 近く じな つた。 この 外 じ 運な、 
炭が の昂 巧の ため •銳の お 巧は 巧くなる ー ホで あるの じ、 版 巧倘 格は 一向 化 上げら 
れ ない。 をろ 幾は 支那 聲錢が おが ホ ーニな々 が； 卜し V& る。 卽ら 普通 锅 がの 製逛 菜を 


巧 巧 尚 もょ 十 ご一 年 一目、 同 トニ 月、 十 巧 年よ 月の 一一 I 回に 直 つて 引下げられ •茹 おを 
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販巧侦 をは 十ー ニ 年】 月、 同 十二月、 十 匹 年よ 月の 一二 回に 一 且つて 引下げられ. 事搂當 
初 トン 當 6 な 九十 お 巧で あった 丸 巧巧华 物は、 今月 百 八十 六の (手 取 6 巧 六十 八 凹) 
となつ て 巧 6 巧 巧 用 銳銳も 十一 一年と 巧な 來 トン 當 6 八十】 圆 じがが されて わる。 

もこで 绝巧 巧が の 引上げを 巧を 化が 要望した のじ 對し •商工 巧は、 朦巧式 腰 だめ 
.で、 が 上げを 設め やぅと した。 をの 程度は 钥 がな 値を 化 一二 十五 网 、銳鐵 同 二十 凹で 
あつた。 巧し 錢は 凡ゆる もの、 基 巧で あら、 特に 巧ず を 巧す るた. めじ、 物が 對策審 
港を じかけ て、 はかつ たと ころ、 化 上げには 大 々的 反對 で、 攸 上げ 巧ぶ 論 ホは 平生 
か 一二が 巧 一 人で、 化 上げ 反 對の急 先な は 石渡蒂 記を 長であった。 

もこで 巧 巧 對策審 謀 貪で も、 もてあまして 閲諾 じを つたと ころ、 こ、 でも 大いに 
もめた。 が 上げが いけを ければ、 柿 助 金を 出 甘と 云 ふの が 陸 おの 主張で ある。 睹お 
は 挫のを 大蒂裝 をと して、 錢 のがが あ •かれば、 陸軍の 豫 巧で 乂モし 巧る々 なは 少な 
くなら ざるを 巧ない。 をれ では 巧 巧の 完壁は 巧し 得ない と 云 ふじ わる。 商て だ •巧 


巧對策 费證會 、閣遙 と 一ニ プ むの 化 巧 お 6 である。 

.  .  * 

何故 補助金を 出さぬ 

をれ では 補助金を 出す かと 云 ふと •をの 金 巧は 巧 大 化なら、 おが 溝を を 開いて 協 
巧を 巧なければ ならない 。もんな ことを したら* な時謠 食は 錢の問 越から 外交問題 
にが 火して 收 がが つかな くなら、 下手す ると 內閒 の屋 塞がが r らクく かも かれない。 
をん な ことは こまる と 云 ふので、 大臣 速は、 ホ官貪 誰じ閒 超を 移した。 次官# 證の 
お果 はと 言へ ば ——  - 

一、  なかは 業者の 化 儀す るが 銳按 乂會 化化對 して、 热 動員 法 第 化 化を を 動して、 
徐入 命を をが し'  巧錢 輸入を 命ずる と 共 化、 をの 內化 敝巧價 格との 差 巧 化對し 
ては、 巧 動 貝 法を サ とが じ 裳いて 巧みが 捕な する。 

二、  今後の お络海 業界の 混 化 •巧 詰らを 打閒 する ためじ、 {目 民を 戟 をょ 6 成る、 
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二、 今後の 製续 事業 巧の 混亂 、行 詰 6 をが 開す る たれ 化、 {日 民有 魏 をょ 6 成る 

鐵期 對巧齋 蘇を を設窗 して、 巧と 十六 謀會 (巧議 を) まで じ鐵 巧の 根本 對 巧を 
巧 立す ると 云 ふじ ある。  - 
其の後、 巧 失 補 巧を 輸入 巧鐵 のみ 化お定 せず、 ユ， クス 用 巧 お及び 輸入 巧 石じ對 
しても 補 おする ことじな めた —— 六月 十五 日の 物巧對 巧審講 をで。  - 

これで さし も 揉んだ 鐵鑛俯 上げ 問趙も 一應ク ブ が ついた が、 をのな 巧す ると ころ 
は熏大 である。 卽ら 、從來 、輸入が がの 化 上ら じょる 函內物 傾の 値上り はなが の も 
のとして 認めて むた のじ、 今回は 必ら ずし も嚴 めないで、 巧を が 損失を 補がず る こ 
と k したと 云 ふ 新手で ある。 

若し 鐵を俯 上げしたら 、米の ごのおを 巧ず る ことは 明らか だ。^ こで 『伉 上げは 
紀對じ 巧は ず』 と 言明して ほ 物 巧な 巧 堅持の 方針を 明示した ことは い、 こと だ。 

更に 巧 失 補 おの 場合 も 輸入 巧 料の 値上げ 化 封して だけ じ 限つ たことは、 巧 庵な 巧 
の 限を を 明 じした のみなら 中、 团內事 巧の 搜 化を 理由と する 化 上げ 乃至が 助を を 化 


卜 明白に 否定した 點は 意義 ある こと 'V ある。 

だか 今回の 解か 法に 對 して 滿 おを つける 誘に ゆかれ 0 

を 巧は 銳鐵 が一な 作業を 巧 巧しながら、 今回の 解が 法 化 ょれば、 か、 る 一巧 作業 
を やる 會 化は 窮屈に なら、 府鐵を 使用す る ホが 業を は 有利で あり、 i これでは 政府の 
化閣 すると ころとは 反 對の結 おじなる。 . 

巧 化 今回の がか 法を 巧 行しても、 巧 錢莱の 採 巧が 依然としてを しい ことで わらぅ 
し、 近い 將ホじ 業み の 根本的を 巧な 同の 必要が 生ずる であらぅ。 をの 巧な じ 徹底的 
射 巧を 誰 じなければ、 巧 巧 巧 家のを 設 はす 可能で ある。 

巧 乙の 勝利は、 お 巧 巧 巧と 巧 事を 策の なをして わる 點 にある。 

巧が もな 治 も すべてを 巧 主義の 立場から 批判し 指導して 來 た。 をの 結果は 今日の 
巧 乙のを をと なつた。 日本の 鉛の 巧 •胜 をみ^ と、- を こじ 「馈 からのから 製造せ の」 
との 考 へが 入つ てむ たが、 果して これでい、 か。 大 いじ 考 へねば をるまい。 
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との 考 へが 入つ てゐ たが、 果し V •これでい、 か。 大 いじ 考へ わける るづレ 

巧 こは なぜ おつた 

1 1 ブト ラ— のとら さ，-" 

巧乙武 巧の 第一 巧 因は お 巧を t ッ トラ— の 偉大なる ことに ある。. 巧は お 一み 巧拥 
•大巧に 一 兵卒と して 出征し、 巧な を 負つ •た 化で、 兵が 何を 望み、 何を 考 へて む义か 
を 知つ 来なる。 従つ てみ と 巧との 巧 化は な 魂の 相 通ず る ものが ある。 

また 巧は 自 みの 國 力を 正しく 按識 してむ る。 巧 子の 云 ふ 「をは 久しき を 巧ばず」 
で 卽戰卽 巧 主を である。 

九月に なれば、 ロンド' ンは 有名な お夕 のた め、 巧 乙 飛行 巧の 活動は をが 不可能 化 
なる。 更に 石油の 貯巧 量から 見ても 八月 1 がで お爭 のな を をん したいので あらぅ。 - 
これが また おの 氣 持と ピブタ > 合 ふの だ。 

巧ょ 今日に 至る まで 巧ネゼ 。をて 英团の 小 ピットが、 ナ •ホン ォンの 径晦 におし、 


「みが 妻は 囲 家なら」 と 叫び、 遂に ナポレオン をして 英 困に 一指を も 觸れさ 甘な かつ 
たが、 今や t ブト ラ-は、 夏 あつて 個人な く、 をのを 生巧畜 ま化寶 、且つを 
を 持す る こと 巧め 巧 巧で わると を ふ。 

靑 年の 意氣 

巧乙靑 年の 意氣 がな 何 化物 寒い もので わる かは、 ホの 事 實が巧 辯 化物 語る。 がち 

今度の 戟零窜 を 要は 雲 《走 愛て V、 k  —  ^ 芝 護から、 寬を巧 

げ & んだ 6、 ロブ テ 八 ダムでは 巧 人のを 下 か 部 巧ぶ 一二 日間 巧 巧を 死守して が 械化巧 

巧を 通 あさせた。  -  • 

「上 これを 巧へ ば、 下 これ 化が ふ」 の ホ 言の 通ら、 t ブト ラ I 化して、 この 兵 ホ 6 
だ。 
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巧 この 飛巧樓 製造 能力 

—— 巧 だけでは 縣 がは 得られの —  - 

巧 困の 賴 みの 满は 米图ゼ が、 巧を では 米 因が を 陸 お 空ぞを あげて 英闽を 巧 助ず る 
か' 否か 不明で、 巧る ところは 如何に 急速 化 大量の ホ 巧が 空 巧の 供給を 受ける かじ あ 
る 0 

五月 下旬 現 おの ァ メリ ♦のをが 空 巧 巧 造を かの 注文 引受 おは 十】 億 一二 千 萬 ドグ化 
をして わるが、 一九 一二 九 年度の 巧 R 巧 髙は二 值二千 五 巧 萬 ド^ 化 過ぎのから、 假に 
巧 造 能力が 一九 一一 一九 年と 同一と すれば、 注文 引受 巧 巧を 完をじ 果たす じは 今後 五ヶ 
年 か、 る こと 化なる。 いくらが 巧 巧の スピ— ドを 出しても 五 年後 じ出來 たのでは 今 
日の 巧 爭の閒 じを はない。 

これ じ 反し 巧 このが 空 巧 巧 造 能力は 巧 產二千 一二 百 巧 至 一二 千を であ 6、 近い お ホに 


巧を 六 千 基 じ 達する とを ふ。 これ じ 對しホ 固の 巧を 能力は おなおと 云 ふ 力ら 問 超 
にならぬ。 今回の 巧 この 巧が 化は 巧 こ 魂が 物を 育つ たことは 勿論 だが、 魂の かじ E 
.じ 前記の かさ 巧 巧 化して 畳宮 をる 巧 力の ある ことを をれ ではなら の。 

科學の おお 員 

巧 兵器、 優 巧なる 巧 おの 巧 後に 巧 學の按 巧 負の ある ことを 見 巧し 得の。 この 點を 
み 巧め 化 言へ ば、 巧 巧 巧 學に閒 する 硏究 は、 すべて グ— リングを 長を とする 巧ヶ年 
計墅 部で が 制して ゐ る。 千餘の 官民 硏 巧が 化が ける 巧 巧ず 巧は すべて 統制し で、 同 
一の 硏究巧 巧を バラ^^は やる ことを 巧さない、 を硏究 巧は 每年 硏究事 巧を な府は 
巧 巧し、 な 巧は 巧な の 巧 巧を あつて 巧を し、 これを 巧は せる。 巧 じ 軍 巧 巧 學は陸 巧 
をの 內化 巧學が 合巧閱 •かあつて、 十二の 巧 巧 部門に かれ、 をのが 制の 下 化、 を硏巧 
巧關 がを をな 巧が をと つてむ る。 ホた な 術の 公開を 斤 ひ、 互に 爲爭的 じ 倭 巧な な 術 


の 巧 おじ 巧 力 さ 甘て むる。  • 

す ぺてポ 宮国强 おのた めの 準備 

すべての 基 巧は な 育 化 あるが、 巧 こでは 巧 防 並 化 巧學敎 をが を 度して &て 、すべ 
y の 巧 民が 巧學 、巧 巧 化 閲ムを もつ てなる。 この 巧から 考 へて 日本の お ち は 巧 お 討 
の 必要が あ 6 はしを いか。 

また 巧 十回 ォリンピック 大 をで 未曾有の 「民族の 祭典」 をを 巧し々 が、 當時ク < 
0 た スタ デ アムから お舍 等の】 切が 今日では 軍 海 施設 化 利用され てなる。 獨乙 じは 
やが も戰爭 もない。 た あるのは、 打倒 英巧 U であら、 巧 乙の 宵巧强 兵の み。 

フランスは 何が 負けた 

フラン 义が巧玫一 化地にまみれたか。 をのを大の巧因は^ ホ东お義、 人.民巧なク 
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进 動の 結果 だが、 前 首 巧 レイノ— が 「フランス 敗戰の 原因は、 古い 觀 念が 新ら しい 
觀 念じ 敗れた」 の だと 巧 破した ことは 正しい。 持で る國 フランスは、 平常の 準備 ♦か 
足りず、、 阅 巧の 巧魄が がけて L まつて ねた。 新陳代謝が 世 ホのを 則で あると 云へ、 
巧て ナポレオンを ホんだ 佛蘭 西は、 果して 何堪じ 巧こぅと する のか？  .^ の 答は フ 
ランタ 巧 巧の 胶化 あるの だ。 

大獨 乙廣域 經濟围 

ドイツは 巧 ド イブ 經巧閣 じ 加へ て ナエ 3 ス ロゲ アキ ヤ 、ポ— ランド、 デン マ— ク、 
オランダ、 ア 火サス ロ  — レン、 バ火 カン、 アフリカを もつて 巧巧經 巧の 第一 閒 とす 
るので はなから うか？ 

詳言 すれば、 パ^々 ン諸 巧のう ち バン ボブ—、 ブ^ ダリヤ、^  — マ ニヤ、 ゲリン 
卞 、ュ ー •ゴ •スラ ヴイヤ の 一部は、 すでに ドイツと を も' 密 巧な 關お にわら 貿巧上 


5二1*5たごをなド f ッ こををして〇た。 おクてこれ等化巧は當が 


280 一 


卞、 HI. ゴ •スラ ヴイヤ の】 河は すで じト イクと 畏ネ 苗ち る圓 お-^  3 


から ちても 五 お 乃 ま おおまで 巧 前 ドイツに 化が してむ た。 化つ てこれ 等 化 巧は 當が 
大 ドイツ 巧 巧經巧 第一 巧內化 含まれる ことじ •なる であらう。 

アフリカは 歐讲經 巧の おおに とつて、 がす ことの 出 巧ない 重要な を 源を 巧す る。 
元 巧 •お洲 に 巧を 稱へ たものは ア フタ々 を 支 苗した もので あつた。 ドイツの' アフリ 
♦ま 源の 捶得も •大 ドイツ 巧 巧のを 歴 のた めじ 必要 みくべからざる ものである。 ド 
イブは アフブ 々で疫 ド イブ 領巧民 地を 巧 得ず るのは か 論、 をの 化に も 原 巧を 源から 
をて、 またを 治 •眾審 上から 見て を 要な 化 域を 巧 巧す る ことになるで あらう。 今假 
らにド イブの アフブ 々進出を、 最小化な じを あしで もみの かくなる であらう。 ドイ 
ブ 巧が 民 化々 メ グン •夕乂 ダニ々 とを の 中間に 巧 まれた まがの 島な なべ 八 ザ— 領コ 
ンゴ— は ド イブの 掌中 化乂 るで あらう。 これ 等の 化 巧が ドイツ アフリカ 政 巧の 茲化 
となら、 をの 巧 力 政 一方は 巧み 斜 の原拌 として 功 重な 3 バ八卜 •ヴ アナ ジウム と、 
銅. ぶ. ダヤヤ モンドを をず る 化 •阐 " I デン ヤ から 巧 闻に進 U こと^なるで わらう。 


>巧1 


化 方、 ド ィブは 英領 スダンょ 6 ナィ^ 化 巧を 下がす ると おら わる c これ 等の 地域は 
ド ィブ 化 上記の 巧 物を 源の 他、 棉花 •ゴム •パ グム油 •大豆 •お. コ—ヒ I  •ココア. 巧 
を •木が 等を 毎； 不可 缺の 資源を 供給し 得る ものである。 

大ド ィブ 巧 域巧诗 第二 おとして フィンランド、 スウ エ I デン、 ノ グウ エ I、 ペグ 
•*1、 スペィン、 ポ 八トボ 八* フランス、 スィス、 一 火 カンの 巧され た 一な、 近来 
& ょび 巧洋 にを ける 巧英 •佛 •錫が 巧 地の 一部 •か 包含され る こと もな おされる。 これ 
らの地 巧は 巧 易 じを いては 規則的 じして 確‘ 货な  一— 夕—制 巧 至は 特惠關 係 或は 脚稅 
同盟 いすび、 また 資本 •お 術を 通じて 大ド ィブ お 巧と 不か 離の 朗 係に 巧 かれ •巧 
兼の 大 ドィツ 巧 巧 経 巧齒に 含められる こと 化なる であらぅ。 

卽ら (一) ぺ方 VI、 _ グク セン ブ方グ 、化 フランスの 兼 工業 生產 設備は、 大 ドィツ 
巧 巧 お 巧の 中に 含まれる ことになると 化 はれる が、 もれは、 第一 これらの ホを 力は、 
巧な である 鐵鑛石 •巧み おの お 合を が (アフ y 々を)、 おかと しての 石 お. 巧 お、 動力 


の 供給に もいて すでは ドイツに 化を しなければ ならない 立 巧に 置かれて ねる からで 

ある。 巧 二、 ドイツの が械 工業は、 これら 地域の 製 巧 巧の が 巧 化と して 東 要が を 巧 

すで あらぅ。 從クて これら 地域は、 をの 雨 工業を 姐 じて ドイツと 巧 機的贿 係に 立た 

■ 

される ことになる。 

(二) バ^カン、 化歐の 農を 物た ょび 巧が と ドイツの 工業製品 とが 巧易關 係を 巧め 
確實 化する こと もい ふまで もない。 

ぃくして ド イブの 廣域經 巧な 策は、 巧に ドイツと 巧 域經巧 加盟 闽 との 商 お 巧み 關 
係を、 量的 •質的 じ 緊密なら しめる ことを 目的と する のみでない。 ド イプは 指游閔 

として 囊 養盐幫 《H 業 •囊 .•交通 •人 ns 裹を节 イツ 囊 器の 

健を なを 達と いふ 立場から を 隨的じ 計 藍し、 これが. が 巧を 强力じ お 避し ょぅとして 
りる。 これにつ いては 今日す で化ウ オ^夕— 卜等 ナチ ス經 がな 巧が おお 達は 言明し 
てむ ると ころで わる。 
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歐洲新 同盟と その 東亞への 影響 

大ド イブ 巧域經 巧な 巧は ナチ スの 歐洲諸 巧に 對 する 政治的 支祀力 にょつ て 支持 さ 
れ なければ をらない。 これが ためじ 欧洲 政治的 新秩 巧は、 次の ごとく ナチ ス じょつ 
でを の お 成が 導かれる のでな からう か？ 

一、  被 占領地 域の 小 巧ぶ が、々 とひな 治 •的 じ® 立 巧 家と しても、 旣じ ドイッが こ 
れ 等の 外交 稚を摄 取した ことを 發 をした のじ おられる 通 6 ドイッへの 政治的 化が 性 
はお々 强 めら れる化 至る であらう。 従 巧 スゥ ユ— デン、 ノ— 八ゥユ I、 ベ^ザ—、 

ク セン ブ八グ 、ォランダは 英 •.佛 のを •治 おな 力に 依な して 巧た。 だか これ 等の 地 
巧が、 お 巧 的に ド イブの 支配 下 化 立たなければ ならない 運み じある。 イ V リス 巧 力 
の顚 なおは、 化が 的 化を あ 的 化 も ド イブに 化な サ ざるを 得なくなる であらう。 

二、  フランスは フ ァブ； N3 化する 可能 巧が 强い 。ファッショ •フランスは イタ， 


—  2B4  ― 


I、 スペイン とともに ラ チ y . ググ —プを 巧ぶ し、 これ 等の ラテン. フ アブ シヨ グ 
グープ が、 化 巧、 巧 南な 洗、 ォランダ'、 ペグ •*— 諸 巧を ホむ る大ド イプ •グ グープ 

とともに、 蓄を含 《《窠 同盟を 蓋す る 可能 凑 十分に 强 い。 

一二、 バグ々 ン 、スイ 义 もこの 巧洲 W 盟に參 化せざる を 得ないで わらぅ 0 
- 因、 がホ考 へられる 巧が 同 巧が ソ がを も 含む ものであるが、 或は， これを なと する 
ものである かじついて、 吾々 はが ホの 動向を 見守らなければ ならない。 值巧 東亞 新 
巧 序に ま 大なあ 巧は、 兩 まの 閱が 如何 化ょ つて 異ク でく るで あらぅ。 ともち、 たと 
た 巧く の 問 化しろ、 歐巧か 一つの 巧 まつた が一 的 力と して 動く 巧 合、 この 歐が が一 
巧 力が、 太 ホ 洋巧诗 諸 巧へ なを 的 •おが 的に 干 巧 するとい ふが が も 自然に 增す もの 
と、 ま々 はな 測して かかる 巧き である。 

.五、 巧 じ ォランダ、 フランスの 地位の 巧 化は、 直 巧 ま々 化影智 ずる 巧齒 として 化 
目され なければ ならない。 
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わが 巧に 公いて はしは しは， ドイツは 巧領 インド 支 都を よ ぴ蘭巧 インド、 二' •ユ— 
々レ ドニ 卞等じ 封して 關ムを 持たない かの かくい はれで ゐ る。 これほどた 險 じして 
-を腺 手な 换測 はない。 ドイツが これ 等の 地方 化對 して、 假を軍 お 的 手段 じよつ て 進 
巧す る ことは 現在のところ 出 ホない としても 、政治的 •お 巧の 手段 化よ つて 自己の 
勞力 範齒に 置く こと も考 へられる ところで ある。 オランダ 化つ いても、 をの® 立が 
果して 載 後 託される かどぅ か、 疑問で あると いひたい。 た、 假令 ォランダが 獨立 
困と してが 在す る ことが 曲 ホた としても、 をれ は 名目 的な 巧 立で あら、 をのを 治. 
外 巧が ド イブに 巧％ 化存 しを ければ ならなくなる 可能性が 强 い。 

な 上の やう 化考 へる 時化、 われわれ 日本人が 蘭 巧、 佛印 兩閒趙 化. ついて、 强 ひて 
自己に 巧 利な が 巧の みを 下ず ことは 佑隐な ことで ある。 また 破を した これらの 图の 
巧ず 蚕で あるが 民 地の お杳 とどん な 話な を 定めても、 をれ •か 空手 おとしての 巧 値し 
かなくなる こと も あらうる でもら う。 


スト h を— ヒ—ホ ニ) が、 巧に ホ ふべき 言 菜で、 
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かなく なること も あらうる でもら う 


と 今 巧 氏は 述べ V ねる (こノ  S スト 十 千と— 廿 二) が、 確に ホ ふべき 言？、 
ホ 交には 永遠 《な も 塞 《ホ 方* なく、 《•、おる は闻家 永遠 《雲 A に蹇、 
経 巧 ホを をな つて 一丸と してを を 多端に 田 窝た對 巧す るの みで ある。 


アフリカ 巧 民 巧 を 如何ず ろか 


巧、 ペグ •*1 の 二 巧は 今や 巧 この 前に 屈 化し、 巧國 また 風前の 巧の 威が あるが _ 


これら S 巧は 巧 民 地を 持てる 巧で あら、 巧 おの 巧 乙が 一一 一巧の アフ 
を か 何ず るかは 與 みある 問趙 である。 こ、 化英佛 べ^ •*1 のアフ 
を 巧 巧 巧が 迸 報 (十四— 十】— 廿 S 日) 化よ 6 伺つ てみ よう。 
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(備 さ s お 巧 ホ B お賣究 ♦編 ’ 「乂巧ブ； ク巧濟 とが 濟致夕 じょえ® し 人口は Ml ミ 己 
Y さ r.Book  of  the  Lengu*  of  Nations  1938— 揖 にょる 客 7 年 まの 望 


"(傳 さ* 應 をれ ホ s 妥究分 編、 「大巧 プロ ヴク 巧濟 とお 濟政夕 じよる。® し 人 s  ml"— 
Year-Book  of  the  Lea ち* を Nations 1938— 泛 じよる 193 年 まの 巧を 

ち領 jK フ リカが お 地 

巧な アブリ々 の お 巧 

ィ V リスが ァフ ，々のが 民 地 覆に 乘ら 曲した のは 一六 六 一幸に ダム ピァ、 一と 
.至 年に こ ラ •ンオ ネ等じ 始まらち ; ィン- -N 提 をの 指揮す る ィザ， 夕艘 
巧が 南阿の ヶ ■プ化 到を レて オランダの 巧 力を 菱 したのは 一と 九 五 年の ホ 革 一 
日で あつた。 をの 後は 巧 時隻地 活動の 停滞を みるので あるが 時が も ホ業累 によ 
クて巧 さ C 《留 塞 0 巧大 はを 0 が. け n として 0 審をお 外 K ホ 《ホは をれ じ懼 
ずる 原林憲 供給と し VS 民 地巧慧 必要性が 巧され る こと、 なつた 寞話强 
の 間 K 賓を 舊攀 養を 巧ず る こと、 な 6 度；，* K を； 0 みな， り 
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ず •垄 世界 じ おつて ィ半 リスの 巧 民 地 巧 動が 巧 お化され 今日の ごとく 到る ところ ユ 
-I オン. ジャックの 巧が 巧され る こと、 なつた ので あるが、 ものぅ も アフリヵ じ 丘 
ける 英領 植民地 並 化を か 統を關 巧、 獲得 年度、® 賴 、人口 おを 示せば 巧 一を の 姐ら 
である。 

埃 及は 現在 巧 立 巧と してな をして はなる もの、 な 際は 英本两 の戚領 のかき 關が化 
あるので これを 加 貧 すれば、 アフ > 々大陸 化を ける ィザ ブス 巧 力の 化 化は 面な じ 丘 
いで 約 一二 八％、 人口 化を いて 約 五 五％ の大な 分を 占め、 而も 人口 も 比較的 稠密で 惠 
まれた お 岸 地 巧の 大§ を 領有して & るので ある。 

巧 巧 的 《 化  • 

ホ じを 路 的な がを みれば、 をの 主 巧な 巧 ホ 物は み 巧 二を はび 巧 I 二を の迪 6 で 英領 
アフリカは アフリカ 大陸 中で も 比較的 茲 まれ V& る。 卽 も化づ 農を 物 じたいて はお 
及が かが 多く 精 花、 小を、 ち 巧を •か庶 等を ホし、 もの 化は 南阿 聯 巧、 ス •"ダン、 


南口  I デ シア 等で、 化は 巧んで 巧る 化 足らない 程で あるが、 しかしを々 の 合計 巧は 
アフ ，々大陸な 生蠢 中の まス ものは 大巧々 を 占め •一九 ミ 卞 一一 一八 年度の 3  I  t 
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巧 口-デ シア 等で、 化は おんで 巧る じ 足らない 程で あるが、 しかしを々 の 合計 巧は 
アフ ，方 大陸 德生蠢 中の ま I る ものは 大部分を 占ろ 一九 一一 一ず 一一 一峯 度の ゴ—じ 
^一例外だが他は化じて五おから八割程度を占めてむるのである。 

ま 菱を物 化つ いて みれば、 离發は 金を 巧 《銅、 鐵鑛 、滿俺 巧、 お 炭 等を を 
し、 就中を の 金を 巧の 畳 富な ことは、 ダィアモンド と共に 餘 6 にも 有名で >  ある がな 
ほ 近年では 埃 及を 除き 凡ての 英領 中に も 産 曲され てなる。 とい つても もれら のをが 
は 南阿 化化較 ずれば 極く 少 S 化 おぎないが 近年 南口— デ シア、 タンダ ニィ々 (何れ 
も 摩 巧 巧) のを 巧の 增か 化み るべ さもの が ある。 金は アフリヵ をを 巧 中の お 九  一％ 
は 英領 •か 占 A て 〇 る。 埃 及は 巧を 物と しては 極く 少量の 石 おを をず るに 過ぎない。 
又 巧 阿の 鑛產物 も 金を 除い < は 、なは 大してみ るべき もの もない が、 ゴ—八 ド •  3 
I ストの 滿化巧 (一九 一二と 年 二十 八寓 巧) はな 目 化 あ ひする。 

資 » の槪巧 


英領 ァ •フタ々 を 描の 貴み 巧 態 化つ いて みれば、 巧 四を の 通らで、 姑 じていへは】 
九 二 九 年頃 化 比較して】 化 S 八 年 化は 翰 曲 入が 共が々 半分 近く 汹 少して むる。 巧に 
徐 出の 縮 巧は ましい。 これは をの 主要部 分を 占める 農を 物徐 出が 一九二 九 年な 巧の 
裳 業 あがのが 巧 化よ 6 萎 絡した ためで あるが、 反面 徐出不 おじよ る 購買力の 化 下は 
工業を 設をが 並化完 製品、 日用 お雜貨 等を 主 耍巧お 要素と して &る 輸入 巧の 巧少を 
も 導く 結果と なつた ので ある。 


〔# 四 ま〕 
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(隹 ザ】 OTtatistisl  Wsr-Book  of  th®  Lengu®  of  Nations. 1 838  1  39 年 じょる。*  巧 巧 巧、 (一】 

公 地 会 A び 正 巧を をむ" ごで 輪 出に 自 W ホな# な 及び 左 巧を ホむ。 他は 巧な のみの JS お 入 巧 

南阿 肺が の 巧手 巧 別 巧みが 態を みる じ】 九 S と 年の お徐 出入が 中英本 閉じ 對 する 
巧 八 口は 爲乂 じあいて 四 二 •六％ •が 出 じ 去いて はお 化 わへ •五％ のが 倒 的 部々 をち め 


V ゐる •これは お 巧を の 通' 6 金、 錫、 巧、 ダイヤモンドの かさ 主要 巧を 物の 餘抽か 
ら成ク てなる ものであるが、 これが 搪 んどイ •キリス 化ょ つて 確保され てむ るので あ 
る。 お 入 じを いては 巧 化が 米 巧の 一九 •六％ •一二 化が ドイッの 六 •六％、 日本が 巧 四’ 
位の 一二 •と％ である。 輸 巧では 英本 田を 巧いで は、 巧 二位がず つと 下 0 て 僅か ドイッ 
の 四％ のかに みるべ さもの がない。 

巧な 化、 食は 化 & いては をく 英本闻 化巧存 して ゐ るので あるが、 輸入 化を いては、 
ホ园 のかなら の 進 曲を みて ゐ る。 これは をの 輸入品 中 化、 閔內 工業化 用の 巧 設巧か 
としての 錢 •巧が、 巧が、 車 辆 等が なまれて ゐる たれで あら、 これらの 資が 化對し 
ては 英本 巧は を 面 的 じ 南阿の 需要を 充足 甘 しれる ことが 出 巧ない ことを 證 明して む 
る。 巧、 日本の 進出は 巧、 綿爲物 等の 巧 維 巧な の 輸出が 大部分を 占める もので、 を 
の 進出の 度合は 物を い。 例へ ば、】 九 一一 九 年 化は 南阿を 輸入 额の 僅かに 一 •と％ だつ 
たもの がい】 九 一一 一六 年 じは 一二 •五％ へ 巧 進し、 をのを 年 じけ 巧 じ 0 •二％ ホが 加して 
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(望''〕 《乂は 皮が 器 ミタ」 口— デ シア 及 巧 西アフ ，力ょ b の ミな を 除く 巧 品 《，入な、 輸出は 
巧 =g  A びを をを むな 輸出 巧 

ご】 ♦入— n  y デン スま ルタ、 ル ホ か、。— ヒ •、末な 其の 化の ななお'  规裘 

輸 曲— 《ち 魚ち 卵， ち 巧 巧、 ホ 度、 襄 、蔓 、巧 窒 、アンザ ラろ 羊モ ，齡れ 

•  (ろを、 》•  « •グィ 卞 *  y ド、 石炭み 
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3)  Is、 «錄、 g ホ. (石油】 緣あ 州#、 機 « 、ザ 梅 

3】 せ 》 み 巧な (《 織物 •角な み， « •ホ 織 巧) 巧 &、 巧な、 巧 子 巧な •ゴム タィヤ、 ホな 曲、 

ん ィン i 

(巧 其 他、 输 化は 南口— デ シア 及び# 巧 アフリヵへの 輪 出を をむ 

この 日本 商品の 封 アフリヵ 進出は、 一 _ 八 八 五 年の ベ 八 リン 宣言 及び 一九 一九 年の 
ナン ジュ^マン 協を じ 基く コンゴ— を地條 おによ る アスブ 々の 通商 上の 門戶 開放 保 
强 に、^ の條約 上の 亞當な 巧據を 有する ものである。 然る じこの コンゴ— を 地條約 
が 最近 英ホ 領ブ n ブク経 巧 化の 巧 巧 じあつ て、 をの 改訂が 熱ム じ、 まとして 英巧侧 
から 唱 へられて むる が、 これが 歸 おはわが 日本化と つて 巧して 無關 、むたら 得ない も 
ので ある。 

巧 及の 輪化乂  11  . 

埃 及は ィ，* リスの 巧 巧を 離れ、 完 をな 獨立 巧と なつて むる。 しかし 實巧的 化は ィ 
•♦ブスが 受か 時代よ 6 の 巧 統的ィ V タタ 巧 力の 支 おを 抹 おする 能は ず 見方 化よ つて. 


V 


は， ィイ.， S 半 巧 民 化と も 目 さ S ので わる。 をのを 曲乂 巧に ク いてみ るに 矢？ 

をの 養馨 S は 南 居 S 雲では 卽ち 一九 一二と 年 0 基入窜 ィザ， 


は’ イ V. リタの キ化民 化と も 目され るので ある。 をのを 出入 巧に ついて みるに お張ら 

をの 霎篡 程度は 南昆巧 0 程 寒は 卽ち 一を 一一と 年 0 含 入が 中 イザ， 
夕は ニー 人％ で 第一 化 •ホは イタリアが 八 •六％、 ペグ ザ ■が 六 -0%、 ア メリ々 
五 •六％ 日本 及 ぴグ— マニアが 香％ 內外 である。 を 出に & いては イザ リスが 一二 

0 •をで 矢 お 65 位 だが、 受化 A ける 對 英化薑 ょ"®' も羣 多い。 これは おち 
を 中 養 おが 主義々 を 占 《てむ るた 《である。 次は 7 ランタの  一 0 •亥： トイ 
ブの八 •一二％、 アメ ，力の 六 主を 日本 2 三％、 イタリアの 六％、 インドの 四- 
八％ の 晒で わる。 いふ 著 もな く 埃 及 0 封 日 輸出は 埃 及 おがま 耍 部分を 占 《てむ る 
尙 、埃 及 及び 南 畏 巧の 奮乂差 巧を みれば、 南 爲愛嘗 つての 恐 巧を 通じて 
ホず つと 曲 おじが 始 して ホた が、 埃 及は 襄の 前聲 超を 雲し、 な 二、 筆の 巧 
化 辛ぅじて 曲な に轉 じた。 囊あ 巧の が 巧が、 囊 透を 異にする この 霎 じと つ 
y 51 巧を 呈 してむ る こと‘ が、 これにょ つても 窺へ るので ある。 (第 六を】 
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(隹 ネ】 梅 入は 巧 あ •な 地を 度び 左 巧を ホむ、 ♦出は 正 巧を ホ i や、 ご) 《入— 小 ホ、 米， ル# め、 

コ I  tl, 巧 •みな、 《 巧、 末 材巧 •  6 田— 巧、 米 》 お 巧、 W 巧が (ラ 石炭 (き ヶ 《 ゎ 
ン油、 セィント、 鐵 、器 • ち S •が賣 S 《入 1 ホ £• 巧夕 望 巧、 をの 化 
/■  ♦出— 巧を «巧 (さ！ 一入 1 な 地金 •正 巧を の 他 •« 出—# 值 

巧を のな 巧 

次は、 餘制蒂 巧を 本のが け 口た る お 巧 化 巧を じついて みれば 巧と 巧の 通らで これ 


はょ 6 英本 西は 商品 惊 曲、 重要を がのを 得の ホ、 化 巧 化な 巧に 對 する 長期 巧 化 又は 
なな 企業化 封す る投 をに ょつ てが 民 化 捉巧收 をのを 巧を 巧げ つ、 わるので ある 力、 


800 


にょり 英本 田は 商品 輸曲 •ま 要を おの 巧 得の か、 お 巧 地な 府じ 封す る 長 巧な^ 又 
な；^ 企業化 對 する 投資に ょつ てが 民 地 おが 收 をの 實 巧を 舉げク 、あるので ある 力 

-第セ ま〕  巧 註 0 アフリカ 巧資 (一書 半 末 現 ホ單孽 巧) 


ものぅち 對を襄 をは 一九 一二 四 年 十二月 現せの 慧 一一 這 一孝 四畐 軍、 が一 借 お 

千と な 巧 巧と 巧 半 巧を 占 A てなる。 これは 工業化の 程度が 比較的 化い 段階 化 わる 趾 
なでょ •主としてを 本の おお まは をな 化 巧のを 巧 巧 W であ 6、 これが 中ム となつ'^ 


8J1  — 


《なな 業の 先— とならね ばなら 《《《であるが、 一面 か" る 地域では—— た 
巧る ことから 吝 本は を府窗 'を 通ず る こと K ょつ て 保歷サ しろ まは 玫瘦關 に 巧 
、付ける ことにょ クて富 商品 じ 巧す る寶 力を 附巧 するとい ふ 親を*^ るので ある。 
.'ホ G 中 k は 南 阿 冀及ぴ 半隻埃 及が 含まれて & ない 0 で、 こ 0 兩 者に 對 する を 
をが 如何程 ミミ 《るかは 不明で ある。 一九 一二 0 裏 奮に ィ Ts 南阿 方面 
に 封す るを 養 巧は 約一畜 二千暮 ともい は S 夕を のぅち おに 爵發 じ對す 

る 分と しては め 巧を か 字がない。 

な、 イ V， ス なかの アフ ，々大陸 化 封す る 投資を みれば、 フランスが 約军答 
巧 巧、 ポ<  卜 交が 五 千畜萬 巧、： て からめ ム ハな 客臺 (內 ベ；— f. 
こ-お 養 i 孝 著 養) (何れも 一九 一一 面 年末 現な) である。 

か 巧 アフリカと 白 巧 コンゴ 


ブ ランスの アブ 9 々な 民を  . 

ブ ランスの 巧 受史は ィ.* リスの をれ と同樣 じ、 しかし ドィツな び ィタリア のをれ 
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ブ ランスの アブ リカ 植民を 

フランスの 巧 民 史はイ V ブスの もれと 同樣 じ、 しかし ドイッな び イタ y ァ のをれ 
と異 つて おれて 古い。 旣じ 四百 お前に フランスは々 ナダの セント. 口 I レンス 河が 
巧 こお 民 化の 経を を 行つ < わる。 しかし フランスが ァフリカの 經 略じ乘 出し わのは 
がく 一八 一二 0 年の ァ八 •セリァの なおな 後の ことで ある。 

しかし ァフリカは 一八と 五が 當時じ おいです らものを 面 巧の 十分の一 じ 相 常す る 
あ 岸の 巧る 化 巧 だけが 3 I  n ブパ 列强の 支配を 受けて むた じすぎ なかつ た。 卽も化 
部に をい は フランスが ァ^ ゼタ ァ を、 南部 化を いては イギリスが 喜裝巧 附近の や 
、がい 一 化 帶を橄 なして なた だけで あつた。 巧る にを の 後 僅々 二、 一一 一十 年 問に ァフ 
9 々大陸の ほとんど 全部が ョ—  ロ ッバ 列强 の々 割す ると ころと なつた ので ある。 
この間に フランスは、 をづ 一八 八 一年 ジユ -グ •フユ，— の 指導の 下に ナユ 

地方を 占領し、 こ、 じ 巧 讓領 を 建 おした。 一を 一一 奉に よ 西郎楚 から 始めて 內陸 


.を さで 


"た；.- さ ザ 
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ななを 業の 先導を とならねば ならの ためで あるが、】 面 か、 る 地域では お 松を 擔を 
巧る ことから •ま 本は を 巧 巧 關‘を あずる こと 化よ って 保證せ しれ、 或はを 巧 巧 關じ巧 
がける ことじよ つて 自因巧 品じ對 する 麟買 力を 附巧 するとい ふ貌 をと るので ある。 

ホの 中 化は 南阿 聯邦 及び 半が 民 埃 及が 含まれて ゐない ので、 この 兩を じ對 するな 
をが か 何程に よってむ るかは 不明で ある。】 九 so 年 現が 旣じ ィザ リスの 南阿 方面 
化 封す る おを 巧 巧は 約 二な 二 千 萬 巧と もい はれる が、 をのぅ も 特化 南阿 聯邦に 對ず 
る 分と しては 的確を か 字が をい。 

尙 •ィ V リスな かの ァ フタ々 大陸 化對 する 投資を みれば、 フランスが 約と 千 八な 

巧 巧、 ポ^ト ダ 八が 五 千 九す 萬 巧、 ぺ からめ 六 壁 ハ 百巧磅 (內 べ^ •*» 領 3 

y  n  I お資 的】 借 S 千 五 百 萬 巧) (何れも】 九 S 四 年 未 現 お) である。 

« 

佛領 アフリカと 白 巧 コンゴ 


ブラ シスの ア フタ々 植民を 

フランスの 巧 民 史はィ •* タスの もれと 同康 に、 し し ドィツを ゾィ タリ r ウ 
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フランスの アフタ 々植民を 

フランス のが 民 史はィ •* リスの をれ と同攘 じ、 しかし ドィッな び ィタリア のをれ 
と異 つて おれて 古い。 巧に 巧な お前に フランスは々 ナダの セント. 口  — レンス 河流 
巧 じな ち 地の おを を 行つ < わる。 しかし フランスが アフリヵの おおじ 乘 巧した のは 
術く 一八 so 年の アグ •セリアの 攻 なな 後の ことで ある。 

しかし アフリヵは】 八と 五 年 當時じ & いて すらを のを 面 巧の 十分の一 じ 巧 常す る 
な 岸の 巧る 地 巧 だけが 3 I n ッバ 列强の 支配を 受けて むた じすぎ なかつ た。 卽も化 
なじを いては フランスが アグ ゼ リアを、 南部 化 & いては ィ V ブスが 客 窓 巧 附近の や 
、ぶい 一地な をが 有して むた だけで あつた。 がる 化を の 後 僅々 二、 S 十 年間 化アフ 
夕 々大陸の ほ -V んど をな が 3  I  n ブ バ巧强 の々 巧す ると ころと をつ たので ある。 

この 巧 化 フランスは、 ホづ 一八 八】 年ジ ユ—グ .フユ，— の 指導の 下 化 チ ユュス 
地方を お 巧し •こ、 じ 巧 藻® をを おした。 一八を I 幸に*^ 西部 海をから 始めて 內梭 
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への 巧 險が化 巧して チムプ クッじ 達ず る ことが 出 巧た。 をの 結 お セ— リタ ニア、 象 
才お 岸、 ダ ♦メ 反び ス— ダンの 大な 分が、 巧みいで フランス 烦じ巧 入され た。 一八 
九 六 年 化は 毋な上 お ホ 上 まわの 巧 化を 有ず る マ ダボス々^ 島が フランスの 巧 民 地と 
をつ た。 他方 チ ユユ义 から ナィ 火 巧を 毯 ぇて 南進 せんとす るか 巧が フア プシ 3 ダの 
化 巧 (一八 九 八 年) 化ょ つで 巧 巧して からは、 フランス 人は 尊ら モロ ッュの 征服 化 
を 力を 巧 巧した。*" ブ コ 巧 巧の 巧爭 は】 九 0 と 年から 一九二 一四 年 3 で 巧き、 もの 
巧 巧は す吉 十值 フラン 化を した。  , 

第】 ホ 化 巧 大巧 後 フランスは* 巧 領巧巧 地々 メ^ンの 大部分、 卜—ゴ I の 一部 巧 
ぴ； 5k， ア のが 治を 「ま 巧」 された。 かくて フランスは マ ダ ダ タカ ルな を 除けば、 化 
中 おから n ンゴじ まる 化稱 きの 一巧を 支 おする じ まつた。 

化ア フタ々、 西 アブ > 々ちよび ホ おアフ > 々は 合が してが 巧め 一千 萬す 方キ ロメ 
—卜 八、 人口 ご 一千 四な と 十 萬に 達する。 このち 大な地 巧は、 荣 西の 幅と 千おネ "メ 


—卜 分、 南 化 二千キ ロメ  — 卜 八な 上の す パラ 大か 淡の 不毛 地 巧 じょつ て、 南部を か 
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—卜 <、 南北 二千キ ロメ  — 卜 八な 上の ホ、 ィラ大 かおの 不毛 化帶 化ょ つて、 南部を ホ 
部から 遮つ てなる。  、  - 

佛巧 アブリ々 の 交！！ Rn 巧 

ブ ランスの 植民な 策は 第一 じこの 巨大な 人的を 源を 開發 して 自 固の 巧が を充 巧す 
る ことを 目標と. してね る。 な 前の 火戰の 時は 百 九十 一 萬 八 千 人の 主 民が アフリヵ か 
ら フランス じ 送られ、 を' の 中 六十 八 萬 人が お ± として 戟線化 立 つた。 今次の 戰爭勃 
巧 前に & いても フランス 現が ぞ がの 一二 かの 一な 上は 有色 人の み ± から 成つ てね た。 
化 西アフリヵの 丈 人を 本 因 じを る ことは 實じ フランスの 動員 計 まの 巧、 むを 成す もの 
をので ある。 

か、 る大を の 有色 丈 人を 巧 ぷじ動 負し おる か 否かは 巧 一 化 ナバラ 沙漠の 巧 通 巧 
#、 第二に 地中 おがが の お 巧 如何 化か、 つてむ る。 

- チ-ラ 沙漠な 巧が おのを 鼓 まは 巧に 前世 巧のと 十 年代 じ 立案され 《 來 幾度 かおな 
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し檢 討され たがる k この間 じ サクラ 傍が の自葡 ま. 父 適の 發遵ろ あら 巧い が 当 巧 
がの 赏 現を みる じ 至つ た。 自動を は 『砂の お』 を 征服した。 バスは 現を 定期的 じか 
漠 を横斷 して、 地中 おと-ー ジュリアを 僅か 數 日の 行 巧で 述 絡して ねる。 フランスが 
をを か 玉— 作 フランスの 飛行 巧は を 期 的 じな 化し、 ア V シ H  I から サ 5 ザを 横断し 
て佛領 n ンゴの ブラ ツ ザヴィ^ じ まるが ぶ路を 四日で 翔破し V! むる。 

かくの 如き サ 、ィラ お斷を 通路の 完成 じょつ て、 フランスは 化 アフリカ、 西 アフリ 
々及び 赤道 アフブ 々を 直を じ 連 給し、 一岛接 急の 瑞 合は 西アフリカ 及び 赤道 アフリ 
々のち 大 なる 人のを 源を ヨ I  a ツ パの 戰巧 じむげ 入れる ことが 曲來る やぅ じを つて 
わる。 

化 アフリカ 化 A け' る 化 道 網の 整備 じ も大 いじみるべき ものが ある々 サブ ラン々、 
アグ ジュ— 及び チュニスの 諸 港を 連なして わる 续进 線が は 化 アフリカの 幹線で ある 
が この おから. 南方 じ おつて】 がの サバラ 巧學父 逆が かみは してね る。 この モロッコ. 


* ユ ュス鐵 道の 巧す る 大きを 巧 お 的 意を は、 地中 おがな】 化 巧の 手で 巧裘 された お 
かア少 ジちブ アんら 3  I  ロツ パ、 のがを をを を淹展 する 助に ちる。 
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*ュ -1 ス鐵 道の 有する 大きを 巧な 的 意義は、 地中海が 萬 一 化 巧の 手で 巧を された お 
な ア^ジ H  > ア から 3  I  » ブ パへの 巧 巧を をを 推 保す る點 じある。 

径濟、 《 巧 

ホ 化 チュニス 地方 ア^ ゼ リアぶ ぴモ ロブ 3 の 巧 巧 事 巧を 巧を 化 一巧して たかぅ。 

•  チュニス 地方は 一二 百 五十 巧の 人口を 有し、 をの 中の 九 割までは アラビア 十： 人で あ 
るが、 主として フランス 人 及び ィタリア 人から ぶる ョ •  n ツパ 人の みめる 巧荆 はお 
かな 上 化 大きい。 彼等の 多くは 官 お、 地主、 工業 家、 巧 人で ある。 これ じ對し 十： 人 
の ほとんどを 部は 兹業じ 従事して わる。 

主たる 裳產 物は 小を •巧 街 巧、 油で、 が 中 後一 ー ホは 巧內 のま 要が 瓶と なつて わる。 
•巧產 物と レて は 巧が 石 •续 •鉛、 西 鉛が ある。 採鑛は アメリカ じ 次 r 世界な 二のを 
巧を 示して を 6 •巧 巧 も た 五 01 六 0% の 含有な を 有する 巧な な巧激 地が ある。 
チュ -1 ス地 ホの お 巧 生 巧の 裳 巧を ぶす ものは かくの かくを かなと 巧が 品で あな、 


巧つ てを の 貿易 巧ぶ 化を いても 全餘巧 巧のと 0% は 農を 物から ぶら、 をの 化は 鋪を 
物 化ょ つて 占められて むる。 を 入 品は 工業 巧 おでが 中據物 おが 巧 倒 的 じ 多い。 貿み 
巧手 因は 徐 出入 共 フランス 本 巧が 紀お 巧势 でを 检巧乂 巧のと 乃 ま 六 割を 支 おしてむ 
る 0 

ホに ア火 •セリアを みる 化、 人口は 一九 年 化 右いて アフリヵ 十 •人 約で •百 六十 萬 
人、 ョ In ブパ人 (駐屯 軍 及びを おを をむ) 巧 九十 六 萬 人で、 フラン 人が 多い。 

ア瓜ゼ リアの 富の あ 半は 農を 物から 巧る。 拖荀 巧、 ルを、 姪 草が またる もで あ 6、 
特に お 巧 酒は を お出 巧の 六 割 近くを 占めて むる。 おを 物には 巧 巧 •が 巧を 主と し 石 
油 •大理 お、 起 藻 ± を もを 扣 ずる。 ア^ •セリア 資 おは 檢化 じあいて 化 割 近くを、 惊 
入に をいて 八 釘餘を フランス 本闻じ 化が してむ る。 

最後 化が 領 モロ ツ n の 経# 巧が をみ よう。 モ {ーブ n もまた 前 二を と 同じく 農業と 
115 業を なて’ お 巧 生活の 基 巧と してむ るが、 巧 物を 源の ま 宮を點 じ & いてを もま 要な 


化 化 化 ある。 を 近 ー ニヶ 年の 主耍 をを 物の 生產 巧を 前 一一を と 比較 すれば ホの かくで あ 


巧 化 じある。 最近 ー ニケ 年の ま 耍を產 物の 生を 巧を 前 一一を と 比較 すれば 次の かくで あ 
る。 


1 望 六 年 

〇 ホ •麥 (千 キンタ^ 5 

アこ リア  八、 一呈 

モ "ッ  n  ゴ ー、 量 0 
チ ユユス  ーー、 1100 

〇大を (モキ ンタこ 

モ "ブ 3  一 五 •一香 

ア^ ゼ リア  r 四 一八 
1K  ュュス  かき 

0 巧 巧 巧 (千 キン タ 方) 


直. をて. を.. お； ； ぶ おを も、 


看 年 


ク登八 

五、 六八ヒ 
'四、 八 00 


八、 二 六 一 
五、 九 八 一 

11、呂0 


冥 年 


210 
r 言 六 

ゴ 1、八呂 


S バ香 

五、 八 セー 

1、0 碁 


> を.々- 


♦V 
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一、 皆 10 


ミ 曲 二の 

一、 壁 四 


一、 九矣 


モ "ッ 3  一 養  ま 二  襄 

モ n ッユ のま 要 巧 ホ 物の な ホ 巧は ホの 如く 發 おしてむ る。 (巧 化乂 巧) 

】羹 年  羣灵 年.- 

巧敌鹽  一、 雲  一、 寞  一、 暨 
巧  炭  雪  一 旨  1 一一 1-1 


モリブデン 

マンダン 巧 

爹 巧) 


ーヴーー 


芸み 


责 .0 


ホの 中 おじ 巧 敌鹽は チュニスの 生を と 合して ァフブ 々を 生を 巧の 的 八 割を よめて 
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ベル ギ ー が コンゴ 

なほ 附化的 化、 3  I  {ー ツバ 列强が アフリカ 化 領有す •るが 民 地中を も 經巧的 價化化 
をむ ペグ V  T 巧 3 ンゴ 化つ いて 巧れ てを かぅ。 

ヨー  ロツパ ホ 巧と アフリカ じを ける をれ どれの 領有 化 民 地との 面 巧 比例を 標举化 
とる と、 ぺ八 ザ— は アフリカ 化を ける 巧 ほ 巧 まの 首 化を 占めて ぬる。 ベ 火 ザ— 領コ 
ンゴは 本 巧の 凡を 八十 倍 も あるが、 ベ V キ—の 巧 民 地と なつた のは 1 化 0 八 年で あ 
る。  ' 

ベ 作 •々 I 領 コンゴは 交通 巧 巧の おでは あらく ア 'フリ 々じを ける 备が 民她の 中で を 
上のを をを 示して ゐ る。 卽ち約 四千 八百キ n  メ  — 卜^の 錢道 おが、 部々 的には 自動 
ぞ おがと しても 巧 用され 得る 四 萬*  ロメ  I 卜^が 上の 道が ならび 化 巧 三萬キ U  メ| 
卜户化 違す る 历行巧 巧の 水が を も クて& るの だ。 これらの 交 巧拥の あかげで このが 


— SU 


9  I 


巧  子 


モ  を 


三、 10 八 
を •五 


ご 一、 空 0 

一き •六 


■セ 芸_ 


一一 气 浸 0 

ごな .0 


吴入 


矣ふ 


(巧ち) 農產めの卑化は千キンタ^^、巧產物の巧位は千乂トン、 但し金は* 
グ ラ*、* 巧は 巧 お 巧 巧  . 、 
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ベ バ*|巧= A  !1巧ち^1#>ホグー專行を巧しィち窗がをの\->まホるお出おとしで在 
る。 貿 るの 巧手 H を ペグ VI 巧 3  y ゴ のま 耍港 マタデ I 港の 出入 船が 田 揺から 椎ぞ 
すれば、 ぺ^ VI おがは を 巧 入船が わの 巧 半を 占めて ねる。 最近 ー ニヶ 年間の べ术 V 
I® コンゴの 貿易 巧ぶ は ホの かくまし く爲出 おおを 示して わる。 (巧 化 百 萬 フラン) 

一壹六 年  看 年  一一 一八 年* 

輸  入  セ吉人  一、 暑 •一  51111 ふ 
お  巧  一、 ご 季一一  一一、 赛畫一  一、 畫 •一一 
■  * 巧 定か  • 

コンゴ J を 地條巧 

3 ンゴ— を 化な 巧は、 千 八 百 八十 五 年 二月 廿 六日、 英 、ホ、 か-; 巧、 巧、 伊、 白 
巧 十四 ヶ 田の 聞 化 巧 結した 伯林】 がを を 書のまで あつて、 其の 第】 章は コンゴ— 巧 

V 

■-  1-_  ■  -  _!  一  ■= 

f 

ホ 巧 其の 巧 口を 化 巧 巧 化 方 化が ける 巧 巧の 自由化 閱 ずる 宜 言で わる。 

ホ 5C 司* を* をに f へ 育 化 十 年と 月 二日の プリ ユブ * グー 化 謀を 菩及ぴ 同日 附 


ホ 巧 其の 河口を 化 巧 巧 地方 化かけ る 巧 巧の 自由化 関する 宜 言で ホる。 

然る 化 同 議定書 おじ 千 八 百 化 十 年と 月 二日の プリ ユッ セグーが 誰を 薄及ぴ 同日 附 
の 宣言書の 改正 化關 する 千 化 百 十 化 年 九月 十日 調 巧の サン •ジ - 八 マン 條 約は、 右 
第】 をに 規定す る 所と 大恼化 於て 趣旨を 同く し、 をして 同條 約に ぶては 日本が、 英、 
米、 佛 、が、 白、 巧 諸 巧と 共 化 署ぶ圍 となつ て ねる。 同條 巧の 內 をを 要約して みよ 
ぅ。  ‘ 

署么图 は ( 1 )  3 ンゴ I 河及ぴ 其の 支 巧の ホ 巧を お 成す る 一切の 地方 

(二) 南 偉 二度 ホ々 の 緯度 汾よ 6  n  — ジ •一巧 口に まるまでの 間の 大西洋に 沿 ふな 

岸化帶 

(一二) 旨 こを めた n ンゴ— 河な 巧よ 6 巧 方 化 巧 開して 印度洋 化 至々、 化炼五 度よ 
ら舅 V  N ベ f 胃 化 至る まで 0 叢 化於睾 、を 署名 困* 民 及 ぴ同條 巧に 加 义 
する 巧 巧嚇盟 因た る 諸 围の巧 民の 巧に 通 巧 上の 完 をなる 均等を お 持す る 事 (游 一條) 
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上 說諸围 の 因ち 化 巧す る 商品は、 第】 條化 巧く るが 巧內化 自由 じこれ をが 入す る 
尊を 得、 而 して ホ 商品 化 資して は、 が 入 又は 徐曲 化對し 何等 差別 鮮 遇を 爲す事 なく、 
且つ 其の 通 遏じク いては 之が キ をの々 め教收 する ものな か】 切の 課 巧を 免 際すべき 

事 

上記 諸图 中の 一因の 因 巧を 巧 場す るが が も ホ 第 一條 化 巧 r る 地 巧の】 切の あ 岸を 
巧 おし 且つ、 共の 一切の お灌 じ奇淮 する 事を 巧べ く、 これ 化對 し、 何等 差別 的 待遇 
を爲か K る 事 (第一 一條) 

をく の自 曲の 天地 

.著ぶ 因 中の】 田の 巧 力の 下 じある 巧】 が 化 巧 r る 地 巧 化 於て は、 上記 諸 閔の岗 民 
は、 巧の 身 巧、 化を の巧證 、化產 のれ 巧 移 轉化閱 し、 ホ 化 共の 職業のを 行化關 し、 
ホ 地 巧に 權 力を 行 化する 固の 田ち と 巧 巧の 差別な < 、巧】 のが 巧 及び 巧 利を 享有す 


るま莖 二な) 

卜 9 1 每 5 ホ！ W  •ごまを し*  を 〇 な 化 度り 天な 宮お 開を のた め 利 巧を 附 巧す るの « 
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'る ま 巧 一二な) 

舍は其 Q 塞を 巧 分し、 且つ 右 地 巧 0 天が 富ぉ馨 0 《《利 權を附 巧す るの 権 

巧を 巧 有す。 但し 右 KS す義則 化 於； 上記 畫 0 畳 0 農 何 雲 裂 迅を投 

けざる 巧 (第 四條) 

.ユジ H  I  <河を 波 川 巧び 第 5 に？？ ぐる 化 巧內の 一切の 河川 共の 波 川 並化寬 
巧內 にを るが 水の 化 巧は、 巧 おにつ いても、 貨物な び 旅客の 巧 送に ついても 、共は 

完をじ 白 由 化し V 而し至 記 諸 田 0 置 K 唐す るが 賓恶は 一切 0 漠 につき、 

完 をなる 巧 等の 基 巧に がいて 待遇 せらるべき 事 (第五 お) 

» が はが 行の 事を のみは 基く あ 又は 河川 じがけ る 何等の 通 化 巧を 課する 事な く、 
また 船 內の巧 品には 何を の爱 巧を 課せざる ま、 控 其の もの、^ めの キ かじ？ 
る 報 新のを 巧を 有するな 金 又は 巧 金に 巧 6、 之を な收 する を 得る も、 其の 巧に つい 
では、 何等の 差別 的 待 巧を を さ K る 事 (巧 六 お) 


眞の平 巧 はげ： 

な 上が n  y ゴ— を地條 巧の 大要で あるが、 同條 がの お 旨を 一 肢じ列 巧の 巧 民 地 化 

適用 すれば、 巧 巧 率 巧を 確立す る じが 立つ であらう。.  、 

だが 本 巧と 巧 民と を區 別し、 門戶閲 故を 行 ふ 地理 的 お阁を かを ずるに 曾ら、 赏行 

上 多大の 巧藉が あると 化 ふ。 がし、 あらゆる 苗を が 其のを 領丰 苗た ると が 巧 レ 

化た ると を 問は ず —— じがて 园簇巧 商に 封す る 制限 的 措 留を撤 をし、 完 をなる 通商 一 

の 自由を を 現す る 事に ょつ て、 共存 典 巧の 赏をあ r べき だ。 

だが、 現下の 巧 巧が おじが て、 列 田が 通商の 自由を 巧 ふべ しと 說 くのは、 巧 人を 

を 語る の 巧 だとち はれる であらう。 世 巧の 人 也 化 巧 本的變 化が おち、 利己 まを がが 

たさ ぜる巧 6 巧 現 不可能で あらう。 だが 然し、 持たざる 國がホ 巧 的 じを 存 し、 發巧 

し V 行か うとす るには 是れが 外 じ 有効を る 手段は ある 3 い。  ' 

. 
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/  P 置 dingto 日* The  next  British  wmpire. 

A.  L.  0  Bullock  oermany’s  Colon 堅  Demands 
Statistisch 注  Jahrbuch  f  ミ  das  Deutsche  Reich •ちま • 

5e  Wehmacht; 

L.  s.  A3ery  さ  e  German  Colo 日芭 。星 3 •一 赛夕 
人口を 療 植民 化  两 なお 一巧 
世 ホ 玫治巧 巧 年 巧  巧 京を 治 お 巧 巧 巧が 


巧这 の- 內巧  かルみッ>5^^巧キ^  (今日の問が叟 
人 揉 巧 巧風爭  か田哲 .二 氏 •(度 おを お】 

な 巧 化の 巧み お  巧 曰 時局 讀本寫 H 巧扭 
ナチ 由を を往ぐ  大巧 おお 巧 壺里ま 這 
おが巧& とみに ホる もの  S 島 庚 そ 巧 (今日の 巧 おわ) 
ドィツの 巧 時が 巧と 風 時 « 巧  ぞ并 療巧譯 (みを 房) 

巧 を  0  R  •爭お  H 巧 巧 巧 巧が (大日 本 巧 巧 合 巧 巧む) 
巧み  0  巧  &  田 棚爲ま 巧義两 な】 

巧  19  •の  砂  巧 山 一巧 氏 (習 ホち 
を  ♦  巧  »  巧 比を 策 太が 氏 長 巧 巧 這 


BP な 十五 牢十 H 廿 五日 巧 《 
Bf か 十五 ザ 十 H1 二十日 巧れ 

巧 この 世 巧 政策 


定價を g 旧 ホ恰任 


著者  まな  e 

化 お ボ神旧 K 西が 巧 ニノ ニニ 

« 巧-者  伊藤  長  夫 

来ぶ 巧 牛 込 W 川 か 町】 九 八 
巧 《 者  山  本  巧  巧 

,  巧ぶ 巧 牛么巧 山が 町】 化 八 
巧夕所  宗文肚 印刷所 


巧ぶ 巧か阳 K 两神巧 ニノ ニニ  j 
貧が 所  伊  巧  g  店 i 

が 巧 ロ ホぶな セ 八 ー セ ホ i 
.  がな 九 巧 二 一ー ニ ハ ーニ 巧 一 


四 巧が フク ンスお 本 

=1 二  0  巧 

定债 1、 ホ 〇 

送 巧  一 五 


アンドン •モ ロア 著  隅 巧 屠久霉 


いつの 時化で も 生 治巧桿 おかしい 巧 巧は なわつ た。 巧を をな て なられる 作 おは、 このが 問が を 巧 
除な 趙 巧では ぁるが •  A  I モ ラスな 巧 晚氣の 中に 明朗に も見舉 ながみ とがぇ てね る。 慰 巧に 結 巧に 
巧みしたい 人、 巧 お 牛： 巧を 巧し みたい 人、 化 事に 巧みしたい 人、 巧し い 人生を おりた レ 人 •を がに 
牛： きたい 人は 本 さに 巧ク てを 巧 巧の け 韻に 巧が せられん ことを 巧结 する。 

作 ザは 閉を 巧】 ちに がて r 巧す る ことは お 巧で ぁらぅ か、 それともが をる 本 巧で わらぅ か.！ の 問 
を沒 して、 ベ ー コンの 巧媒 のを おを なて この 巧閒 にを へて ねる。 さで その 巧 巧の ま義 とはな 巧む る 
もので をら うか？ 

作者は ホ 巧 巧を がます る 巧々 のを 巧を 別 化の 巧が として お 巧 ひ 本が を猜 愛* 結婚、 家庭 生 

活 、友情、 囊 •仕 華、 統率、 幸福、 をぶ の 九つに々 けて わる。 


如が g  ‘I 田信觸 すま 囊巧 報囊な 齋朦榮 S 郎著 


四 六 巧 上 巧へ なな ター 


卽 S  ^ 田 信觸す 中外 巧 ii 巧な 齋藤榮 一二郎 ま 

四 《巧 上 巧、 寫巧 ター 
四な 0 巧'^ 巧が 入、 

を價 二， 二 0 

をが  一 五 

蛮 度 111 年 •自由 襄は 何時か 妾を おして 霸 おが (華 化 巧が】 の 時化と なつた。 政が は 巧 寫を維 
持す る ことに 巧 力す る 反面、 ホを 力媒 あに 力を 注ぎ •お 止 令は ホから々 ダへ と 致を されて わる" か、 
るな 府の方 かに お 力して こそ 始めて 巧 巧が がが 可能で あり •巧が 巧 盛は 巧して 俟〇 ベを であらぅ。 「お 
化 巧 巧き は 进垄二 年の ち 巧の 巧 おを 說 いて 吾等の* おと •巧し を 生活 巧 巧に 及び 現下の 日本人に 巧 
くべき をを 敕 へ、 を 庭の ホ 持に 時材の 或敦を おぇる と共に、 ま赖 をして 巧みを 巧 巧の お 化を 可 おなら 
し； 6 て わる。 巧に 一巧 人 ホに ホ おの 一 請 t 宙む •  . . 

S  ホ 

戰巧押 致 cil* 

を ffR 巧 

ィン ブレ JJklly 

A  R 、 策 
会 Mltflc 擴充 
ホ 國巧替 


な  要 

巧 ffluilu どぅ 斤 はれで* 6 か 
惟扣巧 典は 何故 必要た 

巧 働 統 《 

ft 巧 田 « はな ザ 重大 > 

大 》 ft 濟 
巧 W  0  » 


そ 那 Q  ♦ 

中 交 アジアのを 
國 家れ MM 法の 巧 》 

* 争は 巧* に 巧を 故へ たか 
巧 本 主義は どこへ 巧 < 


大藏み 官廣游 黨作序  日本 経 巧 巧巧舍 編 


巧 六が 二 00 巧 5 二 10 お  一 0 


せ ホの 巧 巧 ホと 日本の 巧 巧 « 

玫 をの 巧 巧 巧 

わ だ 巧 ホの 巧扭 H 

容 

巧エ棄 をの 巧历制 
巧 •エ 組み 中央 貪の 巧 招 拍巧巧 
ホ る 村の 巧 巧な 
を 巧の 巧 fi  M 


巧 治 •經巧 •文化 •生活は 

どうなる か 一 


を 巧に 化 ホの 巧 巧 ホと H 本の 新 巧が 
f おき •政治. 巧 巧 •商工 索を-を 
村-む W 生 巧 等の 巧 H にわけ •あら 
ゆる 巧 巧ょり 平 おに 巧 席が の 意 巧た 
わからし；® ょぅとして ゐる〇 


A —八 セち 寒 存»  ホ 巧 装 /fen-  KWW ホ 巧* 
S ホ 吉こ巧 九 あ «  AH  W  V  =  ー ノニ阳 » 西 


